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4

序
章

キ
ュ
ー
バ
、「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定
の
詩
学
」

島
の
生
き
物
は
、
ど
う
し
て
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

違
う
よ
う
な
気
が
す
る
。

も
っ
と
軽
く
て
、
繊
細
で
、
感
覚
が
鋭
い
。﹈

1
﹇

 

ド
ゥ
ル
セ
・
マ
リ
ア
・
ロ
イ
ナ
ス

一
九
四
三
年
の
キ
ュ
ー
バ
文
化

　

一
九
四
三
年
は
キ
ュ
ー
バ
文
化
史
上
、
忘
れ
が
た
い
年
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
文
化
史
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
こ
の
年

に
こ
れ
ほ
ど
の
出
来
事
が
結
集
し
て
い
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
二
年
前
、
画
家
の
ヴ
ィ
フ
レ
ー
ド
・
ラ
ム
は
、
ピ
カ
ソ
ら
と
交
流
し
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
船
で
マ
ル



序章　キューバ、「肯定の詩学」と「否定の詩学」

5

　

キ
ュ
ー
バ
に
生
ま
れ
、
才
能
を
磨
く
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
通
過
し
た
の
ち
、
故

郷
で
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
み
、
熱
帯
性
を
訴
え
た
作
品
を
仕
上
げ

た
ラ
ム
。
米
国
の
エ
リ
ー
ト
教
育
を
受
け
、
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
起
源
（
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
）」
を
構
想
し

た
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
。
そ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
文
芸
誌
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
ど
れ
も
数
年
で
途
絶
え
、
よ
り
持
続

的
な
活
動
を
構
想
し
て
い
た
レ
サ
マ
＝
リ
マ
。

　

三
人
の
結
晶
で
あ
る
こ
の
雑
誌
は
、
革
命
直
前
の
一
九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
続
く
。
革
命
に
流
れ
込
む
様
々
な
キ
ュ

ー
バ
文
化
の
動
き
の
中
で
、
こ
の
雑
誌
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
一
九
四
三
年
の
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
方
向
性
は
、
お
よ
そ
十
年
前
、
一
九
三
〇
年
代
と
は
異

な
っ
て
い
る
。

　

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
雑
誌
で
あ
る
『
レ
ビ
ス
タ
・
デ
・
ア
バ
ン
セ
（Revista de Avance

）』（
一
九
二
七
―
三
〇
）
に

チ
ニ
ー
ク
を
経
由
し
て
祖
国
キ
ュ
ー
バ
に
戻
っ
て
い
た
が
、

代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
』
を
完
成
さ
せ
た

の
は
一
九
四
三
年
だ
っ
た

﹈
2
﹇

。

　

製
糖
業
を
営
む
裕
福
な
一
家
に
生
ま
れ
た
批
評
家
の
ホ

セ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学

し
、
米
国
で
知
り
合
っ
た
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
出
身
の
文
芸
批

評
家
ペ
ド
ロ
・
エ
ン
リ
ケ
ス
＝
ウ
レ
ー
ニ
ャ
の
推
薦
状
を
携

え
て
、
や
は
り
キ
ュ
ー
バ
に
戻
っ
た
。
そ
の
彼
が
、
ハ
バ
ナ

の
公
園
の
ベ
ン
チ
で
作
家
の
ホ
セ
・
レ
サ
マ
＝
リ
マ
に
相
談

﹇
1
﹈Loynaz, D

ulce M
aría, “Poem

a C
I ”, Poem

as sin nom
bre, A

guilar, M
adrid, 1953, p.122. 

﹇
2
﹈
ヴ
ィ
フ
レ
ー
ド
・
ラ
ム
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
村
田
宏
『
ト
ラ
ン
ス
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
モ
ダ
ン

│
大
西
洋
を
横
断
す

る
美
術
』、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。

﹇
3
﹈R

odríguez Feo, José, M
i correspondencia con Lezam

a, Era, M
éxico, D

.F., 1991, p.8.

を
持
ち
か
け
た
の
も
一
九
四
三
年
だ
っ
た
﹈
3
﹇

。

　

ラ
ム
と
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
、
二
人
の
帰
国
を
最
も
喜
ん
だ
の
は
レ
サ
マ
＝
リ
マ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
生
涯
の

ほ
と
ん
ど
を
国
か
ら
離
れ
ず
に
過
ご
し
た
彼
は
、
こ
の
二
人
の
力
を
借
り
て
文
芸
誌
の
創
刊
を
構
想
す
る
。
も
と
も

と
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
の
相
談
も
こ
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
翌
一
九
四
四
年
、
文
芸
誌
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
（O

rígenes

）』
が
刊
行
さ
れ
る
。
編
集
人
と
し
て
四
人

の
名
前
が
連
ね
て
あ
る
が
、
資
金
提
供
が
ホ
セ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
、
内
容
面
の
充
実
が
レ
サ
マ
＝
リ
マ
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
の
表
紙
を
ラ
ム
の
絵
が
飾
っ
た
の
は
、
翌
一
九
四
五
年
春
号
だ

っ
た
（
図
版
1
、
一
九
四
五
年
春
号
表
紙
）。

図版 1　『Orígenes』1945 年春号表紙



序章　キューバ、「肯定の詩学」と「否定の詩学」

6

的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

│
は
、
キ
ュ
ー
バ
で
も
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
相
克
が
ハ
ム
レ

ッ
ト
の
よ
う
に
芸
術
家
を
苦
し
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
時
代
の
変
遷
に
つ
れ
て
、
こ
の
相
克
は
少
し
ず
つ
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ク

タ
ビ
オ
・
パ
ス
が
言
う
よ
う
に
、
ま
ず
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
あ
り
、
次
い
で
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
﹈
7
﹇

。
と
す
れ

ば
、
キ
ュ
ー
バ
の
場
合
、
三
〇
年
代
の
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
の
葛
藤
が
あ
っ
た
の
ち
、
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
キ
ュ
ー

バ
芸
術
の
表
現
の
中
心
点
は
、「
キ
ュ
ー
バ
」
そ
の
も
の
へ
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
へ
シ
フ
ト
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

か
か
わ
り
、
一
九
三
三
年
に
最
初
の
長
篇
小
説
『
エ
ク
エ
・
ヤ
ン
バ
・
オ
ー
（Écue-Yam

ba-Ó

）』
を
書
い
た
と
き
の

心
境
を
ア
レ
ッ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
前
衛
的
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
る
と
同
時
に
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」﹈

4
﹇

。
前
衛
的
で
あ
る
こ
と
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
で
あ
る
こ
と
の
両
方

を
実
現
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
と
、
土
着
的
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
高
ま
り
を
見
せ
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
作
家
に
よ
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ

ャ
ル
ド
運
動
の
特
徴
を
二
つ
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
（
ア
メ
リ
カ
土
着
主

義
）
で
あ
る
﹈
5
﹇

。
前
者
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
空
間
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
後
者
は
土

着
的
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
テ
ー
マ
を
描
こ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
テ
ー
マ
、
脱
植

民
地
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
作
品
に
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
部
性
を
強
調
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
外
部
性
を
強
調
す
る
ア
メ

リ
カ
ニ
ズ
ム
﹈
6
﹇

。
矛
盾
す
る
と
も
言
え
る
こ
の
二
つ
の
方
向
性
を
、
こ
の
時
代
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
た
ち
は
ど

ち
ら
か
を
選
び
と
る
と
い
う
よ
り
も
、
両
方
を
ひ
と
り
の
芸
術
家
が
、
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
実
現
し
て
い
る
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
作
家
で
あ
る
オ
ク
タ
ビ
オ
・
パ
ス
や
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
ス
ト
ゥ
リ

ア
ス
、
あ
る
い
は
ボ
ル
ヘ
ス
に
は
、
確
か
に
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
土
着
性
の
双
方
が
見
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
全
身
に
浴
び
、
そ
れ
と
同
質
の
運
動
を
自
ら
立
ち
上
げ
つ
つ
、
作
家
に
よ
っ
て
濃
淡
の
違
い
は

あ
る
に
せ
よ
、
土
着
的
テ
ー
マ
に
接
近
し
て
い
く
。

　

先
に
引
用
し
た
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
の
告
白

│
前
衛
的
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
る
と
同
時
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

﹇
4
﹈
ア
レ
ッ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
『
エ
ク
エ
・
ヤ
ン
バ
・
オ
ー
』
平
田
渡
訳
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
、
二
八
二

頁
。

﹇
5
﹈
石
井
康
史
「
外
部
に
つ
い
て

│
瀧
口
修
造
、
オ
ク
タ
ビ
オ
・
パ
ス
、
ア
レ
ッ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル

│
」、『To and 

From
 Shuzo Takiguchi

』、
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

14
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四̶

三
七
頁
。

﹇
6
﹈
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
の
な
か
で
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
性
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
、
坂
田

幸
子
『
ウ
ル
ト
ラ
イ
ス
モ

│
マ
ド
リ
ー
ド
の
前
衛
文
学
運
動
』、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
〇
年
を
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ

ム
性
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
、
崎
山
政
毅
「
ア
ン
デ
ス
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」、
小
岸
昭
他
編
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
想
像

力
』、
人
文
書
院
、
一
九
九
七
年
、
一
七
五̶

二
〇
一
頁
を
参
照
。

﹇
7
﹈
オ
ク
タ
ビ
オ
・
パ
ス
『
泥
の
子
供
た
ち
』
竹
村
文
彦
訳
、
水
声
社
、
二
八
二
頁
。
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黒
人
で
あ
る
こ
と
に
満
足
だ
と
言
い
、

キ
ュ
ー
バ
は
す
で
に
分
か
っ
て
い
る
、
自
分
が
ム
ラ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
。﹈

10
﹇

　　

ム
ラ
ー
ト
と
は
、
黒
人
と
白
人
の
混
血
の
こ
と
を
さ
す
。
こ
こ
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
＝
黒
人
）
と

同
様
、
キ
ュ
ー
バ
（
＝
ム
ラ
ー
ト
）
も
自
分
の
存
在
に
葛
藤
が
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。「
す
で

に
」
と
い
う
副
詞
か
ら
も
、
葛
藤
の
な
さ
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
黒
人
や
ム
ラ
ー
ト
の

中
身
が
何
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
こ
こ
で
ギ
ジ
ェ
ン
は
、
キ
ュ
ー
バ
＝
ム
ラ
ー
ト
と
し
て
、
キ
ュ
ー
バ

る
だ
ろ
う
﹈
8
﹇

。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
冒
頭
の
一
九
四
三
年
の
ラ
ム
と
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
の
祖
国
へ
の
帰
還
と
、
帰
国

と
同
時
に
着
手
し
た
芸
術
活
動
な
の
で
あ
る
。

　

と
な
る
と
、
一
九
四
三
年
に
起
き
た
キ
ュ
ー
バ
文
化
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
出
来
事
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
様
相
を

よ
り
深
く
、
ま
た
多
様
に
と
ら
え
る
た
め
の
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
年
、「
島
の
重
さ
（La isla en peso

）」﹈
9
﹇

と
題
さ
れ
た
詩
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。「
島
」
と
は
キ
ュ
ー
バ
島
の
こ

と
で
あ
る
。
作
者
の
名
前
は
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
。
こ
の
詩
を
含
め
た
彼
の
作
品
と
軌
跡
は
キ
ュ
ー
バ
文
化
の

中
で
重
要
な
流
れ
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
彼
は
何
を
成
し
遂
げ
た
の
か
？

「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定
の
詩
学
」

　

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、
根
本
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
人
間
が
、
自
分
の
足
を
置
い
て
い
る
そ
の
大
陸

と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
が
露
わ
に
な
る
問
題
で
あ
る
。
土
地
、
文
化
へ
の
帰
属
意
識
が
ど
の
よ
う
に
表
明

さ
れ
る
の
か
。

　

キ
ュ
ー
バ
島
を
め
ぐ
る
詩
行
を
二
人
の
詩
人
か
ら
引
用
し
よ
う
。
キ
ュ
ー
バ
独
立
の
一
九
〇
二
年
に
生
ま
れ
た
ニ

コ
ラ
ス
・
ギ
ジ
ェ
ン
は
、「
熱
帯
で
の
言
葉
（Palabras en el trópico

）」（『
ウ
ェ
ス
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
』

所
収
）
で
以
下
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、

﹇
8
﹈
人
類
学
者
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
オ
ル
テ
ィ
ス
が
キ
ュ
ー
バ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
探
求
の
書
『
タ
バ
コ
と
砂
糖
の
キ
ュ
ー
バ
的

対
位
法
』
を
出
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
で
あ
る
。

﹇
9
﹈
ち
な
み
に“La isla en peso ”

は
英
訳
で
は
、“The w

hole island ” (M
ark W

eiss)

、“The w
eight of the island ” (Pablo 

M
edina)

、
あ
る
い
は“The Island fully burdened ” (Thom

as F. A
nderson)

な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
のpeso

を
通
貨
の
ペ
ソ
と
考
え
る
と
、「
米
ド
ル
で
は
な
く
て
キ
ュ
ー
バ
・
ペ
ソ
の
島
」
と
な
る
。
こ
こ
で
は
上
記
三
名
に
よ
る
訳
を

参
照
し
つ
つ
、「
島
の
重
さ
」
と
訳
し
た
。

﹇
10
﹈G

uillén, N
icolás, “Palabras en el trópico ”, O

bra poética (1922-58), Letras C
ubanas, La H

abana, 1985, p.122. 

邦
訳
に

あ
た
っ
て
は
、『
ギ
リ
ェ
ン
詩
集
』（
飯
塚
書
店
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
し
、
一
部
変
更
を
加
え
た
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引

用
は
か
っ
こ
内
に
ペ
ー
ジ
数
の
み
記
す
。
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8

ゃ
ん
の
国
キ
ュ
ー
バ
。

　

先
の
ギ
ジ
ェ
ン
の
詩
は
、
タ
イ
ト
ル
が
「
熱
帯
で
の
言
葉
」
と
あ
る
と
お
り
、
詩
全
体
が
熱
帯
文
化
へ
の
礼
賛
に
な

っ
て
い
る
。

わ
た
し
は
見
る
、
お
前
が
燃
え
立
つ
道
を
や
っ
て
く
る
の
を
、

熱
帯
よ
、

手
提
げ
籠
に
マ
ン
ゴ
ー
を
入
れ

恵
み
の
砂
糖
黍
を
携
え

黒
人
女
の
性
の
よ
う
に
紫
の
ス
タ
ー
ア
ッ
プ
ル
を
持
っ
て

　　

燃
え
上
が
る
暑
さ
、
植
物
群
（
砂
糖
黍
、
椰
子
、
果
実
）、
そ
の
か
も
す
匂
い
と
い
っ
た
熱
帯
文
化
を
歓
迎
し
、
そ

れ
と
の
交
わ
り
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
歌
で
あ
る
。

を
め
ぐ
る
存
在
論
的
な
葛
藤
を
解
消
し
、
キ
ュ
ー
バ
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
出
発

点
に
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ギ
ジ
ェ
ン
よ
り
も
十
歳
ほ
ど
年
下
の
ビ
リ
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
「
島
の
重
さ
」
で
以
下
の
よ
う
に
う
た

っ
て
い
る
。

ぼ
く
の
国
よ
、
お
前
は
若
す
ぎ
て
、
自
分
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
！
﹈
11
﹇

　

こ
の
詩
行
の
の
ち
、

ぼ
く
の
民
よ
、
お
前
は
若
す
ぎ
て
、
ま
だ
お
片
付
け
が
で
き
な
い
！

ぼ
く
の
民
よ
、
お
前
は
飾
っ
た
話
が
好
き
す
ぎ
て
、
物
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
！

光
か
、
そ
れ
と
も
子
ど
も
の
よ
う
に
、
お
前
に
は
ま
だ
表
情
と
い
う
も
の
が
な
い
。（p.37

）

と
続
け
て
い
る
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
方
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
は
ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら
、「
分
か
ら
な
い
」
し
、「
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

強
調
さ
れ
る
。「
ま
だ
表
情
と
い
う
も
の
が
な
い
」。

　

キ
ュ
ー
バ
は
い
ま
だ
輪
郭
の
定
ま
ら
ぬ
、
未
分
化
な
、
存
在
が
不
確
定
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
赤
ち

﹇
11
﹈Piñera, V

irgilio, “La isla en peso ”, La vida entera, U
N

EA
C

, La H
abana, 1969, p.27. 

以
下
、
本
章
の
同
書
か
ら
の
引
用

は
か
っ
こ
内
に
ペ
ー
ジ
数
の
み
記
す
。
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乳
首
を
洗
お
う
と
す
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、

ぼ
く
は
港
の
腐
敗
臭
に
も
慣
れ
、

魚
が
夢
を
見
て
い
る
あ
い
だ
、
夜
毎
、
衛
兵
の
性
器
を
弄
ぶ
そ
の
女
に
も
、

ぼ
く
は
慣
れ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
を
一
杯
飲
ん
で
み
て
も
、

自
分
が
昔
ア
ダ
ム
の
楽
園
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
思
い
は
去
ら
な
い
。

何
が
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
か
？
（p.25

）

　

ど
こ
か
滑
稽
な
こ
の
語
り
手
は
、
水
浸
し
の
、
腐
敗
臭
の
漂
う
、
猥
褻
な
光
景
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
彼

は
こ
の
地
獄
的
な
島
の
風
景
を
皮
切
り
に
、
哲
学
的
な
思
考
を
巡
ら
そ
う
と
す
る
。
か
つ
て
ア
ダ
ム
の
楽
園
に
住
ん
で

い
た
は
ず
な
の
に
、
気
が
つ
く
と
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
場
所
に
い
る
。
幻
滅
と
失
望
。
キ
ュ
ー
バ
へ
の
期
待
か
ら
出

発
す
る
の
で
は
な
く
、
幻
滅
か
ら
は
じ
ま
る
詩
。

　

こ
こ
で
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
批
評
家
た
ち
の
命
名
に
な
ら
い
、
前
者
の
ギ
ジ
ェ
ン
の
詩
学
を
「
肯
定
の
詩
学
」
と
呼

ぼ
う
。
そ
し
て
後
者
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
そ
れ
を
「
否
定
の
詩
学
」
と
呼
ぼ
う
。﹈

12
﹇

「
肯
定
の
詩
学
」
は
、
い
ま
自
身
が
い
る
場
所
に
対
す
る
強
い
信
頼
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
る
。
キ
ュ
ー
バ
に
は
キ
ュ
ー

バ
の
固
有
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
に
愛
着
を
抱
き
、
そ
れ
を
探
求
し
、
自
ら
そ
れ
と
同
一
化
し
よ
う
と
す
る
。

キ
ュ
ー
バ
中
心
主
義
で
あ
る
。
レ
サ
マ
＝
リ
マ
が
書
い
た
小
説
は
そ
の
も
の
ず
ば
り
『
楽
園
』
と
い
う
表
題
だ
っ
た
。

熱
帯
よ
、
私
は
お
前
に
挨
拶
を
送
ろ
う

お
前
が
生
ん
だ
娘
た
ち
、
こ
の
破
廉
恥
な
島
々
か
ら

塩
っ
ぱ
い
肺
か
ら
漏
れ
出
る

ス
ポ
ー
ツ
の
挨
拶
を

春
の
挨
拶
を
（pp.121-122

）

　

楽
園
キ
ュ
ー
バ
へ
の
愛
に
満
ち
て
い
る
の
が
ギ
ジ
ェ
ン
の
詩
で
あ
る
の
に
対
し
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
持
ち
出
す
の
は

「
呪
い
」
で
あ
る
。
再
び
「
島
の
重
さ
」
を
見
て
み
よ
う
。
詩
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

い
た
る
と
こ
ろ
水
の
呪
わ
し
い
環
境
が

ぼ
く
を
カ
フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
に
坐
ら
せ
る
。

水
が
癌
の
よ
う
に
ぼ
く
を
取
り
囲
ん
で
い
る
と
思
わ
な
け
れ
ば

ぼ
く
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
だ
ろ
う
。

若
者
た
ち
が
服
を
脱
い
で
泳
ご
う
と
し
て
い
る
頃

十
二
人
が
減
圧
症
で
死
ん
で
い
た
。

夜
明
け
ど
き
、
女
乞
食
が
水
に
滑
り
落
ち
、
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彼
は
先
に
言
っ
た
よ
う
に
、
創
刊
し
た
文
芸
誌
に
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
（
起
源
）』
と
名
付
け
た
。
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
起

源
探
求
が
こ
の
雑
誌
の
仕
事
だ
っ
た
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
こ
の
流
れ
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
と
こ
ろ
に
自
ら
を
位
置
付
け
た
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
も
う
少

し
、
こ
の
「
島
の
重
さ
」
や
、
こ
の
系
譜
に
連
ね
ら
れ
る
エ
ベ
ル
ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
詩
を
読
ん
で
、
本
書
の
大
ま

か
な
見
取
り
図
を
描
い
て
お
こ
う
﹈
13
﹇

。

「
島
の
重
さ
」 

　

ほ
ぼ
三
十
歳
の
時
に
書
か
れ
た
「
島
の
重
さ
」
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
詩
作
の
中
で
は
初
期
に
属
す
る
が
、
彼
の
詩
学

の
中
心
を
占
め
て
い
る
。
後
年
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
を
師
と
仰
ぐ
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス

│
こ
の
人
も
一
九
四
三
年
生
ま

れ
だ

│
は
こ
う
評
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
ひ
と
つ
の
頂
点
と
な
る
作
品
で
あ
る
。
彼
の
そ
の
後
の
作
品
の
す
べ
て
の
土
台
で
あ
り
、
す
べ
て
を
正
当
化

す
る
。
こ
の
詩
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
全
作
品
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
の
世
界
を
把
握
す
る
た
め
の
鍵
を
私
た

ち
に
与
え
な
が
ら
、
彼
の
創
造
の
最
良
の
部
分
を
滋
養
し
、
土
台
を
築
い
て
い
る
か
ら
だ
。﹈

14
﹇

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
詩
に
も
、
ギ
ジ
ェ
ン
と
重
な
り
合
う
よ
う
な
、
海
、
雨
、
風
、
砂
糖
黍
畑
、
椰
子
の
木
、
熱
帯
の

様
々
な
果
実
と
そ
の
香
り
と
い
う
カ
リ
ブ
の
自
然
は
導
入
さ
れ
る
。
太
鼓
や
拍
子
木
（
ク
ラ
ー
ベ
）、
グ
ィ
ロ
な
ど
の

﹇
12
﹈「
肯
定
の
詩
学
」、「
否
定
の
詩
学
」
と
い
う
概
念
を
最
も
早
く
打
ち
出
し
た
の
はPonte, A

ntonio José, “Por Los años de 

los O
rígenes ”, El libro perdido de los O

rigenistas, R
enacim

iento, Sevilla, 2004. 

該
当
論
文
の
初
出
は
一
九
九
五
年
。
そ

の
後
、Pérez Firm

at, G
ustavo, “El sino cubanoam

ericano ”, Ensayo cubano del siglo XX, Fondo de C
ultura Económ

ica, 

M
éxico, D

.F., 2002.

お
よ
び
、R

ojas, R
afael, U

n banquete canónico, Fondo de C
ultura Económ

ica, M
éxico, D

.F., 2000.

が
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
て
い
る
。
本
稿
の
着
想
に
お
い
て
は
彼
ら
の
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
な
お
、
ス
ペ
イ
ン
の
作
家
エ

ン
リ
ー
ケ
・
ビ
ラ
＝
マ
タ
ス
は
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
と
そ
の
仲
間
た
ち
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
な
か
で
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ

を
「
否
定
の
演
劇
」
の
作
家
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
着
想
も
本
稿
と
無
関
係
で
は
な
い
。

﹇
13
﹈「
島
の
重
さ
」
に
お
け
る
「
否
定
の
詩
学
」
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
詩
の
解
釈
は
、
以
下
の
も

の
を
代
表
的
な
も
の
と
見
な
し
、
参
照
し
て
進
め
た
。R

ojas, R
afael, “N

ew
ton huye avergonzado ”, Virgilio Piñera: La 

m
em

oria del cuerpo(edición de Rita M
olinero), Plaza M

ayor, San Juan, 2002, pp.249-259. A
renas, R

einaldo, “La isla 

en peso con todas sus cucarachas ”, N
ecesidad de libertad, U

niversal, M
iam

i, 2001, pp.131-152. A
nderson, Thom

as 

F., Everything in its place:The life and w
orks of Virgilio Piñera, Lew

isburg B
ucknell U

niversity Press, 2006. G
astón 

B
aquero, “Tendencias de nuestra literatura (1943) ”, http://w

w
w

.biblioteca.org.ar/libros/156676.pdf. Jam
barina, Jesús, 

“Poesía, nación y diferencias: C
intio V

itier lee a V
irgilio Piñera ”, Revista Iberoam

ericana, Vol. LX
X

V, núm
. 226, enero-

m
arzo 2009, pp.95-105. H

ernández B
usto, Ernesto, “U

na tragedia en el trópico ”, Encuentro de la cultura cubana, núm
. 

14, otoño de 1999, pp.36-44.

﹇
14
﹈A

renas, R
einaldo, N

ecesidad de Libertad, p.142.
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水
死
し
た
水
兵
の
制
服
が
岩
礁
に
ま
だ
浮
か
ん
で
い
る
。（p.26

）

今
夜
、
老
女
と
知
り
合
っ
て
ぼ
く
は
泣
い
た
、

彼
女
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
水
に
取
り
囲
ま
れ
て
百
八
年
生
き
た

と
い
う
の
だ
。（p.26

）

　　

水
は
通
常
の
、
秩
序
あ
る
流
れ
の
時
間
を
制
止
さ
せ
て
し
ま

う
。
だ
が
苦
し
め
る
の
は
水
だ
け
で
は
な
い
。
太
陽
の
光
、
こ
れ

も
ま
た
苦
し
み
の
タ
ネ
だ
。

前
進
す
る
明
る
み
が
侵
入
す
る

邪
悪
に
、
斜
め
に
、
垂
直
に
、

明
る
み
は
影
を
吸
い
込
む
巨
大
な
吸
盤
だ
、

そ
し
て
両
手
は
両
目
を
ゆ
っ
く
り
覆
う
。

（
中
略
）　

楽
器
へ
の
言
及
も
あ
り
、
あ
る
種
の
祝
祭
的
空
間
も
展
開
す
る
。
例
え
ば
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
芳
し
い
香
り
は
鳥
の
動
き
を
止
め
ら
れ
る
。（p.26

）

と
い
う
一
行
、
あ
る
い
は
、

驟
雨
は
馬
の
背
を
叩
く
、

馬
の
尻
尾
に
結
ば
れ
た
昼
寝
、

馬
を
呑
み
こ
む
砂
糖
黍
畑
、

煙
草
が
薄
闇
に
流
れ
出
て

密
や
か
に
迷
い
込
む
馬
た
ち
（p.30

）

は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
絵
画
的
な
十
九
世
紀
の
キ
ュ
ー
バ
島
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
（
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
エ
ス
テ
ー
バ
ン
・
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
の
絵
『
夕
暮
れ Crepúsculo

』
一
八
六
七
、
図
版
2
）。

　

し
か
し
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
水
浸
し
や
乞
食
な
ど
の
直
截
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
薄
気
味
悪
さ
が
こ
の
詩
の
特
徴

で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ア
ッ
プ
ル
の
色
さ
え
も
、
こ
の
詩
で
は
「
不
吉
な
色
」（p.28

）
で
あ
る
。
取
り

囲
む
水
に
苦
し
め
ら
れ
る
民
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
事
欠
か
な
い
。

図版 2　エステーバン・シャルトラン『夕暮れ Crepúsculo』1867
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癌
の
ベ
ル
ト
の
よ
う
に
不
吉
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
、

島
を
取
り
囲
む
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
臭
い
砂
が

島
に
住
む
者
た
ち
の
腎
臓
を
し
め
つ
け
る
。（p.32

）

　
　

　

あ
る
批
評
家
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
作
品
の
特
徴
と
し
て
「
熱
帯
に
お
い
て
、
時
間
は
存
在
し
な
い
。
物
事
や
出
来
事
は

継
起
し
、
流
れ
る
が
、
そ
れ
が
事
件
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
な
い
。
事
件
は
差
異
、
意
味
、
新
奇
を
暗
示
す
る
。
こ

う
し
た
こ
と
は
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
登
場
人
物
に
は
起
こ
ら
な
い
。
破
壊
的
な
太
陽
の
下
で
冬
眠
を
す
る
矛

盾
し
た
存
在
だ
。」
と
言
っ
て
い
る
﹈
15
﹇

。

『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
が
キ
ュ
ー
バ
を
意
味
づ
け
る
「
出
来
事
」
や
「
事
件
」
で
あ
ろ
う
と
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
化
を

試
み
た
と
す
れ
ば
、「
記
憶
を
呼
び
戻
す
行
為
、
そ
れ
は
永
遠
の
悲
惨
」（p.25

）
と
歌
う
「
島
の
重
さ
」
は
反
歴
史
を

標
榜
し
て
い
る
。

　

薄
気
味
悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
真
面
目
な
期
待
を
挫
き
、
虚
無
感
、
不
敬
さ
を
漂
わ
せ
る
。「
高

明
る
み
は
舌
を
動
か
し
、

明
る
み
は
腕
を
動
か
し
、

明
る
み
は
グ
ア
バ
売
り
に
突
進
し
、

明
る
み
は
黒
人
と
白
人
に
突
進
し
、

明
る
み
は
自
ら
を
殴
り
、

休
む
こ
と
な
く
怒
り
狂
っ
て
進
み
、

爆
発
し
、
破
裂
し
、
分
裂
し
だ
し
、

明
る
み
は
最
も
お
そ
ろ
し
い
分
娩
を
は
じ
め
、

明
る
み
は
明
る
み
を
産
み
は
じ
め
る
の
だ
。

昼
の
十
二
時
だ
。（p.36

）

　

こ
う
い
う
島
は
監
獄
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
誰
も
出
て
行
け
な
い
、
誰
も
出
て
行
け
な
い
！
」（p.36

）。
島
は
ど
こ
ま

で
行
っ
て
も
最
終
的
に
は
戻
っ
て
く
る
円
環
構
造
を
な
し
て
い
て
、
逃
げ
場
が
な
い
。

ぞ
っ
と
す
る
円
環
の
散
策
、

円
環
の
砂
を
歩
く
足
の
闇
の
遊
戯
、

ウ
ニ
の
棘
か
ら
逃
げ
る
踵
の
有
害
な
動
き
、

﹇
15
﹈H

ernández B
usto, Ernesto, “U

na tragedia en el trópico ”, Encuentro de la cultura cubana, núm
. 14, otoño de 1999, p.36.
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方
が
も
う
一
方
を
「
偽
物
」
と
呼
び
、
そ
の
こ
と
で
自
ら
を
「
正
統
」
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
に
、
キ
ュ
ー
バ
を
正
し
く
我
が
物
に
し
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
、
と
い
う
問
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。 

　

本
書
で
見
て
い
く
よ
う
に
、
革
命
以
降
の
文
化
政
策
は
革
命
文
学
の
「
正
典
」
と
そ
れ
以
外
の
線
引
き
を
行
い
、
多

く
の
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
。
筆
者
は
、
対
立
の
源
泉
の
一
つ
に
、
こ
の
、「
誰
が
キ
ュ
ー
バ
を
所
有
で
き
る
の
か
」

と
い
う
論
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」

　

革
命
後
、「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
と
い
う
言
論
弾
圧
事
件
が
起
き
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
は
、
詩
人
の
エ
ベ
ル
ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
が
キ
ュ
ー
バ
の
作
家
リ
サ
ン
ド
ロ
・
オ
テ
ロ
か
ら
頼
ま
れ
て
オ

テ
ロ
の
作
品
『
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
情
熱
（Pasión de U

rbino

）』
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
パ
デ
ィ
ー

リ
ャ
は
オ
テ
ロ
の
要
請
に
応
え
、
ス
ペ
イ
ン
の
ビ
ブ
リ
オ
テ
カ
・
ブ
レ
ー
ベ
賞
の
候
補
作
と
な
る
よ
う
に
手
配
す
る
。

こ
の
文
芸
賞
は
一
九
六
二
年
に
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
の
『
都
会
と
犬
ど
も
』
に
与
え
ら
れ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の

笑
い
が
響
き
、
聖
な
る
も
の
は
価
値
が
下
落
す
る
」（p.29

）

　

当
時
キ
ュ
ー
バ
で
こ
の
詩
を
読
ん
だ
ガ
ス
ト
ン
・
バ
ケ
ー
ロ
と
い
う
詩
人
は
、
一
九
四
三
年
の
最
良
の
詩
の
一
つ
と

見
な
し
な
が
ら
、「
私
た
ち
の
現
実
に
つ
い
て
の
極
論
主
義
者
の
、
否
定
主
義
者
の
、
意
図
的
な
歪
曲
主
義
的
傾
向
の

一
つ
」﹈

16
﹇

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
根
拠
は
何
か
。

「
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
、
表
現
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
的
な
ス
タ
イ
ル
と
は
全
く
断
絶
し
た
方
法
で
、
知
的
か
つ

大
胆
、
時
に
意
図
的
に
人
目
を
惹
き
、
ま
た
き
わ
ど
い
詩
文
の
中
で
提
起
し
た
こ
の
島
は
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ル
性
や
マ
ル

チ
ニ
ー
ク
性
を
備
え
た
島
で
あ
り
、
我
々
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
我
々
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」（
傍
点
引

用
者
）
こ
こ
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
、
他
の
カ
リ
ブ
圏
と
区
別
す
る
発
想
が
見
ら
れ
る
。
キ
ュ
ー
バ
中
心
主
義
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
論
調
で
こ
の
詩
に
厳
し
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
キ
ュ
ー
バ
の
詩
人
・
批
評
家
の
シ
ン
テ
ィ

オ
・
ビ
テ
ィ
エ
ル
で
あ
る
。
彼
は
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」
以
降
の
十
人
の
キ
ュ
ー
バ
詩
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
『
オ

リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
出
版
か
ら
出
し
、
そ
こ
に
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
を
含
め
た
も
の
の
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
文
学
を
、「
美
的
、
倫
理

的
、
宗
教
的
な
本
質
を
持
た
ず
に
現
実
を
把
握
す
る
最
も
略
奪
的
で
残
酷
な
試
み
」
と
し
て
、「
島
の
重
さ
」
に
つ
い

て
は
「
偽
の
土
着
主
義
の
誤
っ
た
経
験
」
と
評
し
た
﹈
17
﹇

。

　

多
く
の
芸
術
家
が
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
向
か
う
過
程
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
、
確
か
に
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
も
ま
た
、
キ
ュ
ー

バ
を
描
こ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
に
描
か
れ
た
内
容
は
、
こ
う
し
た
批
評
家
に
と
っ

て
本
物
の
キ
ュ
ー
バ
で
は
な
い
、
歪
曲
さ
れ
た
キ
ュ
ー
バ
と
見
え
た
。

　

ど
ち
ら
が
「
本
物
」
の
キ
ュ
ー
バ
を
書
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
一

﹇
16
﹈B

aquero, G
astón,  “Tendencias de nuestra literatura (1943) ”, w

w
w

.biblioteca.org.ar/libros/156676.pdf

﹇
17
﹈D

iez poetas cubanos: 1937-1947(Antología y notas de C
intio Vitier), Ediciones “O

rígenes ”, La H
abana, 1948, p.79. 
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れ
た
反
革
命
的
で
反
歴
史
的
な
姿
勢
を
問
題
視
し
、
執
行
部
の
声
明
も
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
を
条
件
に
受
賞
と
詩
集

の
刊
行
を
許
可
す
る
。
こ
れ
が
「
事
件
」
第
二
幕
だ
が
、
こ
こ
ま
で
は
ま
だ
国
内
、
と
い
う
よ
り
も
文
壇
内
部
の
論
争

に
過
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
そ
れ
か
ら
三
年
が
過
ぎ
、「
事
件
」
第
三
幕
が
起
き
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
一
千
万
ト
ン
生
産
計
画
の
失
敗
を
背

景
に
政
権
側
は
知
識
人
層
へ
の
言
論
統
制
を
強
め
、
一
九
七
一
年
三
月
、
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
を
、
元
は
マ
リ
ス
ト
会
の
学

校
で
革
命
後
に
政
治
犯
の
収
容
先
と
な
っ
た
ビ
リ
ャ
・
マ
リ
ス
タ
に
お
よ
そ
一
ヶ
月
間
拘
束
す
る
。
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
に

示
さ
れ
た
逮
捕
状
に
は
「
国
家
権
力
に
陰
謀
を
企
ん
だ
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
た
﹈
18
﹇

。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
国
際
的
に
伝
播

し
て
、
カ
ス
ト
ロ
を
支
持
し
て
い
た
西
側
知
識
人
は
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
身
を
案
じ
る
内
容
の
公
開
書
簡
を
カ
ス
ト
ロ

へ
送
る
（
一
九
七
一
年
四
月
九
日
付
）。
署
名
者
の
中
に
は
カ
ル
ロ
ス
・
フ
エ
ン
テ
ス
、
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
、
フ
リ

オ
・
コ
ル
タ
サ
ル
、
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
と
い
っ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
ほ
か
、
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
、

サ
ル
ト
ル
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
な
ど
の
名
前
が
あ
っ
た
﹈
19
﹇

。
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
は
一
ヶ
月
後

の
一
九
七
一
年
四
月
二
十
七
日
、
見
違
え
る
よ
う
に
衰
え
た
姿
で
現
れ
、
作
家
芸
術
家
協
会
の
ホ
ー
ル
で
公
開
の
「
自

流
行
に
火
を
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
オ
テ
ロ
の
願
い
は
叶
わ
ず
、
一
九
六
四
年
の
同
賞
は
、
同
じ
キ
ュ
ー
バ
人
の
ギ
ジ

ェ
ル
モ
・
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
『
三
頭
の
淋
し
い
虎
（
邦
題
は
『
ト
ラ
の
ト
リ
オ
の
ト
ラ
ウ
マ
ト
ロ
ジ
ー
』）』
が

受
賞
し
、
オ
テ
ロ
の
作
品
は
翌
年
の
選
外
佳
作
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
見
た
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
は
爆
弾
を
放
つ
。
キ
ュ
ー
バ
の
文
芸
誌
『
エ
ル
・
カ
イ
マ
ン
・
バ
ル
ブ
ー
ド
（El 

C
aim

án Barbudo
）』
誌
上
で
、
文
学
賞
を
狙
う
オ
テ
ロ
か
ら
（
し
つ
こ
く
）
ス
ペ
イ
ン
の
出
版
社
へ
の
斡
旋
依
頼
が

あ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
て
オ
テ
ロ
を
貶
め
る
一
方
で
、
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
作
品
を
激
賞
し
た
の
で
あ
る
。

い
わ
く
、「
文
学
賞
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
オ
テ
ロ
の
幻
滅
も
、
彼
に
文
学
賞
を
与
え
な
い
ス
ペ
イ
ン
の
審
査
員
の
決

定
も
よ
く
わ
か
る
。
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
作
品
こ
そ
こ
れ
ま
で
に
書
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
の
小
説
の
な
か
で
最

も
輝
か
し
く
、
最
も
才
知
に
溢
れ
、
最
も
キ
ュ
ー
バ
的
な
小
説
で
あ
る
。
こ
の
先
オ
テ
ロ
は
文
化
官
僚
に
な
る
か
革
命

作
家
に
な
る
し
か
な
い
」
と
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
当
時
こ
の
雑
誌
の
編
集
長
を
務
め
て
い
た
の
は
、
ヘ
ス
ス
・
デ

ィ
ア
ス
で
あ
る
。
雑
誌
の
同
号
に
は
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
に
対
し
て
か
な
り
強
い
口
調
の
反
論
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
は
再
反
論
を
同
誌
に
掲
載
す
る
。
こ
れ
が
一
九
六
七
年
の
「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
第
一
幕
で
あ

る
。

　

翌
一
九
六
八
年
、
今
度
は
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
詩
が
爆
弾
に
な
る
。
後
述
す
る
彼
の
詩
集
『
ゲ
ー
ム
の
外
で
（Fuera 

del juego

）』
が
、
作
家
芸
術
家
協
会
（U

N
EA

C

）
が
主
催
す
る
、
キ
ュ
ー
バ
詩
人
の
名
を
冠
し
た
「
フ
リ
ア
ン
・
デ

ル
・
カ
サ
ル
賞
」
を
審
査
員
の
満
場
一
致
で
受
賞
す
る
。
と
こ
ろ
が
主
催
し
た
作
家
芸
術
家
協
会
の
執
行
部
は

│
ち

な
み
に
当
時
協
会
の
代
表
を
務
め
て
い
た
の
は
ニ
コ
ラ
ス
・
ギ
ジ
ェ
ン
で
あ
る

│
、
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
詩
に
表
明
さ

﹇
18
﹈Padilla, H

eberto, La m
ala m

em
oria, Plaza&

Janés, B
arcelona, 1989, p.149.

﹇
19
﹈
事
件
の
経
緯
は
、Padilla, H

eberto, Fuera del juego: Edición conm
em

orativa 1968-1998, U
niversal, M

iam
i, 1998.

を

参
照
。
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一
日
丸
ご
と
、
考
え
て
ば
か
り
。

い
つ
も
反
論
探
し
だ
。

あ
い
つ
を
つ
ま
み
出
せ
！

水
差
し
野
郎
は
脇
に
放
り
出
せ
、

夏
の

不
機
嫌
男
を

昇
り
つ
つ
あ
る
太
陽
の
下
で

黒
い
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
る
。﹈

20
﹇

 

「
ゲ
ー
ム
の
外
で
」
で
は
、
権
力
者
か
ら
の
、
詩
人
に
対
す
る
不
満
の
言
葉
が
乱
暴
に
連
ね
ら
れ
る
。「
ゲ
ー
ム
」「
奇

蹟
」「
昇
り
つ
つ
あ
る
太
陽
」
は
革
命
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
詩
人
は
そ
こ
に
「
参
加
し
な
い
」
で
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け

て
い
る
。
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
口
を
開
け
ば
反
論
の
言
葉
し
か
吐
か
な
い
。

己
批
判
」
演
説
を
行
っ
た
。
司
会
を
務
め
た
の
は
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ポ
ル
ト
ゥ
オ
ン
ド
で
あ
る
（
ポ
ル
ト
ゥ
オ
ン

ド
に
つ
い
て
は
本
書
第
七
章
を
参
照
の
こ
と
）。
そ
の
演
説
は
文
化
機
関
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
の
雑
誌
「
カ

サ
（C

asa

）」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
彼
の
拘
束
か
ら
自
己
批
判
に
至
る
経
緯
は
報
道
さ
れ
た
（『
朝
日
新
聞
』

一
九
七
一
年
五
月
二
十
三
日
付
、
朝
刊
）。

『
朝
日
新
聞
』
の
報
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
事
件
を
キ
ュ
ー
バ
の
「
文
化
大
革
命
」、
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
を
キ
ュ
ー
バ
の

「
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
」
と
見
な
す
の
は
、
大
枠
と
し
て
は
間
違
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、「
事
件
」
そ
の
も
の
よ
り
も
、
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
自
身
の
詩
集
で
、
革
命
下
に
お
け
る
詩
人
、
つ
ま
り
芸

術
や
文
化
に
迫
り
つ
つ
あ
る
嫌
な
雰
囲
気
を
歌
っ
た
『
ゲ
ー
ム
の
外
』
の
表
題
作
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
文
学
論
争

を
仕
掛
け
た
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
が
、
先
に
提
示
し
た
論
点
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

詩
人
を
つ
ま
み
出
せ
！

あ
い
つ
は
こ
こ
で
は
や
る
こ
と
が
な
い
。

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
な
い
。

盛
り
上
が
ら
な
い
。

言
い
た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
。

奇
蹟
が
起
き
て
い
る
の
に
目
を
向
け
も
し
な
い
。

﹇
20
﹈Padilla, H

eberto, Fuera del juego, U
N

EA
C

, La H
abana, 1968, p.59.
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こ
の
詩
で
、「
詩
人
」
を
「
つ
ま
み
出
すdespedir

」
三
人
称
複
数
の
主
体
は
誰
な
の
か
は
不
特
定
で
あ
る
。
ス
ペ

イ
ン
語
の
動
詞
の
三
人
称
複
数
形
は
、
主
語
を
特
定
し
な
い
で
使
え
る
が
、
そ
の
用
法
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
。「
つ
ま

み
出
す 
」
の
は
誰
な
の
か
。

　

一
方
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
何
ら
か
の
力
が
行
使
さ
れ
る
対
象
の
方
で
、
そ
れ
は
詩
人
で
あ
る
。
反
論
ば
か

り
し
て
い
る
と
、
い
つ
の
日
か
つ
ま
み
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
詩
人
は
不
特
定
で
複
数
の
存
在
に
取
り
囲
ま
れ
て

い
る
。

　

政
治
権
力
者
か
ら
見
た
詩
人
へ
の
不
満
、
詩
人
の
追
放
命
令
が
こ
の
詩
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
こ
で
は
、
パ
デ
ィ
ー

リ
ャ
が
恣
意
的
に
権
力
者
の
内
面
を
読
み
取
っ
た
形
を
と
っ
て
い
る
。
革
命
の
重
み
や
意
義
を
挫
こ
う
と
す
る
軽
薄
で

遊
戯
的
な
態
度
が
、
詩
に
あ
る
種
の
不
敬
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
自
身
は
の
ち
に
行
な
っ
た
「
自
己
批
判
」
の
中
で
、
一
般
に
詩
の
歴
史
に
お
い
て
は
喜
び
や
期
待
や

夢
を
書
く
よ
り
も
、
悲
し
み
を
書
く
方
が
容
易
い
、
泣
く
方
が
容
易
い
と
言
い
、
自
身
が
幻
滅
を
詩
作
の
着
想
の
原
点

に
し
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。「
私
の
詩
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
、
懐
疑
主
義
、
幻
滅
な
の
で
す
」﹈

21
﹇

。
文

学
賞
の
審
査
員
は
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
態
度
を
革
命
へ
の
不
服
従
だ
と
評
し
た
﹈
22
﹇

。

キ
ュ
ー
バ
芸
術
の
二
本
の
レ
ー
ル

　

キ
ュ
ー
バ
島
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
立
ち
位
置
か
ら
書
か
れ
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
詩
と
、
革
命
と
の
距
離
を
描
い
た

パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
詩
で
は
文
脈
は
異
な
る
。
し
か
し
詩
の
出
発
点
に
、
島
の
起
源
探
求
や
革
命
へ
の
不
服
従
と
い
う
、

﹇
21
﹈Padilla, H

eberto, “Intervención en la U
nión de escritores y artistas de C

uba ”, Revista C
asa de las Am

éricas, núm
ero 

65-66, 1971, p.194. 

﹇
22
﹈Padilla, Fuera del juego, pp.19-20.

時
代
の
趨
勢
か
ら
距
離
を
と
っ
た
眼
差
し
が
あ
る
こ
と
は
共
通
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

先
に
引
い
た
バ
ケ
ー
ロ
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
詩
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
十
九
世
紀
の
詩
人
フ

リ
ア
ン
・
デ
ル
・
カ
サ
ル
や
作
家
の
フ
ア
ン
・
ク
レ
メ
ン
テ
・
セ
ネ
ア
の
流
れ
に
連
ね
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
詩

人
に
お
い
て
は
、「
キ
ュ
ー
バ
の
大
き
な
問
題
が
、
逆
か
ら
、
暴
力
的
に
、
歪
め
ら
れ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

﹇
そ
れ
ら
の
問
題
が
﹈
脈
打
ち
、
解
決
不
能
の
ま
ま
、
生
き
生
き
と
刺
す
よ
う
に
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
詩
が
突
発
的
に
出
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
キ
ュ
ー
バ
の
詩
の
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
後
に
も
引
き
継
が
れ
る
流
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
も
予
言
す
る
。
実
際
、
そ
れ

を
引
き
継
い
だ
一
人
が
、
こ
こ
で
見
た
エ
ベ
ル
ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
で
あ
る
。

　

一
九
四
三
年
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
時
代
に
は
、「
島
を
正
し
く
我
が
物
に
し
て
い
る
の
は
誰
か
」
は
美
学
上
の
対

立
を
生
み
、
島
の
芸
術
運
動
を
動
か
し
て
い
っ
た
。『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
の
十
年
を
超
え
る
継
続
は
ま
さ
に
そ
の
証
だ

ろ
う
。

　

で
は
四
半
世
紀
後
、
社
会
主
義
革
命
が
進
行
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
対
立
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
批
評
家
の
フ
レ
ド
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リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
社
会
主
義
革
命
が
起
き
て
い
る
国
で
は
、
通
常
そ
れ
以
外
の
社
会
に
お
い

て
区
別
さ
れ
て
い
る
公
的
生
活
と
私
的
生
活
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
い
。
政
治
的
な
も
の
や
国
際
的
な
情
勢
が
私
的
な

生
活
に
介
入
し
て
く
る
の
が
常
で
あ
る
﹈
23
﹇

。
こ
う
し
て
、
友ゲ

マ

イ

ン

シ

ャ

フ

ト

愛
的
な
人
間
関
係
の
中
で
の
論
争
と
も
言
え
る
島
の
所
有
者

を
問
う
美
学
上
の
論
点
は
、
社ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

会
的
な
領
域
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
を
「
つ
ま
み
出
す
」
こ
と
は
、
一
方
で
革
命
運
動
に
求
心
力
を
与
え
、
島
の
内
部
に
は
強
力
な
「
肯

定
の
詩
学
」

│
そ
の
中
心
に
は
、
こ
こ
か
ら
先
、
折
に
触
れ
て
出
て
く
る
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
が
あ
る

│
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
も
う
一
方
で
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
表
現
者
た
ち
が
島
を
離
れ
、
島
の
外
、

例
え
ば
マ
イ
ア
ミ
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
表
現
の
場
を
求
め
る

よ
う
に
な
る
。

「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定
の
詩
学
」
は
と
も
に
、
島
の
内
の
み
な
ら
ず
外
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
芸
術
の
二
本
の
レ
ー

ル
と
な
っ
て
、
そ
の
上
を
多
く
の
芸
術
家
が
走
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

論
文
の
目
的
と
構
成

　

本
論
文
の
目
的
と
構
成
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

　

本
論
文
の
目
的
の
一
つ
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
二
つ
の
詩
学

│
「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定
の
詩
学
」

│
の

も
と
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
主
要
な
作
家
や
作
品
を
分
析
し
、
二
つ
の
詩
学
の
内
容
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
も
う
一
つ
の

目
的
は
、
革
命
に
よ
っ
て
そ
の
二
つ
の
詩
学
の
均
衡
関
係
が
変
容
さ
せ
ら
れ
て
い
く
過
程
を
追
い
、
革
命
が
ど
れ
ほ
ど

文
学
の
世
界
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
分
析
を
通
じ
、
最
終
的
に
は
、
キ

ュ
ー
バ
の
出
版
文
化
が
革
命
前
か
ら
革
命
後
を
通
じ
て
充
実
し
て
い
る
こ
と
と
、
文
学
史
が
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
を
映
し

出
し
て
い
る
こ
と
を
も
示
そ
う
と
目
論
ん
で
い
る
。

　

本
論
は
、
全
体
が
三
部
構
成
で
、
各
部
は
三
章
立
て
で
合
計
九
章
、
最
終
章
が
結
論
で
あ
る
。

　

第
一
部
で
は
、
す
で
に
こ
こ
で
も
取
り
上
げ
た
、「
否
定
の
詩
学
」
の
代
表
的
な
作
家
で
あ
る
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ

ェ
ー
ラ
の
革
命
前
の
文
筆
活
動
を
中
心
に
論
じ
、
彼
が
当
時
の
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
（
第
一
章
と
第
二
章
）。
ま
た
革
命
下
で
彼
の
影
響
を
最
も
受
け
た
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
の
初
期
短
篇
を

分
析
す
る
（
第
三
章
）。
第
一
部
は
先
に
述
べ
た
目
的
の
一
つ
目
に
相
当
す
る
。

　

第
二
部
は
、
目
的
の
二
つ
目
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
革
命
は
、
革
命
前
の
二
つ
の
詩
学
の
均
衡
状
態
を
変
容
さ

せ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
知
識
人
の
占
め
る
役
割
の
大
き
さ
が
あ
っ
た
。
第
四
章
で
は
評
論
書
の

紹
介
の
形
を
と
り
な
が
ら
そ
の
問
題
を
取
り
扱
い
、
第
五
章
と
第
六
章
で
は
、
変
容
の
中
で
執
筆
を
行
な
っ
た
作
家
や

作
品
を
分
析
す
る
。
革
命
の
文
化
政
策
が
進
む
中
で
文
学
者
が
ど
の
よ
う
に
表
現
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
。

　

第
三
部
で
は
、
再
び
目
的
の
一
つ
目
に
戻
り
、
革
命
の
文
化
政
策
が
目
指
し
た
芸
術
は
何
か
を
検
討
す
る
。
革
命
に

よ
っ
て
生
を
得
て
、
革
命
に
保
護
さ
れ
た
文
学
作
品
で
、
二
つ
の
詩
学
の
う
ち
、「
肯
定
の
詩
学
」
と
し
て
読
ま
れ
る

作
品
を
分
析
す
る
パ
ー
ト
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
革
命
文
学
の
「
正
典
」
と
さ
れ
た
小
説
群
、
ソ
連
文
化
と
の
関

わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
小
説
群
、
そ
し
て
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
喧
伝
機
関
で
あ
る
「
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ

ス
」
の
役
割
を
検
討
す
る
。

　

最
終
章
の
結
論
部
で
は
、
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定
の
詩
学
」
の
立
場
の
違
い

を
明
ら
か
に
す
る
。

﹇
23
﹈Jam

eson, Fredric, “Forew
ard: The Initials of the Earth ”, D

íaz, Jesús, The Initials of the Earth, D
uke U

niversity Press, 

D
urham

 and London, 2006, p. xi.
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第
一
章

断
片
の
世
界

│
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
を
読
む

　

キ
ュ
ー
バ
に
は
「
ま
だ
表
情
が
な
い
」
と
詠
っ
た
、「
否
定
の
詩
学
」
の
詩
人
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
。
そ
の

生
涯
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
一
九
一
二
年
に
キ
ュ
ー
バ
の
港
町
カ
ル
デ
ナ
ス
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
土
地
測
量

技
師
、
母
親
は
教
師
だ
っ
た
。
カ
マ
グ
エ
イ
で
中
等
教
育
を
終
え
、
一
九
三
七
年
ハ
バ
ナ
大
学
哲
文
学
部
に
入
学
し

た
。
同
じ
年
、
内
戦
の
た
め
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
訪
れ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
の
詩
人
フ
ア
ン
・
ラ
モ
ン
・
ヒ
メ
ネ
ス
に
見

　
　
　

第
一
部　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
ア
レ
ナ
ス
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か
ら
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
短
篇
か
ら

登
山
か
ら
落
下
へ

　

彼
の
作
品
の
な
か
で
も
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
短
篇
選
集
に
収

録
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
短
篇
「
落
下
（La caída

）」
を
足
が
か
り
に
し
て
彼
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。
原
文
で
わ
ず
か
二
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
、
そ
の
長
さ
（
短
さ
）
と
い
い
、
内
容
と
い
い
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
作
品
の

特
徴
を
凝
縮
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
深
読
み
を
誘
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
短
篇
は
登
山
の
話
だ
が
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

が
山
頂
に
着
い
た
あ
と
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
麓
ま
で
落
下
し
て
し
ま
う
の
が
結
末
で
あ
る
。

　

登
山
と
い
う
行
為
は
、
ひ
と
ま
ず
目
的
達
成
の
物
語
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
歴
史
的
に
登
山

出
さ
れ
、
彼
が
編
ん
だ
キ
ュ
ー
バ
詩
集
に
詩
が
載

っ
た
。
一
九
四
三
年
に
「
島
の
重
さ
」
を
発
表
し
て

作
家
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
し
、
そ
の
後
、
詩
や

短
篇
、
戯
曲
を
中
心
に
執
筆
を
続
け
、
ハ
バ
ナ
を

拠
点
に
文
芸
誌
を
自
費
出
版
し
た
り
、
文
芸
誌
に

寄
稿
し
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
、
奨
学
金
を
得

て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
渡
り
、

一
九
五
八
年
ま
で
数
回
の
一
時
帰
国
を
挟
み
な
が

ら
滞
在
を
続
け
た
。
滞
在
中
に
長
篇
『
レ
ネ
ー
の
肉

（La carne de René

）』、
短
篇
集
『
冷
た
い
短
篇
た

﹇
1
﹈
ア
ビ
リ
オ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
は
ハ
バ
ナ
出
身
の
作
家
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
の
交
流
が
あ
っ
た
最
後
の
世
代
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ

る
。
二
〇
〇
〇
年
に
キ
ュ
ー
バ
を
離
れ
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
へ
。
作
品
に
『
王
国
は
君
の
も
の
（Tuyo es el reino

）』（1997

）、『
ハ

バ
ナ
の
秘
密
の
財
産
目
録
（Inventario secreto de La H

abana

）』（2004

）
な
ど
。

﹇
2
﹈
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、C

ervera, V
icente y Serna, M

ercedes, “Introducción ”, C
uentos fríos/El que vino a 

salvarm
e, C

átedra, M
adrid, 2008, pp.13-108.

を
主
に
参
照
。

ち
（Cuentos fríos

）』（
図
版
１
『Cuentos fríos
』
表
紙
）
が
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
出
版
さ
れ
る
。
カ
ス
ト
ロ
、
ゲ
バ
ラ

ら
の
革
命
運
動
が
終
結
す
る
直
前
の
一
九
五
八
年
末
に
帰
国
し
て
、
政
権
樹
立
後
は
キ
ュ
ー
バ
文
壇
の
ま
と
め
役
と
し

て
主
要
文
化
紙
の
編
集
に
携
わ
る
。
し
か
し
一
九
六
一
年
カ
ス
ト
ロ
を
批
判
し
、
同
年
、
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
逮
捕
さ
れ
た
。
以
降
、
表
舞
台
か
ら
は
パ
ー
ジ
さ
れ
た
が
執
筆
は
続
け
、
一
九
六
三
年
に
『
小
演
習
（Pequeñas 

m
aniobras

）』、
一
九
六
七
年
に
『
圧
力
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（Presiones y diam

antes

）』（
と
も
に
中
篇
小
説
）
を
発
表
し

た
り
、
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
や
ア
ビ
リ
オ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
﹈
1
﹇

な
ど
若
手
作
家
と
親
し
く
付

き
合
う
。
亡
命
の
道
を
探
る
が
叶
わ
ず
、
一
九
七
九
年
十
月
ハ
バ
ナ
で
死
去
し
た
﹈
2
﹇

。
ア
レ
ナ
ス
が
亡
命
し
た
の
は
そ
れ 図版 1　『Cuentos fríos』表紙
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国
の
保
護
国
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
生
ま
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
一
九
一
二
年
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
年
の
こ
と
を
、
そ
し
て
そ
の
と
き
の
キ
ュ
ー
バ
を
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
文
体

的
特
徴
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
や
や
長
い
引
用
に
な
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　

ぼ
く
の
生
ま
れ
た
年
を
言
う
こ
と
に
は
な
ん
の
意
味
も
な
い
。
無
駄
と
い
う
も
の
だ
。
そ
う
し
た
数
字
が
引
き
合
い

に
だ
さ
れ
る
の
は
、
生
ま
れ
た
と
き
に
何
か
重
大
な
事
件

│
軍
事
的
な
も
の
で
あ
れ
、
経
済
的
な
も
の
で
あ
れ
、
文

化
的
な
も
の
で
あ
れ

│
が
起
き
た
国
の
場
合
で
あ
る
…
…
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
年
号
は
な
ん
ら
か
の
意
味
を
も

つ
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
ぼ
く
が
生
ま
れ
た
と
き
に
ぼ
く
の
国
が
別
の
国
を
侵
略
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
ぼ
く
の
国
が

別
の
国
に
侵
略
を
受
け
た
と
か
。
は
た
ま
た
、
ぼ
く
が
こ
の
世
に
や
っ
て
き
た
と
き
、
ぼ
く
の
同
胞
の
Ｘ
氏
が
経
済
学

の
理
論
で
ほ
か
の
た
く
さ
ん
の
国
に
模
範
と
な
る
も
の
を
示
し
た
、
と
か
。
し
か
し
ぼ
く
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
ん
な

こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
面
白
い
こ
と
に
、（
読
者
の
み
な
さ
ん
の
好
奇
心
を
こ
れ
以
上
そ
そ
ら
な
い
よ
う
に
一
応
、

年
号
を
書
い
て
お
く
が
）
一
九
一
二
年
と
い
う
ぼ
く
が
生
ま
れ
た
年
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
は
ぜ
ん
ぜ

ん
起
き
な
か
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
は
当
時
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
植
民
地
状
態
を
よ
う
や
く
脱
し
た
ば
か
り
、

強
国
た
ち
の
あ
い
だ
に
挟
ま
れ
た
谷
間
で
、
取
る
に
足
ら
な
い
小
人
と
い
う
宿
命
の
も
と
、
あ
わ
れ
な
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き

は
男
の
物
語
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
短
篇
は
、「
ぼ
く
た
ち
は
高
さ
三
千
フ
ィ
ー
ト
の
山
に
登
り
終
え
た
」﹈

3
﹇

と
い
う
、

登
山
へ
の
皮
肉
に
も
聞
こ
え
る
書
き
出
し
で
は
じ
ま
る
。
三
千
フ
ィ
ー
ト
、
つ
ま
り
、
た
か
だ
か
九
百
メ
ー
ト
ル
の
登

山
に
成
功
し
た
話
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
も
そ
も
の
出
だ
し
か
ら
、
登
山
と
い
う
物
語
に
つ
き
も
の
の
冒
険
の

大
き
さ
を
否
定
、
あ
る
い
は
愚
弄
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
じ
っ
さ
い
、
登
頂
し
た
か
ら
と
い
っ
て
二
人
の
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
は
喜
ば
な
い
。
感
極
ま
っ
て
抱
き
合
っ
た
り
も
し
な
い
。「
束
の
間
い
た
だ
け
で
、
さ
っ
さ
と
下
山
に
と
り
か

か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
登
山
の
物
語
は
あ
っ
と
言
う
間
に
下
山
の
話
に
変
わ
る
。
何
か
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
の
意
義
を
祝
い
合
っ

て
栄
誉
を
称
え
る
よ
う
な
心
境
に
も
な
ら
な
い
し
、
そ
う
い
う
時
間
は
い
っ
さ
い
費
や
さ
れ
な
い
。
山
を
征
服
し
た
と

い
う
男
ら
し
さ
も
な
い
。
登
山
と
い
う
行
為
に
つ
き
も
の
の
英
雄
性
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
男
が
山
に
登
っ
た

と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
実
が
素
っ
気
な
く
提
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
こ
の
二
人
の
男
の
武
勲
が
他
の
ア
ル
ピ
ニ

ス
ト
の
そ
れ
と
比
べ
ら
れ
、
ど
ち
ら
が
勇
敢
か
、
ど
ち
ら
が
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
英
雄
な
の
か
、
そ
う
い
う
連
関
性

や
因
果
関
係
の
な
か
に
こ
の
登
山
は
組
み
込
ま
れ
て
い
か
な
い
。
二
人
の
目
的
は
「
山
頂
に
記
念
の
瓶
を
埋
め
た
り
、

勇
敢
な
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
証
に
旗
を
突
き
立
て
た
り
す
る
た
め
で
は
な
い

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
の
だ
。
競
い
合
う
、
高
め

合
う
と
い
う
よ
う
な
、
近
代
的
な
企
て
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
否
定
、
あ
る
い
は
愚
弄
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る

の
が
、
こ
の
物
語
の
冒
頭
で
あ
る
。

「
世
界
」
と
の
関
係
が
失
わ
れ
た
孤
立
性
。
こ
う
い
う
世
界
観
と
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
キ
ュ
ー
バ
観
を
並
べ
て
み
よ
う
。
キ

ュ
ー
バ
は
一
八
九
八
年
に
米
西
戦
争
に
勝
利
し
た
米
国
に
よ
っ
て
軍
事
占
領
下
に
お
か
れ
た
の
ち
、
一
九
〇
二
年
に
米

﹇
3
﹈
こ
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
拙
訳
に
よ
る
。Piñera, V

irgilio, “La caída ”, C
uentos com

pletos, A
lfaguara, M

adrid, 1999,  

pp.35-37.
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て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
植
民
地
時
代
に
大
き
な
拠
点
に
な
っ
た
都
市
で
あ
る
。
カ
ル
デ
ナ
ス
は
米
西
戦
争
で
は
戦
闘

が
あ
っ
た
し
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
砂
糖
輸
出
港
と
し
て
栄
え
た
。
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の

カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
哲
学
者
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ー
（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
雑
誌
『
レ
ビ
ス
タ
・
デ
・
オ
ク
シ
デ
ン
テ

（Revista de O
ccidente

）』
を
一
九
二
三
年
か
ら
創
刊
し
て
い
る
）
の
父
ホ
セ
・
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ム
リ
ー
リ
ャ
が
生
ま
れ

た
土
地
で
も
あ
る
。
こ
の
人
物
も
ま
た
ス
ペ
イ
ン
で
有
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
後
発
の
モ
ダ
ニ

ス
ト
に
と
っ
て
み
れ
ば
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
空
間
を
確
保
で
き
る
「
場
」
と
し
て
見
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
自
分
の
街
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
な
が
ら
も
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
に
同
一
化
で
き
な
い
ず
れ
た
感
覚
を
も
っ
て
い
る
。

二
人
の
男

「
落
下
」
に
戻
ろ
う
。

　

二
人
は
下
山
を
は
じ
め
る
。
登
山
と
い
う
行
為
に
下
山
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
山
で
あ
れ
、

下
山
し
て
、
も
と
い
た
場
所
に
戻
っ
て
登
山
と
い
う
物
語
は
は
じ
め
て
完
了
す
る
。
し
か
し
男
二
人
は
そ
の
途
中
で
失

敗
を
犯
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は
急
展
開
す
る
。

を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
…
…
。
当
時
の
た
く
さ
ん
の
現
実
と
ぼ
く
た
ち
に
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
中

略
）
ぼ
く
は
、
田
舎
臭
い
首
都
の
あ
る
、
ど
こ
を
ど
う
見
て
も
田
舎
臭
い
国
の
、
田
舎
臭
い
六
つ
の
州
都
の
な
か
の
、

田
舎
臭
い
街
に
暮
ら
し
て
い
た
﹈
4
﹇

。（
傍
点
引
用
者
）

　

自
分
の
こ
と
な
ぞ
聞
い
て
く
れ
る
な
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
イ
ジ
ケ
気
分
と
、
そ
う
い
う
境
遇
を
楽
し
ん
で
い
る
気
分

の
同
居

│
自
分
の
生
い
立
ち
を
語
る
こ
の
文
章
に
、
す
で
に
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
立
ち
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

生
ま
れ
た
年
を
言
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
人
は
誰
だ
ろ
う
か
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
た
ぶ
ん
ニ
コ
ラ

ス
・
ギ
ジ
ェ
ン
だ
ろ
う
。
一
九
〇
二
年
、
キ
ュ
ー
バ
独
立
の
年
に
生
ま
れ
、『
ソ
ン
の
モ
チ
ー
フ
（M

otivos de son

）』

（
一
九
三
〇
）
で
ア
フ
ロ
キ
ュ
ー
バ
文
化
を
歌
っ
た
国
民
的
詩
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ギ
ジ
ェ
ン
が
死
ん
だ
の
は
キ
ュ
ー

バ
に
と
っ
て
や
は
り
意
義
深
い
、
東
欧
社
会
主
義
圏
の
解
体
が
は
じ
ま
っ
た
一
九
八
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
言
う
「
強
国
」
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
最
初
に
来
る
の
は
、
二
十
世
紀
以
降
の
「
宗
主
国
」
米
国
だ
ろ

う
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
独
立
後
、
米
国
の
度
重
な
る
軍
事
干
渉
を
受
け
、
内
か
ら
の
民
族
的
独
立
を
阻
ま
れ
、
砂
糖
の
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て
政
治
、
経
済
面
で
対
米
従
属
が
深
ま
っ
た
。
足
元
も
お
ぼ
つ
か
ず
に
倒
れ
そ
う
な
の
が
二
十

世
紀
初
頭
の
キ
ュ
ー
バ
で
あ
る
。
そ
こ
に
住
む
「
ぼ
く
た
ち
」
＝
キ
ュ
ー
バ
人
は
世
界
に
起
き
て
い
る
こ
と
と
何
の
か

か
わ
り
も
も
っ
て
い
な
い
。
キ
ュ
ー
バ
と
い
う
国
を
世
界
秩
序
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
不
毛
な
存
在
、
し
か
も
奇
形
と
し
て

受
容
し
よ
う
と
い
う
の
が
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
眼
差
し
で
あ
る
。

　

彼
が
「
田
舎
臭
い
」
と
言
っ
て
い
る
首
都
と
は
ハ
バ
ナ
、
彼
が
暮
ら
し
た
「
田
舎
臭
い
」
街
は
カ
ル
デ
ナ
ス
を
指
し

﹇
4
﹈Piñera, V

irgilio, “La vida tal cual ”, U
nión, núm

.10, 1990, pp.22-23. 

こ
の
回
想
録
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
没
後
に
公
開
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
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め
て
し
ま
い

0

0

0

0

0

、
ぼ
く
は
谷
底
に
転
が
り
落
ち
な
い
よ
う
に
、
体
を
前
に
か
が
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
引

用
者
）

　

パ
ー
ト
ナ
ー
が
目
の
前
に
突
然
や
っ
て
来
た
た
め
に
、
ぼ
く
は
両
足
の
あ
い
だ
に
あ
る
も
の
（
こ
こ
で
は
ザ
イ
ル
と

書
い
て
あ
る
が
、
何
の
こ
と
か
は
お
分
か
り
だ
ろ
う
）
が
張
り
詰
め
て
、
前
か
が
み
に
な
る

│
先
に
引
用
し
た
身
体

の
動
き
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
を
性
的
な
含
意
を
抜
き
に
し
て
読
む
の
は
さ
ら
に
難
し
く
な
る
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
同
性
愛
者
だ
っ
た
﹈
5
﹇

。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
同
性
愛
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
と
さ
ら

言
い
た
て
た
い
の
で
は
な
く
、
キ
ュ
ー
バ
で
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
だ
。

　

す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
紙
幅
は
割
か
な
い
が
、
マ
チ
ス
モ
（
男
に
は
男
ら

し
さ
を
誇
示
す
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
考
え
方
）
が
文
化
的
コ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
、

そ
の
コ
ー
ド
を
混
乱
さ
せ
る
同
性
愛
者
は
ひ
と
き
わ
差
別
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
﹈
6
﹇

。
キ
ュ
ー
バ
の
同
性
愛
差
別
を
暴
い

（
前
略
）
パ
ー
ト
ナ
ー
は
流
れ
星
の
よ
う
に
ぼ
く
の
股
の
間
を
す
り
ぬ
け
て
い
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
間
髪
を
入
れ
ず
、
さ
っ
き
言
っ

た
彼
の
背
中
と
結
ば
れ
た

0

0

0

0

ザ
イ
ル
が
引
っ
張
ら
れ
、
ぼ
く
は
下
山
す
る
と
き
と
は
反
対
向
き
に

0

0

0

0

0

さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
彼

も
、
ぼ
く
と
同
じ
よ
う
に
、
躊
躇
な
く
物
理
の
法
則
に
し
た
が
っ
た
の
で
、
ザ
イ
ル
の
た
る
み
が
な
く
な
る
と
、
や
は

り
も
と
の
向
き
と
は
逆
さ
向
き

0

0

0

0

に
な
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
は
、
な
り
ゆ
き
上
、
い
や
お
う
な
し
に
向
か
い
合
わ
せ

0

0

0

0

0

0

に
な
っ

た
。
口
に
出
さ
な
く
て
も
、
墜
落
が
避
け
ら
れ
な
い
の
は
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
と
お
り
、
ま
た
た
く
間
に
ぼ
く
た

ち
は
落
ち
は
じ
め
た
。（
傍
点
引
用
者
）

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
登
山
の
経
験
は
な
く
、
テ
ク
ニ
カ
ル
な
用
語
を
正
確
に
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
か
ら
、

引
用
し
た
個
所
を
リ
ア
リ
ズ
ム
で
読
み
解
く
作
業
は
難
し
い
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
想
像
力
に
よ
っ
て
こ
の
「
落
下
」
の
様

子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
で
は
ど
う
い
う
想
像
力
が
働
い
て
い
る
の
か
。

　

ザ
イ
ル
で
「
結
ば
れ
た
」
二
人
の
男
の
動
き
に
注
目
す
る
と
、「
股
の
間
を
す
り
ぬ
け
」
た
り
、「
逆
さ
向
き
に
」
な

っ
た
り
、「
向
か
い
合
わ
せ
に
」
な
っ
た
り
と
忙
し
い
。
こ
の
身
体
接
触
を
見
て
い
く
と
、
二
人
の
間
の
性
的
な
行
為

が
含
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
落
下
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
こ
ろ
か
ら
は

じ
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
も
引
用
し
て
お
こ
う
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
が
金
属
の
ス
パ
イ
ク
の
つ
い
た
登
山
靴
を
岩
に
ひ
っ
か
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
く
る
っ
と
一
回
転
し

て
ぼ
く
の
目
の
前
に
落
ち
て
き
た
。
そ
の
せ
い
で
、
ぼ
く
の
両
足
の
間
で
た
る
ん
で
い
た
ザ
イ
ル
は
ぴ
ー
ん
と
張
り
詰

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹇
5
﹈Piñera, “La vida tal cual ”, p.23. 

﹇
6
﹈
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
同
性
愛
者
へ
の
迫
害
に
つ
い
て
は
、Lum

sden, Ian, M
achos, M

aricones and G
ays: Cuba and H

om
osexuality, 

Tem
ple U

niversity Press, Philadelphia, 1996.

な
ど
を
参
照
。
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落
下
が
起
動
す
る
生

　

こ
の
短
篇
の
白
眉
は
二
人
の
落
下
が
も
た
ら
す
残
酷
、
痛
苦
の
描
き
方
に
あ
る
。
そ
れ
は
通
常
、
残
酷
さ
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
正
反
対
で
す
ら
あ
る
。
二
人
が
落
下
す
る
様
子
を
引
用
し
よ
う
。

　

こ
ん
な
風
に
肉
体
が
落
ち
て
い
く
と
き
に
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
刻
一
刻
と
落
下
速
度
は
増
し
て
い

っ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
指
の
あ
い
だ
の
わ
ず
か
な
隙
間
か
ら
事
の
な
り
ゆ
き
を
眺
め
て
い
た
ぼ
く
の
眼
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
頭
が
あ
っ
と
い
う
間
に
鋭
利
な
岩
先
に
す
っ
ぱ
り
も
っ
て
い
か
れ
る
光
景
だ
っ
た
が
、

ぼ
く
は
す
ぐ
に
視
線
を
自
分
の
身
体
に
戻
し
、
自
分
の
両
足
が
た
ぶ
ん
石
灰
石
の
岩
に
ぶ
つ
か
っ
て
胴
体
か
ら
離
れ

る
の
を
こ
の
眼
で
確
か
め
た
。
そ
の
岩
は
の
こ
ぎ
り
状
で
、
大
西
洋
横
断
船
の
甲
板
に
使
わ
れ
る
鉄
板
を
切
る
の
こ

ぎ
り
と
同
じ
く
ら
い
の
威
力
を
発
揮
し
な
が
ら
触
れ
る
も
の
を
次
々
に
切
断
し
て
い
っ
た
。（
…
…
）
じ
っ
さ
い
の
と

こ
ろ
、
大
ま
か
な
計
算
で
五
十
フ
ィ
ー
ト
落
下
す
る
ご
と
に
、
身
体
の
ど
こ
か
一
部
が
切
り
離
さ
れ
て
い
っ
た
。
五

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
イ
ン
プ
ロ
パ
ー
・
コ
ン
ダ
ク
ト
（Im

proper C
onduct

）』（
一
九
八
四
）
に
あ
る
よ
う
に
、

革
命
以
降
の
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
差
別
政
策
は
強
制
収
容
所
（U

M
A

P

）
ま
で
生
み
だ
し
た
が
、
そ
れ
を
下
支
え
し
た

の
は
革
命
前
か
ら
同
性
愛
嫌
悪
が
根
付
い
て
い
た
キ
ュ
ー
バ
の
状
況
で
あ
る
。

　

落
下
す
る
と
き
の
二
人
は
相
手
の
眼
と
口
を
そ
れ
ぞ
れ
手
で
押
さ
え
合
う
。
ま
る
で
二
人
の
関
係
を
言
っ
て
は
い
け

な
い
、
見
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
、
と
意
味
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

登
山
と
い
う
男
ら
し
い
物
語
の
な
か
に
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
男
同
士
の
性
行
為
を
含
意
さ
せ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の

短
篇
は
冒
険
的
で
あ
る
。
男
ら
し
さ
の
溢
れ
る
登
山
は
あ
く
ま
で
借
り
物
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
男
同
士
の
恋
愛
を
忍
び

込
ま
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
性
的
に
大
胆
な
描
写
ま
で
行
っ
て
い
る
。
仮
に
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
そ
の
意
図
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
（
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
だ
が
）、
そ
の
後
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
関
す
る
読
解
、
理
解
、
あ
る
い
は
ゲ
イ

文
学
に
関
す
る
読
解
が
進
ん
だ
い
ま
と
な
っ
て
は
、
引
用
し
た
よ
う
な
シ
ー
ン
を
も
つ
こ
の
短
篇
を
、
二
人
の
男
の
セ

ッ
ク
ス
を
描
い
た
ゲ
イ
文
学
と
し
て
読
む
こ
と
に
抵
抗
は
な
い
だ
ろ
う
﹈
7
﹇

。

　

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
二
人
の
男
は
落
下
す
る
。
肉
体
の
結
び
つ
き
を
行
な
っ
た
同
性
愛
者
が
落
下
す
る
と
い
う
展
開

そ
れ
自
体
も
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
同
性
愛
者
の
社
会
進
出
の
不
可
能
性
、
そ
の
二
人
の
心
中
譚
と
し
て
読
め
る
だ
ろ

う
。
わ
ず
か
な
す
れ
違
い
が
導
く
二
人
の
悲
劇
、
そ
れ
を
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
と
比
べ
て
も
い
い
は
ず
だ
。

こ
こ
で
は
タ
イ
ト
ル
の
「La caída

」
を
「
落
下
」
と
訳
し
た
。
し
か
し
こ
れ
を
仮
に
「
転
落
」
と
訳
す
と
す
れ
ば
、

同
性
愛
者
が
社
会
か
ら
は
み
出
し
て
い
く
、
逸
脱
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
調
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
も
ひ
と
つ
の

読
み
方
で
あ
る
。

﹇
7
﹈
た
と
え
ば
、Q

uiroga, José, “Fleshing O
ut V

irgilio Piñera from
 the C

uban C
loset ”, B

ergm
ann, Em

illie L. &
 Sm

ith, 

Paul Julian, ¿Entiendes?: Q
ueer Readings, H

ispanic W
ritings, D

uke U
niversity Press, D

urham
 and London, 1995, 

pp.168-180.
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ス
ト
ロ
に
作
家
と
し
て
の
死
を
宣
告
さ
れ
て
か
ら
も
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
長
い
人
生
を
生
き
た
の
だ
っ
た
。

　

突
拍
子
も
な
い
事
態
が
出
来
し
た
そ
の
瞬
間
に
こ
そ
、
む
し
ろ
人
間
の
（
本
来
の
）
束
の
間
の
生
が
は
じ
ま
る
の

だ
。
ビ
ル
か
ら
転
落
し
よ
う
が
危
篤
で
病
院
に
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
よ
う
が
、
そ
の
切
迫
し
た
事
態
に
な
っ
て
は
じ
め
て

「
生
の
細
部
」
が
発
見
さ
れ
る
。

　

確
か
に
、
急
激
な
墜
落
の
衝
突
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
死
ま
で
は
、
厳
密
に
測
れ
ば
一
瞬
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の

一
瞬
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
細
部
は
あ
る
。
希
望
の
潰
え
た
か
に
見
え
る
そ
の
先
に
細
部
と
し
て
の
「
生エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ル

の
躍
動
」

が
あ
る
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
そ
の
束
の
間
の
細
部
を
く
ま
な
く
、
し
か
も
客
観
的
に
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
。
細
部
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
そ
の
瞬
間
を
で
き
る
か
ぎ
り
長
く
引
き
延
ば
し
、
死
の
到
来
を
遅
ら
せ
る
。
死
へ
一
直
線
に
進
ん
で
い
く
中

で
、
発
見
さ
れ
る
生
の
細
部
へ
の
執
着
こ
そ
が
落
下
と
い
う
ア
ク
セ
ル
に
対
応
す
る
ブ
レ
ー
キ
な
の
だ
。

「
落
下
」
に
出
て
く
る
二
人
組
は
最
初
、
人
格
的
な
深
み
を
欠
い
た
の
っ
ぺ
り
と
し
た
存
在
と
し
て
登
場
す
る
が
、
落

下
が
は
じ
ま
っ
た
と
た
ん
、「
ぼ
く
の
気
が
か
り
は
た
だ
ひ
と
つ
、
眼
を
失
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。
だ
か
ら
墜
落
で
傷

つ
か
な
い
よ
う
に
、
あ
り
っ
た
け
の
力
を
尽
く
し
て
眼
を
守
ろ
う
と
」
す
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
も
「
グ
レ
ー
の
す
ば
ら
し

い
美
し
い
髭
」
が
地
面
に
触
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
気
が
か
り
に
な
る
。
落
下
す
る
に
い
た
っ
て
、
二
人
の
繊
細
な
、
人

間
的
な
、
そ
し
て
神
経
質
と
も
言
え
る
性
格
が
顔
を
出
す
。
む
し
ろ
二
人
は
落
下
に
よ
っ
て
死
を
前
に
し
て
、
つ
い
に

生
き
、
つ
い
に
「
人
間
」
に
な
る
。

　

落
下
中
に
失
わ
れ
る
身
体
の
部
位
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
克
明
に
焦
点
化
さ
れ
て
描
写
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
部
位
が
奇
妙

な
生
命
力
を
帯
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
て
く
る
。
そ
れ
ま
で
感
覚
さ
れ
な
か
っ
た
部
位
を
存
在
せ
し
め
る
契
機
と
し
て

つ
数
え
る
う
ち
に
失
っ
た
も
の
を
挙
げ
る
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
左
の
耳
と
右
の
肘
、
そ
れ
か
ら
足
を
一
本
（
ど
ち
ら

か
は
思
い
出
せ
な
い
）
と
睾
丸
に
鼻
。
ぼ
く
は
胸
腔
上
部
に
背
骨
、
左
の
眉
と
左
の
耳
、
そ
し
て
頸
部
と
い
う
具
合

で
あ
る
。

　

た
ぶ
ん
抱
き
合
っ
て
い
る
二
人
は
落
下
し
な
が
ら
岩
に
ぶ
つ
か
り
肉
体
が
も
げ
、
身
体
が
切
断
さ
れ
る
。
手
、
足
、

耳
、
と
い
っ
た
部
位
を
次
々
に
失
っ
て
い
く
。
無
感
覚
に
肉
体
が
分
解
さ
れ
て
い
く
さ
ま
や
い
く
つ
か
の
解
剖
学
的
術

語
の
使
用
は
、
前
衛
芸
術
に
共
通
す
る
実
験
的
表
現
の
追
求
だ
ろ
う
。

　

落
下
の
様
子
が
客
観
的
に
対
象
化
さ
れ
、
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
の
シ
ー
ン
を
視
覚
的
に
想
起
す
る
と
す
れ
ば
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
必
ず
し
も
そ
う
と
も
読
め
な
い
個
所
も
あ
り
、
何
が
起
き
て
い
る

の
か
が
わ
か
り
に
く
い
。「
落
下
」
と
い
う
内
容
が
想
像
さ
せ
る
速
さ
が
読
み
手
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ま
せ
る
一
方
で
、

形
式
面
に
お
け
る
饒
舌
さ
、「
大
西
洋
横
断
船
」
と
い
っ
た
唐
突
な
脱
線
や
ユ
ー
モ
ア
は
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い
る
。

内
容
に
対
応
す
る
描
写
が
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た
、
リ
ズ
ム
の
と
り
に
く
い
硬

質
な
文
体
で
あ
る
。
バ
ロ
ッ
ク
的
な
装
飾
を
施
し
た
文
体
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
場
合
、
落
下
＝
死
で
は
な
い
。
残
酷
＝
痛
み
で
も
な
い
。
む
し
ろ
足
場
が
失
わ
れ
、
落
下
が
は
じ
ま

っ
た
と
き
に
「
生
」
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
足
場
が
失
わ
れ
た
く
ら
い
で
人
は
す
ぐ
に
死
ぬ
も
の
で
は
な

い
。「
即
死
」
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
物
理
的
な
計
測
に
過
ぎ
な
い
。
死
ぬ
人
間
に
と
っ
て
「
即
死
」
と
い
う
の
は
あ

り
え
な
い
。
そ
ん
な
簡
単
に
人
は
死
ね
な
い
。
死
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
書
い
て
い
る
。
カ
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学
者
リ
デ
ィ
ア
・
カ
ブ
レ
ラ
の
翻
訳
と
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
ペ
レ
の
序
文
が
つ
い
て
出
て
（
イ
ラ
ス
ト
は
ラ
ム
に
よ
る
）、

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
自
身
も
「
夜
明
け
の
征
服
（C

onquista del alba

）」
と
い
う
セ
ゼ
ー
ル
の
詩
を
ス
ペ
イ
ン
語
に
訳
し
て
い

る
（
一
九
四
三
年
）。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
キ
ュ
ー
バ
を
含
め
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ル
諸
島
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
実
存
的
な
問
題
に
関
し
て
何
か
応
答
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
晶

が
こ
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
セ
ゼ
ー
ル
と
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
立
場
は
決
定
的
に
違
う
。
一
旦

フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
帰
郷
を
テ
ー
マ
に
で
き
た
セ
ゼ
ー
ル
に
対
し
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
そ
れ
ま
で
島
に
閉

じ
込
め
ら
れ
、
帰
郷
と
い
う
テ
ー
マ
な
ど
お
よ
そ
も
ち
得
な
か
っ
た
。
帰
郷
と
は
そ
も
そ
も
が
祖
国
を
出
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
に
こ
そ
あ
り
得
る
視
点
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
人
間
か
ら
は
羨
望
の
的
、
も
し
か
す
る
と
怨
嗟
の
対
象
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

難
解
な
こ
の
詩
で
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
島
を
呪
わ
れ
た
存
在
と
し
て
、
忌
ま
わ
し
い
宿
命
に
と
ら
わ
れ
た
場
所
と
し
て
描

い
て
い
る
が
、
島
の
断
片
性
を
歌
っ
て
い
る
個
所
と
し
て
以
下
の
フ
レ
ー
ズ
を
見
て
み
た
い
。

太
陽
が
一
度
だ
け
出
る
歴
史
に
対
峙
す
る
永
遠
の
諸
歴
史
、

道
化
師
と
オ
ウ
ム
を
生
む
こ
の
土
地
の
永
遠
の
諸
歴
史
、

か
つ
て
は
黒
人
だ
っ
た
黒
人
た
ち
と
、

か
つ
て
は
白
人
で
は
な
か
っ
た
白
人
た
ち
と
の
永
遠
の
諸
歴
史
、

（
中
略
）

落
下
と
い
う
足
場
崩
し
が
あ
る
。
散
ら
ば
っ
た
部
位
は
生
き
て
い
る
。

砕
け
散
っ
た
断
片
の
世
界

　

二
人
の
身
体
は
鋭
利
な
岩
や
、
農
夫
の
残
し
て
い
っ
た
棒
杭
に
ひ
っ
か
か
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
落
ち
て
ゆ
く
。

そ
れ
ら
が
着
地
し
た
「
平
ら
な
芝
生
」
に
は
、
お
そ
ら
く
各
断
片
が
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
大
き

さ
も
形
状
も
手
触
り
も
異
な
る
物
が
拡
散
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
固
体
や
液
体
、
そ
し
て
気
体
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

も
と
は
ひ
と
つ
の
身
体
に
属
し
て
い
た
部
位
が
切
り
離
さ
れ
、
も
は
や
そ
れ
ら
同
士
は
関
係
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

部
位
は
身
体
と
し
て
ひ
と
つ
に
な
っ
て
機
能
し
て
い
た
の
だ
が
、
も
う
「
ぼ
く
」
の
手
な
の
か
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

足
な
の
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
も
と
の
つ
な
が
り
に
戻
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
全
体
と
は
切
り
離
さ
れ
て
、
互
い

に
つ
な
が
り
の
な
い
物
が
無
数
に
散
ら
ば
る
、
断
片
の
世
界
で
あ
る
。

　

こ
の
断
片
の
世
界
を
た
と
え
ば
キ
ュ
ー
バ
島
と
し
て
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

短
篇
「
落
下
」
が
書
か
れ
た
の
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
三
十
二
歳
の
一
九
四
四
年
だ
っ
た
。
物
を
書
き
は
じ
め
、
曲
が
り

な
り
に
も
出
版
す
る
よ
う
に
な
っ
て
三
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
彼
が
注
目
を
浴
び
た
の
は
序
章
で
触
れ
た
詩
「
島
の
重

さ
」
だ
っ
た
。
こ
の
詩
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
短
篇
と
を
あ
わ
せ
て
読
む
と
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
描
く
断
片
の
世
界
、

互
い
に
か
か
わ
り
を
も
た
ず
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
世
界
を
理
解
す
る
う
え
で
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　

キ
ュ
ー
バ
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
の
詩
は
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
の
『
帰
郷
ノ
ー
ト
』
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も

の
だ
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
一
九
四
二
年
に
『
帰
郷
ノ
ー
ト
』
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
が
民
俗
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オ
ン
（Transculturación

）」
と
い
う
術
語
を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
や
文
化
が
混
じ
り
合
う
流
動
的
な
過
程
に

あ
る
と
と
ら
え
た
（
一
九
三
五
年
）。「
落
下
」
の
最
終
場
面
を
キ
ュ
ー
バ
の
似
姿
と
し
て
読
め
ば
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
描

く
世
界
、
彼
が
把
握
す
る
世
界
で
は
、
断
片
が
た
だ
断
片
と
し
て
放
り
出
さ
れ
て
い
る
﹈
10
﹇

。

白
の
、
黒
の
、
黄
の
、
赤
の
、
青
の
永
遠
の
諸
歴
史
、

│
ぼ
く
の
頭
上
で
あ
ら
ゆ
る
色
が
砕
け
散
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

│
﹈
8
﹇

 （
傍
点
引
用
者
）

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
単
一
の
歴
史
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
の
複
数
性
、
人
種
の
複
数
性
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
道
化
師
と

オ
ウ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
過
剰
に
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
模
倣
す
る
キ
ュ
ー
バ
（
人
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
キ
ュ
ー
バ
に
い

る
の
は
ア
フ
リ
カ
の
「
黒
人
」
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
白
人
」
で
は
な
い
人
び
と
が
「
白
人
」
だ
と
名
乗
っ
て

い
る
。
黄
は
東
洋
人
、
と
り
わ
け
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
場
で
働
か
さ
れ
た
中
国
人
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
色
（
人
種
）
が
混
じ
り
合
っ
て
最
終
的
に
単
一
な
も
の
、
全
体
性
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
爆
発
し
た
火
山
の

よ
う
に
、
飛
び
散
っ
て
い
る
流
動
性
の
ま
ま
、
外
に
放
射
し
て
い
く
状
態
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
島
を

単
一
の
も
の
と
し
て
見
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
断
片
と
し
て
歌
わ
れ
る
キ
ュ
ー
バ
。
も

と
に
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
大
き
さ
も
形
状
も
手
触
り
も
異
な
る
文
化
の
散
ら
ば
り
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
回
の
歴
史
と
は
、「
生
」
の
一
回
性
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
は
じ
ま
り
が
あ

っ
て
終
わ
り
が
あ
る
一
度
だ
け
の
、
有
限
の
（
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
）
歴
史
観
で
あ
る
。
こ
う
い
う
生
の
一
回
性

に
対
し
て
、
永
遠
性
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
と
な
る
と
、
こ
の
詩
で
言
う
「
永
遠
の
諸
歴
史
」
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
死
の

こ
と
を
指
し
う
る
。
有
限
の
生
に
対
し
て
無
限
の
死
。
キ
ュ
ー
バ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
「
生
」
に
対
し
て
、「
永
遠

の
さ
ま
ざ
ま
な
死
」
が
は
じ
ま
っ
た
土
地
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
﹈
9
﹇

。

　

キ
ュ
ー
バ
の
民
俗
学
者
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
オ
ル
テ
ィ
ス
は
キ
ュ
ー
バ
の
文
化
状
況
を
、「
ト
ラ
ン
ス
ク
ル
ト
ゥ
ラ
シ

﹇
8
﹈Piñera, V

irgilio, “La isla en peso ”, La isla en peso, Tusquets, B
arcelona, 2000, p.42.

﹇
9
﹈
歴
史
観
に
つ
い
て
は
、
真
木
悠
介
『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
な
ど
を
参
照
。

﹇
10
﹈
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
短
篇
に
、
そ
の
断
片
同
士
が
暴
力
的
に
関
係
さ
せ
ら
れ
る
「
交
換
（El cam

bio

）」
が
あ
る
。
こ
の
短
篇
で

は
二
組
の
恋
人
同
士
（
こ
こ
で
は
男
と
女
の
カ
ッ
プ
ル
）
が
出
て
く
る
。
二
組
四
人
は
そ
れ
ぞ
れ
は
じ
め
て
の
肉
体
関
係
を
持

と
う
と
し
て
、
た
ま
た
ま
同
時
刻
に
一
軒
の
屋
敷
を
訪
れ
る
。
屋
敷
の
主
人
で
も
あ
り
、
四
人
に
共
通
の
友
人
が
部
屋
を
用
意

し
て
や
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
組
が
そ
れ
ぞ
れ
別
室
へ
向
か
う
と
き
、
四
人
は
真
っ
暗
闇
に
襲
わ
れ
て
、
女
の
ほ
う
が
闇
を
怖

が
っ
て
騒
ぎ
ま
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
男
か
ら
離
れ
離
れ
に
な
る
。
そ
れ
に
乗
じ
て
屋
敷
の
主
人
は
、
女
を
暴
力
的
に
捕
ま
え
て

入
れ
替
え
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
も
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
異
な
る
、「
交
換
」
さ
れ
た
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
。
こ

の
二
組
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
事
実
を
知
ら
な
い
ま
ま
真
っ
暗
な
部
屋
で
、「
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
か
か
わ
り
の
な
い
相
手
と
愛
の
交

わ
り
」
を
成
し
遂
げ
る
。
も
と
も
と
無
関
係
の
相
手
と
半
ば
強
制
的
な
関
係
を
も
つ
こ
の
四
人
に
も
、
キ
ュ
ー
バ
島
の
歴
史
が

含
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
白
人
、
黒
人
、
東
洋
人
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
混
血
が
強
制
的
に
共
存
さ
せ
ら
れ
た
の
が

キ
ュ
ー
バ
の
成
り
立
ち
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
短
篇
に
出
て
く
る
四
人
の
経
験

│
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
無
関
係
の
相
手
と

深
い
関
係
を
も
つ
経
験

│
が
そ
れ
と
重
な
っ
て
く
る
。
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態
こ
そ
が
「
本
来
的
」
な
あ
り
方
だ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
は
「
取
る
に
足
り
な
い
小
人
」
な
の

だ
。
永
遠
に
お
い
て
時
間
は
流
れ
な
い
。
出
来
事
は
起
き
な
い
。
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

ビ
テ
ィ
エ
ル
の
世
界
観
を
実
現
し
た
作
家
は
、
た
と
え
ば
ア
レ
ッ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
で
あ
る
。
彼
は
自
己
を

再
発
見
す
る
た
め
、
河
を
さ
か
の
ぼ
る

0

0

0

モ
チ
ー
フ
を
使
っ
た
り
（『
失
わ
れ
た
足
跡
』）、
劇
性
を
備
え
、
最
終
的
に
は
調

和
し
た
物
語
構
造
の
、
均
整
の
と
れ
た
建
築
物
（
あ
る
い
は
交
響
曲
）
の
よ
う
な
小
説
を
書
い
た
（『
追
跡
』）。
レ
サ

マ
＝
リ
マ
の
詩
学
に
も
こ
う
し
た
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ビ
テ
ィ
エ
ル
の
世
界
観
の
系
譜
を
さ
か
の
ぼ
る

と
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
や
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
の
さ
ら
に
前
、
キ
ュ
ー
バ
独
立
戦
争
で
戦
死
し
た
、
詩
人
で
も
あ
り
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
﹈
12
﹇

。

苦
痛
を
快
楽
と
し
て

　

こ
れ
ら
の
短
篇
や
詩
が
ま
と
ま
っ
て
お
さ
め
ら
れ
た
本
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
壇
の
主
要
な
批
評
家
で
あ
る
シ
ン
テ
ィ

オ
・
ビ
テ
ィ
エ
ル
か
ら
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
誌
上
で
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
作
品
で
は
登
場

人
物
が
何
か
特
定
の
階
層
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
空
っ
ぽ
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
劇
は
有
機
的
な
世
界
を

構
築
す
る
こ
と
も
な
い
。「
悪
趣
味
」
で
あ
り
「
空
虚
」
で
あ
る
。
感
傷
や
同
情
と
は
無
縁
の
素
っ
気
な
い
世
界
で
あ

る
。
何
か
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な
混
沌
と
し
た
世
界
で
も
な
け
れ
ば
、
絶
望
の
世
界
で
す
ら
な
い
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の

世
界
が
キ
ュ
ー
バ
人
の
精
神
的
現
実
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
わ
け
が
な
く
、
仮
に
読
者
が
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
読
者

に
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
当
惑
の
種
だ
け
で
あ
る
、
と
﹈
11
﹇

。

　

こ
の
ビ
テ
ィ
エ
ル
の
読
み
は
確
か
に
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
特
徴
を
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
の
見
る
と
こ

ろ
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
ビ
テ
ィ
エ
ル
で
は
「
キ
ュ
ー
バ
」
を
ど
う
把
握
す
る
の
か
、
そ
の
立
ち
位
置
に
根
本
的
な
違
い
が

あ
る
。
ビ
テ
ィ
エ
ル
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
物
語
を
キ
ュ
ー
バ
（
あ
る
い
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ル
）
に
ま
つ
わ
る
「
悲
劇
」、

悲
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
ビ
テ
ィ
エ
ル
が
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
を
批
判
す
る
の
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
キ
ュ
ー

バ
を
「
本
来
的
」
に
何
か
が
欠
損
し
た
状
態
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
（
と
読
み
と
っ
た
）
か
ら
だ
。
ビ
テ
ィ
エ
ル
に

と
っ
て
は
、
キ
ュ
ー
バ
は
い
ま
は
何
か
が
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
つ
か
将
来
に
は
必
ず
完
全
な
状
態
に
な

り
、
い
ま
は
そ
の
途
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
方
は
、
世
界
を
常
に
前
進
し
、
上
昇
す
る
線
と
し
て

把
握
す
る
目
的
論
的
な
把
握
の
仕
方
で
あ
り
、
ビ
テ
ィ
エ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
を
信
じ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
（
人
間
中
心
主
義
）。
一
方
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
と
っ
て
キ
ュ
ー
バ
は
、
い
ま
の
状

﹇
11
﹈V

itier, C
intio, “V

irgilio Piñera: Poesía y Prosa, La H
abana, 1944 ”, O

rígenes, abril, 1945, pp.47-50.

﹇
12
﹈
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
と
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
柳
原
孝
敦
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
主
義
の

レ
ト
リ
ッ
ク
』、
エ
デ
ィ
マ
ン
、
二
〇
〇
七
年
、
一
三̶

一
七
頁
。
あ
る
い
はR

ojas, R
afael, Isla sin fin, U

niversal, M
iam

i, 

1998, pp.108-111.

を
参
照
。
ま
た
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
を
ど
う
読
ん
で
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
テ
ィ
の

小
説
『
不
運
な
友
情
（Am

istad funesta

）』
を
論
じ
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
文
章
が
参
考
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
扱
い
た
い
。Piñera, V

irgilio, “La Am
isatad Funesta ”, Poesía y crítica, C

onsejo N
acional para la C

ultura y las 

A
rtes, M

éxico, D
.F., 1994, pp.235-242.



第一章　断片の世界 第一部　ピニェーラとアレナス

2 8

に
し
て
村
民
は
ど
の
よ
う
に
生
き
延
び
る
の
か
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
提
示
す
る
方
法
は
簡
単
で
あ
る
。
自
分
の
肉
を
食
べ

る
だ
け
で
よ
い
。
尻
の
肉
、
胸
の
肉
、
指
、
足
、
内
臓
な
ど
を
食
べ
て
ゆ
く
だ
け
で
、
人
は
生
き
て
ゆ
け
る
。

﹇
ア
ン
サ
ル
ド
氏
は
﹈
落
ち
着
き
は
ら
っ
て
キ
ッ
チ
ン
の
大
き
な
包
丁
を
研
ぎ
に
か
か
っ
た
。
研
ぎ
終
わ
る
と
す
ぐ

に
、
穿
い
て
い
た
ズ
ボ
ン
を
膝
ま
で
お
ろ
し
、
左
の
尻
か
ら
ひ
れ
肉
を
一
枚
き
れ
い
に
切
り
落
と
し
た
。
水
で
洗
っ
て

塩
と
ヴ
ィ
ネ
ガ
ー
で
下
味
を
つ
け
、
い
わ
ゆ
る
火
を
通
す
と
い
う
の
を
や
っ
て
か
ら
、
日
曜
日
に
オ
ム
レ
ツ
を
つ
く
る

た
め
の
大
き
な
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
引
い
て
焼
き
上
げ
た
。
そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
分
の
見
事
な
肉
を
頬
張

っ
た
。

　

こ
の
ア
ン
サ
ル
ド
氏
の
方
法
を
村
中
が
倣
っ
て
人
び
と
は
食
糧
危
機
を
乗
り
越
え
る
。
こ
う
い
っ
た
食
糧
に
ま
つ
わ

る
危
機
的
状
況
は
、
二
十
世
紀
前
半
期
の
キ
ュ
ー
バ
の
社
会
状
況
を
映
し
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
カ
ニ
バ
リ

　

一
方
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
世
界
観
は
下
降
線
、
し
か
も
垂
直
に
落
ち
て
、
砕
け
散
っ
て
終
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
作

品
を
閉
じ
た
構
造
物
と
し
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
外
化
し
て
い
く
よ
う
に
設
計
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
構
造

体
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
秩
序
を
形
成
す
る
の
で
は
な
く
、
瓦
礫
の
点
在
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
者
性
を
剝
き

出
し
に
し
て
、
開
か
れ
た
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
﹈
13
﹇

。

　

だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
悲
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
は
な
い
。

「
落
下
」
の
分
析
で
見
た
よ
う
に
、
人
は
「
足
場
を
失
っ
た
り
」
し
た
と
き
に
こ
そ
「
生
」
が
起
動
し
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
て
「
落
下
」
は
そ
の
結
末
部
で
、
各
部
位
が
地
面
に
ば
ら
ば
ら
に
散
ら
ば
っ
た
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
終
わ
り
方
は
悲
し
い
結
末
と
し
て
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
も
と
自
分
の
眼
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
気
が

か
り
だ
っ
た
「
ぼ
く
」
の
両
眼
は
傷
一
つ
な
く
地
面
に
着
地
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
眼
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
グ
レ
ー
の

き
れ
い
な
顎
鬚
を
周
囲
に
探
し
出
し
、
そ
れ
を
発
見
す
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
髭
は
緑
の
芝
生
の
上
に
、「
ま
ば
ゆ
い
ま

で
に
輝
い
て
」
い
た
。
こ
の
輝
き
を
確
か
め
て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
「
ぼ
く
」
の
眼
な
の
だ
。
結
局
、
お
互
い
救
わ

れ
た
の
だ
。「
ぼ
く
」
は
少
し
も
苦
痛
を
感
じ
て
い
な
い
し
、
不
平
も
不
満
も
な
い
。
こ
の
と
き
の
「
ぼ
く
」
と
「
パ

ー
ト
ナ
ー
」
に
は
「
落
下
」
と
い
う
物
語
の
達
成
感
す
ら
あ
る
。
登
山
の
達
成
感
で
は
な
く
、
墜
落
の
達
成
感
が
歓
び

と
と
も
に
、
あ
る
い
は
快
楽
と
と
も
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

や
は
り
一
九
四
四
年
に
書
か
れ
た
短
篇
「
肉
（La carne
）」
も
ま
た
、
突
拍
子
も
な
い
事
態
を
苦
痛
で
は
な
く
快

楽
と
し
て
受
け
止
め
る
人
び
と
の
物
語
で
あ
る
。

　

あ
る
村
が
食
糧
不
足
に
陥
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
餓
死
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
危
機
的
な
事
態
を
前

﹇
13
﹈
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
に
よ
れ
ば
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
系
譜
を
キ
ュ
ー
バ
文
学
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
十
九
世
紀
の
詩
人
フ
リ
ア

ン
・
デ
ル
・
カ
サ
ル
が
い
る
（R

ojas, R
afael, Isla sin fin, U

niversal, 1998, pp.108-111.

）。
こ
の
詩
人
の
詩
に
は“N

ihilism
o ”

と
題
さ
れ
る
詩
が
あ
り
、
本
書
第
二
章
で
述
べ
る
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
「
無
」
と
か
か
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
扱
い
た
い
。
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第
二
章

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ

　

ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
短
篇
を
書
き
は
じ
め
、
そ
の
い
く
つ
か
を
ま
と
め
て
自
費
出
版

で
本
に
し
た
。
し
か
し
多
く
の
人
び
と
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
批
評
家
シ
ン
テ
ィ
オ
・
ビ
テ
ィ
エ
ル
が
「
悪
趣

味
」、「
空
虚
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
自
分
の
文
学
観
を
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
キ
ュ
ー

バ
の
文
学
を
牽
引
し
て
い
た
の
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
同
世
代
の
レ
サ
マ
＝
リ
マ
だ
っ
た
。

　

一
九
四
四
年
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
は
文
芸
誌
『
ナ
デ
ィ
エ
・
パ
レ
シ
ー
ア
（N

adie Parecía

）』
の
廃
刊
と
と
も
に
、

ズ
ム
は
、
元
は
植
民
者
が
貼
り
付
け
た
被
植
民
者
に
対
す
る
恐
怖
や
野
蛮
の
記
号
の
レ
ッ
テ
ル
だ
っ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
モ
ダ
ニ
ス
ト
は
そ
れ
を
書
き
換
え
て
、
自
分
よ
り
強
い
も
の
の
肉
を
食
べ
て
自
ら
を
強
く
、
豊
か
に
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
た
（「
食
人
宣
言
」）。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
場
合
、
食
べ
る
肉
は
自
分
の
も
の
で
あ
る
。
自
分
を
食
べ
て
い
け
ば
、
当

然
の
帰
結
と
し
て
、
自
分
は
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
存
在
し
な
く
な
る
。
こ
こ
に
は
次
章
で
み
る

「
無
」
へ
の
志
向
が
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
こ
の
物
語
に
し
て
も
、
想
像
で
き
ぬ
事
態
が
起
き
て
は
じ
め
て
村
人
の
生
の
細
部
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
自
分

の
肉
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
事
態
が
悲
喜
こ
も
ご
も
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
生
み
出
し
、
村
に
活
気

を
与
え
る
の
だ
。
餓
死
と
い
う
生
命
の
足
場
を
奪
わ
れ
て
は
じ
め
て
人
は
細
部
を
生
き
る
。
そ
こ
に
こ
そ
生
の
す
べ
て

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

精
神
的
で
あ
れ
肉
体
的
で
あ
れ
、
致
命
的
な
瞬
間
を
苦
痛
と
見
な
す
の
が
ひ
と
つ
の
常
識
だ
と
す
れ
ば
、
ピ
ニ
ェ
ー

ラ
は
そ
う
は
捉
え
な
い
。
た
と
え
ば
人
に
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
精
神
的
苦
痛
は
、
こ
の
先
に
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
広
大
な
希
望
を
手
に
す
る
と
考
え
れ
ば
未
来
へ
の
快
楽
に
変
わ
る
。
理
解
者
が
現
時
点
で
わ
ず
か
し
か
い

な
い
と
き
、
そ
れ
は
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
先
に
膨
大
な
数
の
理
解
者
が
現
れ
る
可
能
性
を
手
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

現
在
の
苦
痛
、
痛
み
の
瞬
間
が
未
来
へ
の
歓
び
、
そ
し
て
快
楽
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
そ
う
い
う
世
界
を
描
き
出
し
て
い

る
の
が
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
だ
。
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一
九
四
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

じ
っ
さ
い
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
着
い
て
早
々
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
ボ
ル
ヘ
ス
に
見
出
さ
れ
、
彼
の
編
集
す
る
文
芸

誌
に
短
篇
が
載
っ
て
い
る
。
ボ
ル
ヘ
ス
に
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
学
に
関
す
る
講
演
も
依
頼
さ
れ
、
ビ
オ
イ
＝
カ
サ
レ
ス

と
編
ん
だ
『
ボ
ル
ヘ
ス
怪
奇
譚
集
（C

uentos breves y extraordinarios

）』
に
も
短
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
ハ
バ
ナ
と
違
っ
た
も
て
な
し
を
受
け
た
。

　

ボ
ル
ヘ
ス
ら
と
の
付
き
合
い
と
は
別
に
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、
同
じ
年
齢
で
神
秘
主
義
研
究
家
の
ア
ド
ル
フ
ォ
・
デ
・
オ

ビ
エ
タ
を
介
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
作
家
の
ヴ
ィ
ト
ル
ド
・
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
に
紹
介
さ
れ
る
。
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ

チ
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
外
遊
中
の
一
九
三
九
年
、
ナ
チ
ス
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
帰
国
で
き
な
い
ま
ま
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
居
着
い
て
い
た
。
長
篇
『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
出
版
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
が

（
一
九
三
七
年
刊
行
、
奥
付
は
一
九
三
八
年
）、
も
ち
ろ
ん
ス
ペ
イ
ン
語
版
が
あ
る
わ
け
が
な
く
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の

知
識
人
層
に
作
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
く
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
し
て
い
る
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
そ
の
時
に
意
気
投
合

し
た
相
手
が
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
だ
っ
た
。
二
人
と
も
同
じ
誕
生
日
（
八
月
四
日
）
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
確
か
め
合
っ
た
だ

ろ
う
。

　

四
六
年
秋
、『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
の
一
部
が
翻
訳
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
し
で
、
つ
ま
り
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ

チ
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
い
た
も
の
と
し
て
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
時
期
か
ら
考
え
る
と
ピ
ニ

ェ
ー
ラ
が
仲
介
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

と
り
た
て
て
や
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
依
頼
で
、
十
数
人
か
ら
な
る
「『
フ

序
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ホ
セ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
と
文
芸
誌
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
を
刊
行
し
は
じ
め
た
。
こ
の

雑
誌
は
一
九
五
六
年
ま
で
続
き
、
二
十
世
紀
の
キ
ュ
ー
バ
文
化
史
上
も
っ
と
も
重
要
な
雑
誌
の
ひ
と
つ
と
見
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
雑
誌
と
し
て
は
『
ス
ー
ル
（Sur

）』
と
並
ぶ
記
念
碑
的
な
文
献
で
あ
る
。

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
一
九
四
九
年
ま
で
カ
フ
カ
論
や
詩
、
戯
曲
を
こ
の
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
た
も
の
の
、
短
篇
だ
け
は
載
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
選
択
に
は
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
の
美
学
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
と
の
か
か
わ
り
（
の
な
さ
）
を
端
的
に
示
す
事
実
は
一
九
四
六
年
、
彼
が
キ
ュ

ー
バ
を
離
れ
た
こ
と
だ
。
奨
学
金
を
得
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま
一
時
帰
国

を
挟
み
な
が
ら
、
五
八
年
ま
で
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
居
を
定
め
て
い
た
。
滞
在
期
間
を
考
え
る
と
、
ま
る
で
『
オ
リ

ー
ヘ
ネ
ス
』
か
ら
逃
げ
る
か
の
よ
う
に
し
て
、
あ
る
い
は
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
国
を

出
て
い
る
。

ボ
ル
ヘ
ス
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
と
の
出
会
い
、『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
翻
訳

　

庇
護
を
求
め
て
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
一
九
四
六
年
二
月
二
十
四
日
（
独
裁
者
と
も
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
も
言
え
る
フ
ア
ン
・
ド
ミ

ン
ゴ
・
ペ
ロ
ン
が
一
度
目
の
大
統
領
に
当
選
し
た
そ
の
日
）、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
た
ど
り
着
い
た
。
当
時
の
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
で
は
一
九
三
一
年
に
『
ス
ー
ル
』
を
創
刊
し
た
ビ
ク
ト
リ
ア
・
オ
カ
ン
ポ
を
中
心
と
し
て
、
ボ
ル
ヘ
ス
や
ビ

オ
イ
＝
カ
サ
レ
ス
ら
が
作
家
と
し
て
も
量
産
期
に
あ
り
、
若
手
の
発
掘
に
も
熱
心
だ
っ
た
。
ビ
オ
イ
＝
カ
サ
レ
ス
の

『
モ
レ
ル
の
発
明
』
が
一
九
四
〇
年
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
『
伝
奇
集
』
は
一
九
四
四
年
、『
エ
ル
・
ア
レ
フ
』
が
出
た
の
は
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ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
と
翻
訳

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
」
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
か
か
わ
っ
た
『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
の
翻
訳
を
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
珍
し
い
例
で
は
な
い
。
欧
米
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
文
学
の
代
表
的
な
作
品
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

　

翻
訳
者
と
し
て
い
ち
ば
ん
有
名
な
の
は
ボ
ル
ヘ
ス
で
あ
る
。
彼
の
手
で
カ
フ
カ
（『
変
身
』）、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ

ル
フ
（『
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
』、『
自
分
だ
け
の
部
屋
』）、
そ
し
て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
（『
野
性
の
棕
櫚
』）、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
（『
書
記
バ

ー
ト
ル
ビ
ー
』）
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
つ
い
て
は
ボ
ル
ヘ
ス
よ
り
も
キ
ュ
ー
バ
の
作
家
リ
ノ
・
ノ
バ
ス
・
カ
ル
ボ
が
翻
訳
・
紹
介
に
つ
と

め
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（『
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
』）。
ノ
バ
ス
・
カ
ル
ボ
は
こ
れ
以
外
に
、
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク

ス
リ
ー
（『
恋
愛
対
位
法
』）、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
も
翻
訳
し
て
い
る
。

　

コ
ン
ラ
ッ
ド
の
『
闇
の
奥
』
を
翻
訳
し
た
の
は
メ
キ
シ
コ
の
作
家
セ
ル
ヒ
オ
・
ピ
ト
ル
で
あ
る
。
ピ
ト
ル
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
も
操
る
の
で
、
そ
の
後
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
主
だ
っ
た
作
品
の
翻
訳
者
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る

（『
日
記
』
な
ど
）。
フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル
は
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
や
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
を

翻
訳
し
、
現
在
ポ
ー
作
品
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
と
言
え
ば
、
コ
ル
タ
サ
ル
の
翻
訳
に
よ
る
も
の
が
最
も
有
名
だ
。
オ
ク
タ

ビ
オ
・
パ
ス
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ペ
ソ
ア
の
翻
訳
を
手
掛
け
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ス
の
『
ダ
ブ
リ
ン
市
民
』
を
翻
訳
し
た

ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
翻
訳
委
員
会
」
の
「
委
員
長
」
の
任
務
を
引
き
受
け
た
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
知

っ
て
い
た
わ
け
も
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
│
ス
ペ
イ
ン
語
の
辞
書
も
な
く
、
作
業
は
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
が
自
分
で

ス
ペ
イ
ン
語
に
訳
し
た
も
の
を
、
カ
フ
ェ
に
集
ま
っ
て
ス
ペ
イ
ン
語
話
者
た
ち
が
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
を
介
し
て
検
討
し

て
い
く
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
訪
れ
て
一
年
二
カ
月
が
過
ぎ
た
一
九
四
七
年
四
月
二
十
六
日
、

『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
が
ア
ル
ゴ
ス
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
が
ス
ペ
イ
ン
語
版
の
た
め
の

序
文
を
書
き
、「
委
員
長
」
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
本
の
折
り
返
し
に
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
る
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
さ
ら
に
「
翻

訳
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
と
題
さ
れ
た
前
書
き
も
起
草
し
て
い
る
。

　

こ
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
の
翻
訳
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
検
討
に
あ
た
い
す
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ス
ダ
メ

リ
カ
ー
ナ
社
が
作
家
エ
ル
ネ
ス
ト
・
サ
バ
ト
の
序
文
を
付
し
て
刊
行
し
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
ス
ペ
イ
ン
の

セ
イ
ク
ス
・
バ
ラ
ル
社
に
よ
っ
て
〈
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
叢
書
〉
に
収
め
ら
れ
、
彼
の
他
の
小
説
と
と
も
に
ス
ペ
イ

ン
語
圏
で
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
一
九
四
〇
年
代
前
半
、
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
の
翻
訳
の
ほ
か
、
短
い
も
の
と
は
い
え
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
翻

訳
も
手
が
け
て
い
る
。『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
以
降
に
も
、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
論
や
ポ
ー
論
と
い
っ
た
文
学
論
も
翻

訳
し
、
キ
ュ
ー
バ
に
戻
っ
て
か
ら
の
六
〇
年
代
は
サ
ル
ト
ル
や
プ
ル
ー
ス
ト
、
ラ
ン
ボ
ー
、
ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
、

イ
ム
レ
・
マ
ダ
ッ
チ
、
ア
フ
リ
カ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
詩
人
も
翻
訳
し
て
い
る
。
革
命
後
は
知
識
人
の
任
務
と
し
て
押
し
つ

け
ら
れ
た
仕
事
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
翻
訳
は
彼
の
仕
事
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
。
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ら
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
に
置
く
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
小
説
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
書
か
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

を
舞
台
に
し
た
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
小
説
『
ト
ラ
ン
ス
＝
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
』（
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
は
こ

の
小
説
の
翻
訳
は
し
な
か
っ
た
が
）
も
ま
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
学
と
し
て
確
か
に
読
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
文
学
と
い
う
の
は
下
手
に
翻
訳
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
小
説
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
、
と
。

　

と
な
れ
ば
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
立
ち
会
っ
た
翻
訳
作
業
は
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
と
の
友
情
か
ら
生
ま
れ
た
パ
ー
ソ

ナ
ル
な
武
勇
伝
で
あ
り
つ
つ
、
ま
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
学
、
翻
訳
文
学
史
上
に
記
さ
れ
る
べ
き
ひ
と
つ
の
貢
献
で
も
あ

る
だ
ろ
う
。

二
つ
の
文
芸
誌
『
ビ
ク
ト
ロ
ー
ラ
』、『
シ
ク
ロ
ン
』
を
め
ぐ
っ
て

　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
二
つ
の
文
芸
誌
の
刊
行
に
か
か
わ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
『
ビ
ク
ト
ロ
ー
ラ 

の
は
キ
ュ
ー
バ
の
作
家
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
で
あ
る
﹈
1
﹇

。

　

こ
れ
だ
け
の
事
例
が
挙
が
る
と
な
れ
ば
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
翻
訳
が
作
家
た
ち
の
手
に
よ

っ
て
相
当
積
極
的
に
行
わ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
流
れ
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
現
代
作
家
エ
ク
ト
ル
・
ア
バ
ッ

ド
・
フ
ァ
シ
オ
リ
ン
セ
が
エ
ー
コ
や
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
な
ど
現
代
イ
タ
リ
ア
文
学
の
翻
訳
者
・
紹
介
者
と
し
て
も
知
ら

れ
、
そ
の
功
績
が
常
に
参
照
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
た
と
え
ば
引
き
継
が
れ
て
は
い
る
が
、
二
十
世
紀
前
半
期
の
活
況

は
な
い
。

　

改
め
て
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
翻
訳
に
注
目
す
れ
ば
、
生
の
作
品
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
実

作
者
と
議
論
し
た
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
極
め
て
稀
有
な
例
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
紹
介
さ

れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
が
欧
米
の
主
要
言
語
で
書
か
れ
た
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
な
か
で
、
周
縁
言
語
で
あ
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
作
品
の
翻
訳
に
こ
う
ま
で
直
接
か
か
わ
っ
た
類
例
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

　

他
人
の
、
自
分
の
よ
く
知
ら
な
い
言
語
を
翻
訳
す
る
行
為
。
と
り
わ
け
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
よ
う
な
言
語
実
験
が
試

み
ら
れ
た
作
品
の
翻
訳
は
、
言
語
や
文
学
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
業
の
重
み

に
つ
い
て
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
批
評
家
・
作
家
の
リ
カ
ル
ド
・
ピ
グ
リ
ア
が
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
﹈
2
﹇

。

　

ボ
ル
ヘ
ス
が
英
語
と
の
接
触
、
翻
訳
に
よ
っ
て
独
特
の
文
体
を
編
み
出
し
て
、
幾
多
の
模
倣
的
な
作
家
が
生
ま
れ
た

よ
う
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
学
は
母
語
と
ず
れ
た
関
係
を
も
っ
た
作
家
た
ち
に
よ
る
、
一
種
の
翻
訳
文
体
に
よ
っ
て

鍛
え
ら
れ
て
き
た
。『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
は
そ
の
な
か
で
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
よ
り
も

先
行
す
る
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ル
ル
ト
や
同
時
代
の
マ
セ
ド
ニ
オ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
い
っ
た
作
家
た
ち
と
通
底
し
、
彼

﹇
1
﹈  

カ
ミ
ュ
の
『
異
邦
人
』
の
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
・
デ
ル
・
カ
リ
ル
（B

onifacio del 

C
arril, 1911-94

）
は
、
経
歴
を
調
べ
る
限
り
、
外
交
官
を
つ
と
め
た
文
人
政
治
家
で
あ
る
。『
異
邦
人
』
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
は

一
九
四
九
年
に
エ
メ
セ
社
か
ら
出
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
の
翻
訳
を
最
初
に
手
掛
け
た

の
は
ス
ペ
イ
ン
の
詩
人
ペ
ド
ロ
・
サ
リ
ー
ナ
ス
（Pedro Salinas

）
で
あ
る
。

﹇
2
﹈  

リ
カ
ル
ド
・
ピ
グ
リ
ア
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
小
説
は
存
在
す
る
の
か
？
」、
ヴ
ィ
ト
ル
ド
・
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
『
ト
ラ
ン

ス=

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
』、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
、
二
七
二̶

二
八
四
頁
。
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基
礎
英
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
一
活
用
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
形
（
一
九
四
七
年
）

　
　
　

私
は
ジ
ョ
イ
ス
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
で
す

　
　
　

あ
な
た
は
プ
ル
ー
ス
ト
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
た
ち
は
カ
フ
カ
で
す

　
　
　

彼
は
エ
リ
オ
ッ
ト
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
ら
は
リ
ル
ケ
で
す﹈

4
﹇

　

雑
誌
全
体
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
文
壇
の
女
族
長
ビ
ク
ト
リ
ア
・
オ
カ
ン
ポ
の
「
ひ
と
り
語
り
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
で
、
雑
誌
タ
イ
ト
ル
も
ビ
ク
ト
リ
ア
を
揶
揄
し
て
蓄
音
機
メ
ー
カ
ー
名
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
版
と
同
じ
く
一
号
雑
誌
に
終
わ
っ
た
。

（Victrola

）』（
図
版
１
『Victrola

』
表
紙
）、
も
う
ひ

と
つ
は
『
シ
ク
ロ
ン
（C

iclón

）』（
図
版
２
『C

iclón

』

一
号
表
紙
）
で
あ
る
。

『
ビ
ク
ト
ロ
ー
ラ
』
は
一
九
四
七
年
夏
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー

ヴ
ィ
ッ
チ
が
出
し
た
『
ア
ウ
ロ
ー
ラ
（Aurora

）』
と

い
う
一
号
雑
誌
の
後
を
追
っ
て
出
し
た
も
の
で
、
判
型

や
体
裁
も
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
版
と
同
じ
、
四
ペ
ー

ジ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ

の
目
的
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
と
り
つ

か
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
壇
を
こ
き
お
ろ
す
内
容
の
も

の
だ
っ
た
が
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
も
そ
れ
を
追
い
か
け
た
も

の
で
、
良
く
言
え
ば
姉
妹
雑
誌
、
悪
く
言
え
ば
二
番
煎

じ
で
あ
る
﹈
3
﹇

。

　

た
と
え
ば
、
英
語
の
動
詞
の
活
用
表
を
使
っ
て
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
文
壇
（
と
り
わ
け
ビ
ク
ト
リ
ア
・
オ
カ
ン

ポ
）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ぶ
れ
が
以
下
の
よ
う
に
ば
か
ば

か
し
く
扱
わ
れ
る
。

図版 2　『Ciclón』一号表紙 図版 1　『Victrola』表紙

﹇
3
﹈  

ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
時
代
、
と
り
わ
け
『
ア
ウ
ロ
ー
ラ
』
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
西
成
彦
「
越
境

す
る
ダ
ダ
イ
ス
ト

│

W
itold G

om
brow

icz (1904~1969)

」、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
会
編
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
』、
思
潮
社
、

一
九
九
四
年
、
三
二
九̶

三
四
四
頁
を
参
照
。

﹇
4
﹈  『
ア
ウ
ロ
ー
ラ
』、『
ビ
ク
ト
ロ
ー
ラ
』
と
も
に
原
本
は
未
入
手
だ
が
、
と
も
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
化
紙
『
デ
ィ
ア
リ
オ
・

デ
・
ポ
エ
シ
ー
ア
（D

iario de Poesía

）』
に
一
九
九
九
年
、
翻
刻
掲
載
さ
れ
た
。
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の
が
『
シ
ク
ロ
ン
』
だ
っ
た
。
こ
の
文
芸
誌
は
五
五
年
か
ら
五
九
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
﹈
6
﹇

。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
こ
の
雑
誌
の
刊
行
中
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
の
資
金
で
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
滞
在
し
、
ゴ
ン
ブ

ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
や
ボ
ル
ヘ
ス
な
ど
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
人
脈
を
生
か
し
た
原
稿
を
入
手
し
、
実
質
的
な
編
集
に
携
わ

っ
て
い
た
。
こ
の
雑
誌
こ
そ
、
ア
ン
チ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
壇
と
し
て
出
し
た
先
の
『
ビ
ク
ト
ロ
ー
ラ
』
の
企
図
を
受

け
継
い
で
、
今
度
は
ア
ン
チ
・
キ
ュ
ー
バ
文
壇
を
明
確
に
し
、
同
性
愛
に
対
す
る
過
剰
な
擁
護
な
ど
、
キ
ュ
ー
バ
の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
・
エ
リ
ー
ト
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
偽
善
に
対
す
る
叛
乱
と
し
て
目
論
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
﹈
7
﹇

。

　

第
一
号
の
目
次
を
見
る
と
ス
ペ
イ
ン
の
作
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ヤ
ラ
の
名
前
が
あ
る
﹈
8
﹇

。
ア
ヤ
ラ
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦

　

ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
『
ア
ウ
ロ
ー
ラ
』
の
目
論
見
は
ひ
と
え
に
ボ
ル
ヘ
ス
ら
を
中
心
と
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
的
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
文
壇
の
価
値
を
下
げ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
若
い
文
学
者
た
ち
の
手
で
若
々
し
い
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
文
学
の
立
ち
上
げ
を
企
図
す
る
よ
う
ア
ジ
テ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
の
が

「
未
成
熟
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
武
器
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
破
壊
せ
よ
、
と
若
者
を
鼓
舞
し
た
。「
未
成
熟
」
と
い
う
の
は
ゴ

ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
に
と
っ
て
は
混
沌
と
し
た
大
き
な
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
す
れ
ば
大
人
の
世
界
、
出
来
上
が

っ
た
世
界
を
壊
す
こ
と
が
で
き
る
﹈
5
﹇

。

　

以
上
の
よ
う
な
目
論
見
で
行
動
し
て
い
た
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
い
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
『
フ
ェ

ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
の
翻
訳
の
み
な
ら
ず
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
雑
誌
の
後
追
い
刊
行
ま
で
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
。
と

な
る
と
、
こ
の
時
期
の
彼
が
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
を
、
ス
ペ
イ
ン
語

0

0

0

0

0

で
模
倣
し
な
が
ら

│
と
は
い
え
「
未
成
熟
」

を
め
ぐ
っ
て
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
と
ど
こ
ま
で
通
じ
合
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が

│
、
自
身
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ

ム
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
一
号
で
終
わ
っ
た
が
、
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
の
滞
在
は
引
き
延
ば
し
、
数
年
後
、
よ
り
大
き
な
文
芸
誌
の
立
ち
上
げ
に
参
画
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
五
五
年
一
月
、
ハ
バ
ナ
で
文
芸
誌
『
シ
ク
ロ
ン
』
が
誕
生
し
た
。
編
集
長
は
ホ
セ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
で

あ
る
。
序
章
で
書
い
た
よ
う
に
、
こ
の
人
物
は
レ
サ
マ
＝
リ
マ
と
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
を
主
宰
し
て
い
た
が
、
編
集
方

針
で
揉
め
、
一
九
五
四
年
以
降
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
編
集
と
は
異
な
る
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
編
集
に
よ
る
『
オ
リ
ー

ヘ
ネ
ス
』
を
出
し
て
い
た
。
つ
ま
り
一
時
期
、『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
は
異
な
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
同
時
に
出
て
い
た
。

そ
の
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
フ
ェ
オ
が
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
を
廃
刊
に
し
て
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
全
面
協
力
の
も
と
に
刊
行
し
た

﹇
5
﹈  

米
川
和
夫
「
世
界
文
学
版
訳
者
解
説
」、
ヴ
ィ
ト
ル
ド
・
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
『
フ
ェ
ル
デ
ィ
ド
ゥ
ル
ケ
』
平
凡
社
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
四
八
九̶

五
〇
二
頁
を
参
照
。

﹇
6
﹈  

五
五
年
〜
五
六
年
は
隔
月
刊
、
五
七
年
は
二
号
の
み
、
五
八
年
は
刊
行
が
な
く
、
五
九
年
（
革
命
政
権
が
樹
立
し
た
年
）
に

一
号
の
み
（
合
計
十
五
号
）。

﹇
7
﹈  

道
徳
的
叛
乱
を
も
っ
と
も
鮮
烈
に
示
し
た
の
が
、「
バ
ジ
ャ
ガ
ス
、
そ
の
人
」
と
い
う
、
キ
ュ
ー
バ
の
詩
人
エ
ミ
リ
オ
・
バ

ジ
ャ
ガ
ス
の
死
の
直
後
に
書
か
れ
た
追
悼
文
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
バ
ジ
ャ
ガ
ス
が
同
性
愛
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
重
要
視
し
、
同
性
愛
文
学
と
し
て
彼
の
詩
の
読
解
を
示
し
た
。“B

allagas en persona ”, C
iclón, núm

.5, septiem
bre de 

1955, pp.41-50.

﹇
8
﹈  

ア
ヤ
ラ
も
翻
訳
者
だ
っ
た
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
な
ど
を
翻
訳
し
て
い
る
。
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い
る
。
そ
の
何
某
と
い
う
詩
人
は
本
当
に
い
た
。
何
と
か
と
い
う
作
品
と
何
と
か
と
い
う
作
品
を
残
し
、
某
年
某
日
に

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
…
…
﹈
9
﹇

　

こ
の
部
分
は
、「
キ
ュ
ー
バ
文
学
」
と
い
っ
た
も
の
の
実
体
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
批
評
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
よ
う
な
「
国
民
文
学
」
が
あ
た
か
も
昔
か

ら
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
幻
想
へ
の
不
満
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
連
続
性

を
意
識
す
る
教
員
や
批
評
家
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
大
学
で
「
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
」
と
い
っ
た
講
座
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
開
き
、
次
々
に
雑
誌
や
新
聞
で
文
学
批
評
や
文
学
辞
典
を
出
版
し
て
い
る
。
文
学
辞
典
や
教
科
書
か
あ

れ
ば
「
キ
ュ
ー
バ
文
学
」
は
存
在
す
る
の
か
？

　

こ
の
こ
と
は
キ
ュ
ー
バ
の
み
な
ら
ず
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
植
民
地
の
歴
史
を
も
つ
国
々
に
は
ど
こ
で
も
共

通
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
宗
主
国
と
距
離
が
近
い
と
こ
ろ
は
制
度
だ
け
は
し
っ
か
り
整
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
見
栄
え

だ
け
は
宗
主
国
と
変
わ
ら
な
い
。
ボ
ゴ
タ
と
マ
ド
リ
ー
ド
、
ハ
バ
ナ
と
マ
ド
リ
ー
ド
が
変
わ
ら
ぬ
建
築
様
式
で
建
て
ら

れ
た
変
わ
ら
ぬ
建
築
物
を
も
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
「
国

民
文
学
」
に
つ
い
て
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
実
体
の
空
虚
性
を
突
く
文
章
が
ほ
か
に
も
あ
る
。
た
と

を
き
っ
か
け
に
ス
ペ
イ
ン
を
去
り
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
亡
命
し
て
四
〇
年
代
を
過
ご
し
て
い
た
。
こ
こ
に
掲
載
さ

れ
た
彼
の
短
篇
「
最
後
の
晩
餐
」
は
、
ナ
チ
ス
（
強
制
収
容
所
）
を
逃
れ
て
、
キ
ュ
ー
バ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
亡
命
生

活
を
送
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
老
婆
が
夫
の
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
偶
然
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
時
代
の
旧

友
と
再
会
す
る
話
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
恐
怖
を
逃
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ア
メ
リ
カ
に
楽
園
の
よ
う
な
も
の
を
見

出
し
う
る
か
否
か
を
問
う
物
語
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
『
シ
ク
ロ
ン
』
に
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
く
示
す
と
考
え
ら
れ
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
題
し
て
「
キ
ュ
ー
バ
と
文
学
」
と
い
う
、
も
と
は
講
演
原
稿
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
彼
の
考
え
を
見
な
が

ら
、
彼
が
提
起
し
た
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
補
完
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
講
演
で
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、「
キ
ュ
ー
バ
文
学
」
と
い
う
実
体
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
疑
問
を
呈
す
る
。

　

確
固
た
る
栄
光
に
輝
い
た
先
人
﹇
キ
ュ
ー
バ
作
家
た
ち
﹈
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
金
貨
も
な
け
れ
ば
、
彼
ら
が
普
遍
的

な
名
声
を
得
た
と
い
う
噂
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。﹇
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹈
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
し
て

そ
の
教
科
書
は
少
し
も
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
ぼ
く
た
ち
に
は
十
七
世
紀
か
ら
作
家
が
い
る
。
文
学
運
動
も
あ
っ

た
し
、
世
代
も
あ
っ
た
し
、
出
版
物
、
そ
の
他
あ
れ
こ
れ
あ
っ
た
。
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を
追
え
ば
、
十
八
世
紀
に
は
何

某
と
い
う
詩
人
や
何
某
と
い
う
小
説
家
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
に
な
る
と
キ
ュ
ー
バ
人
は
哲
学
の
分

野
に
侵
入
し
、
二
十
世
紀
に
は
詩
人
が
次
々
に
誕
生
し
た
。
小
説
家
や
短
篇
作
家
の
人
数
も
増
え
、
戯
曲
が
た
く
さ
ん

書
か
れ
た
。
そ
し
て
実
際
の
と
こ
ろ
、
教
科
書
は
噓
を
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
た
り
前
の
真
実
が
書
か
れ
て

﹇
9
﹈  Piñera, V

irgilio, “C
uba y literatura ”, C

iclón 1, núm
.2. m

arzo de 1955, pp.51-55.
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え
る
。
し
た
が
っ
て
度
を
越
し
た
こ
の
「
無
」
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
と
い
う
「
生
」
が
す
べ
て
燃
え
尽
き
た
あ
と
の

灰
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
章
で
述
べ
た
「
落
下
」
で
の
、
砕
け
散
っ
て
い
く
あ
の
断
片
の
イ
メ
ー
ジ
を
思

い
出
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
無
こ
そ
生
を
躍
動
さ
せ
る
も
の
な
の
だ
。

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
な
か
で
キ
ュ
ー
バ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
が
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
よ
う
に
固
定
し
た
形
で
と
ど
ま
っ
て
い

な
い
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
場
合
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
灰
が
散
り
散
り
に
、
粉
塵
の
よ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
風

景
が
キ
ュ
ー
バ
で
あ
る
。
無
太
陽
（
太
陽
が
陽
を
差
さ
な
い
）、
無
出
来
事
（
出
来
事
が
な
い
）、
無
騒
音
（
音
が
な

い
）、
無
歴
史
（
歴
史
が
な
い
）
と
い
っ
た
造
語
は
死
の
世
界
の
謂
い
だ
ろ
う
。
キ
ュ
ー
バ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
墓
場
な

の
だ
。

え
ば
ガ
ル
シ
ア=

マ
ル
ケ
ス
は
一
九
六
〇
年
に
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
文
学
」
の
「
詐
欺
性
」
に
つ
い
て
文
章
を
残
し
て
い

る
﹈
10
﹇

。

　

で
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
キ
ュ
ー
バ
文
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
説
く
の
か
。

　

そ
こ
で
ぼ
く
は
思
っ
た
の
だ
が
、
度
を
越
し
て
何
も
無
い
ほ
う
が
、
少
し
だ
け
何
も
無
い
よ
り
は
ま
し
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
文
化
や
伝
統
、
豊
穣
や
情
熱
の
衝
突
、
存
在
の
矛
盾
な
ど
を
通
じ
て
無
に
到
達
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら

を
丸
ご
と
通
過
し
た
時
の
巨
大
な
汚
れ
は
消
せ
な
い
が
ゆ
え
に
、
力
強
い
、
生
き
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
生
ま
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
無
か
ら
生
じ
る
そ
の
無
こ
そ
は
、
町
を
暖
め
る
無
太
陽
、
無
出
来
事
、
無
騒
音
、
無
歴
史
な
ど
の
よ
う
に

具
体
的
な
形
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
無
は
ぼ
く
た
ち
を
た
ち
ま
ち
牧
場
の
雌
牛
、
道
端
の
木
、
壁
に
這
う
蜥
蜴
の
と
こ

ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
の
だ
…
…
﹈
11
﹇

　

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
度
を
越
し
た
無
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
の
度
を
越
し
た
無
に
至
る
に
は
、
文
化
や
伝
統
、
豊
穣
、
情

熱
の
衝
突
、
存
在
の
矛
盾
な
ど
を
す
べ
て
通
過
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の

こ
と
だ
ろ
う
。
文
化
や
伝
統
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
当
て
は
め
れ
ば
、
古
典
主
義
、
バ
ロ
ッ
ク
、
ロ
マ
ン
主

義
、
実
存
主
義
と
な
る
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
を
へ
た
そ
の
先
に
無
に
到
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
か
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
か
で
迷
う
よ
う
な
半
端
な
姿
勢
で
は
な
く
て
、
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
す
べ
て
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
出
て
く
る
無
の
感
覚
を
た
た

﹇
10
﹈  G

arcía M
árquez, G

abriel, “La literatura colom
biana, un fraude a la nación ”, D

e Europa y Am
érica (O

bra Periodística 

3), M
ondadori, B

arcelona, 1992, pp.662-667. 

　
　

 

参
考
ま
で
に
ガ
ル
シ
ア=

マ
ル
ケ
ス
の
文
章
を
引
い
て
お
く
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
の
相
似
性
を
確
認
さ
れ
た
い
。

　
　
「
い
ち
ば
ん
迂
闊
な
批
評
家
で
す
ら
も
、
第
一
回
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
﹇
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
﹈
作
家
の
う
ち
、
だ
れ
ひ
と

り
と
し
て
普
遍
的
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
だ
。（
中
略
）﹇
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹈
コ
ロ
ン
ビ
ア
文
学
史

は
幾
度
も
書
か
れ
て
き
た
。
生
き
て
い
る
作
家
、
あ
る
い
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
作
家
に
つ
い
て
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
作

家
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
批
評
的
論
考
が
書
か
れ
て
き
た
。」

﹇
11
﹈ Piñera, “C

uba y literatura ”, pp.52-53.
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ノ
ス
ア
イ
レ
ス
へ
の
移
動
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
擬
似
的
」
に
体
験
す
る
と
い
う
ず
れ
を
と
も
な
う
も
の
だ
っ
た
と
言

え
る
。

　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
を
行
き
先
に
選
ん
だ
時
点
で
そ
も
そ
も
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
空
間
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
す
る
企
図
は
な
か
っ
た
が
、
ゴ
ン
ブ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
と
出
会
い
、
彼
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
選
択
の

正
し
さ
を
確
認
し
て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
擬
似
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
体
験
は
、
先
行
す
る

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
作
家
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
軌
跡
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
墓
場
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
が
過
剰
に
演
出
さ
れ
、
過
去
が
現
在
を
お
び
や
か
さ
な
い
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
い
う

場
所
で
の
体
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
ハ
バ
ナ
を
往
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
『
シ
ク
ロ
ン
』
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
意
味
が

も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
か
ら
も
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
そ
の
現
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
八
年
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
滞
在
を
切
り
上
げ
て
ハ
バ
ナ
に
帰
国
し
、
革
命
政
権
の
樹
立
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
彼
の
立
ち
上
げ
た
叛
乱
も
ま
た
こ
れ
と
と
も
に
終
わ
っ
た
。
と
は
い
え
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
作
品

と
軌
跡
は
キ
ュ
ー
バ
文
化
史
に
そ
の
名
を
残
す
だ
け
の
価
値
あ
る
遺
産
な
の
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
墓
場
で
あ
る
キ
ュ
ー
バ
で
、
キ
ュ
ー
バ
人
は
た
だ
モ
ノ
で
あ
る
だ
け
だ
。
雄
牛
や
道
端
の
木
や
壁
を

這
う
蜥
蜴
と
並
べ
ら
れ
た
キ
ュ
ー
バ
人
と
い
う
モ
ノ
は
集
ま
っ
て
全
体
を
構
成
し
た
り
は
し
な
い
。
生
物
学
的
分
類
も

大
き
さ
も
形
状
も
異
な
る
存
在
で
、
モ
ノ
と
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
す
で
に
全
体
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
足
し
て
い
っ
て

も
大
き
な
全
体
を
作
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
の
風
景
（
殺
風
景
）
が
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
見
た
キ
ュ
ー
バ
だ
っ
た
。

「
擬
似
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
し
て
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

　

伝
統
的
な
性
の
規
範
に
対
す
る
挑
戦
、
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
書
き
換
え
、
歴
史
の
複
数
性

│
た
と
え
ば
こ
れ
ら
が
ポ

ス
ト
植
民
地
社
会
で
噴
出
す
る
問
題
群
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
主
題
化
し
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
作
品
が
キ
ュ
ー
バ
知
識
人

層
か
ら
拒
否
反
応
を
受
け
た
こ
と
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
知
識
層
が
ポ
ス
ト
植
民
地
社
会
に
あ
り
な
が
ら
も
植
民
地
社
会
と

の
連
続
性
を
墨
守
し
て
い
る
そ
の
旧
弊
さ
を
証
明
す
る
と
言
え
る
し
、
本
当
は
彼
ら
も
気
づ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

問
題
を
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
キ
ュ
ー
バ
で
い
ち
早
く
表
面
化
さ
せ
た
こ
と
へ
の
い
ら
立
ち
の
あ
ら
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　

文
化
の
強
力
な
磁
場
と
し
て
の
ハ
バ
ナ
に
重
々
し
い
雑
誌
『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
が
誕
生
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
の
作

家
が
軽
々
と
ハ
バ
ナ
を
飛
び
出
し
、
そ
の
行
き
先
と
し
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
が
選
ば
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
り
な

く
近
い
、
だ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
い
都
市
に
住
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
り
な
が
ら
も
周
縁
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
家

の
一
歩
後
ろ
に
い
る
。
そ
の
彼
の
作
品
を
翻
訳
す
る
、
さ
ら
に
は
雑
誌
を
後
追
い
す
る
と
い
う
擬
似
的
な
行
動
を
通
じ

て
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
戯
画
化
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
ブ
エ
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三
章

革
命
と
ゴ
キ
ブ
リ

│
作
家
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
前
夜

革
命
か
ら
生
ま
れ
た
作
家
、
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス

『
夜
に
な
る
ま
え
に
（Autes que anochezca

）』
に
収
め
ら
れ
た
ア
レ
ナ
ス
の
遺
書
「
別
れ
の
手
紙
」
は
、
彼
の
生
涯

を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
の
な
か
で
彼
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
自
由
の
た
め
に
わ
ず
か
で
も
貢
献
で
き
た
こ
と
に
満
足

し
つ
つ
、
こ
れ
以
上
闘
い
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
自
分
の
人
生
に
終
止
符
を
打
つ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
彼
の
自
殺
に
責
任
を
負
う
者
は
た
だ
一
人
、
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
だ
け
だ
と
断
言
し
て
、
自
由
の
た
め
に
闘
い



第三章　革命とゴキブリ 第一部　ピニェーラとアレナス

3 9

　

当
時
、
ぼ
く
は
革
命
の
一
部
だ
っ
た
。
失
う
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
と
き
に
は
、
手
に
入
れ
る
べ

き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
勉
強
し
、
オ
ル
ギ
ン
の
家
を
出
て
、
新
し
い
人
生
を
始
め
る
こ
と
が
で
き

た
﹈
2
﹇

。

　

大
都
市
ハ
バ
ナ
で
生
活
を
は
じ
め
た
ア
レ
ナ
ス
は
、
国
立
農
地
改
革
局
で
働
く
か
た
わ
ら
、
ハ
バ
ナ
大
学
に
も
籍
を

置
い
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
、
彼
は
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
国
立
図
書
館
で
催
さ
れ
た
朗
読
コ
ン
ク
ー
ル
で
自
分
が
書
い
た
短

篇
「
空
っ
ぽ
の
靴
」
を
朗
読
し
て
注
目
さ
れ
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
も

ま
た
若
い
才
能
を
早
く
に
見
出
し
、
相
応
し
い
教
育
を
授
け
適
切
な
職
に
就
か
せ
る
と
い
う
革
命
政
権
の
政
策
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
あ
と
ア
レ
ナ
ス
は
国
立
図
書
館
に
職
を
得
て
、
好
き
な
だ
け
読
書
が
で
き
る
と
い
う
作
家
の
卵

つ
づ
け
る
よ
う
キ
ュ
ー
バ
人
を
勇
気
づ
け
別
れ
を
告
げ
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
革
命
に
抵
抗
し
よ
う
と
命
を
懸
け
た
、〈
反
抗
す
る
作
家
〉
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
の
戦
闘
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
凝
縮
し
た
文
章
で
あ
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
れ
ば
、
は
じ
め
て
文
学
賞
に
応
募
し
た
『
夜
明
け
前
の
セ
レ
ス
テ

ィ
ー
ノ
（C

elestino antes del alba

）』
か
ら
す
で
に
現
実
逃
避
的
な
作
品
を
書
く
作
家
と
見
な
さ
れ
て
、
第
二
作
『
め

く
る
め
く
世
界
』
は
出
版
す
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
内
で
の
出
版
の
可
能
性
を
失
っ
た
あ
と
は
、
逮
捕
、
投
獄
、
亡
命

な
ど
、
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
の
人
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
革
命
体
制
と
対
立
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ア
レ
ナ
ス
が
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
経
緯
を
た
ど
り
、『
夜
明
け
前
の
セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ノ
』
以
前
に

発
表
し
た
短
篇
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
〈
反
体
制
作
家
〉
ア
レ
ナ
ス
で
は
な
く
、
む
し
ろ
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
申
し
子
と

で
も
表
現
し
た
く
な
る
作
家
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

革
命
以
前
、
ア
レ
ナ
ス
が
育
っ
た
オ
ル
ギ
ン
の
あ
る
旧
オ
リ
エ
ン
テ
州
の
農
村
生
活
は
貧
し
く
、
電
気
は
お
ろ
か
食

べ
物
も
な
い
有
様
だ
っ
た
。
も
し
革
命
が
起
き
な
け
れ
ば
、
ア
レ
ナ
ス
の
よ
う
に
農
村
に
生
ま
れ
た
子
供
は
、
都
会
を

知
る
こ
と
も
な
く
生
涯
を
農
民
と
し
て
過
ご
し
、
文
学
と
は
お
よ
そ
無
縁
の
生
活
を
送
る
の
が
普
通
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
変
え
た
の
が
キ
ュ
ー
バ
革
命
だ
っ
た
。
島
の
す
み
ず
み
ま
で
教
育
・
文
化
を
行
き
渡
ら
せ
る

の
が
革
命
の
理
念
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
山
村
に
ま
で
教
師
を
派
遣
し
、
識
字
教
育
を
徹
底
的
に
実
施
し
て
い

る
﹈
1
﹇

。
ア
レ
ナ
ス
も
そ
の
よ
う
な
革
命
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
た
ひ
と
り
だ
っ
た
。
彼
は
農
業
会
計
士
に
な
る
た
め
の
奨
学

金
を
も
ら
い
、
首
都
ハ
バ
ナ
に
出
て
勉
強
す
る
機
会
を
得
た
。
間
違
い
な
く
キ
ュ
ー
バ
革
命
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
こ
ろ
を
振
り
返
っ
て
ア
レ
ナ
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

﹇
1
﹈
Ｌ
・
ヒ
ュ
ー
バ
ー
マ
ン
、
Ｐ
・
Ｍ
・
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
『
キ
ュ
ー
バ
』（
池
上
幹
徳
訳
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
一
五
九
│

一
六
八
頁
。
お
よ
び
、Thom

as, H
ugh, C

uba or The Pursuit of Freedom
, D

a C
apo Press, N

ew
 York, 1998, pp.1339-42.

﹇
2
﹈A

renas, R
einaldo, Antes que anochezca, Tusquets, B

arcelona, 1994, p.70.

以
下
、
こ
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
安
藤
哲

行
訳
『
夜
に
な
る
ま
え
に
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
に
従
っ
た
。
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で
終
わ
る
。「
孤
独
」
は
わ
ず
か
一
ペ
ー
ジ
の
作
品
で
、
家
族
が
で
か
け
て
家
に
ひ
と
り
残
さ
れ
た
少
年
が
虫
と
遊
ぶ

ひ
と
と
き
を
採
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
日
没
」
は
、
叔
母
と
一
緒
に
日
没
を
眺
め
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と

を
回
想
す
る
少
年
の
独
白
か
ら
成
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
作
品
も
、
農
村
で
暮
ら
し
た
ア
レ
ナ
ス
の
自
伝
的
な
要
素
が

か
な
り
反
映
さ
れ
﹈
5
﹇

、
無
垢
な
少
年
と
家
族
の
関
わ
り
が
美
し
い
。
ア
レ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
、
い
ず
れ
子
供

向
け
の
本
と
し
て
ま
と
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
い
う
﹈
6
﹇

。

　

こ
れ
ら
の
短
篇
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
農
村
生
活
を
少
年
の
視
点
か
ら
描
い
た
牧
歌
的
な
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
意
図
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ア
レ
ナ
ス
が
と
り
あ
げ
た
農
村
の
生
活
は
、
革
命
が
尊
重
す
る
人

び
と
の
生
活
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
革
命
を
成
し
遂
げ
た
反
乱
軍
の
兵
士
の
ほ
と
ん
ど
は
農
民
出
身
で
、
革
命

後
の
政
策
は
ま
ず
な
に
よ
り
も
農
民
の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
の
素
材
は
、

革
命
の
理
念
と
共
鳴
し
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
し
て
は
申
し
分
の
な
い
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
ア
レ
ナ
ス
は
三
つ
の
短
篇

を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
革
命
後
の
キ
ュ
ー
バ
で
最
も
有
名
な
文
芸
誌
『
同
盟
（U

nión

）』（
一
九
六
五
年
第
一
号
）

に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
作
家
ア
レ
ナ
ス
の
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
・
芸
術
の
方
向
性
を

決
定
す
べ
く
一
九
六
一
年
に
創
設
さ
れ
た
作
家
芸
術
家
協
会
（U

N
EA

C

）
の
機
関
誌
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「『
革
命
』
を
守
る
こ
と
は
『
文
化
』
を
守
る
こ
と
」
だ
っ
た
﹈
3
﹇

。

　

本
を
一
冊
も
出
し
た
こ
と
が
な
い
二
十
二
歳
の
若
者
の
手
に
な
る
作
品
が
『
同
盟
』
に
載
っ
た
の
は
異
例
の
こ
と
だ

っ
た
。
こ
れ
に
は
、
農
村
出
身
で
文
学
を
志
す
と
い
う
彼
の
経
歴
が
大
き
く
作
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
デ
ビ
ュ
ー
作
が
掲

載
さ
れ
た
号
で
ア
レ
ナ
ス
は
最
も
若
い
書
き
手
で
あ
り
、
前
後
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
て
も
こ
れ
ほ
ど
若
い
作
家
の

作
品
は
載
っ
た
こ
と
が
な
い
。
同
号
の
寄
稿
者
略
歴
に
は
、
農
業
の
勉
強
を
や
め
て
文
学
を
志
し
た
と
い
う
ア
レ
ナ
ス

の
経
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
革
命
が
生
ん
だ
新
進
作
家
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
る
。
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ

は
、
ア
レ
ナ
ス
が
オ
リ
エ
ン
テ
と
い
う
東
部
の
農
村
出
身
だ
っ
た
こ
と
が
作
家
芸
術
家
協
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
理
由

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
﹈
4
﹇

。

　

彼
が
新
進
作
家
と
し
て
『
同
盟
』
で
紹
介
さ
れ
た
背
景
に
は
、
彼
の
経
歴
ば
か
り
で
な
く
、
作
品
の
内
容
そ
の
も
の

も
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
虹
の
先
」、「
孤
独
」、「
日
没
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
連
作
短
篇
は
、
い
ず
れ
も
農
村
に

暮
ら
す
少
年
の
日
常
を
描
い
て
い
る
。
冒
頭
の
「
虹
の
先
」
は
、
虹
に
向
か
っ
て
願
い
事
を
す
れ
ば
叶
う
と
い
う
言
い

伝
え
を
祖
母
に
教
わ
っ
た
少
年
が
、
な
ん
と
か
し
て
虹
の
ふ
も
と
ま
で
た
ど
り
つ
こ
う
と
、
山
を
の
ぼ
り
丘
を
越
え

る
。
だ
が
無
念
に
も
到
達
で
き
ず
家
に
戻
っ
て
き
た
少
年
が
祖
母
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
、
次
こ
そ
は
、
と
誓
う
と
こ
ろ

﹇
3
﹈U
nión, núm

.1, año 1 (1962). 

お
よ
び
、Instituto de Literatura y Lingüistica de la A

cadem
ia de C

iencias de C
uba, 

D
iccionario de la literatura cubana: Tom

o 2,  Letras C
ubanas, La H

abana,1980, pp.1044-46.

﹇
4
﹈C

abrera lnfante, G
uillerm

o, M
ea C

uba, A
lfaguara, M

adrid, 1999, p.121.

﹇
5
﹈Soto, Francisco, C

onversación con Reinaldo Arenas, B
etania, M

adrid, 1990, p.39.

﹇
6
﹈C

onversación con Reinaldo Arenas, p.38.
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っ
て
い
た
﹈
8
﹇

。
後
に
創
設
さ
れ
る
同
性
愛
者
の
更
正
施
設
（U

M
A

P

）
は
ま
だ
な
か
っ
た
が
、
ア
レ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
キ
ュ
ー
バ
で
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
は
、「（
…
…
）
人
間
が
体
験
し
う
る
最
大
の
災
い
の
一
つ
」﹈

9
﹇

だ
っ
た
。
ア
レ

ナ
ス
が
自
分
の
存
在
を
脅
か
し
か
ね
な
い
革
命
体
制
の
方
針
に
不
安
を
お
ぼ
え
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
革
命
の
文
化
政
策
の
方
向
性
で
あ
る
。
革
命
か
ら
二
年
後
の
一
九
六
一
年
、
キ
ュ
ー
バ
国

内
の
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
国
際
的
な
波
紋
を
呼
ん
だ
一
九
七
一
年
の
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
重

大
な
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
は
じ
め
、
キ
ュ
ー
バ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
断
交
し
、
四
月
に
カ
ス
ト
ロ
は
社
会
主

義
革
命
を
宣
言
し
た
。
二
ケ
月
後
の
六
月
、
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
ら
が
関
わ
っ
た
映
画
（『P.M

.

』）
の
公
開
を

め
ぐ
っ
て
、
政
府
と
知
識
人
の
間
で
議
論
が
持
ち
あ
が
り
、
国
立
図
書
館
の
大
会
議
場
で
会
議
が
催
さ
れ
た
﹈
10
﹇

。
こ
の
と

き
カ
ス
ト
ロ
は
、
後
に
「
知
識
人
た
ち
へ
の
言
葉
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
演
説
を
行
な
い
、「
革
命
の
枠
内

に
入
っ
て
い
れ
ば
よ
く
、
反
革
命
的
な
も
の
は
何
も
認
め
ら
れ
な
い
」
と
、
芸
術
上
の
表
現
の
自
由
に
踏
み
込
み
か
ね

　

こ
う
し
て
『
夜
明
け
前
の
セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ノ
』
以
前
の
ア
レ
ナ
ス
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
革
命
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
、
新
し
い
文
学
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
ア
レ
ナ
ス
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
革
命
へ
の
疑
念
や
反

抗
心
を
感
じ
さ
せ
な
い
一
途
な
文
学
青
年
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
彼
は
、
映
画
化
さ
れ
た
セ
ネ
ル
・
パ
ス
の
『
狼

と
森
と
新
し
い
人
間
』（
邦
題
『
苺
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』）
に
登
場
し
た
ダ
ビ
ド
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
革
命
を
信
じ
、

純
粋
な
気
持
ち
で
小
説
を
書
き
貯
め
て
い
た
地
方
出
身
の
ダ
ビ
ド
と
、
革
命
の
理
念
を
疑
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
革

命
に
よ
っ
て
文
学
の
道
を
歩
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
ア
レ
ナ
ス
は
、
初
々
し
さ
や
素
朴
さ
な
ど
多
く
の
点
で
重
な
り
あ

う
。
こ
の
よ
う
な
ア
レ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
私
た
ち
が
知
る
〈
反
抗
す
る
作
家
〉
と
し
て
の
ア
レ
ナ
ス
と
は
か
な
り

へ
だ
た
り
が
あ
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
後
に
ア
レ
ナ
ス
は
、
こ
の
三
つ
の
短
篇
が
さ
し
て
気
に
入
っ
て
い
る
作
品
で
は
な
い
と
告
白
し
﹈
7
﹇

、
雑
誌
に

発
表
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
本
に
収
録
し
た
こ
と
が
な
い
。
彼
は
〈
革
命
的
な
〉
作
品
を
封
印
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。ビ

ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
の
邂
逅

　

革
命
の
申
し
子
の
よ
う
に
登
場
し
た
ア
レ
ナ
ス
は
し
か
し
、
時
と
と
も
に
革
命
の
理
念
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
ア
レ
ナ
ス
が
同
性
愛
者
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
革
命
直
後
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
同
性
愛
者
に

対
す
る
取
り
締
ま
り
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
レ
ナ
ス
が
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
一
九
六
五
年
頃
か
ら
さ
ら
に
激
し
く
な

﹇
7
﹈C
onversación con Reinaldo Arenas, p.,38.

﹇
8
﹈
キ
ュ
ー
バ
の
同
性
愛
者
へ
の
迫
害
に
つ
い
て
は
、Lum

sden, Ian, M
achos, M

aricones and G
ays: Cuba and H

om
osexuality, 

Tem
ple U

niversity Press, Philadelphia, 1996.

も
参
照
し
た
。

﹇
9
﹈A

renas, Antes que anochezca, p.72.

﹇
10
﹈C

abrera lnfante, G
uillerm

o, Vidas para leerlas, A
lfaguara, M

adrid, 1998, pp.33-35.
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を
た
く
み
に
逃
れ
る
人
物
を
く
り
か
え
し
登
場
さ
せ
て
い
る
。
ア
レ
ナ
ス
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
諸
作
品
を
読
み
、
そ
こ
に

通
底
す
る
典
型
的
な
人
物
像
を
ゴ
キ
ブ
リ
と
見
な
し
、
彼
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
三
年
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、『
小
演
習
』
と
題
す
る
長
篇
小
説
を
発
表
し
た
。
こ
の
小
説
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
か

ら
逃
げ
回
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
関
わ
り
を
避
け
て
生
き
る
男
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
主
人
公
の
物
語
で
あ
る
。
教
師

か
ら
召
使
、
百
科
事
典
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
次
か
ら
次
へ
職
を
転
々
と
す
る
彼
は
、
根
拠
の
な
い
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ま
で
の
恐
怖
に
お
び
え
、
お
ど
お
ど
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。
物
語
は
臆
病
者
の
手
記
と
い
っ
た
趣
で
、
当
時
の
作

家
自
身
の
経
験
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
時
代
設
定
を

ず
ら
す
な
ど
し
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
革
命
政
権
批
判
と
は
受
け
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
さ
も
な
け
れ
ば

刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ア
レ
ナ
ス
が
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
て
し
ば
ら
く
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
間

な
い
微
妙
な
発
言
を
し
た
﹈
11
﹇

。
ア
レ
ナ
ス
よ
り
上
の
世
代
の
作
家
の
一
部
に
は
、
こ
の
と
き
か
ら
革
命
体
制
と
対
立
す
る

姿
勢
を
と
り
は
じ
め
る
者
た
ち
が
い
た
。

　

文
化
政
策
の
方
向
性
は
、
ア
レ
ナ
ス
に
と
っ
て
ひ
と
き
わ
重
大
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
先
に
見
た
よ
う

に
、
ア
レ
ナ
ス
は
革
命
の
文
化
政
策
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
も
同
然
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ア
レ
ナ
ス
自
身
、
革
命
が
実
施

し
た
識
字
運
動
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
識
字
運
動
が
目
指
し
て
い
た
方
向
は
、
結
果
的
に

は
ア
レ
ナ
ス
が
期
待
し
て
い
た
の
と
ま
っ
た
く
逆
を
向
い
て
い
た
。
読
め
と
言
わ
れ
る
も
の
を
読
む
た
め
に
、
書
け
と

言
わ
れ
る
も
の
を
書
く
た
め
に
識
字
運
動
が
進
め
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
ア
レ
ナ
ス
の
眼
に
は
映
っ
た
と
い
う
﹈
12
﹇

。
農
村
に

生
ま
れ
た
自
分
を
作
家
に
し
て
く
れ
た
環
境
が
、
実
は
自
分
を
拘
束
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と

き
、
そ
れ
を
黙
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ア
レ
ナ
ス
は
な
ん
ら
か
の
方
法
で
抵
抗
す
る
道
を
探
ろ
う
と

し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ア
レ
ナ
ス
が
選
ん
だ
抵
抗
の
道
と
は
、
書
き
た
い
も
の
を
た
だ
書
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
彼
は
、
自
ら

を
抵
抗
の
ゴ
キ
ブ
リ
に
た
と
え
た
。
ア
レ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
光
を
嫌
い
逃
げ
回
る
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
迫
害
の
境
遇
を
本
来

的
に
引
き
受
け
、
迫
害
を
生
き
延
び
る
動
物
で
あ
り
、
ゴ
キ
ブ
リ
は
生
き
延
び
る
た
め
に
、
明
る
い
光
の
あ
る
世
界
を

呪
い
な
が
ら
暗
闇
に
潜
伏
し
、
逃
げ
回
り
、
隠
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
地
下
に
潜
ん
で
外
界
を
呪
う
ゴ
キ
ブ
リ
の
よ
う

に
生
き
る
こ
と
、
ひ
た
す
ら
書
き
つ
づ
け
る
こ
と
を
ア
レ
ナ
ス
は
、
最
も
反
抗
的
な
方
法
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
﹈
13
﹇

。

　

ア
レ
ナ
ス
が
迫
害
の
な
か
を
ゴ
キ
ブ
リ
と
し
て
生
き
る
と
い
う
発
想
を
得
た
の
は
、
彼
の
文
学
の
師
で
あ
り
、
同
じ

く
同
性
愛
者
だ
っ
た
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
作
品
を
通
し
て
だ
っ
た
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、
作
品
の
な
か
で
迫
害

﹇
11
﹈C
astro, Fidel, Palabras a los intelectuales, Ediciones del C

onsejo N
acional de C

ultura, La H
abana, 1961, p.11.

﹇
12
﹈
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
「
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
エ
ン
リ
コ
・
マ
リ
オ
・
サ
ン
テ
ィ
に
よ
る
）」

（
旦
敬
介
訳
）『
現
代
詩
手
帖
』
思
潮
社
、
一
九
八
六
年
三
月
号
、
一
九
九
頁
。

﹇
13
﹈A

renas, R
einaldo, “La isla en peso con todas sus cucarachas ”, N

ececidad de Libertad,  K
osm

os-Editorial, M
éxico, 

D
.F., 1986, pp.115-131. 
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死
の
直
前
ま
で
国
外
に
去
る
希
望
を
捨
て
な
か
っ
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
に
違
い
な
い
。

に
友
情
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ア
レ
ナ
ス
の
『
め
く
る
め
く
世
界
』
の
草
稿
を
読
ん
で
気
に
入
っ
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
、
こ

の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
ま
さ
に
手
取
り
足
取
り
ア
レ
ナ
ス
を
指
導
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

面
識
を
得
た
こ
ろ
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
も
ま
さ
に
ゴ
キ
ブ
リ
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
。
表
舞
台
か
ら
退
い
た
六
〇

年
代
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
だ
け
の
あ
る
海
辺
の
家
で
書
き
つ
づ
け
て
い
た
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
の
『
全
短
篇
集
』
を
み
る
と
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
死
ぬ
直
前
ま
で
た
だ
ひ
た
す
ら
書
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ア
レ
ナ
ス
は
言
う
。「
ビ
ル
ヒ
リ
オ
は
永
遠
の
少
数
派
、
確
固
た
る
不
服
従
者
、
不
断
の
反
逆
者
を
体
現
し
て
い

た
」﹈

14
﹇

と
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
革
命
体
制
と
の
対
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ア
レ
ナ
ス
が
、
自
ら
の
生
存
の
方
法
を
模
索
し
た
と

き
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
い
う
人
と
作
品
に
出
会
い
、
彼
と
そ
の
登
場
人
物
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
自
分
を
ゴ
キ
ブ
リ
に
た

と
え
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。〈
革
命
の
申
し
子
〉
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
レ
ナ
ス
が
〈
反
抗
す

る
作
家
〉
に
変
貌
す
る
に
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
本
人
と
そ
の
作
品
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

一
九
七
九
年
十
月
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
晩
年
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
出
国
し
た
い
と
い
う
希
望
を
も
ち
つ

づ
け
て
い
た
。
ア
レ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
、
死
の
一
週
間
前
に
も
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、
出
国
の
可
能
性
を
口
に
し
て
い
た
と
い

う
。
だ
が
、
そ
の
夢
は
叶
わ
ず
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
唐
突
に
死
ん
で
し
ま
う
。
ア
レ
ナ
ス
は
、
心
筋
梗
塞
と
説
明
さ
れ
た
死

因
に
疑
い
を
抱
き
、
こ
の
死
が
国
家
公
安
局
の
陰
謀
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
﹈
15
﹇

。
は
か

ら
ず
も
ア
レ
ナ
ス
に
出
国
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
の
一
九
八
〇
年
五
月
の
こ
と
で
あ

る
。
ア
レ
ナ
ス
は
大
勢
の
キ
ュ
ー
バ
人
と
と
も
に
マ
リ
エ
ル
港
か
ら
キ
ュ
ー
バ
を
去
っ
た
。
そ
の
と
き
ア
レ
ナ
ス
は
、

﹇
14
﹈A

renas, Antes que anochezca, p.294.

﹇
15
﹈A

renas, “La isla en peso con todas sus cucarachas ”, pp.128-129.
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第
二
部
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
知
識
人
の
占
め
る
役
割
を
確
認
す
る
。「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
の
よ
う
な
国

際
的
に
も
報
じ
ら
れ
る
大
事
件
が
起
き
た
の
は
、
革
命
前
か
ら
キ
ュ
ー
バ
に
は
ゆ
た
か
な
言
論
空
間
が
存
在
し
、
彼
ら

が
キ
ュ
ー
バ
社
会
で
一
定
の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
章
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
を
論
じ
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
の
評
論
を
紹
介
し
な
が
ら
、

革
命
前
か
ら
革
命
後
の
キ
ュ
ー
バ
の
知
識
人
の
振
る
舞
い
や
、
彼
ら
が
作
り
上
げ
て
い
た
複
数
意
見
か
ら
な
る
言
論
空

間
の
成
り
立
ち
と
そ
の
瓦
解
を
見
て
い
く
。
こ
の
評
論
は
、
民
主
的
な
キ
ュ
ー
バ
を
構
想
す
る
た
め
に
は
、
革
命
前
後

の
知
識
人
の
言
論
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
と
の
問
題
意
識
か
ら
書
か
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
問
題
設
定
そ
れ
自
体
が
、

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
の
大
き
さ
を
裏
書
き
し
て
お
り
、
こ
の
章
を
通
じ
、「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定

の
詩
学
」
の
対
立
が
醸
成
さ
れ
る
背
景
を
確
認
す
る
。

　

第
五
章
と
第
六
章
で
は
、
革
命
政
権
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
作
家
の
表
現
活
動
を
二
人
の
事
例
か
ら
見
る
。
一
人
は

エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
、
も
う
一
人
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
で
あ
る
。
二
人
が
執
筆
し
た
時
期
は
異
な

る
が
、
革
命
政
権
の
監
視
の
網
を
か
い
く
ぐ
っ
て
表
現
の
方
法
や
場
を
模
索
す
る
様
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　

第
二
部　

革
命
と
知
識
人
た
ち
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第
四
章

騒
々
し
い
過
去
と
向
き
合
う
こ
と

│
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
キ
ュ
ー
バ
知
識
人
の
革
命
、
離
反
、
亡
命
―
』
を
め
ぐ
っ
て

　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
は
二
〇
〇
六
年
に
上
梓
し
た
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
―
キ
ュ
ー
バ
知
識
人
の
革
命
、
離

反
、
亡
命
―
』（
原
書
タ
イ
ト
ル
は
、Tum

bas sin sosiego: Revolución, disidencia y exilio del intelectual cubano

。
以
下
、

『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』）
で
、
共
和
国
期
（
一
九
〇
二
―
五
九
）
か
ら
九
〇
年
代
に
至
る
ま
で
の
知
識
人
の
振
る
舞
い

や
葛
藤
を
、
膨
大
な
歴
史
的
資
料
を
通
じ
て
洗
い
出
し
、
ま
た
、
来
る
ポ
ス
ト
・
カ
ス
ト
ロ
時
代
に
果
た
す
べ
き
知
識

人
の
役
割
を
思
考
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
出
版
社
ア
ナ
グ
ラ
マ
が
主
催
す
る
評
論
部
門
賞
を
受
賞
し
た
本
書
は
、
学
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キ
ュ
ー
バ
史
や
キ
ュ
ー
バ
文
学
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、『
終
わ
り
な
き
島
（Isla sin fin

）』（
一
九
九
九
）
と
『
正

典
の
饗
宴
（U

n banquete canónico

）』（
二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
。
前
者
は
キ
ュ
ー
バ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
を
知
識

人
の
言
論
を
た
ど
っ
て
論
じ
た
も
の
で
、
後
者
で
は
従
来
の
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
を
野
心
的
に
読
み
か
え
て
い
る
。
キ
ュ

ー
バ
革
命
と
文
学
者
の
関
わ
り
を
扱
っ
た
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
も
こ
の
二
作
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

『
待
機
の
技
法
（El arte de la espera

）』（
一
九
九
八
）
や
『
別
れ
の
政
治
学
（La política del adiós

）』（
二
〇
〇
三
）

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
メ
キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
雑
誌
に
書
い
て
き
た
比
較
的
短
め
の
エ
ッ
セ
イ
を
収
め
た
時

評
集
で
、
キ
ュ
ー
バ
の
現
状
を
め
ぐ
る
冷
徹
な
分
析
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
。
編
著
者
を
つ
と
め
た
『
キ
ュ
ー
バ
、
今

日
と
明
日
（C

uba: hoy y m
añana

）』（
二
〇
〇
五
）
で
の
彼
の
発
言
も
こ
の
傾
向
に
入
れ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

キ
ュ
ー
バ
革
命
と
知
識
人
の
緊
張
関
係
を
扱
っ
た
本
に
は
、
内
幕
を
暴
露
し
た
も
の
か
ら
、
両
者
の
関
係
を
客
観
的

に
論
じ
た
も
の
ま
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ロ
ハ
ス
の
本
と
関
係
が
近
い
も
の
を
挙
げ
て
、
近
年
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
お

術
的
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
未
来
に
ロ
ハ
ス
自
身
が
ど
う
関
与
す
る
の
か
、
そ
の
姿
勢
を
表
明
す
る
書

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
類
書
を
含
む
近
年
の
研
究
動
向
や
著
者
の
問
題
設
定
な
ど
を
確
認
し
た
の
ち
、
学
術
的
性
質
の
強
い
第

二
章
と
知
識
人
論
と
も
言
え
る
第
三
章
に
重
点
を
お
い
て
本
書
を
紹
介
す
る
。
そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
革
命
と
キ
ュ
ー

バ
知
識
人
、
特
に
文
学
者
の
強
い
結
び
つ
き
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
の
仕
事
と
そ
の
周
辺

　

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
は
一
九
六
五
年
、
キ
ュ
ー
バ
島
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
ビ
ジ
ャ
・
ク
ラ
ー
ラ
州
の
州
都
サ
ン

タ
・
ク
ラ
ー
ラ
に
生
ま
れ
た
。
ハ
バ
ナ
大
学
で
哲
学
を
学
び
、
ソ
ビ
エ
ト
へ
の
留
学
経
験
が
あ
る
。
八
〇
年
代
後
半
に

は
キ
ュ
ー
バ
新
世
代
の
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
歴
史
研
究
者
と
し
て
そ
の
名
が
言
及
さ
れ
る
、
折
り
紙
つ
き
の
エ
リ

ー
ト
だ
っ
た﹇
１
﹈。
し
か
し
、
あ
の
「
平
和
時
の
特
別
期
間
」
の
只
中
の
一
九
九
一
年
、
キ
ュ
ー
バ
を
離
れ
て
メ
キ
シ
コ

に
亡
命
す
る
。
そ
の
後
、
コ
レ
ヒ
オ
・
デ
・
メ
ヒ
コ
で
歴
史
学
博
士
号
を
取
得
し
（
博
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
はC

uba 

m
exicana: H

istoria de una anexión im
posible

）、
現
在
は
メ
キ
シ
コ
に
居
を
構
え
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
史
を
専
門
と

す
る
歴
史
学
者
で
あ
る
。

　

ロ
ハ
ス
に
は
四
十
代
前
半
に
し
て
す
で
に
十
冊
を
越
え
る
著
書
が
あ
っ
た
。
彼
が
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て
発
表
し
て
き

た
文
章
は
お
お
む
ね
、
キ
ュ
ー
バ
史
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
論
、
そ
し
て
キ
ュ
ー
バ
の
現
状
を
め
ぐ
る
発
言
（
提
言
）
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る﹇
２
﹈。
筆
者
の
手
に
入
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

﹇
１
﹈Santí, Enrico M

ario, Bienes del siglo: Sobre cultura cubana, Fondo de Cultura Económ
ica, M

éxico, D
.F., 2002, p.388. 

A
lberto, Eliseo, D

os C
ubalibres, O

céano, M
éxico, D

.F., 2005, p.257.

な
ど
を
参
照
。

﹇
２
﹈R

ojas, R
afael, La política del adiós, U

niversal, M
iam

i, 2003, p.7. 
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ィ
の
本
は
三
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
書
き
散
ら
し
て
き
た
文
章
（
書
評
や
時
評
、
あ
る
い
は
講
演
録
）
を
一
冊
に
編
ん

だ
も
の
で
、
エ
ッ
セ
イ
集
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
一
方
、
ロ
ハ
ス
の
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
は
、
筆
者
が

確
認
す
る
か
ぎ
り
、
一
部
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
全
篇
書
き
下
ろ
し
で
あ
り﹇
３
﹈、
体
裁
も
学
術
的
な
性
格
が
強
調
さ
れ
て

い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　

ロ
ハ
ス
が
か
か
わ
っ
て
い
る
別
の
二
つ
の
仕
事
も
同
じ
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
や
は
り

二
〇
〇
二
年
に
出
た
『
二
十
世
紀
の
キ
ュ
ー
バ
評
論
（Ensayo cubano del siglo XX

）』
で
あ
る
。
七
百
頁
以
上
の
こ

の
本
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
文
化
・
思
想
を
め
ぐ
っ
て
書
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
人
の
文
章
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
ホ
セ
・

マ
ル
テ
ィ
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
オ
ル
テ
ィ
ス
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
、
ア
レ
ッ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
、
セ
ベ
ロ
・
サ
ル

ド
ゥ
イ
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
文
化
思
想
史
を
一
望
の
下
に
収
め
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る﹇
４
﹈。『
安

眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
は
、一
次
資
料
た
る
こ
の
大
冊
と
対
に
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
か
に
も
見
え
る
。

　

そ
し
て
い
ま
ひ
と
つ
は
、
ロ
ハ
ス
自
身
が
編
集
主
幹
を
つ
と
め
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
に
よ
っ
て
編

集
発
行
さ
れ
た
季
刊
雑
誌
『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
（Encuentro de la cultura cubana

）』
で
あ
る
。
雑
誌
タ
イ
ト
ル
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
内
外
の
キ
ュ
ー
バ
文
化
が
出エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

会
う
場
を
目
指
し
た
こ
の
雑
誌
は
、
一
九
九
六
年
夏
、『
苺
と

こ
う
。

　

暴
露
も
の
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
古
く
は
エ
ベ
ル
ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
『
忌
ま
わ
し
き
記
憶
（La m

ala 

m
em

oria
）』（
一
九
八
九
）
や
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
の
『
夜
に
な
る
ま
え
に
』（
一
九
九
二
）、
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
カ
ブ

レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
『
我
が
過
失
キ
ュ
ー
バ
（M

ea C
uba

）』（
一
九
九
九
）、
リ
サ
ン
ド
ロ
・
オ
テ
ロ
の
『
災
難

は
重
な
る

│
歴
史
に
関
す
る
個
人
的
省
察
（Llover sobre m

ojado: una reflexión personal sobre la historia

）』

（
一
九
九
七
）
が
あ
る
。
こ
の
四
冊
は
と
も
に
自
伝
的
な
性
質
を
備
え
て
い
る
が
、
革
命
時
の
知
識
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
身

の
処
し
方
を
外
部
の
わ
れ
わ
れ
に
明
か
し
て
く
れ
た
一
次
資
料
と
し
て
も
価
値
が
高
い
。
ロ
ハ
ス
が
『
安
眠
で
き
ぬ
死

者
た
ち
』
で
扱
う
テ
ー
マ
も
、「
ひ
と
つ
は
、
一
九
五
九
年
の
劇
的
事
件
に
島
の
知
識
人
が
向
き
合
っ
た
多
様
な
方
法
」

で
あ
り
、
二
次
資
料
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
四
冊
と
似
通
っ
た
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

今
世
紀
に
入
り
、
ロ
ハ
ス
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
立
ち
位
置
か
ら
キ
ュ
ー
バ
を
文
化
史
的
な
角
度
か
ら
論
じ
た
も
の

と
し
て
は
、
エ
ン
リ
コ
・
マ
リ
オ
・
サ
ン
テ
ィ
（
一
九
五
〇
〜
）
の
『
世
紀
の
財
産

│
キ
ュ
ー
バ
文
化
を
め
ぐ
っ
て

（Bienes del siglo: sobre cultura cubana
）』（
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
独
立
百
周
年
の
「
二
〇
〇
二
年
」
に

あ
え
て
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
こ
こ
で
サ
ン
テ
ィ
は
、
キ
ュ
ー
バ

の
文
化
的
な
財
産
と
し
て
、
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
、
ホ
セ
・
レ
サ
マ
＝
リ
マ
、
カ
ブ
レ
ラ=

イ
ン
フ
ァ
ン
テ
な
ど
を
取

り
上
げ
て
、〈
キ
ュ
ー
バ
文
化
〉
に
つ
い
て
思
考
し
て
い
る
。
サ
ン
テ
ィ
が
扱
う
作
家
や
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
見
て
い

く
ロ
ハ
ス
の
関
心
と
か
な
り
多
く
が
重
な
っ
て
お
り
、
目
次
を
ひ
と
と
お
り
眺
め
た
だ
け
で
も
両
書
が
よ
く
似
た
体
裁

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
と
の
比
較
は
今
後
興
味
深
い
作
業
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
サ
ン
テ

﹇
３
﹈『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
の
第
三
章
の
「
マ
ヌ
エ
ル
・
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
」
の
項
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容

の
も
の
が
掲
載
ず
み
で
あ
る
（R

ojas, R
afael, La política del adiós, U

niversal, M
iam

i, 2003, pp.14-19, pp.137-141.

）。

﹇
４
﹈『
二
十
世
紀
の
キ
ュ
ー
バ
評
論
』
と
あ
わ
せ
て
、
以
下
の
二
冊
も
二
〇
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
二
十
世
紀
の
キ
ュ

ー
バ
短
篇
（C

uento cubano del siglo XX

）』（Fondo de C
ultura Económ

ica, M
éxico, D

.F.

）、『
二
十
世
紀
の
キ
ュ
ー
バ
詩

（Poesía cubana del siglo XX

）』（Fondo de C
ultura Económ

ica, M
éxico, D

.F.

）。
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き
た
。
と
こ
ろ
が
同
じ
政
府
が
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
亡
命
は
し
な
か
っ
た
が
必
ず
し
も
革
命
に
賛
同
し
て
い
な
か
っ

た
作
家
た
ち
（
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
オ
ル
テ
ィ
ス
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
、
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
ら
）
を
顕
彰
し
は
じ

め
る
。
そ
し
て
九
〇
年
代
も
終
わ
り
に
な
る
と
政
府
は
、
か
つ
て
革
命
を
批
判
し
て
き
た
こ
と
が
理
由
で
中
傷
し
て
き

た
作
家
た
ち
（
セ
ベ
ロ
・
サ
ル
ド
ゥ
イ
、
リ
デ
ィ
ア
・
カ
ブ
レ
ラ
、
リ
ノ
・
ノ
バ
ス
・
カ
ル
ボ
ら
）
を
顕
彰
し
は
じ
め

る
よ
う
に
も
な
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
や
エ
ベ
ル
ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
、
レ
イ
ナ
ル

ド
・
ア
レ
ナ
ス
ら
を
国
民
的
顕
彰
の
領
域
に
入
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
事
実
は
、
だ
れ
を
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
正
典
と
し
て
認
め
る
の
か
を
、
革
命
政
権
が
主
体
的
に
線
引
き
し
て
き
た

証
で
あ
る
。
秦
の
始
皇
帝
の
焚
書
と
同
じ
よ
う
に
、
カ
ス
ト
ロ
体
制
は
文
化
的
な
遺
産
に
関
す
る
国
民
の
記
憶
を
一
元

的
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
戦
法
が
、
革
命
体
制
の
求
心
力
を
生
む
源
泉
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
線
を
引
く
場
所
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
冷
戦
時
代
、
国

民
の
記
憶
の
支
配
に
体
制
が
そ
れ
な
り
の
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
九
〇
年
代
以
降
（
＝
冷
戦
後
）、

そ
の
線
が
動
き
は
じ
め
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
従
来
の
線
引
き
に
不
満
を
抱
く
層
が
増
え
、
体
制
側
が
そ
れ
を
解
消
し
よ

う
と
少
し
ず
つ
枠
を
広
げ
、
ゆ
る
み
つ
つ
あ
る
求
心
力
に
必
死
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け

る
。
も
ち
ろ
ん
下
手
に
広
げ
す
ぎ
れ
ば
逆
効
果
に
な
る
危
惧
も
あ
る
。
今
後
、
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ

ァ
ン
テ
や
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
ら
を
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
正
典
と
し
て
認
め
る
日
が
き
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
し
、
あ

る
い
は
逆
戻
り
し
て
枠
を
狭
め
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』
を
監
督
し
た
映
画
人
、
ト
マ
ス
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
＝
ア
レ
ア
の
特
集
を
皮
切
り
に
刊
行
が
始
ま
り
、

二
〇
〇
六
年
に
は
創
刊
十
年
を
迎
え
た
（
二
〇
〇
九
年
の
夏
／
秋
号
（
53
／
54
合
併
号
）
を
も
っ
て
廃
刊
）。
こ
の
雑
誌
の

意
義
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
改
め
て
触
れ
た
い
。

　

問
題
設
定
と
構
成

　
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
を
紹
介
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
ま
ず
こ
の
本
の
問
題
設
定
の
核
心
で
も
あ
る
キ
ー
ワ
ー

ド
、「
記
憶
の
戦
争
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

記
憶
の
戦
争

　

革
命
成
就
以
降
、
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
戦
争
が
戦
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
地
理
上
の

キ
ュ
ー
バ
島
を
め
ぐ
る
戦
争
（
ヒ
ロ
ン
海
岸
で
の
軍
事
的
戦
闘
）
が
あ
り
、
あ
る
い
は
政
治
体
制
に
関
す
る
戦
争
（
冷
戦
）

が
あ
る
。
そ
し
て
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
戦
争
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
知
識
人
が
残
し
た
遺
産
を
め

ぐ
る
、
言
わ
ば
象
徴
的
な
レ
ベ
ル
で
の
戦
争
で
あ
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
。
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
、
一
貫
し
て
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
革
命
を
支
持
し
た
知
識
人
（
ニ

コ
ラ
ス
・
ギ
ジ
ェ
ン
、
ア
レ
ッ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
、
フ
ア
ン
・
マ
リ
ネ
ー
リ
ョ
ら
）
を
顕
彰
し
、
一
方
で
亡
命

し
た
知
識
人
（
リ
デ
ィ
ア
・
カ
ブ
レ
ラ
、
ホ
ル
ヘ
・
マ
ニ
ャ
ッ
チ
、
リ
ノ
・
ノ
バ
ス
・
カ
ル
ボ
ら
）
の
価
値
を
貶
め
て
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続
い
て
第
三
章
で
は
、
革
命
と
直
に
向
き
合
っ
た
世
代
の
代
表
的
知
識
人
、
マ
ヌ
エ
ル
・
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ

ル
、
シ
ン
テ
ィ
オ
・
ビ
テ
ィ
エ
ル
、
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
、
エ
ベ
ル
ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
、
ロ

ベ
ル
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
、
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
、
ラ
ウ
ル
・
リ
ベ
ー
ロ
の
横
顔
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
作
家
ご
と
に
節
が
立
て
ら
れ
、
伝
記
的
事
実
と
作
品
と
が
、
常
に
キ
ュ
ー
バ
史
や
革
命
と
い
う
主
題
を
め
ぐ

っ
て
論
じ
ら
れ
る
。

　

最
後
の
第
四
章
は
、
社
会
主
義
圏
崩
壊
以
降
の
時
代
を
扱
っ
て
い
る
。
ソ
エ
・
バ
ル
デ
ス
や
レ
オ
ナ
ル
ド
・
パ
ド
ゥ

ー
ラ
、
ア
ビ
リ
オ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
、
エ
リ
セ
オ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ペ
ド
ロ
・
フ
ア
ン
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
な
ど
新
し
い
世

代
の
作
家
を
紹
介
し
つ
つ
、
彼
ら
の
語
り
の
戦
略
を
、
島
内
と
島
外
に
分
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
再
統
合
へ
の
試
み

と
し
て
分
析
す
る
。
ま
た
ポ
ス
ト
共
産
主
義
の
キ
ュ
ー
バ
の
在
り
よ
う
を
解
説
し
、
社
会
主
義
圏
や
南
米
の
軍
事
政
権

後
に
採
ら
れ
た
和
解
の
選
択
肢
な
ど
を
踏
ま
え
て
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
和
解
の
方
法
を
模
索
す
る
。

　

上
述
し
た
ロ
ハ
ス
の
文
章
の
分
類
に
し
た
が
う
と
、
第
二
章
と
第
三
章
は
キ
ュ
ー
バ
史
と
キ
ュ
ー
バ
文
学
論
に
ま
た

が
り
、
第
四
章
は
そ
の
二
つ
に
さ
ら
に
政
治
的
発
言
を
溶
か
し
こ
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
五
百
ペ
ー

　

体
制
に
よ
る
こ
う
し
た
記
憶
の
支
配
の
結
果
、
キ
ュ
ー
バ
文
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
継
承
者
で
あ
る
島
内
外
の
キ

ュ
ー
バ
人
の
あ
い
だ
で
「
記
憶
の
戦
争
」
﹇
５
﹈、
す
な
わ
ち
過
去
を
め
ぐ
る
不
和
（m

alestar

）
が
起
き
て
い
る﹇
６
﹈。
本
の
タ
イ

ト
ル
に
あ
る
「
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
」
と
い
う
の
は
、
静
か
に
眠
れ
ぬ
知
識
人
た
ち
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
葛
藤
の
解
消
、
す
な
わ
ち
死
者
の
安
眠
の
た
め
に
は
、
象
徴
的
な
意
味
で
の
「
国
民
的
霊
廟
」
の
建
立
が
急
務

で
あ
る
と
説
く
。
目
的
は
何
か
。
そ
う
し
た
記
憶
の
不
和
を
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
キ
ュ
ー
バ
に
民
主
化
は
訪
れ

な
い
か
ら
だ
。
過
去
の
文
化
遺
産
を
「
革
命
」
の
内
側
で
一
義
的
な
解
釈
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
解
釈

の
場
に
解
放
す
る
こ
と
。
文
学
作
品
を
美
的
鑑
賞
と
い
う
目
的
に
の
み
用
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
知
識
人
を
単
に
理

想
化
す
る
こ
と
も
避
け
、
多
様
な
読
解
に
向
け
て
彼
ら
の
生
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
。
こ
う
し
た
記
憶
の
民
主
化
こ
そ

が
、
政
治
的
な
民
主
化
の
前
段
階
に
必
要
な
作
業
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
目
的
に
資
す
る
た
め
、
ロ
ハ
ス
は
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
で
、
キ
ュ
ー
バ
の
文
化
遺
産
と
し
て
継
承
す
る

べ
き
人
物
群
や
、
彼
ら
の
残
し
た
作
品
群
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
照
ら
し
出
す
。
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
多
様
さ
を
示

し
、
そ
の
地
図
を
描
き
出
す
の
で
あ
る
。

「
記
憶
の
戦
争
」
と
い
う
問
題
設
定
が
成
さ
れ
た
序
論
に
次
い
で
、「
知
識
人
た
ち
の
駆
け
引
き
」
と
題
さ
れ
た
第
二

章
で
は
、
革
命
前
に
知
識
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
言
論
空
間
に
身
を
お
き
、
国
家
を
め
ぐ
っ
て
い
か
な
る
思
想
的
立
場

を
表
明
し
て
い
た
の
か
が
示
さ
れ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
独
立
期
の
国
民
神
話
を
め
ぐ
る
議
論
に
触
れ
つ
つ
も
、
主
に

一
九
四
〇
年
（
マ
チ
ャ
ド
後
の
憲
法
制
定
）
か
ら
一
九
六
一
年
（
社
会
主
義
革
命
の
宣
言
）
ま
で
の
言
論
空
間
の
自
由
と
多

様
さ
が
綿
密
な
文
献
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゆ
く
。

﹇
５
﹈
ち
な
み
に
ロ
ハ
ス
は
、「
記
憶
の
戦
争
（G

uerras de la m
em

oria

）」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る
（Rojas, Rafael, 

El arte de la espera, pp.46-48.

）。
本
書
執
筆
の
予
備
的
な
省
察
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
６
﹈
こ
こ
は
フ
ロ
イ
ト
の
論
文
「
文
化
へ
の
不
満
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
雑
誌
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
論
戦
（
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
共
産
主
義
派
間
の
論
争
や
、
リ
ベ

ラ
ル
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
派
間
の
論
争
、
革
命
直
後
の
論
壇
の
再
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
）
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
細
か
す
ぎ

る
と
も
言
え
る
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
叙
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
当
時
の
知
的
領
域
に
お
け
る
知
識
人
の

交
流
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

諸
雑
誌
の
思
想
傾
向
に
大
ま
か
な
境
界
線
が
引
か
れ
、
ま
た
整
理
さ
れ
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
見
取
り
図
が
提
示
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
わ
か
る
の
は
、
こ
の
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
三
つ
に
大
別
で
き
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
れ
ぞ
れ

が
、
相
互
に
意
志
の
疎
通
が
可
能
な
か
た
ち
で
平
和
的
な
共
存
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
た
複
数
意
見
の
醸
成
と
共
存
を
可
能
に
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
の
共
和
国
憲
法
で
あ
る
。
バ
テ
ィ
ス
タ
が
大

統
領
に
就
任
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
の
憲
法
を
き
っ
か
け
に
、
キ
ュ
ー
バ
に
は
市
民
的
公
共
心
が
根
付
き
、
多
様
な
国
家

観
の
共
存
が
可
能
に
な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
憲
法
の
制
定
に
よ
る
キ
ュ
ー
バ
の
近
代
的
民
主
化
は
、
政
治
的
局
面
に
お

け
る
社
会
性
の
育
成
な
ど
自
由
な
言
論
空
間
を
形
成
し
な
が
ら
進
み
、
こ
の
環
境
が
の
ち
に
、
多
様
な
国
家
観
の
諸
勢

力
を
結
集
し
た
カ
ス
ト
ロ
革
命
を
下
支
え
す
る
の
で
あ
る
。
カ
ス
ト
ロ
ら
が
革
命
運
動
に
着
手
し
た
と
き
の
最
初
の
政

治
行
動
が
、
当
の
憲
法
を
制
定
し
た
バ
テ
ィ
ス
タ
を
憲
法
違
反
で
告
発
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
こ
れ
を
裏

付
け
て
い
る﹇
７
﹈。
一
九
五
九
年
の
革
命
が
、
複
数
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
広
く
招
き
入
れ
、
民
意
の
支
持
を
受
け
て
成
立

し
た
も
の
だ
と
い
う
歴
史
的
正
統
性
が
確
認
さ
れ
る
。

ジ
余
り
の
こ
の
本
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
著
者
の
思
索
の
、
こ
の
時
点
で
の
集
大
成
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

知
識
人
の
革
命
前
史
│
自
由
な
言
論
空
間
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　

第
二
章
は
学
術
的
論
証
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
ま
で
自
由
な
言
論
空
間
が
育
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
浸
透
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
膨
大
な
資
料
を
通
じ
て
明
か
さ
れ

る
。自

由
な
言
論
空
間

　

ロ
ハ
ス
は
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
や
知
識
人
を
三
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
傾
向
に
よ
っ
て
大
別
し
、
彼

ら
の
論
争
を
時
代
順
に
跡
付
け
な
が
ら
、
当
時
の
言
論
空
間
の
特
徴
を
再
構
成
し
て
ゆ
く
。
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
雑
誌
と
し
て
は
、『
ナ
デ
ィ
エ
・
パ
レ
シ
ー
ア
（N

adie Parecía

）』、『
ベ
ル
ブ
ム
（Verbum

）』、『
エ
ス
プ

エ
ラ
・
デ
・
プ
ラ
タ
（Espuela de Plata

）』、『
オ
リ
ー
へ
ネ
ス
（O

rígenes

）』
と
い
っ
た
、
主
に
レ
サ
マ
＝
リ
マ
が

関
わ
っ
て
い
た
雑
誌
が
あ
る
。
共
産
主
義
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
は
『
ラ
・
ガ
セ
タ
・
デ
ル
・
カ
リ
ベ
（La G

aceta 

del C
aribe

）』、『
ヌ
エ
ス
ト
ロ
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
（N

uestro Tiem
po

）』
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
か
ら
は
『
デ
ィ
ア
リ
オ
・
デ
・
ラ
・
マ
リ
ー
ナ
（D

iario de la M
arina

）』、『
シ
ク
ロ
ン
（C

iclón

）』、『
ボ

エ
ミ
ア
（Bohem

ia

）』
な
ど
の
雑
誌
が
あ
る
。

﹇
７
﹈R

ojas, R
afael, Isla sin fin, U

niversal, M
iam

i, 1998, p.16.
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ホ
セ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
フ
ェ
オ
と
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
刊
行
し
て
い
た
雑
誌
『
シ
ク
ロ
ン
』
に
凝
縮
さ
れ
て

い
る
。
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
実
存
主
義
、
現
象
学
、
精
神
分
析
、
戦
後
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
的
観
念
論
へ
の
接
近
…
…

そ
し
て
（
中
略
）
同
性
愛
へ
の
公
然
た
る
擁
護
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
刊
行
物
が
文
学
的
地
方
主
義
や
ブ
ル

ジ
ョ
ア
・
エ
リ
ー
ト
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
偽
善
に
対
抗
し
て
発
揮
し
た
道
徳
的
反
乱
は
、
国
の
政
治
課
題
を
前
に
す
る
と

き
の
彼
ら
の
怠
惰
や
軽
薄
さ
と
は
対
照
的
な
の
で
あ
る
。

『
シ
ク
ロ
ン
』
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
大
御
所
レ
サ
マ
＝
リ
マ
が
主
宰
す
る
穏
健
な
文
芸
誌
『
オ

リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
に
対
抗
し
て
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
出
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
前
衛
文
芸
誌
で
あ
る
（
本
書
第
二
章
も
参
照
の
こ
と
）。

し
か
し
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
思
惑
と
は
裏
腹
に
、
文
学
的
価
値
は
美
的
目
的
に
よ
っ
て
文
学
の
内
部
で
の
み
論
じ
ら
れ
る
べ

き
と
す
る
姿
勢
や
政
治
か
ら
の
逃
避
は
、『
オ
リ
ー
ヘ
ネ
ス
』
と
同
質
だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
ニ
ヒ
リ
ス
ト
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ホ
ル
ヘ
・
マ
ニ
ャ
ッ
チ
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
オ
ル
テ

ィ
ス
ら
先
行
世
代
の
知
識
人
に
も
政
治
へ
の
幻
滅
が
あ
り
、
知
的
空
間
に
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
。

し
か
し
中
で
も
政
治
へ
の
無
関
心
が
際
立
っ
て
い
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
、
共
産
主
義
派
の
雑
誌
『
ヌ
エ
ス
ト
ロ
・
テ
ィ

エ
ン
ポ
』
上
で
「
敗
北
者
の
思
想
」
の
主
だ
と
批
判
さ
れ
も
し
て
い
た
が
、
革
命
後
に
出
た
最
後
の
『
シ
ク
ロ
ン
』

（
一
九
五
九
年
三
月
）
で
は
一
転
、
革
命
礼
賛
の
文
を
寄
せ
る
節
操
の
無
い
と
こ
ろ
を
見
せ
る
。

　

し
か
し
そ
の
正
統
性
は
、
一
九
六
一
年
、
当
の
革
命
首
謀
者
た
ち
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
。
そ
れ
は
裏
切
り
だ
と
指
摘

し
た
の
は
ホ
ル
ヘ
・
マ
ニ
ャ
ッ
チ
で
あ
る
。
マ
ニ
ャ
ッ
チ
は
、
一
九
六
一
年
に
カ
ス
ト
ロ
ら
が
明
ら
か
に
し
た
マ
ル
ク

ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
基
盤
と
す
る
政
策
へ
の
転
換
は
一
九
五
九
年
の
革
命
精
神
お
よ
び
国
民
へ
の
二
重
の
背
信
で
あ

り
、
歴
史
的
に
は
正
統
性
を
欠
い
た
も
の
だ
と
疑
義
を
表
明
し
た
。
革
命
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
選
挙
な
ど

の
国
民
の
意
思
を
尊
重
し
な
い
ま
ま
、
制
度
的
に
も
社
会
的
に
も
国
の
構
造
を
大
き
く
変
え
る
一
九
六
一
年
の
社
会
主

義
宣
言
は
許
さ
れ
な
い

│
こ
れ
が
マ
ニ
ャ
ッ
チ
の
み
な
ら
ず
、
知
識
人
の
下
し
た
審
判
だ
っ
た
。
マ
ニ
ャ
ッ
チ
は
亡

命
先
の
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
か
ら
こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
述
べ
、
そ
の
直
後
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　

革
命
以
前
、
キ
ュ
ー
バ
の
知
識
人
の
あ
い
だ
に
は
国
家
の
自
立
を
達
成
し
え
ぬ
挫
折
感
、
政
治
忌
避
、
そ
し
て
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
が
芽
生
え
て
い
た
。
こ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
二
十
世
紀
半
ば
に
キ
ュ
ー
バ
の
知
的
空
間
を
侵
し
、
一
方
に
生
ま
れ

つ
つ
あ
っ
た
社
会
性
の
放
棄
を
う
な
が
し
て
全
体
主
義
政
権
を
も
た
ら
し
た
。
革
命
政
権
樹
立
後
、
カ
ス
ト
ロ
や
ゲ
バ

ラ
へ
の
一
種
の
白
紙
委
任
状
の
提
出
と
も
い
え
る
知
識
人
た
ち
の
盲
従
は
、
こ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
背
景
に
あ
る
。

　

そ
の
キ
ュ
ー
バ
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
も
っ
と
も
よ
く
体
現
し
た
主
人
公
は
、
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
お
よ
び
彼
が

主
宰
し
て
い
た
文
芸
誌
『
シ
ク
ロ
ン
』
で
あ
る
。
ロ
ハ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

五
〇
年
代
半
ば
に
キ
ュ
ー
バ
の
知
的
空
間
が
経
験
す
る
政
治
か
ら
の
退
却
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
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さ
て
第
三
章
で
は
文
学
者
七
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
個
別
に
追
い
な
が
ら
、
知
識
人
と
革
命
と
の
距
離
の
具
体
的

な
事
例
が
示
さ
れ
る
。
盲
従
（
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
）、
面
従
腹
背
（
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
）、
反

目
（
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
を
と
り
あ
げ
つ
つ
、
ロ
ハ
ス
の
考
え
る
理
想
的
な
知
識
人
像
を
提

示
す
る
。
七
人
の
中
で
は
、
マ
ヌ
エ
ル
・
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
、
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
、
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ

ン
テ
を
語
る
と
き
、
ロ
ハ
ス
の
眼
差
し
は
親
密
で
愛
情
に
満
ち
溢
れ
、
第
二
章
で
見
せ
た
俯
瞰
的
立
場
と
は
対
照
を
な

す
。
そ
も
そ
も
本
書
は
「
師
に
し
て
友
人
で
あ
る
」
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
と
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
の
両
名
に
捧
げ

ら
れ
、
ま
た
、
序
章
に
は
、
や
は
り
親
交
の
あ
っ
た
と
思
し
き
カ
ブ
レ
ラ=

イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
文
章
が
エ
ピ
グ
ラ
フ

と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
立
に
こ
の
三
人
が
特
別
な
立
場
で
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
、
ロ
ハ
ス
の
筆
致
の
変

化
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
は
、
反
面
教
師
と
し
て
登
場
さ
せ
る
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
、
継
承
す
べ
き
立
場
と
し
て
尊
重
し
て
い
る
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
を
見
て
み
よ
う
。

　

ロ
ハ
ス
は
、
詩
人
で
も
あ
り
批
評
家
で
も
あ
り
、
ま
た
文
化
官
僚
と
し
て
革
命
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
も
あ
る
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
を
、
左
翼
系
知
識
人
の
ジ
レ
ン
マ
を
体
現
す
る
好
例
と
見
て
い
る
。
抒
情
派
の
詩
人
と
し

て
五
〇
年
代
初
め
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
は
、
革
命
に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
罪
悪

感
に
苛
ま
れ
、
贖
罪
の
知
識
人
に
な
る
。
カ
ス
ト
ロ
、
ゲ
バ
ラ
を
礼
賛
す
る
文
章
を
書
き
散
ら
し
、
知
的
領
域
の
主
導

権
を
政
治
家
に
明
け
渡
し
た
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
は
、
彼
は
そ
も
そ
も
の
知
的
基
盤
で
あ
る
西
洋
的
な
美
や
知
を

段
階
的
に
放
棄
し
、
反
西
洋
的
、
反
知
性
的
な
態
度
を
鮮
明
に
し
て
い
く
。
そ
の
成
果
で
も
あ
る
一
九
七
一
年
の
キ
ャ

リ
バ
ン
論
の
発
想
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
に
お
い
て
は
必
須
の
文
献
に
な
る
。
し
か
し
ボ
ル
ヘ
ス
や
バ
ル
ガ
ス
＝

　

ロ
ハ
ス
は
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
姿
勢
を
、「
政
治
を
汚
れ
た
も
の
と
関
連
づ
け
る
、
古
臭
い
情
緒
的
た
め
ら
い
」
と
評
し
、

こ
の
振
る
舞
い
を
以
降
の
世
代
の
作
家
た
ち

│
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
、
セ
ベ
ロ
・
サ
ル
ド
ゥ
イ
、
エ
ベ
ル

ト
・
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
ら

│
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
見
る
。
ロ
ハ
ス
は
言
う

│
「
長
き
に
わ
た
る
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
培
養
か
ら
し
か
、
一
九
五
九
年
と
一
九
六
一
年
の
間
に
瞬
時
に
建
設
さ
れ
た
あ
の
革
命
秩
序
に
対
す
る
多
く
の
知

識
人
の
謎
め
い
た
降
伏
は
説
明
さ
れ
え
な
い
」。
知
識
人
の
革
命
に
対
す
る
全
面
降
伏
、
こ
の
行
為
は
、「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

と
い
う
罪
に
対
す
る
集
団
的
贖
い
」
な
の
だ
。

　

ロ
ハ
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
知
的
空
間
を
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
覆
い
尽
く
し
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
ら
の
無
責
任
な
姿
勢
を
書
き
連

ね
る
の
だ
が
、
か
と
い
っ
て
、
彼
ら
に
対
し
て
殊
更
に
厳
し
く
冷
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
分
析
は
多
種
多
様
の
論

戦
に
立
ち
寄
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
単
純
化
を
容
易
に
は
許
さ
な
い
濃
密
な
語
り
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
政
治
に
対
す
る
た
め
ら
い
に
よ
っ
て
知
識
人
が
全
面
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
彼
ら
を
キ
ュ

ー
バ
か
ら
追
っ
払
う
こ
と
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
歴
史
的
正
統
性
の
維
持
と
は
な
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
政
治
へ
の
無

関
心
、
あ
る
い
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
ど
こ
が
悪
い
の
か
？ 

む
し
ろ
様
々
な
知
識
人
の
当
時
の
姿
勢
の
ど
れ
も
を
平
等
に
、

キ
ュ
ー
バ
の
政
治
、
歴
史
、
文
化
の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
行
う
こ
と

こ
そ
が
国
民
的
な
和
解
の
第
一
歩
で
あ
る
は
ず
だ
。
政
治
へ
の
無
関
心
と
い
う
「
政
治
性
」
も
ま
た
存
在
を
許
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
識
人
論

─
反
面
教
師
と
理
想
像
と
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デ
ィ
ア
ス
が
島
外
で
明
ら
か
に
し
た
政
治
的
な
立
場
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
経
済
封
鎖
の
解
除
を
求
め
、
同
時
に

キ
ュ
ー
バ
に
は
カ
ス
ト
ロ
退
陣
を
迫
る
も
の
だ
っ
た
。
デ
ィ
ア
ス
の
こ
の
立
場
は
、
経
済
封
鎖
に
限
ら
ず
カ
ス
ト
ロ
暗

殺
す
ら
も
く
ろ
む
マ
イ
ア
ミ
の
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
論
法
と
は
立
ち
位
置
が
百
八
十
度
異
な
り
、
ま
た

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
島
か
ら
も
追
放
の
憂
き
目
に
遭
う
。「
愛
国
的
左
翼
」
と
い
う
ラ
ジ
カ
ル
な
姿
勢
は
、
マ

イ
ア
ミ
に
も
ハ
バ
ナ
に
も
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
デ
ィ
ア
ス
は
第
三
の
土
地
を
選
択
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
そ
れ
が
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
急
死
す
る
ま
で
住
む
こ
と
に
な
る
マ
ド
リ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
い

起
こ
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ロ
ハ
ス
の
も
う
一
人
の
「
師
に
し
て
友
人
」
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
が
死
に
場
所
と
し

て
選
ん
だ
の
が
マ
イ
ア
ミ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ハ
ス
に
よ
れ
ば
、
先
人
た
ち
の
眠
る
マ
イ
ア
ミ
で
死
ぬ
こ

と
は
、
モ
レ
ー
ノ
＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
に
と
っ
て
、
学
術
的
経
歴
か
ら
も
真
っ
当
な
系
譜
に
連
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た

と
い
う
。

　

こ
う
し
て
デ
ィ
ア
ス
は
マ
ド
リ
ー
ド
を
拠
点
に
新
た
な
言
論
空
間
の
創
設
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
実
が
、
後
に
ロ

ハ
ス
も
参
加
す
る
雑
誌
『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
』
で
あ
る
。
同
誌
創
刊
号
に
は
デ
ィ
ア
ス
の
抱
負
が
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ

て
い
る﹇
９
﹈。

リ
ョ
サ
ら
を
一
貫
し
て
否
定
し
続
け
る
し
か
な
い
彼
は
、
や
は
り
革
命
体
制
独
特
の
非
妥
協
的
姿
勢
の
典
型
で
あ
り
、

国
家
権
力
に
す
べ
て
を
捧
げ
た
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
家
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

ロ
ハ
ス
が
問
題
に
す
る
の
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
が
自
分
の
文
章
の
読
み
手
と
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
の

一
般
読
者
や
、
島
内
外
の
知
的
空
間
を
形
成
す
る
人
た
ち
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
政
権
中
枢
の
エ
リ
ー
ト
の
み
を
選
び

出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
閉
じ
ら
れ
た
、
も
は
や
言
論
空
間
と
は
言
え
な
い
場
所
で
自
足
し
、
権
力
に
お
も
ね
る
御

用
知
識
人
の
姿
が
一
切
の
皮
肉
な
し
に
描
き
出
さ
れ
て
ゆ
く
と
き
、
そ
の
存
在
の
痛
々
し
さ
は
ひ
と
き
わ
強
調
さ
れ
る
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
登
場
す
る
の
が
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
生
ま
れ
の
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
は

バ
テ
ィ
ス
タ
政
権
打
倒
運
動
に
身
を
投
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
革
命
と
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
作
家
と
し
て

は
一
九
六
六
年
に
短
篇
集
『
困
難
な
歳
月
（Los años duros

）』
が
「
革
命
と
い
う
テ
ー
マ
を
文
学
的
に
扱
っ
た
模
範

的
作
品
」
﹇
８
﹈
と
評
価
さ
れ
、
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
賞
（
短
篇
部
門
）
を
受
賞
し
、
革
命
世
代
の
正
統
的
作
家

と
し
て
歩
み
は
じ
め
た
。

　

そ
の
後
、
革
命
へ
の
忠
誠
を
誓
い
な
が
ら
も
、
雑
誌
『
エ
ル
・
カ
イ
マ
ン
・
バ
ル
ブ
ー
ド
（El C

aim
án Barbudo

）』

や
『
ペ
ン
サ
ミ
エ
ン
ト
・
ク
リ
テ
ィ
コ
（Pensam

iento C
rítico

）』
の
編
集
者
と
し
て
文
学
芸
術
に
関
し
て
は
自
律
的

見
地
を
求
め
て
い
た
。「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
の
発
端
と
な
る
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
挑
発
的
な
エ
ッ
セ
イ
が
『
エ
ル
・

カ
イ
マ
ン
・
バ
ル
ブ
ー
ド
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
、
同
誌
の
編
集
長
を
つ
と
め
て
い
た
の
は
デ
ィ
ア
ス
だ
っ
た
。
だ
が

そ
の
後
、
自
ら
が
か
か
わ
っ
た
映
画
の
検
閲
や
小
説
の
発
禁
な
ど
を
経
験
し
、
社
会
主
義
圏
崩
壊
後
、
程
な
く
ベ
ル
リ

ン
へ
渡
る
。

﹇
８
﹈C

asañas, Inés, y Jorge Fornet, Prem
io C

asa de las Am
éricas: M

em
oria 1960-1999, C

asa de las A
m

éricas, La H
abana, 

1999, p.53.

﹇
９
﹈Encuentro de la cultura cubana, núm

.1, verano de 1996, p.3.
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バ
に
お
け
る
民
主
主
義
へ
の
移
行
期
の
、
も
っ
と
も
重
要
な
公
的
知
識
人
（intelectuales públicos
）
の
ひ
と
り
」
と

呼
ん
で
い
る
。
日
本
語
に
し
に
く
く
、
ま
た
だ
か
ら
こ
そ
論
争
の
種
に
な
る
「
公
的
」
と
い
う
こ
の
表
現
の
内
実
を
こ

こ
で
の
論
旨
に
依
拠
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
た
め
に
す
る
批
判
で
は
な
い
言
論
の
場
の
構
築
に
寄
与
す
る
人
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
仕
オ
フ
ィ
シ
オ事
上
の
利
害
で
の
み

0

0

（
つ
ま
り
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
」
立
場
か
ら
）
行
動
す
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ

タ
マ
ー
ル
と
対
置
さ
せ
た
と
き
、
デ
ィ
ア
ス
の
「
公
共
性
」
が
も
っ
て
い
る
広
が
り
が
、
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
デ
ィ
ア
ス
と
同
世
代
人
で
あ
り
な
が
ら
、
経
歴
が
奇
妙
に
す
れ
違

う
ア
レ
ナ
ス
の
亡
命
以
降
の
振
る
舞
い
（『
マ
リ
エ
ル
（M

ariel

）』
誌
創
刊
、
カ
ス
ト
ロ
へ
の
公
開
質
問
状
な
ど
）
を
、

デ
ィ
ア
ス
の
こ
の
「
公
共
性
」
に
則
し
て
吟
味
し
て
み
た
く
な
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。未

来
の
た
め
に

　

ロ
ハ
ス
は
こ
れ
ま
で
の
著
作
を
通
じ
、
島
内
外
の
キ
ュ
ー
バ
人
の
対
立
を
解
消
し
、
島
外
に
散
逸
し
た
キ
ュ
ー
バ
の

文
化
を
公
平
に
受
け
入
れ
る
環
境
を
島
の
中
に
整
え
、
そ
の
も
と
で
統
治
さ
れ
る
新
し
い
共
同
体
の
あ
り
か
た
を
探
っ

て
い
る
﹈
10
﹇

。
そ
し
て
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
未
来
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
半
世

　

雑
誌
『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
』
は
、
最
重
要
の
目
的
と
し
て
、
国
の
現
実
を
検
討
に
付
す
た
め
の
開
か
れ
た

0

0

0

0

空
間
で
あ

り
た
い
。
わ
た
し
た
ち
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
島
に
暮
ら
す
キ
ュ
ー
バ
人
か
ら
も
、
そ
れ
以
外
の
国
々
に
暮
ら
す
キ
ュ
ー
バ

人
か
ら
も
寄
稿
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
わ
た
し
た
ち
の
国
や
そ
の
状
況
に
関
す
る

外
国
の
知
識
人
か
ら
の
論
考
も
掲
載
さ
れ
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
』
は
、
キ
ュ
ー
バ
あ
る
い
は
亡
命

先
の
い
か
な
る
政
党
と
も
政
治
機
関
と
も
な
ん
の
か
か
わ
り
も
も
っ
て
い
な
い
。（
中
略
）『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
』
は
、

矛
盾
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
対
立
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

0

0

0

0

0

0

0

に
開
か
れ
て

0

0

0

0

お
り
、
ま
た
、
論
争
を
受
け
入
れ
、
そ
れ

を
活
発
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
行
い
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
国
に
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
複
数
性
の

0

0

0

0

社
会
（la 

sociedad plural

）
を
前
も
っ
て
形
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
傍
点
引
用
者
）

　
「
開
か
れ
て
い
る
」
こ
と
や
「
複
数
性
」
へ
の
デ
ィ
ア
ス
の
執
着
は
、
キ
ュ
ー
バ
も
マ
イ
ア
ミ
も
ど
れ
ほ
ど
閉
じ
ら
れ

た
単
色
の
空
間
な
の
か
を
裏
書
し
、
ま
た
異
論
の
入
る
余
地
を
許
さ
な
い
と
い
う
点
で
は
お
互
い
双
子
の
よ
う
な
場
所

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
気
づ
か
せ
る
。
ち
な
み
に
デ
ィ
ア
ス
は
マ
ド
リ
ー
ド
で
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
キ
ュ
ー
バ
人
に
よ

る
社
会
科
学
系
の
出
版
社
コ
リ
ブ
リ
（
意
味
は
ハ
チ
ド
リ
）
創
設
に
も
力
を
貸
し
、
さ
ら
な
る
言
論
の
場
の
確
保
に
努

め
た
。
マ
イ
ア
ミ
で
な
く
マ
ド
リ
ー
ド
へ
、
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
別
の
地
図
が
こ
こ
に
築
か
れ
た
の

で
あ
る
。

　

自
分
の
意
見
に
賛
同
す
る
者
と
し
か
対
話
せ
ず
、
閉
じ
ら
れ
た
言
論
空
間
に
こ
も
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー

ル
と
、
複
数
の
意
見
が
共
存
す
る
知
的
領
域
を
切
り
開
い
た
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
。
ロ
ハ
ス
は
デ
ィ
ア
ス
を
「
キ
ュ
ー

﹇
10
﹈R

ojas, R
afael, La política del adiós, U

niversal, M
iam

i, 2003, pp.7-8.
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紀
前
の
歴
史
的
資
料
を
掘
り
起
こ
し
、
幾
多
の
論
争
や
百
家
争
鳴
の
思
想
的
立
場
の
系
譜
に
光
を
当
て
た
。
政
治
的
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
教
条
的
な
観
点
か
ら
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
論
争
の
様
相
を
丁
寧
に
再
現
す
る
こ
と
を
追
求
し

て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
も
あ
る
。
ロ
ハ
ス
は
こ
の
本
で
は
と
り
わ
け
西
洋
的
な
知
を
基
盤
に
し
た
作
家

を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
作
家
を
西
洋
の
作
家
と
比
肩
さ
せ
て
い
く
手
続
き
を
と
る
。
た
と
え
ば
、
モ
レ
ー
ノ

＝
フ
ラ
ヒ
ナ
ル
を
ブ
ロ
ー
デ
ル
と
、
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
を
プ
ル
ー
ス
ト
と
、
シ
ン
テ
ィ
オ
・
ビ
テ
ィ
エ
ル
を

エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
と
並
べ
る
。
こ
こ
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
文
化
を
あ
く
ま
で
西
洋
思
想
の
範
疇
で
の
み
解
釈
す
る
と

い
う
著
者
の
強
い
意
志
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ギ
ジ
ェ
ン
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
キ
ュ
ー
バ
の
植
民
地
性
を
訴
え
続
け
た
初
期
の
詩
は
な
ぜ
採
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

を
批
判
的
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
は
い
え
、
革
命
前
後
の
知
識
人
の
群
像
劇
と
も
言
え
る
本
書
は
、
革
命
に
お
い
て
果
た
し
た
（
果
た
さ
な
か
っ

た
）
キ
ュ
ー
バ
の
文
学
者
た
ち
の
役
割
を
大
い
に
読
者
に
伝
え
る
も
の
だ
。
彼
ら
の
「
過
去
」
を
複
数
の
解
釈
に
解
放

し
、
そ
れ
を
通
じ
て
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
記
憶
の
共
同
性
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
を
、
マ
イ
ア
ミ
で
も

マ
ド
リ
ー
ド
で
も
な
く
、
カ
ス
ト
ロ
、
ゲ
バ
ラ
が
逗
留
し
た
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
革
命
と
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
の
土
地
に
居
を
定
め
る
ロ
ハ
ス
に
よ
る
、
新
た
な
革
命
運
動
と
呼
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う
。
彼
も
ま
た
、

キ
ュ
ー
バ
文
学
史
に
名
を
残
す
知
識
人
の
一
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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第
五
章

『
低
開
発
の
記
憶
』
に
み
る
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
の
苦
悩

　

キ
ュ
ー
バ
の
作
家
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
の
『M

em
orias del subdesarrollo

』
は
お
そ
ら
く
、　

キ
ュ
ー
バ
革

命
と
知
識
人
の
関
係
を
描
い
た
も
の
と
し
て
最
も
有
名
で
、
広
く
読
ま
れ
て
い
る
小
説
だ
ろ
う
。「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事

件
」
目
前
の
一
九
六
五
年
に
出
版
さ
れ
、
ほ
ど
な
く
英
訳
版
が
出
て
映
画
化
も
さ
れ
た
。
英
訳
を
受
け
て
日
本
語
で
も

『
い
や
し
難
い
記
憶
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
後
、『
低
開
発
の
記
憶
』
と
い
う
、
よ
り
原
題
に
近
い
タ

イ
ト
ル
で
改
め
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
﹈
1
﹇

。
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﹇
1
﹈
小
田
実
、『
い
や
し
難
い
記
憶
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
。
野
谷
文
昭
訳
『
低
開
発
の
記
憶
』、
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
。

﹇
2
﹈
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
筆
者
が
参
照
し
た
の
は
以
下
①
〜
⑤
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　
　

 

①
初
版D

esnoes, Edm
undo, M

em
orias del subdesarrollo, U

nión, La H
abana, 1965.

　
　

 

② 

英
語
版 Inconsolable M

em
ories, translated by the author, forew

ord by Jack G
elber, A

ndré D
eutsch, London, 1968.

﹇
小
田
実
の
邦
訳
版
に
は
原
書
の
デ
ー
タ
が
載
っ
て
い
な
い
が
、
邦
題
が
『
い
や
し
難
い
記
憶
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
版
に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。﹈

　
　

 

③ 

英
語
版M

em
ories of U

nderdevelopm
ent, translated from

 the Spanish by the author, Penguin B
ooks, M

iddlesex, 

1971.

﹇
こ
の
版
は
前
記
、
一
九
六
八
年
の
英
語
版
初
版
を
再
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
、
よ

り
原
題
に
近
い
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
テ
キ
ス
ト
の
変
遷
の
一
例
で
あ
る
。﹈

　
　

 

④ 

新
英
語
版M
em

ories of U
nderdevelopm

ent, translated by Schaller, A
l, Latin A

m
erican Literary R

eview
 Press, 2004.

﹇
こ
の
版
の
た
め
の
デ
ス
ノ
エ
ス
自
身
の
序
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。﹈

　
　

 

⑤ 

新
ス
ペ
イ
ン
語
版M

em
orias del subdesarrollo, M

ono A
zul Editora, M

adrid, 2006.

﹇
前
記
の
新
英
語
版
と
は
異
な
る

内
容
の
、
こ
の
版
の
た
め
の
デ
ス
ノ
エ
ス
自
身
の
序
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。﹈

　
　
　

 

ま
た
、
入
手
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
以
下
の
二
冊
が
あ
る
。

　
　

 

⑥ M
em

orias del subdesarrollo, Joaquín M
ortiz, M

éxico, D
.F.

﹇
上
記
②
を
踏
ま
え
て
の
改
訂
増
補
ス
ペ
イ
ン
語
版
。

A
péndice

を
含
む
。﹈

　
　

 

⑦ M
em

orias del subdesarrollo, Letras C
ubanas, La H

abana, 2003.

﹇
野
谷
文
昭
訳
『
低
開
発
の
記
憶
』
の
底
本
。﹈

　

前
章
で
見
た
よ
う
な
革
命
と
知
識
人
の
緊
張
を
考
え
れ
ば
、
知
識
人
側
は
革
命
に
批
判
的
な
事
柄
を
赤
裸
々
に
は
描

き
に
く
い
は
ず
だ
。
実
際
、
英
訳
版
の
序
文
を
書
い
た
ア
メ
リ
カ
作
家
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ゲ
ル
バ
ー
）
と
一
九
七
二
年
の

日
本
語
版
訳
者
（
小
田
実
）
は
揃
っ
て
、
革
命
に
同
調
で
き
な
い
人
物
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
こ
の
小
説
の
出
版
や
、

そ
の
作
品
を
原
作
と
す
る
映
画
が
、
ま
さ
に
キ
ュ
ー
バ
か
ら
発
信
さ
れ
た
こ
と
へ
の
驚
き
を
隠
せ
な
い
。
キ
ュ
ー
バ
で

は
知
識
人
が
革
命
を
こ
れ
ほ
ど
自
由
に
批
判
で
き
る
の
か
、
と
。

　

こ
う
し
た
作
品
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
ず
に
出
版
で
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
は
言
論
に
対
し
て
寛
容

で
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
革
命
は
予
想
に
反
し
、
言
論
人
を
弾
圧
し
て
い
な
い
。
こ
の
本
は
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携

え
て
、
欧
米
、
そ
し
て
日
本
に
ま
で
届
い
た
。
こ
れ
は
西
側
の
知
識
人
に
と
っ
て
朗
報
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
革
命
政
権
に

と
っ
て
も
、
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
ず
に
い
ら
れ
る
。

　

し
か
し
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
止
め
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
デ
ス
ノ
エ
ス
は
革
命
か
ら
自
由
な
立
場

に
立
っ
て
こ
う
い
う
小
説
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
英
訳
に
先
立
っ
て
キ
ュ
ー
バ
で
出
た
初
版
や
映
画
版
の

脚
本
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
当
時
の
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
本
書
を
取
り
巻
く
環
境
を
あ
と
づ
け
て

み
た
い
。

テ
キ
ス
ト
の
変
遷

『
低
開
発
の
記
憶
』
の
初
版
は
一
九
六
五
年
、
ハ
バ
ナ
で
刊
行
さ
れ
た
﹈
2
﹇

。
初
版
の
巻
末
に
は
目
次
が
あ
る
。
そ
れ
を
見

る
と
、
最
初
に
「
低
開
発
の
記
憶
」
と
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
「
付
録
（A

péndice

）」
と
明
記
さ
れ
て
別
項
が
立
て
ら
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か
け
る
場
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
男
は
、
彼
女
の
仕
草
や
台
詞
を
通
じ
て
育
ち
や
教
養
を
観
察
し
た
り
、
訪
れ
る
ロ
シ
ア

人
観
光
客
に
辟
易
し
た
り
す
る
。
教
養
の
あ
る
男
性
に
し
て
、
進
み
つ
つ
あ
る
革
命
を
傍
観
す
る
者
と
い
う
主
人
公
の

立
ち
位
置
が
は
っ
き
り
と
伝
え
ら
れ
、
小
説
の
本
質
と
も
な
る
重
要
な
個
所
だ
。

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
博
物
館
で
展
開
す
る
こ
の
場
面
は
、
デ
ス
ノ
エ
ス
自
ら
が
脚
本
家
と
し
て
参
加
し
、
グ
テ
ィ
エ
レ

ス
＝
ア
レ
ア
が
監
督
し
た
映
画
作
品
に
も
あ
る
。
映
画
公
開
も
英
訳
と
同
じ
一
九
六
八
年
で
あ
る
。
元
々
デ
ス
ノ
エ
ス

の
頭
に
あ
っ
た
も
の
が
撮
影
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
＝
ア
レ
ア
が
発
案
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
も

し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
デ
ス
ノ
エ
ス
自
ら
の
英
訳
版
に
は
こ
の
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
博
物
館
で
の
加
筆
部
分
は
入

っ
て
い
る
。
一
方
で
、「
短
篇
」
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ス
ペ
イ
ン
語
の
初
版
と
英
訳
本
は
ま
っ
た
く

異
な
る
本
で
あ
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
ア
メ
リ
カ
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ゲ
ル
バ
ー
は
、
あ
く
ま
で
英
訳
本
に
基
づ
い
て
キ
ュ

ー
バ
の
文
化
政
策
の
寛
容
さ
に
驚
き
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
加
筆
部
分
は
ス
ペ
イ
ン
語
に
な
り
、
現
在
、『
低
開
発
の
記
憶
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
、「
本
篇
」
と
「
付

録
」
の
三
つ
の
短
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
初
版
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
た
短
篇
「
ぼ
く
に
何
が
で
き
る
？
」

れ
、
そ
の
下
に
四
つ
の
短
篇
の
タ
イ
ト
ル
、「
ジ
ャ
ッ
ク
と
バ
ス
の
運
転
手
（Jack y el guagüero

）」、「
噓
み
た
い
な

本
当
の
話
（¡C

réalo o no lo crea!

）」、「
ヨ
ド
ー
ル
（Yodor

）」、「
ぼ
く
に
何
が
で
き
る
？
（W

hat can I do?

）」
が

並
ん
で
い
る
﹈
3
﹇

。

　

注
意
深
い
読
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
付
録
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
低
開
発
の
記
憶
」

以
外
の
四
篇
が
「
付
録
」
と
い
う
こ
と
な
ら
、
遡
及
的
に
「
低
開
発
の
記
憶
」
は
「
本
篇
」
と
な
る
。
こ
こ
に
は
何
か

仕
掛
け
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

　

確
か
に
こ
こ
に
は
仕
掛
け
が
あ
っ
て
、
批
評
家
の
エ
ン
リ
コ
・
マ
リ
オ
・
サ
ン
テ
ィ
が
丁
寧
に
解
き
明
か
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
説
明
し
よ
う
﹈
4
﹇

。
し
か
し
そ
の
前
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
た
ど
っ
た
変
遷
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　

初
版
は
一
九
六
八
年
に
英
語
に
翻
訳
さ
れ
る
。
翻
訳
し
た
の
は
デ
ス
ノ
エ
ス
本
人
で
あ
る
。
わ
ず
か
三
年
と
い
う
早

さ
で
翻
訳
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
デ
ス
ノ
エ
ス
が
訳
せ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
の
と
き
、
先
に
述
べ
た
初
版
の
「
付

録
」
に
あ
た
る
四
つ
の
短
篇
は
含
ま
れ
ず
、「
本
篇
」
だ
け
が
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
そ
の
英
訳
版
は
、
ス
ペ

イ
ン
語
の
初
版
と
照
合
し
て
み
る
と
、
か
な
り
加
筆
さ
れ
て
い
て
分
厚
い
。
初
版
は
ペ
ー
ジ
数
に
し
て
六
十
ペ
ー
ジ
に

も
満
た
な
い
薄
い
中
篇
程
度
の
「
本
篇
」
だ
っ
た
が
、
英
訳
版
は
そ
れ
に
比
べ
る
と
分
量
が
多
い
。
英
訳
を
底
本
に
し

た
小
田
実
訳
の
日
本
語
版
に
も
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

　

加
筆
さ
れ
た
部
分
と
し
て
一
例
を
あ
げ
る
と
、
主
人
公
の
中
年
男
性
が
若
い
愛
人
女
性
と
ハ
バ
ナ
郊
外
に
あ
る
ヘ
ミ

ン
グ
ウ
ェ
イ
博
物
館
（
元
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
住
ん
で
い
た
が
、
革
命
後
に
明
け
渡
し
、
博
物
館
に
な
っ
た
）
に
出

﹇
3
﹈D

esnoes, Edm
undo, M

em
orias del subdesarrollo, U

nión, La H
abana, 1965, p.103.

﹇
4
﹈Santí, Enrico M

ario, “Retóricas de G
utiérrez A

lea ”, Bienes del siglo: Sobre cultura cubana, Fondo de Cultura Económ
ica, 

M
éxico D

.F., 2002, pp.278-313. 

を
参
照
。
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「
本
篇
」
と
「
付
録
」
の
関
係

　

で
は
「
本
篇
」
と
「
付
録
」
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。「
低
開
発
の
記
憶
」
と
題
さ
れ
た
、
初
版
の
「
本

篇
」
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

　

僕
を
愛
し
、
最
後
の
最
後
ま
で
わ
ず
ら
わ
せ
た
連
中
は
、
み
ん
な
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
母
に
キ
ス
し
た
と
た
ん

│
ラ
ウ
ラ
と
き
た
ら
手
を
握
ら
せ
も
し
な
か
っ
た

│
、
走
っ
て
逃
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
た
け
れ
ど
、
そ

の
あ
と
送
迎
用
の
デ
ッ
キ
に
上
り
、
最
後
ま
で
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
に
し
た
。
飛
行
機
は
滑
走
路
を
ず
る
ず
る
ぶ
ざ
ま

に
走
り
、
う
な
り
声
を
上
げ
る
と
、
や
が
て
静
か
に
空
へ
消
え
て
行
っ
た
。（
中
略
）
キ
ュ
ー
バ
に
家
族
は
い
な
く
な

り
、
友
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。﹈

5
﹇

　

妻
ラ
ウ
ラ
を
含
め
、
家
族
が
キ
ュ
ー
バ
か
ら
亡
命
し
、
国
に
一
人
残
さ
れ
る
「
僕
」
の
語
り
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。
形
式
と
し
て
は
一
人
称
の
独
白
の
断
章
か
ら
成
る
。
断
章
は
長
い
も
の
か
ら
短
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
十

行
程
度
の
断
章
も
あ
る
。
原
題
「M

em
orias del subdesarrollo

」
の
「m

em
orias

」
に
は
「
手
記
」
と
い
う
意
味
が

は
、
二
度
と
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
デ
ス
ノ
エ
ス
で
は
な
い
別
の
翻
訳
者
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

初
版
と
そ
れ
以
降
に
は
も
う
一
つ
違
い
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
初
版
で
は
目
次
に
そ
れ
ら
の
短
篇
が
「
付

録
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
確
認
し
た
限
り
で
は
、
初
版
以
外
に
そ
の
表
記
が
存
在
し
な
い
。「
付
録
」
と

い
う
表
記
が
あ
る
か
な
い
か
は
大
し
た
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
と
も
言
い
切
れ
ま

い
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
、
日
本
語
版
を
参
考
に
考
え
て
み
よ
う
。
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
し
い
日
本
語
版
は
、

「
低
開
発
の
記
憶
」
と
三
つ
の
短
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
底
本
は
訳
者
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
三
年
の
キ
ュ
ー
バ
版
で

あ
る
。
目
次
を
見
る
と
、
本
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
低
開
発
の
記
憶
」
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
、
※
印
を
前
後
に
挟
ん

で
タ
イ
ト
ル
が
三
つ
並
ん
で
い
る
。
こ
の
本
を
構
成
す
る
主
た
る
テ
キ
ス
ト
が
「
低
開
発
の
記
憶
」
で
あ
る
こ
と
は
分

か
る
と
し
て
も
、
そ
の
あ
と
の
短
篇
三
つ
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
読
者
が

行
な
う
解
釈
と
し
て
あ
り
う
る
の
は
、
米
国
で
刊
行
さ
れ
る
本
で
見
か
け
る
よ
う
な
、『「
低
開
発
の
記
憶
」
と
、
そ
の

他
の
短
篇
』
と
い
っ
た
、
代
表
作
を
い
く
つ
か
の
短
篇
と
合
わ
せ
て
一
冊
に
し
た
本
と
見
な
す
と
い
う
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
も
し
「
付
録
」
と
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
が
展
開
す
る
可
能

性
が
あ
る
。「
付
録
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
か
な
い
か
は
作
者
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

﹇
5
﹈『
低
開
発
の
記
憶
』
白
水
社
。
以
下
、
本
文
か
ら
の
引
用
は
こ
の
版
に
よ
る
。
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れ
る
。

　

デ
ス
ノ
エ
ス
は
ハ
バ
ナ
で
初
等
教
育
を
終
え
た
の
ち
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
カ
ラ
カ
ス
で
英
語
教
師
を
し
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
記
者
を
つ
と
め
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
と
と
も
に
帰
国
し
た
。
と
き
に
英
語
の
フ
レ
ー
ズ

も
挿
入
さ
れ
る
こ
の
小
説
は
、
そ
う
い
う
デ
ス
ノ
エ
ス
の
経
験
を
参
照
で
き
る
読
者
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
デ
ス
ノ

エ
ス
本
人
に
よ
る
、
革
命
へ
の
シ
ニ
カ
ル
な
眼
差
し
を
描
い
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
読
み
進
め
て
い
く
と
、
小
説
の
前
半
で
は
主
人
公
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
手
記
の
作
者
を

デ
ス
ノ
エ
ス
と
思
い
込
ま
せ
る
方
向
に
働
く
の
だ
が
、「﹇
僕
は
﹈
エ
デ
ィ
の
小
説
を
持
っ
て
ベ
ッ
ド
に
飛
び
込
ん
だ
」、

「﹇
僕
は
﹈
エ
デ
ィ
の
小
説
を
読
み
終
え
た
」
と
い
う
叙
述
が
あ
り
、
エ
デ
ィ
が
エ
ド
ム
ン
ド
（
・
デ
ス
ノ
エ
ス
）
の
愛

称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
惑
が
芽
生
え
て
く
る
。
そ
し
て
つ
い
に
主
人
公
の
男
が
、
エ
デ
ィ
や
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
が

登
壇
す
る
現
代
小
説
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
掛
け
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
述
さ
れ
、
そ
の
エ
デ
ィ
が
ほ
か
な
ら
ぬ

エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
眺
め
る
「
僕
」
が
同
じ
場
所
に
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
。
つ
ま

あ
り
、
厳
密
に
は
「
低
開
発
に
関
す
る
手
記
」
と
し
て
と
ら
え
て
よ
い

﹈
6
﹇

。

　

手
記
で
あ
る
か
ら
に
は
当
然
作
者
が
い
る
。
で
は
こ
の
手
記
を
書
い
た
の
は
、
つ
ま
り
「
僕
」
と
は
誰
な
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
出
版
さ
れ
た
と
き
か
ら
当
惑
の
種
に
な
っ
て
き
た
﹈
7
﹇

。
手
記
の
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
記

述
を
見
て
み
よ
う
。

　

デ
パ
ー
ト
の
〈
エ
ル
・
エ
ン
カ
ン
ト
〉
が
焼
け
て
か
ら
、
街
は
以
前
と
は
違
っ
て
し
ま
っ
た
。
ハ
バ
ナ
は
今
で
は
、

ピ
ナ
ル
・
デ
ル
・
リ
オ
や
ア
ル
テ
ミ
サ
、
マ
タ
ン
サ
ス
み
た
い
な
内
陸
の
町
を
思
わ
せ
る
。
か
つ
て
観
光
客
や
娼
婦
た

ち
は
ハ
バ
ナ
の
こ
と
を
カ
リ
ブ
の
パ
リ
と
呼
ん
で
い
た
の
に
、
も
は
や
そ
う
は
見
え
な
い
。
今
は
む
し
ろ
、
テ
グ
シ
ガ

ル
パ
や
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
や
マ
ナ
グ
ア
と
い
っ
た
中
米
の
国
の
首
都
、
生
気
の
な
い
低
開
発
の
都
市
の
ひ
と
つ
の
よ
う

だ
。

　

今
、
僕
に
は
何
に
関
し
て
も
照
会
す
る
手
立
て
が
な
い
。
資
本
主
義
国
か
ら
は
本
も
製
品
も
入
っ
て
こ
な
い
。
こ
こ

で
は
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
新
聞
は
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
た
ら
す
ば
か
り
だ
。

　

革
命
以
降
の
街
の
変
貌
を
嘆
く
、
高
級
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
の
中
年
男
性
の
手
記
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
な
が
ら
読
み

進
め
れ
ば
、
こ
の
小
説
は
、
野
蛮
な
革
命
が
進
行
す
る
な
か
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知
識
人
の
疎
外
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
語

り
手
＝
主
人
公
は
著
者
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
本
人
で
あ
る
と
想
像
し
て
し
ま
う
。
そ
う
読
む
よ
う
に
誘
い
込
ま

﹇
6
﹈
野
谷
文
昭
「
訳
者
解
説
」、『
低
開
発
の
記
憶
』、
一
九
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

﹇
7
﹈
例
え
ば
、Á

lvarez Federico, “Perspectiva y am
bigüedad en las M

em
orias del subdesarrollo ”, Revista Casa de las Am

éricas, 

N
úm

ero 39, 1966, 148-150. 
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後
は
仕
事
に
打
ち
込
み
な
が
ら
、「
ヨ
ド
ー
ル
」
と
い
う
、「
僕
が
こ
れ
ま
で
に
書
き
え
た
最
高
の
短
篇
」
を
書
く
。

　

以
上
の
三
篇
（「
噓
み
た
い
な
本
当
の
話
」、「
ジ
ャ
ッ
ク
と
バ
ス
の
運
転
手
」、「
ヨ
ド
ー
ル
」）
が
、「
本
篇
」
で
言
及
さ
れ

る
マ
ラ
ブ
レ
の
書
い
た
短
篇
で
あ
る
。
短
篇
の
タ
イ
ト
ル
を
見
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
短
篇
は
、『
低
開

発
の
記
憶
』
の
初
版
の
「
付
録
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
短
篇
の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か

る
の
は
、「
本
篇
」
＝
手
記
が
マ
ラ
ブ
レ
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
同
様
に
、「
付
録
」
＝
短
篇
も
マ
ラ
ブ
レ
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、
マ
ラ
ブ
レ
と
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
と
の
関
係
は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ

な
い
が
、
若
い
と
き
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
友
人
同
士
で
あ
る
よ
う
だ
。
お
互
い
に
作
家
志

望
で
、
エ
デ
ィ
の
ほ
う
が
成
功
し
、
そ
れ
を
嫉
妬
し
な
が
ら
見
て
い
る
マ
ラ
ブ
レ
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
エ

デ
ィ
は
マ
ラ
ブ
レ
に
も
作
家
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
よ
う
で
、
エ
デ
ィ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
記
者
と
し
て
行
く
と
き

に
、
彼
を
誘
っ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
マ
ラ
ブ
レ
は
家
具
店
が
あ
っ
た
の
で
断
る
。

　

そ
の
後
、
エ
デ
ィ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
雑
誌
社
が
革
命
批
判
を
行
な
う
の
が
気
に
入
ら
ず
、
職
を
辞
し
て
キ
ュ
ー
バ

に
帰
国
す
る
。
マ
ラ
ブ
レ
は
帰
国
後
の
エ
デ
ィ
と
会
う
の
を
避
け
て
い
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
聴
衆
と
し
て
参
加

し
、
生
の
エ
デ
ィ
を
眺
め
る
の
で
あ
る
。

　

彼
﹇
デ
ス
ノ
エ
ス
﹈
と
僕
は
同
じ
天
井
の
下
に
い
た
。
彼
は
上
の
ひ
な
壇
に
い
て
、
僕
は
下
の
聴
衆
の
中
に
い
た
。

け
れ
ど
二
人
の
間
に
は
深
い
溝
が
あ
っ
た
。

り
こ
の
「
手
記
」
を
書
い
た
の
は
、
デ
ス
ノ
エ
ス
で
は
な
く
、
別
人
の
「
僕
」
な
の
で
あ
る
。「
手
記
」
の
作
者
を
め

ぐ
る
当
惑
は
多
く
の
読
者
が
味
わ
う
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
主
人
公
の
名
前
が
読
者
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
小
説
の
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
系
の
マ
ラ
ブ
レ
と
い
う
姓
だ
。
小
説
上
の
現
在
は
三
十
九
歳
。
ハ
バ
ナ
で
暮
ら
し
て
い
た
高
校
生
時
代
、
ハ

ン
ナ
と
い
う
近
く
の
学
校
に
通
う
ユ
ダ
ヤ
系
の
女
性
と
交
際
し
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
旅
立
っ
た
彼
女
を
追
う
。

数
カ
月
ハ
ン
ナ
と
付
き
合
い
、
結
婚
す
る
つ
も
り
で
い
っ
た
ん
キ
ュ
ー
バ
に
戻
っ
た
マ
ラ
ブ
レ
だ
っ
た
が
、
帰
っ
て
み

る
と
父
親
が
自
分
の
た
め
に
家
具
店
を
手
に
入
れ
て
く
れ
て
い
た
。
あ
っ
さ
り
ハ
ン
ナ
を
忘
れ
家
具
店
店
主
に
な
る

が
、
文
学
を
志
す
気
持
ち
も
あ
り
、
い
く
つ
か
短
篇
を
こ
っ
そ
り
書
い
て
い
る
。
短
篇
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
こ
の
よ

う
な
方
法
で
「
本
篇
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
噓
み
た
い
な
本
当
の
話
」
と
い
う
短
篇
は
、
そ
の
こ
ろ
﹇
一
九
五
三
年
﹈
の
僕
の
物
の
見
方
を
反
映
し
て
い
る
け
れ

ど
、
今
は
気
に
入
っ
て
い
な
い
。

「
僕
」
が
書
い
た
他
の
短
篇
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
戻
ら
ず
に
ハ
バ
ナ
で
家
具
店
を
始
め
た
こ
ろ

に
書
い
た
短
篇
は
、「
ジ
ャ
ッ
ク
と
バ
ス
の
運
転
手
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
が
最
初
の
短
篇
だ
と
い
う
。「
ま
だ
お
粗

末
な
で
き
ば
え
だ
が
、
も
し
も
細
部
を
片
っ
端
か
ら
な
く
し
て
い
け
ば
、
一
コ
マ
漫
画
に
さ
え
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」。

そ
の
後
、
ラ
ウ
ラ
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
人
女
性
と
結
婚
し
た
彼
は
ハ
ン
ナ
の
足
跡
を
追
い
、
一
度
だ
け
再
会
す
る
。
そ
の
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ン
タ
リ
ー
風
に
撮
影
さ
れ
た
場
面
か
ら
始
ま
り
、
印
象
深
い
冒
頭
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
面
は
脚
本
で
は
以
下
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

１ 

．
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
：
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
コ
ン
ガ
を
叩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
カ
メ
ラ
は
脇
か
ら

彼
の
肩
越
し
に
撮
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
向
こ
う
に
は
ス
テ
ー
ジ
の
正
面
が
あ
り
、
ぼ
ん
や
り
と
聴
衆
が
見
え
て

い
る
。

２ 

．
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
ト
：
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
演
奏
を
続
け
て
い
る
が
、
カ
メ
ラ
は
彼
の
も
う
片
方
の
肩
越
し

に
捉
え
る
。
背
後
か
ら
撮
影
さ
れ
た
女
性
が
ス
テ
ー
ジ
で
踊
っ
て
い
る
。﹈

9
﹇

　

し
か
し
脚
本
の
こ
の
場
面
に
は
注
が
あ
り
、
そ
こ
を
見
る
と
、
映
画
を
撮
る
時
の
元
の
構
想
が
以
下
の
よ
う
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
マ
ラ
ブ
レ
は
壇
上
の
エ
デ
ィ
を
見
つ
め
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
自
分
の
書
い
た
い
く
つ
か
の
短
篇
を
送
っ

て
み
よ
う
と
決
心
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、「
本
篇
」
で
あ
る
「
低
開
発
に
関
す
る
手
記
」
の
作
者
は
、
デ
ス
ノ
エ
ス
の
友
人
マ

ラ
ブ
レ
で
あ
る
。
そ
の
彼
は
作
家
と
し
て
成
功
し
た
デ
ス
ノ
エ
ス
に
距
離
を
置
き
な
が
ら
も
、
彼
に
自
分
の
作
品
を
送

る
。
そ
し
て
、
エ
デ
ィ
に
送
ら
れ
た
そ
の
作
品
が
、「
付
録
」
と
し
て
「
本
篇
」
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。
短
篇
は
マ
ラ

ブ
レ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ス
ノ
エ
ス
の
別
の
作
品
で
は
な
い
。「
付
録
」
と
は
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
四
つ
目

の
短
篇
「
ぼ
く
に
何
が
で
き
る
？
」
が
初
版
以
外
に
二
度
と
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
本
篇
に
言
及
が
な
い
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
小
説
内
の
語
り
を
整
理
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、「
本
篇
」
と
「
付
録
」
と
明
記
し
た
初
版
を
発

表
し
た
と
き
の
デ
ス
ノ
エ
ス
の
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
小
説
上
の
「
仕
掛
け
」
で
あ
る
。

　

主
人
公
の
末
路

　

映
画
で
は
こ
の
よ
う
な
小
説
の
重
層
性
は
そ
の
ま
ま
維
持
で
き
な
い
が
、
撮
影
時
に
用
意
さ
れ
た
脚
本
を
見
る
と
、

こ
こ
に
も
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
脚
本
は
、
撮
影
時
の
注
記
と
と
も
に
出
版
物
と
し
て
流
通
し
、
参
照
す
る
こ

と
が
で
き
る
﹈
8
﹇

。

　

現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
映
画
版
『
低
開
発
の
記
憶
』
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
模
様
が
ド
キ
ュ
メ

﹇
8
﹈G

utiérrez A
lea, Tom

ás, M
em

ories of U
nderdevelopm

ent (Rutgers Film
s in Print), Rutgers U

niversity Press, N
ew

 Brunsw
ick 

and London, 1990.

﹇
9
﹈G

utiérrez A
lea, M

em
ories of U

nderdevelopm
ent, p.31.
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る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
死
ん
だ
男
の
遺
品
の
な
か
に
身
分
証
明
書
や
日
記
が
あ
り
、
そ
れ
が
警
察
に
運

ば
れ
る
。
そ
し
て
身
分
証
明
書
か
ら
セ
ル
ヒ
オ
と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
男
は
ど
う
い
う
男
な
の
か
？

と
い
う
謎
が
映
画
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
だ
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
映
画
の
主
た
る
内
容
は
、
そ
の
彼
の
死
に
至
る
ま
で
の
何
日
間
か
を
遡
及
的
に
説
明
し
て
い
く
流

れ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
映
画
の
「
本
篇
」
の
続
き
は
、
先
に
引
用
し
た
小
説
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
空

港
で
の
家
族
と
の
別
れ
の
場
面
に
な
る
の
で
、
仮
に
当
初
の
予
定
ど
お
り
完
成
さ
せ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
映
画
制
作
者
の

意
図
は
主
人
公
の
自
殺
と
い
う
結
末
を
提
示
し
、
そ
の
後
自
殺
ま
で
の
、
具
体
的
に
は
い
わ
ゆ
る
「
ミ
サ
イ
ル
危
機
」

時
（
一
九
六
二
年
十
月
）
に
自
殺
を
図
る
ま
で
の
期
間
を
描
い
た
内
容
の
映
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

映
画
撮
影
時
の
構
想
と
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
が
異
な
る
こ
と
に
は
何
ら
疑
問
は
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
確
か
め
て
お

き
た
い
の
は
、
主
人
公
が
自
殺
し
た
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
構
想
は
原
作
の
小
説

に
着
想
を
得
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
小
説
で
主
人
公
の
死
は
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

冷
た
い
、
抑
揚
の
な
い
、
機
械
的
な
声
が
、
一
九
六
二
年
十
月
の
あ
る
日
に
ベ
ダ
ー
ド
地
区
の
ア
パ
ー
ト
で
死
体
が

発
見
さ
れ
た
と
き
の
警
察
の
報
告
書
を
読
み
上
げ
る
。
死
体
に
は
腐
敗
の
徴
候
が
見
ら
れ
、
死
因
は
自
殺
だ
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
捜
査
上
の
関
心
を
引
く
発
見
さ
れ
た
書
類
（
そ
の
い
く
つ
か
は
言
及
さ
れ
る
）
の
な
か
に
日
記
が
あ
る
。

場
面
（
サ
イ
レ
ン
ト
、
効
果
音
な
し
）
は
以
下
の
と
お
り
。

ア
パ
ー
ト
内
部

死
体
を
部
屋
か
ら
運
び
出
そ
う
と
す
る
男
た
ち

ビ
ル
の
外

野
次
馬
。

取
り
巻
く
人
々
。

男
た
ち
は
死
体
を
車
に
載
せ
て
出
発
す
る
。

通
り
の
人
々
、
野
次
馬
た
ち
は
散
り
散
り
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
こ
と
に
戻
る
。

（
中
略
）

ス
タ
ジ
オ

フ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
で
セ
ル
ヒ
オ
﹈
10
﹇

の
身
分
証
明
書
の
写
真
。﹈

11
﹇

　

こ
の
場
面
か
ら
何
が
わ
か
る
か
と
い
う
と
、
映
画
は
も
と
も
と
、
主
人
公
男
性
の
自
殺
死
体
の
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
始
ま

﹇
10
﹈
セ
ル
ヒ
オ
は
映
画
版
で
の
主
人
公
の
名
前
で
あ
る
。
映
画
で
姓
は
言
及
さ
れ
な
い
。

﹇
11
﹈G

utiérrez A
lea, M

em
ories of U

nderdevelopm
ent, p.99.
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バ
人
が
世
界
的
な
状
況
を
理
解
で
き
な
い
劣
っ
た
人
間
だ
と
し
て
お
と
し
め
ら
れ
る
。「
こ
こ
の
連
中
は
こ
れ
か
ら
何

が
起
こ
り
う
る
か
分
か
っ
て
い
な
い
。」

　

高
い
教
育
を
受
け
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
や
エ
リ
ー
ト
は
国
を
去
り
、
自
分
よ
り
も
能
力
が
劣
っ
た
人
、
物
を
知
ら
な
い
野

蛮
な
人
、
低
開
発
状
態
の
人
で
周
囲
は
溢
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
ら
を
下
等
な
人
々
だ
と
軽
蔑
し
、
物
事
を
分
か
っ
て

い
る
人
間
は
自
分
だ
け
だ
、
自
分
は
す
べ
て
が
分
か
っ
て
い
る
と
い
う
、
あ
る
種
の
万
能
感
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
の

が
マ
ラ
ブ
レ
で
あ
る
。

　

そ
の
彼
の
心
境
を
丸
ご
と
描
き
出
し
た
の
が
、「
付
録
」
の
短
篇
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
バ
ス
の
運
転
手
」
で
あ
る
。
ス
ペ

イ
ン
語
の
分
か
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
人
と
英
語
の
分
か
ら
な
い
バ
ス
の
運
転
手
が
押
し
問
答
を
繰
り
返
す
の
を
悦
に
入
っ

て
眺
め
る
男
の
話
だ
。「
本
篇
」
で
は
、
こ
れ
は
マ
ラ
ブ
レ
の
体
験
談
だ
と
告
白
さ
れ
る
。

　

僕
は
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
。
誰
か
英
語
が
分
か
る
者
が
い
な
い
か
と
訊
か
れ
た
と
き
、
僕
は
黙
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
人
も
運
転
手
も
助
け
て
や
り
た
く
な
か
っ
た
。
し
ゃ
し
ゃ
り
出
る
の
が
い
や
だ
っ
た
し
、
一
体
ど
う
な
る
の
か
最
後

ま
で
見
届
け
た
か
っ
た
の
だ
。
し
ま
い
に
派
手
な
喧
嘩
が
始
ま
り
、
警
察
沙
汰
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
バ
ス
の

乗
客
で
そ
こ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
は
僕
だ
け
だ
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
ア
メ

リ
カ
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
た
か
ら
だ
。
僕
は
状
況
を
楽
し
ん
だ
。
神
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
少
し
ば
か

り
し
た
。

マ
ラ
ブ
レ
に
つ
い
て

　

マ
ラ
ブ
レ
は
一
見
、
自
殺
し
そ
う
に
は
な
い
、
ド
ン
・
フ
ア
ン
的
な
、
複
数
の
女
性
と
関
係
を
も
つ
人
物
で
あ
る
。

し
か
も
彼
は
、
相
手
に
対
し
て
常
に
優
位
な
立
場
に
い
る
。

　

最
初
、
彼
は
た
ま
た
ま
見
か
け
た
女
性
に
惹
か
れ
、
食
事
に
誘
う
。
映
画
女
優
に
な
り
た
い
と
い
う
そ
の
エ
レ
ー
ナ

は
約
束
が
あ
っ
た
の
で
断
る
。
す
る
と
マ
ラ
ブ
レ
は
と
っ
さ
に
エ
レ
ー
ナ
に
噓
の
時
間
を
告
げ
る
。
エ
レ
ー
ナ
の
待
ち

人
が
す
っ
ぽ
か
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
こ
ま
せ
、
籠
絡
に
成
功
す
る
の
だ
。

　

二
人
は
深
い
仲
に
な
る
が
、
マ
ラ
ブ
レ
は
エ
レ
ー
ナ
を
も
て
あ
そ
ん
だ
だ
け
で
関
係
を
断
つ
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

先
に
触
れ
た
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
博
物
館
で
彼
女
を
よ
く
観
察
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
後
彼
女
は
レ
イ
プ
容
疑
で
彼
を

訴
え
る
。
裁
判
で
は
エ
レ
ー
ナ
が
マ
ラ
ブ
レ
に
明
か
し
て
い
な
か
っ
た
事
実

│
彼
女
が
一
時
期
売
春
婦
だ
っ
た
こ
と

│
が
露
見
す
る
の
に
対
し
、
マ
ラ
ブ
レ
が
エ
レ
ー
ナ
に
つ
い
た
噓
の
方
は
彼
女
に
は
明
か
さ
れ
な
い
。
マ
ラ
ブ
レ
の

方
が
多
く
の
情
報
を
持
ち
、
エ
レ
ー
ナ
は
少
な
い
情
報
し
か
持
て
な
い
非
対
称
的
な
関
係
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
そ
し
て

マ
ラ
ブ
レ
は
無
罪
を
勝
ち
取
る
。

　

マ
ラ
ブ
レ
は
さ
ら
に
そ
の
後
、
使
用
人
と
し
て
雇
っ
て
い
る
ノ
エ
ミ
と
も
似
た
よ
う
な
関
係
を
築
く
。
今
度
は
英
語

力
が
マ
ラ
ブ
レ
を
優
位
に
立
た
せ
る
。
ノ
エ
ミ
と
ベ
ッ
ド
に
い
る
と
ラ
ジ
オ
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
の
英
語
の
演
説
が
聞
こ
え

て
く
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ノ
エ
ミ
は
英
語
が
分
か
ら
な
い
の
に
対
し
、

マ
ラ
ブ
レ
は
英
語
を
完
璧
に
理
解
し
、
キ
ュ
ー
バ
が
置
か
れ
て
い
る
危
機
的
な
状
況
を
把
握
す
る
。
彼
は
英
語
が
分
か

ら
な
い
ノ
エ
ミ
に
無
教
養
の
烙
印
を
押
す
。
し
か
も
こ
こ
で
は
ノ
エ
ミ
だ
け
で
な
く
、
英
語
の
理
解
で
き
な
い
キ
ュ
ー
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も
経
っ
た
今
で
も
、
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ
で
放
射
能
を
浴
び
た
だ
け
の
日
本
人
が
発
病
し
、
死
ん
で
い
る
」。
こ
の

映
画
体
験
が
あ
っ
た
た
め
に
、
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
と
き
に
マ
ラ
ブ
レ
の
想
像
力
は
飛
躍
す
る
。

　

革
命
政
府
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
に
一
定
の
優
遇
措
置
を
ほ
ど
こ
し
、
彼
は
仕
事
を
し
な
く
て
も
生
き
て
い
け
る
の
だ

が
、
こ
ん
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
。「
も
う
未
来
の
こ
と
は
心
配
し
な
い
で
お
こ
う
。
そ
の
前
に
僕
た
ち
は
み
ん
な
吹

き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
核
爆
弾
の
キ
ノ
コ
雲
が
僕
に
笑
い
か
け
て
い
る
の
だ
！　

ど
う
な
ろ
う
と
知

っ
た
こ
と
か
！
」。

　

こ
う
し
て
、
い
よ
い
よ
ミ
サ
イ
ル
危
機
を
国
民
に
報
告
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
の
演
説
が
流
れ
て
く
る
。
英
語
が
分
か
る
こ

と
で
、
戦
争
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
直
観
し
た
マ
ラ
ブ
レ
は
核
戦
争
の
恐
怖
で
お
び
え
、
ま
と
も
に
物
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。「
水
爆
に
つ
い
て
の
恐
ろ
し
い
説
明
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
だ
」、「
爆
撃
、
侵
攻
、
血
、
腐
敗

し
て
悪
臭
を
放
つ
手
足
の
な
い
死
体
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
、
核
に
よ
る
破
壊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
よ
り
悪
い
。（
中

略
）
き
れ
い
な
爆
弾
の
中
心
で
死
ぬ
の
だ
」、「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
も
う
こ
の
国
を
破
壊
す
る
計
画
を
用
意
し
て
い
る
に
ち

が
い
な
い
。（
中
略
）
何
か
音
が
す
る
た
び
に
、
世
界
の
終
わ
り
が
来
た
と
思
っ
て
し
ま
う
」、「
何
も
か
も
が
破
滅
に

向
か
う
と
し
た
ら
。
僕
の
頭
は
ま
す
ま
す
混
乱
す
る
。（
中
略
）
僕
は
死
ぬ
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
だ
」。

　

ミ
サ
イ
ル
危
機
と
は
煎
じ
詰
め
て
い
え
ば
、
キ
ュ
ー
バ
の
支
配
者
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
な
る
の
か
、
ソ
連
に
な
る

の
か
の
争
い
で
も
あ
る
。
ソ
連
が
勝
て
ば
、
マ
ラ
ブ
レ
の
よ
う
に
英
語
に
よ
っ
て
優
位
に
立
て
る
社
会
は
キ
ュ
ー
バ
に

は
も
う
な
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
、
英
語
が
わ
か
る
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
を
観
る
こ
と

│
こ
れ
ら
は
彼
に

こ
れ
ま
で
万
能
感
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し
革
命
後
の
世
界
で
は
む
し
ろ
絶
望
感
を
与
え
る
も
の
に
変
わ
り
果
て
る
。

　

神
の
位
置
に
立
て
る
こ
ん
な
男
に
も
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
革
命
に
よ
る
社
会
の
大
変
革
だ
。

そ
れ
が
彼
を
自
殺
に
追
い
込
む
の
だ
が
、
発
端
と
な
る
の
が
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
博
物
館
で
の
体
験
で
あ
る
。
も
と
も

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
マ
ラ
ブ
レ
や
（
小
説
内
の
）
デ
ス
ノ
エ
ス
が
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
身
近
な
国
で
あ
る
。
マ
ラ
ブ

レ
は
恋
人
を
追
い
か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
し
、
ア
メ
リ
カ
の
小
説
も
読
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
歌
も
聴
い

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
産
の
車
に
も
乗
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
文
化
な
し
で
は
キ
ュ
ー
バ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
生
活
は
成
り
立

た
な
い
。

　

し
か
し
革
命
後
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
と
い
う
「
ア
メ
リ
カ
」
は
博
物
館
と
い
う
過
去
の
遺
物
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
そ
こ
に
は
ロ
シ
ア
人
の
観
光
客
の
団
体
が
押
し
寄
せ
る
。
マ
ラ
ブ
レ
は
、
ロ
シ
ア
人
に
は
「
い
や
な
匂
い
」
が
す
る

と
不
快
さ
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
人
不
在
の
屋
敷
に
ロ
シ
ア
人
が
大
挙
す
る
こ
の
場
面
は
、
ミ
サ
イ
ル
危
機
に
先
立
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
ソ
連
へ
、
キ
ュ
ー
バ
の
宗
主
国
が
交
代
す
る
こ
と
を
マ
ラ
ブ
レ
に
突
き
つ
け
る
。
果
た
し
て
小
説
の
設
定
で
あ
る

一
九
六
一
年
の
段
階
で
、
実
際
に
こ
れ
ほ
ど
ソ
連
か
ら
キ
ュ
ー
バ
に
観
光
客
が
来
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
で
あ
る
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
博
物
館
を
ロ
シ
ア
人
が
満
た
す
と
い
う
の
は
、
社
会
の
大
掛
か
り
な
変

化
を
象
徴
す
る
。

　

次
に
彼
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
は
、
映
画
『
二
十
四
時
間
の
情
事
（
ヒ
ロ
シ
マ
、
わ
が
愛
）』
で
あ
る
。
こ
の
映
画

を
見
た
感
想
を
マ
ラ
ブ
レ
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。「
原
爆
で
黒
焦
げ
に
な
っ
た
硬
直
し
た
死
体
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

っ
て
い
る
間
、
顔
を
そ
む
け
ず
に
い
る
に
は
努
力
が
必
要
だ
っ
た
」。「
新
聞
を
読
ん
で
知
っ
た
の
だ
が
、
十
五
年
以
上
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て
当
時
の
デ
ス
ノ
エ
ス
は
守
ら
れ
る
。

　

こ
う
見
る
と
、
初
版
か
ら
は
、
英
訳
を
通
じ
て
欧
米
や
日
本
に
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
む
し
ろ
逆
に
、
デ
ス
ノ
エ

ス
が
当
局
か
ら
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
綱
渡
り
を
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
工
夫
の
あ
ま

り
、
彼
の
用
意
し
た
仕
掛
け
に
読
者
は
な
か
な
か
気
づ
け
ま
い
。

　

読
者
に
配
慮
し
て
の
こ
と
な
の
か
、
彼
は
自
ら
行
な
っ
た
英
訳
版
で
こ
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
捨
て
た
。
だ
が
こ
こ
に

は
、
キ
ュ
ー
バ
人
は
「
英
語
が
で
き
な
い
」
し
、
目
に
触
れ
る
可
能
性
も
低
い
、
だ
か
ら
こ
そ
キ
ュ
ー
バ
の
状
況
か
ら

自
由
に
な
れ
た
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
国
外
で
は
、「
仕
掛
け
」
の
な
い
こ
の
小
説
は
、
当
時

の
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
好
奇
心
も
作
用
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
の
言
論
の
自
由
さ
を
伝
え
る
格
好
の
証
拠
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
デ
ス
ノ
エ
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
読
み
方
も
ま
た
、
一
面
的
過
ぎ
る
。

　

現
在
の
『
低
開
発
の
記
憶
』
は
「
低
開
発
の
記
憶
」
と
そ
の
他
三
つ
の
短
篇
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。「
本
篇
」
と

「
付
録
」
の
関
係
こ
そ
明
記
さ
れ
な
い
が
、
短
篇
を
収
め
な
い
最
初
の
英
訳
版
は
二
度
と
出
て
い
な
い
。
ま
た
初
版
も

再
現
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
仕
掛
け
を
維
持
す
れ
ば
そ
の
意
図
は
分
か
り
づ
ら
く
、
仕
掛
け
を
は
ず
せ
ば
単
純
に
な

自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
場
の
崩
壊
に
直
面
し
、
絶
望
の
果
て
に
自
殺
す
る
…
…

　

こ
の
よ
う
に
話
を
整
理
す
る
と
、
主
人
公
が
自
殺
す
る
と
い
う
末
路
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
冒
頭
の
シ
ー
ン

は
差
し
替
え
ら
れ
た
た
め
に
完
成
し
た
映
画
で
は
自
殺
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
映
画
版
で
は
自
殺
が
ほ
の
め
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
指
摘
は
根
強
い
﹈
12
﹇

。

複
数
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
意
味

「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
を
目
前
に
し
て
、
革
命
と
知
識
人
の
関
係
を
描
い
た
こ
の
作
品
の
初
版
に
は
、
以
上
の
よ
う

に
、
凝
っ
た
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
や
は
り
当
時
の
キ
ュ
ー
バ
に
お
い
て
言
論
統
制
が
あ

っ
た
こ
と
を
十
分
に
想
像
さ
せ
る
も
の
だ
。

　

マ
ラ
ブ
レ
の
手
記
と
い
う
仕
掛
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、
デ
ス
ノ
エ
ス
が
革
命
に
シ
ニ
カ
ル
な
態
度
を
示
す
主
人
公
を

一
人
称
の
語
り
で
据
え
る
こ
と
に
躊
躇
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
自
ら
を
マ
ラ
ブ
レ
と
は
別
に
登
場
さ

せ
た
。
こ
れ
は
、
革
命
に
距
離
を
取
る
人
間
が
「
デ
ス
ノ
エ
ス
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
う
ま
で
し
て
革
命
に
批
判
的
な
人
物
を
描
き
切
っ
た
と
こ
ろ
は
、
当
時
の
デ
ス
ノ
エ
ス
に

と
っ
て
革
命
と
の
関
係
が
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
映
し
出
し
て
い
る
。

　

自
殺
と
い
う
結
末
は
、
元
の
脚
本
に
あ
っ
た
よ
う
に
主
に
映
画
版
か
ら
伝
え
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
も
し
か
す
る

と
デ
ス
ノ
エ
ス
の
意
図
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
革
命
の
不
服
従
者
が
自
ら
消
え
て
い
く

こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
む
し
ろ
革
命
精
神
に
の
っ
と
っ
た
模
範
的
な
内
容
と
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
結
果
と
し

﹇
12
﹈
野
谷
文
昭
「
革
命
を
批
評
す
る
文
学
と
映
画
」、
野
崎
歓
編
『
文
学
と
映
画
の
あ
い
だ
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、

一
九
一̶

二
一
一
頁
。
ま
た
エ
ン
リ
コ
・
マ
リ
オ
・
サ
ン
テ
ィ
も
主
人
公
は
自
殺
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
（
注
4
の
文
献
参

照
）。
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第
六
章

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
作
品
に
み
る
多
義
性

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
の
存
在
は
、
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
つ
い
て
小
さ
な
研
究
書
を
キ
ュ
ー
バ
で

出
し
た
こ
と
が
あ
る
以
外
に
は
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
彼
の
作
品
の
出
版
が
相
次
い
で
い

る
。
雑
誌
で
は
特
集
が
組
ま
れ
、
彼
を
論
じ
た
研
究
書
も
刊
行
さ
れ
、
学
会
で
も
彼
の
作
品
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
キ
ュ
ー
バ
人
作
家
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
築
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ポ
ン
テ
は
一
九
六
四
年
に
キ
ュ
ー
バ
の
地
方
都
市
マ
タ
ン
サ
ス
で
生
ま
れ
た
。
十
六
歳
で
ハ
バ
ナ
に
移
り
、
水
力
技

る
。
複
数
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
の
『M

em
orias del subdesarrollo

』
は
、
ま
さ
に
当
時
の
キ
ュ
ー
バ
の
知

識
人
の
苦
悩
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



第六章　アントニオ・ホセ・ポンテ作品にみる多義性 第二部　革命下の知識人たち

6 8

の
読
者
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
本
は
も
う
本
屋
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
に
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
キ
ュ
ー
バ

人
の
読
者
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。
読
者
は
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
か
、
キ
ュ
ー
バ
人
で
は
な
い
人
た
ち
で
す
。
私
は
キ
ュ

ー
バ
で
は
出
版
し
ま
せ
ん
。
最
初
は
検
閲
、
検
閲
委
員
会
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
避
け
て
出
版
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
。
そ
の
後
災
難
が
あ
り
、
私
に
降
り
か
か
っ
て
き
て
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
措
置
で
す
が
、
私
は
キ
ュ
ー
バ
で
出
版

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
雑
誌
で
も
発
表
で
き
ま
せ
ん
し
、
公
に
話
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
講
演
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ュ
ー
バ
に
私
が
公
に
作
家
と
し
て
活
動
で
き
る
場
所
は
な
い
の
で
す
。」﹈

1
﹇

 

  

国
外
で
の
発
表
媒
体
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
が
マ
ド
リ
ー
ド
で
出
し
て
い
る
『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
』

誌
が
中
心
に
な
る
。
こ
の
雑
誌
は
革
命
後
の
キ
ュ
ー
バ
文
化
に
つ
い
て
、
主
に
島
を
出
た
人
た
ち
が
書
き
手
と
な
っ
て

論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
、
ポ
ン
テ
は
つ
い
に
マ
ド
リ
ー
ド
に
亡
命
す
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
で
は
引
き
続
き

『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
』
に
協
力
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
九
年
に
同
誌
が
廃
刊
に
な
る
と
、
今
度
は
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
が
ウ

ェ
ブ
版
で
出
し
て
い
る
『
デ
ィ
ア
リ
オ
・
デ
・
ク
ー
バ
』(D

iario de C
uba)

の
副
編
集
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

  

生
活
の
拠
点
は
ス
ペ
イ
ン
に
あ
り
な
が
ら
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
二
〇
〇
八
年
に
は
ポ
ン
テ
の
研
究
書
が
テ
レ
サ
・

バ
シ
ー
レ
を
中
心
に
編
ま
れ
、
そ
の
二
年
後
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
初
版
が
出
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て
い
な
か
っ
た

評
論
集
『
深
遠
な
る
食
物
』
と
、
ア
メ
リ
カ
で
英
訳
版
が
先
に
出
て
い
た
短
篇
集
『
放
浪
者
の
こ
こ
ろ(C

orazón de 

Skitalietz

）』
が
刊
行
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
と
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
研
究
者
に
よ
る
解
説
が
読
解
の
手
引
き
と
し
て
つ
い

師
や
映
画
脚
本
家
、
文
学
教
師
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
学
研
究
者
ル
ベ
ン
・
チ
ャ
バ
ー
ド

が
文
学
研
究
の
た
め
の
奨
学
金
を
得
て
キ
ュ
ー
バ
に
渡
っ
た
の
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
彼

は
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
ハ
バ
ナ
で
、
革
命
後
に
生
ま
れ
た
世
代
の
若
手
作
家
た
ち
と
知
り
合
い
、
そ
の
な
か
に
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
が
い
た
。
交
流
を
深
め
る
う
ち
、
ポ
ン
テ
は
チ
ャ
バ
ー
ド
に
自
分
の
書
い
た
も
の
を
託
し
、
チ

ャ
バ
ー
ド
は
そ
れ
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
研
究
者
テ
レ
サ
・
バ
シ
ー
レ
に
渡
す
。
こ
う
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
ポ
ン
テ

の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ポ
ン
テ
は
一
九
九
三
年
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
論
『
ビ
ル
ヒ
リ
オ
の
言
葉(La lengua de 

Virgilio

）』
を
出
し
、
二
年
後
に
は
キ
ュ
ー
バ
の
批
評
賞
を
受
賞
し
て
い
る
か
ら
、
キ
ュ
ー
バ
で
の
出
版
は
可
能
な
立

場
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
キ
ュ
ー
バ
国
内
で
の
発
言
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
。
後
で
扱
う
一
九
九
七
年
の
『
深

遠
な
る
食
物(Las com

idas profundas
）』
の
初
版
は
フ
ラ
ン
ス
で
出
し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
も
ア
メ
リ
カ
で
出
し

て
い
る
（
英
訳
版
）。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
研
究
者
と
の
共
著
『
空
気
の
外
套
―
―
キ
ュ
ー
バ
文
学
に
つ
い
て
の
試
論(El 

abrigo de aire: Ensayos sobre literatura cubana

）』（
二
〇
〇
一
）
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
初
め
て
の
仕
事
で
あ
る
。

こ
の
本
に
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
渡
っ
た
彼
の
テ
キ
ス
ト
―
―
九
一
年
に
書
か
れ
た
も
の
―
―
と
、

表
題
作
で
あ
る
、
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
残
し
た
外
套
に
つ
い
て
の
試
論
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

  

二
〇
〇
三
年
、
ポ
ン
テ
は
キ
ュ
ー
バ
芸
術
家
作
家
協
会
（U

N
EA

C

）
か
ら
退
会
処
分
を
受
け
る
。
二
年
後
に
行
な
わ

れ
た
テ
レ
サ
・
バ
シ
ー
レ
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
彼
は
、
キ
ュ
ー
バ
国
内
で
の
立
場
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。「
キ
ュ
ー
バ
人
で
私
の
本
を
読
む
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
何
年
か
前
ま
で
に
私
が
出
版
し
た
本

﹇
1
﹈“Entrevista a A

ntonio José Ponte ”, K
ATATAY, año 1, núm

ero 1/2, junio 2005, La Plata, p.32.
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り
、
読
者
を
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
宴
に
連
れ
て
行
く
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
の
王
、
カ
ル
ロ
ス
五
世
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
の
出
会

い
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
対
す
る
反
応
が
つ
づ
ら
れ
る
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
カ
ル
ロ
ス
五
世

　

カ
ル
ロ
ス
五
世
は
自
分
が
統
治
す
る
新
大
陸
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
地
か
ら
運
ば
れ
た

宝
物
、
人
び
と
、
食
物
に
よ
っ
て
新
大
陸
を
想
像
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
矛
盾
し
た
内
容
の
噂
を
聞
い
た
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
に
カ
ル
ロ
ス
五
世
は
魅
了
さ
れ
、
実
物
と
の
対
面
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
。
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
宴
に
、
新
大

陸
か
ら
連
行
さ
れ
た
先
住
民
や
オ
ウ
ム
、
黄
金
と
と
も
に
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
い
よ
い
よ
到
着
す
る
。

　

地
中
海
の
庭
園
が
彼
ら
﹇
宴
の
出
席
者
た
ち
﹈
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
芳
香
が
、
オ
レ
ン
ジ
の

樹
、
銀
梅
花
、
香
り
を
つ
け
た
水
、
椰
子
を
抑
え
、
城
の
庭
園
を
浸
す
。
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
い
ず
れ
「
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
芳
香
は
空
飛
ぶ
鳥
さ
え
も
止
め
る
」
と
記
す
だ
ろ
う
。
／
王
の
給
仕
人
が
近
寄
っ
た
。
カ
ル
ロ
ス
五
世

は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
の
鼻
に
近
づ
け
る
。
そ
の
突
き
刺
す
よ
う
な
香
り
に
目
眩
を
お
ぼ
え
る
。
そ
の
香

り
を
感
じ
取
る
に
は
大
海
を
横
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
香
り
に
は
横
断
に
と
も
な
う
す
べ
て
の
風
が
詰
ま
っ

て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
／
皇
帝
が
両
手
で
抱
え
て
い
る
も
の
は
帝
国
の
全
体
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
空
気
な
の
だ
。

そ
の
殻
に
は
沈
ま
な
い
太
陽
、
い
に
し
え
の
黄
金
の
光
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
カ
ル
ロ
ス
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
荘
厳
を

理
解
す
る
と
、
こ
の
芳
香
は
王
に
こ
そ
相
応
し
い
と
考
え
る
に
至
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
果
物
の
王
で
あ
り
、
カ
ル
ロ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ン
テ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
研
究
者
と
の
交
流
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
と
き
に
始
ま
り
、
彼
が
キ

ュ
ー
バ
で
細
々
と
出
版
し
て
い
た
時
期
、
国
内
で
は
沈
黙
し
国
外
で
の
評
価
が
高
ま
る
時
期
、
そ
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
亡

命
後
も
続
い
て
い
る
。
そ
の
あ
い
だ
を
通
じ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
ポ
ン
テ
が
関
わ
る
出
版
物
が
次
々
に
出
て
い
る
の

で
あ
る
。

『
深
遠
な
る
食
物
』　

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
出
た
ポ
ン
テ
の
本
と
し
て
は
、
再
版
さ
れ
た
『
深
遠
な
る
食
物
』
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ

う
に
、
こ
の
本
は
食
物
を
扱
い
、
キ
ュ
ー
バ
料
理
や
キ
ュ
ー
バ
伝
来
の
食
材
に
関
す
る
文
献
学
的
と
も
哲
学
的
と
も
言

え
る
よ
う
な
考
察
が
展
開
さ
れ
る
。
と
い
っ
て
も
学
術
書
で
は
な
く
、
五
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
試
論
で
あ
る
。

　

ポ
ン
テ
は
こ
の
本
を
、
キ
ュ
ー
バ
で
食
糧
が
不
足
し
て
い
る
事
情
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
彼
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
果
物
や
肉
の
絵
が
描
か
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が
か
か
り
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
書
い
て
い
る
。
テ
ー

ブ
ル
に
向
か
っ
て
食
物
に
つ
い
て
の
空
想
に
ひ
た
り
、
そ
れ
を
題
材
に
書
く
こ
と
で
空
腹
を
満
た
そ
う
と
す
る
。
空
腹

を
空
想
で
埋
め
る
と
い
う
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
は
、
日
常
の
苦
し
み
を
笑
い
話
（chiste

）
で
忘
れ
る
キ
ュ
ー
バ
人
の
現

実
の
切
り
抜
け
方
を
思
わ
せ
も
す
る
か
ら
、
現
実
的
な
感
覚
が
彼
の
出
発
点
に
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
話
は
深
い
と
こ
ろ
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
る
。
全
六
話
の
う
ち
、
第
一
話
は
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
主
題
と
す
る
。
ポ
ン
テ
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
歴
史
上
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
に
運
ば
れ
た
十
六
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
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エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
拒
否
の
場
面
で
ポ
ン
テ
は
以
下
の
よ
う
に
書
き
添
え
て
い
る
。「
キ
ュ
ー
バ

の
食
物
は
、
カ
ル
ロ
ス
五
世
が
食
べ
な
い
そ
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
」（
傍
点
引
用
者
）。

　
キ
ュ
ー
バ
性
の
始
ま
り

　

王
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
の
対
面
と
は
、
支
配
者
の
王
（
主
）
と
、
被
支
配
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
物
（
従
）
と
の
関

係
を
示
し
て
い
る
。
支
配
者
は
海
の
向
こ
う
の
領
土
の
果
物
に
期
待
を
寄
せ
る
。
対
面
し
た
と
き
、
最
初
は
酔
う
が
、

次
第
に
戸
惑
い
に
変
わ
り
、
最
後
は
恐
怖
に
襲
わ
れ
口
に
入
れ
ら
れ
な
い
。
ポ
ン
テ
は
、
支
配
者
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と

を
拒
否
し
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
、
キ
ュ
ー
バ
な
る
も
の
の
「
始
ま
り
」
を
見
る
。
こ
の
始
ま
り
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
味
わ
う
快
楽
が
罪
に
似
た
快
楽
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
支
配
者
が
キ
ュ
ー
バ
の
文
化
を
食
べ
尽

し
、
殲
滅
す
る
快
楽
の
こ
と
で
も
あ
る
。
主
は
従
属
す
る
も
の
す
べ
て
を
我
が
物
に
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
快
楽
を
恐

怖
ゆ
え
に
拒
絶
す
る
と
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
食
べ
尽
せ
な
い
予
感
が
あ
る
か
ら
だ
。
殲
滅
で
き
な
い
、
我
が
物
に
で
き
な

い
異
物
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
「
ひ
ど
く
超
越
し
た
味
」
の
こ
と
で
、
征
服
者
の
論
理
を
越
え
た
な
に
か
で

あ
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
ど
こ
に
行
こ
う
が
、
周
囲
を
何
マ
イ
ル
行
っ
た
と
こ
ろ
で
」
存
在
し
な
い
物
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は
な
い
そ
の
「
深
遠
さ
」
が
、
ポ
ン
テ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
「
キ
ュ
ー
バ
」
で
あ
る
。
こ
の
試
論
は
ま
ず
は
そ

ス
は
王
の
王
な
の
だ 

。﹈
2
﹇

　　

カ
ル
ロ
ス
五
世
は
ス
ペ
イ
ン
中
か
ら
食
材
を
運
ば
せ
る
ほ
ど
の
美
食
家
だ
っ
た
が
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
「
ひ
ど
く
超

越
的
な
味
」
を
味
わ
う
快
楽
は
罪
を
犯
す
こ
と
に
似
て
い
る
と
考
え
た
。
良
心
の
人
カ
ル
ロ
ス
は
そ
れ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ポ
ン
テ
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　　

カ
ル
ロ
ス
五
世
は
、
自
分
が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
一
度
で
も
食
べ
る
の
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、﹇
食
べ
て
し
ま
え
ば
﹈
二
度
と
手
に
入
れ
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
船
の
到
着
を
気
に
か
け
な
が
ら
余

生
を
送
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。（
中
略
）
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
フ
ア
ナ
の
狂
気
の
愛
が
自

分
に
感
染
す
る
の
を
恐
れ
て
い
る
。

　

皇
帝
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
あ
い
だ
に
は
未
知
の
大
海
が
広
が
る
だ
ろ
う
。

　

皇
帝
は
、
偉
大
な
君
主
だ
け
が
感
じ
る
悲
し
み
に
襲
わ
れ
る
。
隅
々
ま
で
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
広
さ

の
領
土
を
支
配
す
る
君
主
の
悲
し
み
で
あ
る
。
最
後
ま
で
皇
帝
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
口
を
つ
け
ず
、
ど
の
貴
族
が
食
べ

た
の
か
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ル
ロ
ス
五
世
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
食
べ
て
し
ま
え
ば
、
狂
気
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
欲
す
る
と
い
う
自
制
心
の
喪
失
を
恐
れ
て
食
べ
る
の
を
寸
前
で
拒
否
す
る
。
こ
れ
が
第
一
話
で
差
し
出
さ
れ
る

﹇
2
﹈『
深
遠
な
る
食
物
』
か
ら
の
引
用
は
拙
訳
に
よ
る
。Ponte, A

ntonio José, Las com
idas profundas, Beatriz Viterbo Editores, 

Rosario, 2010,, pp.9-16.
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を
味
わ
う
こ
と
は
罪
深
い
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
罪
に
似
た
快
楽
で
あ
る
」
―
―
に
着
目
し
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
芸

術
の
メ
タ
フ
ァ
ー
だ
と
解
釈
す
る
。
殻
の
固
さ
は
怪
我
を
さ
せ
か
ね
な
い
ほ
ど
危
険
だ
が
、
こ
れ
は
芸
術
を
味
わ
う
こ

と
の
危
険
を
意
味
し
て
い
る
。
芸
術
を
味
わ
う
の
は
罪
深
い
行
為
だ
が
、
そ
の
中
身
を
理
解
で
き
な
い
恐
れ
を
抱
い
た

が
ゆ
え
に
、
権
力
者
は
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
で
は
、
フ
リ
ア
ン
・
デ
ル
・
カ
サ

ル
、
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
、
レ
サ
マ
＝
リ
マ
な
ど
に
よ
っ
て
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
、
政
治
権

力
と
対
立
を
強
調
す
る
と
き
に
持
ち
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
バ
シ
ー
レ
は
想
起
す
る
。
そ
の
意
味
を
理
解
す
れ
ば
、
た

ち
ど
こ
ろ
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
＝
芸
術
、
カ
ル
ロ
ス
五
世
＝
政
治
権
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
強
欲
な
政
治
権
力
は
い
か
な
る

も
の
に
も
支
配
の
手
を
伸
ば
し
、
一
方
、「
深
遠
な
」
芸
術
は
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
カ
ル
ロ
ス
五
世
が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
権
力
が
芸
術
を
拒
絶
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
権
力
と
は
キ
ュ
ー
バ
革
命
政
権
の
こ
と
で
あ

り
、
芸
術
と
は
革
命
政
権
に
よ
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
芸
術
家
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
書
き
手
の
ポ
ン
テ
も
ま
た

拒
ま
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
（
芸
術
）
の
側
に
い
る
。
つ
ま
り
バ
シ
ー
レ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
キ
ュ
ー

バ
に
い
な
が
ら
表
現
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
ポ
ン
テ
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
自
分
を
受
け
入
れ
れ
ば

権
力
者
は
狂
気
に
陥
る
。
自
分
は
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
自
分
は
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。

　

ポ
ン
テ
と
革
命
政
権
と
の
緊
張
関
係
と
し
て
読
む
こ
の
解
釈
は
、
確
か
に
説
得
力
が
あ
る
。
前
章
で
は
六
十
年
代
の

エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
が
直
面
し
た
苦
悩
と
権
力
の
網
を
か
い
く
ぐ
る
仕
掛
け
を
見
た
が
、
九
十
年
代
の
作
家
た

の
よ
う
に
読
め
る
。
ポ
ン
テ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
差
異
を
決
定
的
に
す
る
物
と
し
て
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
そ
れ
を
用

い
て
キ
ュ
ー
バ
の
固
有
性
を
謳
っ
て
い
る
。
第
六
話
で
は
キ
ュ
ー
バ
島
の
東
部
に
伝
来
す
る
飲
み
物
ア
リ
ニ
ャ
ー
ド

(aliñado)

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、
本
全
体
で
「
キ
ュ
ー
バ
性
」
な
る
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
質
な
も
の
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

革
命
と
芸
術

　

以
上
の
よ
う
な
読
み
は
、
作
家
ポ
ン
テ
が
キ
ュ
ー
バ
で
と
ど
め
お
か
れ
て
い
た
状
況
を
考
慮
せ
ず
に
成
立
す
る
。
し

か
し
こ
の
第
一
話
は
、
さ
ら
な
る
解
読
に
誘
い
込
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
ポ
ン
テ
が
こ
の
本
の
随
所
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
食

糧
不
足
と
い
う
当
時
の
文
脈
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
第
一
話
に
は
、「
果
物
、
焼
い
た
肉
、
コ
ッ
プ
、
瓶
、

ど
れ
も
僕
が
持
っ
て
い
な
い
も
の
だ
」、
あ
る
い
は
「
僕
は
こ
の
日
の
唯
一
の
小
さ
な
パ
ン
を
食
べ
た
瞬
間
に
、
も
う

パ
ン
が
な
く
な
る
の
だ
と
考
え
た
」
と
あ
る
。
自
分
は
い
ま
欠
け
て
い
る
状
態
に
あ
る
、
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
状
態

に
あ
る
と
い
う
飢
餓
感
が
横
溢
し
て
い
る
の
だ
。

　

ポ
ン
テ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
テ
レ
サ
・
バ
シ
ー
レ
は
、
ポ
ン
テ
作
品
は
九
十
年
代
初
頭
の
キ
ュ
ー
バ
と
無
関
係

に
は
読
め
な
い
と
し
て
（
九
十
年
代
初
頭
は
「
平
和
時
の
特
別
期
間
」
と
呼
ば
れ
、
物
資
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
）、
こ

こ
に
描
か
れ
る
カ
ル
ロ
ス
五
世
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
関
係
を
、
政
治
権
力
と
芸
術
（
と
く
に
文
学
）
の
関
係
に
置
き
換

え
る
。
バ
シ
ー
レ
の
解
読
を
要
約
し
よ
う 

。﹈
3
﹇

　

バ
シ
ー
レ
は
ポ
ン
テ
が
記
す
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
味
覚
―
―
「
ひ
ど
く
超
越
し
た
（
味
が
す
る
）」、「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

﹇
3
﹈B

asile Teresa, “Interiores de una isla en fuga. El “ensayo” en A
ntonio José Ponte, B

asile, Teresa(com
piladora), La 

vigilia cubana:Sobre Antonio José Ponte , B
eatriz V

iterbo Editora, R
osario, 2009, pp,163-248.
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セ
・
マ
ル
テ
ィ
が
位
置
す
る

│
に
対
し
、
ポ
ン
テ
の
示
す
キ
ュ
ー
バ
の
「
原
点
」
は
、
真
実
と
虚
構
の
あ
い
だ
を
行

っ
た
り
来
た
り
、
揺
れ
動
い
て
い
る
。
信
じ
る
か
否
か
は
読
者
の
判
断
次
第
、
と
言
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
ま
る
で

正
典
を
真
似
て
揺
る
ぎ
な
い
真
実
を
書
い
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
と
き
も
あ
る
し
、
正
典
を
愚
弄
す
る
よ
う
に
書
い

た
「
偽
書
と
し
て
の
正
典
」
と
し
て
読
め
る
と
き
も
あ
る
。
仮
に
検
閲
者
が
読
む
と
し
て
も
、
文
字
面
だ
け
か
ら
問
題

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
に
誘
う
、
ま
さ
し
く
「
深
遠
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
文
章

は
、
ポ
ン
テ
が
置
か
れ
て
い
た
抑
圧
的
な
状
況
か
ら
し
か
生
み
出
さ
れ
え
ま
い
。

　

ポ
ン
テ
の
試
み
は
、
革
命
政
権
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
正
典
を
、
そ
の
内
側
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
内
側
の
論
理
を

使
っ
て
瓦
解
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
旧
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
作
家
た
ち
の

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る 

。﹈
4
﹇

革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
抑
圧
を
受
け
て
い
る
ポ
ン
テ
に
よ
る

正
典
の
読
み
替
え
は
、
被
植
民
地
の
知
識
人
な
ら
で
は
の
仕
事
で
あ
る
。

　
短
篇
集
『C

orazón de Skitalietz

』

  

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
と
し
て
は
、『
放
浪
者
の
こ
こ
ろ(C

orazón de Skitalietz

）』
と
い
う
表
題
作
を
含
む
短
篇
集
が
、

ち
も
依
然
変
わ
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
作
家
が
施
し
た
仕
掛
け
だ
と
読
み
取
る
こ
と
は
筋
が
通

っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
神
話

　

こ
の
文
章
が
解
読
を
誘
う
の
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
め
ぐ
る
先
の
話
が
歴
史
的
真
実
、
学
術
的
に
論
証
さ
れ
て
い

る
の
か
を
ポ
ン
テ
が
明
確
に
し
な
い
点
に
も
あ
る
。
学
術
的
な
論
文
で
は
な
く
、「
試
論
」
で
あ
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ
の

「
始
ま
り
」
が
真
偽
の
定
か
で
な
い
、
ぼ
か
さ
れ
た
形
で
提
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
読
者
は
そ
の
不
確
か
さ
の
な
か
に
宙

づ
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
カ
ル
ロ
ス
五
世
の
人
と
な
り
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
描
写
に
力
点
が
注
が
れ
、
そ
れ
は
真

実
味
を
帯
び
て
い
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
は
な
く
、
タ
イ
ト
ル
の
「
深
遠
な
」
と
い
う
形
容
詞
に
立
ち
戻
る

し
か
な
い
。「
深
遠
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

一
九
六
四
年
生
ま
れ
の
ポ
ン
テ
は
「
キ
ュ
ー
バ
革
命
」
以
降
の
作
家
で
、
革
命
後
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
教
育
文
化
政

策
の
な
か
で
育
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
を
取
り
囲
ん
で
い
た
の
は
、
七
章
で
確
か
め
る
よ
う
な
「
革
命
的
な
真

実
」
に
満
ち
た
文
学
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
価
値
を
置
く
教
条
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

構
築
物
と
し
て
の
「
神
話
」
が
、
四
章
で
ロ
ハ
ス
が
問
題
に
し
た
よ
う
な
、
記
憶
の
一
元
的
な
支
配
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
戸
惑
い
を
起
こ
さ
せ
る
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
話
」
は
、
そ
う
い
う
不
動
の
「
正
典
」
を
挫

く
「
も
う
一
つ
の
神
話
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
革
命
が
決
定
す
る
「
キ
ュ
ー
バ
神
話
」

│
そ
の
原
点
に
は
ホ

﹇
4
﹈
こ
こ
で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
テ
ン
ペ
ス
ト(The Tem

pest)

』
に
対
す
る
、
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
の
『
も
う
一
つ
の
テ
ン

ペ
ス
ト(U

ne Tem
pête)

』
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
、W

・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ロ
ブ
・
ニ
ク
ソ
ン
、
ア
ー

ニ
ャ
・
ル
ン
バ
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
、2007

年
。
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男
た
ち
と
ど
こ
か
へ
消
え
て
い
く
。

　

戻
る
べ
き
中
心
を
失
っ
て
し
ま
い
、
放
浪
者
と
な
っ
た
キ
ュ
ー
バ
人
の
寄
る
辺
な
さ
が
こ
の
物
語
か
ら
は
受
け
取
れ

る
。
固
有
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
彼
」
で
あ
り
「
彼
女
」
で
し
か
な
い
個
性
を
欠
い
た
登
場
人
物
た
ち
は
、

ソ
連
消
滅
を
生
き
て
い
る
ど
の
キ
ュ
ー
バ
人
の
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ト
書
き
を
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
修
飾

語
も
な
く
、
人
物
の
行
動
を
た
だ
描
写
し
た
だ
け
の
こ
の
物
語
は
、
自
動
人
形
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
キ
ュ
ー
バ
人
の

日
記
の
よ
う
だ
。
こ
れ
が
ソ
連
と
い
う
後
ろ
盾
を
失
っ
た
悲
し
み
な
の
だ
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
人
の
現
実

的
な
感
覚
な
の
だ
と
い
う
読
み
は
ま
ず
成
り
立
つ
。

　

し
か
し
こ
の
物
語
で
ポ
ン
テ
は
核
心
に
あ
え
て
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
核
心
と
は
、
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
ソ
連
に
留

学
し
、
帰
国
し
て
キ
ュ
ー
バ
に
貢
献
す
る
制
度
を
整
え
て
い
る
根
源
に
あ
る
「
革
命
」
へ
の
言
及
で
あ
る
。
ソ
連
の
消

滅
と
は
革
命
の
終
焉
に
直
結
し
か
ね
な
い
。
少
な
く
と
も
キ
ュ
ー
バ
の
ソ
連
へ
の
依
存
度
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に

想
像
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
だ
。
歴
史
的
に
も
社
会
的
に
も
衝
撃
的
な
出
来
事
が
起
き
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
人

は
、
革
命
と
い
う
も
の
の
成
り
行
き
に
向
き
合
う
ほ
か
な
い
劇
的
な
瞬
間
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
だ
。
革
命
は

キ
ュ
ー
バ
人
に
対
し
て
意
味
の
あ
る
生
を
与
え
て
い
た
。
日
々
は
新
し
い
価
値
観
に
満
ち
溢
れ
、
そ
の
価
値
観
に
意
味

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
日
々
は
生
き
ら
れ
た
。
ソ
連
消
滅
は
そ
れ
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
何
か
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
し
た
け
れ
ど
、
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
中
途
半
端
な
気
が
し
た
」
と
「
彼
」
＝
キ
ュ
ー
バ
人
は
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
か
ら
キ
ュ
ー
バ
人
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。
タ
イ
ト
ル
の
「V

iniendo

（
来
る
途
中
）」

と
はvenir

（
来
る
）
の
現
在
分
詞
形
で
、
ソ
連
に
留
学
し
た
キ
ュ
ー
バ
人
が
帰
っ
て
「
来
る
途
中
」
と
取
れ
る
。
し

や
は
り
二
〇
一
〇
年
に
出
て
い
る
（
初
出
は
一
九
九
八
年
）。Skitalietz

と
い
う
単
語
は
ロ
シ
ア
語
で
放
浪
者
の
意
味

ら
し
い
の
が
表
題
作
を
読
む
と
分
か
り
、
ソ
連
へ
の
留
学
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
時
代
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
。

　

短
篇
「
来
る
途
中(V

iniendo

）」
は
、
ソ
連
に
留
学
し
て
い
る
恋
人
同
士
を
主
人
公
と
す
る
物
語
で
あ
る
。
し
か
し

物
語
は
、
そ
の
留
学
が
す
で
に
キ
ュ
ー
バ
人
エ
リ
ー
ト
の
二
人
に
実
り
あ
る
未
来
を
も
た
ら
さ
な
い
時
点
を
出
発
点
、

す
な
わ
ち
ソ
連
の
終
わ
り
か
ら
始
ま
る
。

　

大
学
を
当
て
ど
な
く
歩
き
回
る
と
ひ
と
気
は
な
く
、
寮
か
ら
は
次
々
に
住
人
が
で
て
い
き
、
主
人
公
の
ル
ー
ム
メ
イ

ト
も
キ
ュ
ー
バ
に
戻
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
方
法
は
帰
還
の
旅
が
可
能
な
限
り
長
く
、
そ
し
て
可
能
で
あ
れ
ば
「
遭

難
」
し
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
船
旅
で
あ
る
。
社
会
主
義
圏
出
身
の
多
く
の
留
学
生
た
ち
を
つ
な
ぎ
と
め
て

い
た
ロ
シ
ア
語
は
急
に
使
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
語
を
使
う
よ
う
に
な
る
。
空
っ
ぽ
の
ベ
ッ
ド
に
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
広
げ
て
荷
支
度
を
始
め
る
彼
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
戻
れ
ば
仕
事
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
わ
か
っ
て
い
る
。「
留

学
し
て
い
た
五
年
間
の
よ
う
に
庇
護
を
感
じ
る
こ
と
が
今
後
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
す
る
。
キ
ュ
ー
バ
に
戻
る
こ
と

は
彼
に
と
っ
て
、
祖
国
に
戻
る
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
流
刑
」
で
し
か
な
い
。

　

い
ざ
故
郷
に
戻
っ
て
も
「
迷
子
の
感
覚
」
に
襲
わ
れ
る
。
留
学
前
、
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、
若
さ

ゆ
え
に
大
胆
さ
も
兼
ね
備
え
て
い
た
表
情
の
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
自
分
が
別
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
は

じ
め
て
ロ
シ
ア
語
を
教
わ
っ
た
先
生
は
、「
こ
れ
で
や
め
る
理
由
が
で
き
た
か
ら
」
と
ロ
シ
ア
語
教
室
を
畳
む
。
主
人

公
の
女
の
方
は
男
と
別
れ
た
あ
と
、
ソ
連
で
中
国
人
の
女
と
暮
ら
し
、
イ
ン
ド
映
画
を
見
て
は
甘
い
も
の
を
食
べ
、
体

重
も
増
え
て
性
格
も
変
わ
る
。
そ
し
て
「
戻
ら
な
く
て
い
い
よ
う
に
外
国
人
に
な
り
す
ま
そ
う
と
し
て
」
ア
ラ
ブ
系
の
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暮
ら
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
小
説
の
核
戦
争
直
後
の
よ
う
な
こ
の
静
け
さ
の
背
後
に
あ
る
劇
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
否
か
。
そ
れ
は
こ
こ
で
も
読
者
に
か
か
っ
て
い
る
。
ポ
ン
テ
は
何
も
書
い
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
こ
の
物
語
は
未
来

の
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て
キ
ュ
ー
バ
人
に
思
考
さ
せ
る
た
め
の
試
論
で
あ
る
。

多
義
性
の
背
景

　

キ
ュ
ー
バ
で
書
か
れ
た
も
の
の
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
出
版
さ
れ
ず
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
『
深
遠
な
る
食

物
』
と
『
放
浪
者
の
こ
こ
ろ
』
は
と
も
に
、
一
義
的
な
読
み
で
完
了
は
せ
ず
、
多
義
的
な
解
釈
を
誘
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ポ
ン
テ
が
置
か
れ
て
い
た
事
態
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
背
景
に
は
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
執
筆
の
困
難
が
あ
る
も

の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
解
釈
に
幅
を
持
た
せ
る
筆
致
は
、
書
き
た
い
こ
と
が
書
け
な
い
ポ
ン
テ
の
飢
餓
状
況
が
生

み
出
し
た
生
き
延
び
る
た
め
の
方
法
で
も
あ
り
、
ど
ん
な
状
況
下
で
あ
れ
書
く
こ
と
を
諦
め
な
い
姿
勢
か
ら
考
案
さ
れ

た
も
の
で
も
あ
る
。
ポ
ン
テ
の
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
デ
ス
ノ
エ
ス
の
時
代
か
ら
二
十
年
以
上
が
す
ぎ
て
も
革
命
体
制
下

で
の
表
現
に
お
け
る
困
難
を
示
す
事
例
と
な
っ
て
い
る 

。﹈
5
﹇

　

で
は
ポ
ン
テ
に
と
っ
て
抑
圧
と
し
て
働
い
て
い
た
革
命
文
学
の
「
正
典
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

を
次
章
で
見
て
み
た
い
。

か
し
、
と
同
時
に
、
ポ
ス
ト
・
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
時
代
が
「
来
る
途
中
」
と
も
と
れ
る
。
キ
ュ
ー
バ
は
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
い
ま
は
そ
の
途
中
に
あ
る
。
現
在
分
詞
形
は
そ
う
い
う
不
安
定
な
状
態
を
言
い
表
し
て
い
る
。

　

で
は
ポ
ス
ト
・
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
時
代
と
は
ど
う
い
う
時
代
な
の
か
。
ポ
ン
テ
は
こ
の
短
篇
に
そ
れ
を
描
き
こ
ん
で

い
る
。
恋
人
の
女
の
方
が
ソ
連
時
代
の
最
後
の
こ
ろ
、
寝
言
で
呟
い
て
い
た
「A

ñik kajara añik kajalm
ará

」
と
い
う

呪
文
の
よ
う
な
言
葉
が
そ
れ
だ
。
男
の
方
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
尋
ね
て
回
る
が
誰
に
も
わ
か
ら
ず
、
彼
の
頭
を
つ
い

て
離
れ
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
も
ロ
シ
ア
語
で
も
な
い
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
よ
う
な
こ
の
言
葉
は
、
彼
ら
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
無
意
味
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
目
指
し
た
も
の
は
中
絶
し
、
人
び

と
の
紐
帯
は
切
れ
、
何
の
た
め
に
キ
ュ
ー
バ
に
戻
っ
て
き
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
意
味
の
あ
る
生
は
す

べ
て
無
意
味
に
な
っ
た
の
だ
。
ポ
ン
テ
は
そ
の
無
意
味
な
生
を
こ
の
言
葉
を
響
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
し
て

い
る
。

　

ポ
ン
テ
は
し
か
し
、
無
意
味
を
も
た
ら
し
た
原
因
に
あ
る
劇
性
は
排
除
す
る
。
そ
の
劇
性
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、

キ
ュ
ー
バ
も
存
在
し
な
く
な
る
よ
う
な
事
態
、
キ
ュ
ー
バ
人
が
根
無
し
草
と
し
て
世
界
を
放
浪
し
な
が
ら
生
き
て
い
く

事
態
ま
で
が
想
像
可
能
だ
。
食
糧
不
足
に
よ
る
餓
死
、
マ
イ
ア
ミ
を
目
指
し
て
次
々
海
に
繰
り
出
す
難
民
ボ
ー
ト
、
米

国
利
益
代
表
部
に
ビ
ザ
を
求
め
て
並
ぶ
行
列
、
そ
れ
で
も
革
命
を
守
ろ
う
と
す
る
人
び
と
に
よ
る
デ
モ
行
進
。
ひ
と
た

び
そ
う
し
た
現
実
を
掘
り
下
げ
て
い
け
ば
、
革
命
に
傷
が
つ
き
、
血
が
流
れ
出
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
の
血
は
い
っ
た

ん
流
れ
出
し
た
ら
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
ポ
ン
テ
は
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
表
層
を
な
ぞ
る
だ
け

を
行
な
う
。
世
界
の
終
わ
り
な
の
に
、
こ
れ
ま
で
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
キ
ュ
ー
バ
人
は
淡
々
と

﹇
５
﹈ 

ポ
ン
テ
は
亡
命
後
、
キ
ュ
ー
バ
の
芸
術
家
に
対
す
る
政
権
側
の
抑
圧
状
況
を
映
画
作
家
や
造
型
芸
術
家
の
事
例
を
用
い
て
詳

し
く
調
査
し
て
本
に
ま
と
め
て
い
る(Ponte, A

ntonio José, Villa M
arista en plata, Editorial C

olibrí, 2010)

。
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第
七
章

一
九
七
〇
年
代
の
革
命
文
学

̶
̶

「
革
命
推
理
小
説
」
と
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」̶

̶

　

革
命
政
権
は
革
命
成
就
後
、
識
字
運
動
（
一
九
六
一
〜
六
二
）
を
通
じ
て
国
民
に
文
字
を
与
え
る
と
と
も
に
、
各

種
文
化
機
関
・
芸
術
家
養
成
機
関
（
国
立
文
化
評
議
会
﹇
文
化
政
策
担
当 

一
九
五
九
〜
一
九
七
六
﹈、
カ
サ
・
デ
・
ラ

ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
﹇
文
学
・
文
化
機
関 

一
九
五
九
〜
﹈、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｃ
﹇
キ
ュ
ー
バ
映
画
芸
術
産
業
庁　

一
九
五
九

〜
﹈、
Ｅ
Ｎ
Ａ
﹇
国
立
芸
術
学
校 

一
九
六
二
〜
﹈）
を
次
々
に
設
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
設
立
は
革
命
が
芸
術
文

化
の
育
成
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
、
芸
術
は
国
民
に
等
し
く
与
え
ら
れ
た
。
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ジ
ャ
ン
ル
が
国
内
の
い
く
つ
か
の
文
学
賞
の
受
賞
な
ど
を
通
じ
て
革
命
文
学
の
「
正
典
」
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
す

る
。
一
つ
目
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
文
芸
評
論
家
の
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ポ
ル
ト
ゥ
オ
ン
ド
﹈
5
﹇

 (José A
ntonio Portuondo, 

1911-1996)

に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
「
革
命
推
理
小
説(La novela policial revolucionaria)

」
で
、
も
う
一
つ
が
「
テ

ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
（
証
言
文
学
）」
で
あ
る
。

　

芸
術
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
が
芸
術
に
お
け
る
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
論
じ
た
よ
う
に
、
公

式
芸
術
を
め
ぐ
り
議
論
が
行
わ
れ
た
﹈
1
﹇

 

。
公
式
芸
術
こ
そ
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
芸
術
を
め
ぐ
る
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス

ト
ロ
の
一
九
六
一
年
の
有
名
な
宣
言
が
そ
の
後
の
文
化
政
策
の
物
差
し
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
宣
言
と
は
、「﹇
芸
術

は
﹈
革
命
の
枠
内
に
入
っ
て
い
れ
ば
よ
く
、
反
革
命
的
な
も
の
は
何
も
認
め
ら
れ
な
い(D

entro de la R
evolución, 

todo, contra la R
evolución, nada.)

」﹈
2
﹇ 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
は
抽
象
的
だ
が
、
芸
術
を
「
正
典
」
と
「
そ

れ
以
外
」
に
分
割
す
る
意
味
を
持
ち
、
以
降
、
こ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
革
命
芸
術
の
「
正
典
」
が
創
造
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
芸
術
は
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
一
体
化
し
、
キ
ュ
ー
バ
人
に
呼
び
か
け
、
呼
び
か
け
ら
れ
た
キ
ュ
ー
バ
人

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
属
す
る
主
体
「
新
し
い
人
間
」
と
し
て
目
覚
め
る
の
で
あ
る
﹈
3
﹇

 

。

　

こ
の
と
き
、「
革
命
文
学
」
は
「
ス
ペ
イ
ン
語
」
で
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
識
字
運
動
が
「
ス
ペ
イ
ン

語
」
の
識
字
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
文
字
・
言
語
が
ス
ペ
イ
ン
語
以
外
に
な
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
一
九
四
〇
年
憲
法
を
下
敷
き
に
し
て
一
九
五
九
年
二
月
七
日
に
制
定
さ
れ
た
「
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
基
本
法
」
の
第

六
条
に
は
「
共
和
国
の
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。(El idiom

a oficial de la R
epública es el español.)

」
と
書

か
れ
て
い
る
。
映
画
『
ル
シ
ア
』（
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ソ
ラ
ス
監
督
）
で
、
識
字
教
育
者
が
ル
シ
ア
に
対
し
、「
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
っ
て
何
？
」
と
聞
く
と
、
ル
シ
ア
が
覚
え
た
て
の
知
識
で
「
ス
ペ
イ
ン
語
の
文
字
の
ま
と
ま
り
で
す
」
と
披
露

す
る
場
面
は
印
象
深
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
一
九
七
〇
年
代
、「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
を
挟
み
、
よ
り
表
現
内
容
の
自
由
度
が
狭
ま
っ
て
い

く
な
か
で
創
造
さ
れ
た
「
正
典
」
と
は
何
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
﹈
4
﹇

 

。
一
九
七
〇
年
代
は
主
に
二
つ
の
文
学

﹇
1
﹈
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ゲ
バ
ラ
「
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
社
会
主
義
と
人
間
」『
ゲ
バ
ラ
選
集 

４
』、
青
木
書
店
、
一
九
六
九
年
、

pp.173-189. 

ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
『
キ
ュ
ー
バ
の
声
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
一
年
）
の
中
で
も
、
革
命
が
芸
術
表
現
の
自
由

を
制
限
す
る
可
能
性
は
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（pp.233-234

）。「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、望
月
哲
男
「
社

会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
論
の
現
在
」（『
岩
波
講
座　

文
学
10
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、pp.93-111.

）
を
参
照
。

﹇
2
﹈
第
三
章
の
脚
注
11
を
参
照
の
こ
と
。

﹇
3
﹈
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
再
生
産
に
つ
い
て
ー
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
装
置
』
平
凡
社
、
二
〇
一
〇

年
を
参
照
。

﹇
4
﹈
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
で
は
、
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
を
受
け
た
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
５
年
間
は
「
灰
色
の
五
年
間
」
と
言
わ
れ

る
。W

ilkinson, Stephen, D
etective Fiction in C

uban Society and C
ulture, Peter Lang, 2006, p.66.

な
ど
。

﹇
5
﹈
ハ
バ
ナ
大
学
で
博
士
号
。
そ
の
後
コ
レ
ヒ
オ
・
デ
・
メ
ヒ
コ
で
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
レ
イ
エ
ス
の
も
と
で
研
究
。
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の
運
転
手
だ
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
を
自
分
の
助
手
と
し
て
雇
い
入
れ
、
調
査
を
開
始
す
る
と
、
そ
の
娼
婦
に
は
国
会
議
員

以
外
に
も
多
く
の
男
が
関
係
し
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
マ
フ
ィ
ア
も
目
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
レ
ス
は
娼
婦
殺

し
で
は
誤
認
逮
捕
さ
れ
る
も
、
ア
リ
バ
イ
が
証
明
さ
れ
た
の
で
釈
放
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
調
査
を
続
け
る
ア
レ
ス
は
、

今
度
は
脅
迫
を
受
け
、
ア
レ
ス
の
調
査
継
続
を
嫌
が
る
人
物
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
実
行
犯
と
み

ら
れ
る
男
が
死
体
で
発
見
さ
れ
る
と
、
ア
レ
ス
が
そ
の
犯
人
と
し
て
警
察
に
追
わ
れ
、
謎
は
解
け
ぬ
ま
ま
逮
捕
さ
れ
て

し
ま
う
。
冤
罪
の
主
張
も
虚
し
く
、
ア
レ
ス
は
懲
役
二
十
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
、
刑
務
所
に
送
ら
れ
る
。
彼
は
救
い

出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
小
説
に
は
、
ア
レ
ス
が
十
年
間
収
監
さ
れ
た
の
ち
に
出
獄
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。「
革
命
推
理
小
説
」

と
言
わ
れ
る
こ
の
小
説
の
肝
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

弁
護
士
の
訴
え
が
聞
き
届
け
ら
れ
仮
釈
放
さ
れ
た
ア
レ
ス
は
、
自
分
に
濡
れ
衣
を
着
せ
た
男
に
接
触
す
る
。
そ
の

男
は
娼
婦
殺
し
以
外
に
も
、
ア
レ
ス
を
脅
迫
し
て
い
た
者
も
殺
害
し
て
い
る
。
し
か
も
一
九
五
一
年
か
ら
十
年
後
の

一
九
六
一
年
、
こ
の
殺
人
者
は
ギ
ャ
ン
グ
団
を
率
い
、
反
革
命
運
動
も
煽
動
し
て
い
る
。
ア
レ
ス
は
彼
に
接
近
す
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
犯
罪
集
団
に
潜
入
し
、
彼
ら
が
進
め
て
い
る
銀
行
強
盗
計
画
も
知
り
、
当
局
に
密
告
す
る
。
ア
レ
ス

の
潜
入
と
密
告
に
よ
っ
て
反
革
命
運
動
お
よ
び
銀
行
強
盗
は
阻
ま
れ
、
こ
の
任
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
レ
ス

革
命
推
理
小
説

　
「
革
命
推
理
小
説
」
の
先
駆
的
作
品
と
な
っ
た
の
は
、
イ
グ
ナ
シ
オ
・
カ
ル
デ
ナ
ス
・
ア
ク
ー
ニ
ャ(Ignacio 

C
árdenas A

cuña 1924-)

の
『
日
曜
日
の
謎(Enigm

a para un dom
ingo)

』（
以
降
、『
日
曜
日
』）
で
、
こ
の
小
説
は

一
九
六
八
年
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
文
学
賞
の
選
外
佳
作
に
な
り
、
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
文
学
賞
の
選
外
佳

作
と
い
え
ば
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
三
年
前
の
一
九
六
五
年
、
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
の
『
夜
明
け
前
の
セ
レ
ス
テ
ィ

ー
ノ
』
が
同
じ
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ア
レ
ナ
ス
が
こ
の
作
品
以
降
、
国
内
で
の
出
版
の
道
を
絶
た
れ
る
一
方
で
、
カ

ル
デ
ナ
ス
に
よ
る
作
品
以
降
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
出
版
物
は
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
中
で
、「
質
的
に
も
量
的
に
も
ト
ッ
プ

に
の
ぼ
り
つ
め
る
」﹈

6
﹇ 

こ
と
に
な
る
。
こ
の
作
品
は
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
革
命
文
学
の
道
筋
を
つ
け
た
見
落

と
せ
な
い
作
品
で
あ
る
。

　

と
は
言
え
こ
の
作
品
は
物
語
の
ほ
と
ん
ど
が
一
九
五
一
年
の
ハ
バ
ナ
に
展
開
す
る
。
革
命
前
を
描
い
た
こ
の
小
説
が

な
ぜ
「
革
命
推
理
小
説
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

 『
日
曜
日
』
が
一
九
五
一
年
に
展
開
す
る
小
説
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
私
立
探
偵
の
主
人
公
フ
グ
ラ
ー
ル
・
ア
レ
ス
が

そ
の
罪
を
な
す
り
つ
け
ら
れ
る
殺
人
が
起
き
た
の
が
そ
の
年
だ
か
ら
で
あ
る
。
高
級
娼
婦
か
ら
恐
喝
さ
れ
て
い
る
と
大

物
の
国
会
議
員
か
ら
相
談
を
受
け
た
ア
レ
ス
は
、
娼
婦
の
も
と
を
訪
れ
る
が
、
彼
女
は
す
で
に
殺
さ
れ
て
い
た
。
慌
て

て
逃
げ
出
し
た
ア
レ
ス
は
そ
の
後
、
報
道
で
自
分
が
殺
人
犯
と
し
て
捜
査
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
知
る
。
ア
レ
ス
は
自

ら
の
手
で
こ
の
謎
、
小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
日
曜
日
の
謎
」
を
解
き
明
か
し
、
罪
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
。
娼
婦

﹇
6
﹈M

artínez, Julio. A
. (ed.), D

ictionary of tw
entieth-century C

uban Literature, G
reenw

ood Press., 1990, p.334.
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﹇
一
九
五
一
年
﹈
当
時
、
俺
は
無
分
別
で
、
何
に
つ
け
疑
り
深
く
、
何
か
ら
何
ま
で
愚
弄
し
て
い
た
。
溢
れ
る
ば
か

り
の
精
力
が
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
法
律
の
限
界
す
れ
す
れ
の
仕
事
が
で
き
る
興
奮
に
酔
っ
て
い
た
。
政
治
的
に
も

社
会
的
に
も
危
機
的
な
時
代
に
あ
っ
た
の
で
、
私
立
探
偵
と
い
う
職
業
柄
、
俺
は
あ
の
社
会
の
一
部
分
に
潜
む
腐
敗

し
た
出
来
事
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
﹈
9
﹇

 

。

殺
さ
れ
た
高
級
娼
婦
の
顧
客
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
位
の
高
い
軍
人
の
影
も
ち
ら
つ
い
て
い

る
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を
根
城
に
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
マ
フ
ィ
ア
も
暗
躍
し
て
い
る
。
ド
ラ
ッ
グ
取
引
も
街
角
で
行
わ
れ
て

い
る
。
ア
レ
ス
が
な
ぜ
逮
捕
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
買
収
さ
れ
て
い
る
警
官
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
刑
務
所
に
送
ら
れ

た
の
も
法
の
正
義
を
無
視
す
る
裁
判
官
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
売
春
、
暴
力
、
不
正
、
腐
敗
に
溢
れ
て
い
る
こ
う
し
た

革
命
前
の
社
会
（
＝
資
本
主
義
社
会
）
を
悪
、
そ
し
て
五
九
年
以
降
の
社
会
を
善
と
し
て
提
示
し
た
の
が
こ
の
小
説
で

あ
る
。
裏
社
会
相
手
の
私
立
探
偵
は
刑
務
所
と
い
う
地
獄
で
比
喩
的
な
死
を
経
験
し
た
の
ち
、
国
家
治
安
局
諜
報
員
、

す
な
わ
ち
「
新
し
い
人
間
」
と
し
て
再
生
す
る
の
だ
。

は
真
の
釈
放
を
勝
ち
取
る
こ
と
に
な
る
。
娼
婦
殺
し
の
犯
人
は
、
最
初
に
雇
い
入
れ
た
娼
婦
の
運
転
手
マ
ル
テ
ィ
ン
だ

っ
た
。
こ
れ
が
物
語
の
結
末
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
ア
レ
ス
の
冤
罪
が
証
明
さ
れ
た
の
は
一
九
六
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
レ
ス
に
自
由
を
も
た
ら
す
の

は
、「
五
九
年
の
初
頭
か
ら
新
し
い
正
義
を
司
る
」﹈

7
﹇ 

機
関
で
あ
り
、
こ
の
年
号
か
ら
し
て
キ
ュ
ー
バ
革
命
に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
機
関
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
機
関
は
小
説
で
は
名
指
さ
れ
な
い
が
、
ア
レ
ス
の
任
務
か
ら
し
て
国
家
治
安

局
（D

epartam
ento de Seguridad del Estado

）、
実
在
す
る
キ
ュ
ー
バ
の
公
安
部
門
に
し
て
諜
報
機
関
だ
ろ
う
。
治

安
局
の
局
員
は
ア
レ
ス
に
対
し
て
、「
我
々
の
新
し
い
社
会
で
問
題
を
起
こ
さ
な
い
市
民
で
い
て
く
れ
る
か
」
と
問
い
、

ア
レ
ス
は
「
新
し
い
法
律
が
正
義
で
あ
る
な
ら
ば
」
と
答
え
る
﹈
8
﹇

 

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
国
家
治
安
局
は
そ
の
後
、

「
革
命
推
理
小
説
」
に
出
て
こ
な
い
こ
と
の
な
い
機
関
に
な
る
。

　

革
命
前
＝
悪
、
革
命
後
＝
善

　

ア
レ
ス
が
革
命
に
よ
っ
て
自
由
を
獲
得
す
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
不
正
を
糺
し
、
正
義
を
成

す
の
は
キ
ュ
ー
バ
革
命
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
の
小
説
は
持
っ
て
い
る
。
ア
レ
ス
に
と
っ
て
キ
ュ
ー
バ
革
命

の
成
就
は
、
自
分
を
刑
務
所
か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
た
大
変
革
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
不
正
義
が
今
後
は
撲
滅
さ
せ
ら

れ
る
の
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
以
前
の
社
会
が
ど
う
い
う
こ
と
か
も
指
し
示

す
。
こ
の
小
説
は
つ
ま
り
、
革
命
前
の
キ
ュ
ー
バ
が
い
か
に
不
正
義
に
満
ち
た
社
会
で
あ
っ
た
の
か
も
読
者
に
教
え
る

の
だ
。
ア
レ
ス
は
こ
う
述
懐
す
る
。

﹇
7
﹈C

árdenas, A
cuña, Ignacio, Enigm

a para un dom
ingo, A

tom
 Press, 2011, p.19.

﹇
8
﹈Ibid., p.216..

﹇
9
﹈Ibid., p.23.
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理
し
、
犯
人
を
同
定
し
て
除
去
す
る
展
開
と
な
る
。

　
『
沈
黙
』
で
は
、
反
革
命
グ
ル
ー
プ
が
キ
ュ
ー
バ
に
上
陸
し
、
テ
ロ
計
画
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
の
計
画
は
、

キ
ュ
ー
バ
の
石
油
精
製
所
に
爆
発
物
を
仕
掛
け
、
経
済
活
動
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

計
画
を
遂
行
す
る
の
は
反
革
命
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
な
い
。
米
国
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
の
共
同
作
戦
、
む
し
ろ
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
主
導
す

る
作
戦
で
あ
る
。

『
も
し
俺
が
』
で
は
、『
沈
黙
』
の
よ
う
な
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
主
導
し
て
革
命
転
覆
作
戦
を
遂
行
す
る
時
代
は
終
り
、
新
し
い

時
代
に
入
っ
て
い
る
。
米
国
内
の
反
革
命
グ
ル
ー
プ
は
枝
分
か
れ
し
、
い
く
つ
か
の
頭
領
が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
を
率

い
、
米
国
主
要
都
市
に
拠
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
も
も
は
や
反
革
命
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
て
い
ら
れ
な
い
。
そ

の
隙
を
縫
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
拠
点
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
キ
ュ
ー
バ
の
小
村
を
不
意
打
ち
す
る
。
こ
の
小
説
で

も
、
国
家
治
安
局
が
敵
の
作
戦
を
推
理
し
、
犯
人
を
同
定
す
る
作
戦
を
遂
行
す
る
展
開
と
な
る
。

　

推
理
小
説
の
筋
立
て
と
い
う
も
の
は
、
秩
序
が
な
ん
ら
か
の
方
法
で
揺
る
が
せ
ら
れ
、
そ
の
原
因
を
突
き
止
め
て
秩

序
が
安
定
を
取
り
戻
す
ま
で
が
描
か
れ
る
が
、「
革
命
推
理
小
説
」
で
秩
序
を
揺
る
が
す
の
は
反
革
命
グ
ル
ー
プ
や
Ｃ

Ｉ
Ａ
（
＝
悪
）
で
、
秩
序
を
取
り
戻
す
の
は
国
家
治
安
局
（
＝
善
）
で
あ
る
。

　

反
革
命
的
な
生
と
革
命
的
な
生
ー
ー
血
縁
か
同
志
か

　

で
は
次
に
、
悪
の
側
に
属
す
る
人
と
善
の
側
に
属
す
る
人
を
詳
細
に
見
て
み
よ
う

 『
沈
黙
』
の
テ
ロ
実
行
犯
は
、
親
子
代
々
の
犯
罪
者
で
あ
る
。
こ
の
テ
ロ
犯
の
父
親
は
革
命
前
の
ハ
バ
ナ
で
犯
罪
に
手

　

革
命
＝
善
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
反
革
命
グ
ル
ー
プ
＝
悪

　
『
日
曜
日
』
に
よ
っ
て
革
命
文
学
に
一
つ
の
道
、「
革
命
推
理
小
説
」
が
切
り
開
か
れ
た
。
そ
の
道
は
一
九
七
二
年
に

革
命
政
府
直
属
の
内
務
省
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
文
学
賞
に
よ
っ
て
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
流
れ
の

中
で
書
か
れ
、
文
学
賞
を
受
賞
し
た
一
九
七
〇
年
代
半
ば
の
「
革
命
推
理
小
説
」
を
二
作
見
て
お
こ
う
。

　

一
つ
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ー
ナ(A

lberto M
olina, 1949-)

の
『
沈
黙
の
色
の
男
た
ち(Los hom

bres color del 

silencio)

』（
以
降
、『
沈
黙
』）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
内
務
省
文
学
賞
の
第
四
回
受
賞
作
（
一
九
七
五
年
）
で

あ
る
。
革
命
政
府
の
肝
い
り
で
設
け
ら
れ
た
文
学
賞
の
受
賞
作
と
い
う
、
ま
さ
し
く
公
式
の
革
命
文
学
作
品
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
作
は
ル
イ
ス
・
ロ
ヘ
リ
オ
・
ノ
ゲ
ラ
ス(Luis R

ogelio N
ogueras, 1944-1985)

の
『
も
し
俺
が
死

ん
だ
ら(Y si m

uero m
añana)

』（
以
降
、『
も
し
俺
が
』）
で
、
こ
ち
ら
は
、
一
九
七
七
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
文
学
賞
を

受
賞
し
た
作
品
で
あ
る
。「
革
命
推
理
小
説
」
が
、
作
家
が
加
盟
す
る
団
体
主
催
の
正
統
的
な
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
は
、『
日
曜
日
』
の
出
版
か
ら
ほ
ぼ
十
年
が
経
過
し
て
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
一
定
の
「
文
学
性
」
が
認
め
ら
れ
た
も
の

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
こ
の
作
品
は
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ソ
連
や
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
か
北
欧
や
東

欧
で
の
出
版
も
含
め
て
合
計
三
十
万
部
以
上
も
出
版
さ
れ
る
と
い
う
人
気
作
と
な
っ
た
。

　

こ
の
二
作
で
は
、
物
語
の
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
革
命
後
に
設
定
さ
れ
、
革
命
政
権
を
転
覆
し
よ
う
と
す
る
敵
の
作
戦

を
、
先
述
し
た
よ
う
に
、『
日
曜
日
』
で
は
ほ
の
め
か
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
国
家
治
安
局
が
前
面
に
登
場
し
て
推
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隊
に
入
隊
し
、
ユ
タ
の
実
験
場
で
は
化
学
兵
器
を
学
ん
だ
冷
酷
な
エ
リ
ー
ト
だ
。
彼
は
さ
っ
さ
と
昇
進
し
た
い
ば
か
り

に
、
上
司
に
自
分
の
犯
し
た
罪
を
な
す
り
つ
け
、
反
革
命
グ
ル
ー
プ
と
共
謀
し
た
人
物
に
仕
立
て
上
げ
て
い
く
。
ま
る

で
『
日
曜
日
』
の
娼
婦
殺
し
、
マ
ル
テ
ィ
ン
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
派
手
な
行
動
を
好
み
、
手
柄
を

立
て
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
。

  

一
方
、
善
の
側
に
い
る
人
物
は
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
沈
黙
』
に
出
て
く
る
在
米
キ
ュ
ー
バ
大
使

館
に
勤
め
て
い
る
技
術
者
（
ア
ル
ベ
ル
ト
）
を
見
て
み
よ
う
。

　

こ
の
技
術
者
は
米
国
系
電
化
製
品
の
貿
易
業
を
営
む
両
親
の
も
と
革
命
前
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
ハ
バ
ナ
大
学
に
進
学

す
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
カ
ス
ト
ロ
の
革
命
運
動
が
起
き
る
と
共
鳴
し
て
学
生
運
動
に
身
を
投
じ
、
逮
捕
ま
で
経
験
す

る
。
心
配
し
た
両
親
は
息
子
を
米
国
に
送
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
進
学
さ
せ
る
。
そ
の
後
大
人
し
く
米
国
系
石
油
会

社
に
技
術
者
と
し
て
就
職
す
る
が
、
革
命
が
成
就
す
る
と
キ
ュ
ー
バ
に
帰
国
す
る
。
キ
ュ
ー
バ
が
米
国
と
国
交
断
絶
し

た
こ
と
で
、
両
親
は
亡
命
し
、
石
油
会
社
は
石
油
公
社
に
な
る
。
そ
れ
で
も
彼
は
変
わ
ら
ず
公
社
の
勤
務
を
続
け
る
。

米
国
系
石
油
会
社
は
有
能
な
彼
を
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
よ
う
と
す
る
が
彼
は
断
る
。
親
と
の
関
係
も
絶
ち
、
そ
の

後
は
東
欧
共
産
圏
の
石
油
精
製
所
で
勤
務
し
、
そ
の
経
験
に
よ
っ
て
キ
ュ
ー
バ
の
石
油
精
製
所
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

  

こ
の
技
術
者
と
前
述
の
テ
ロ
実
行
犯
と
の
違
い
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
人
の
親
と
の
関
係
に
あ
る
。
親
の
犯
罪

稼
業
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
生
涯
を
裏
社
会
で
過
ご
し
た
の
が
パ
ブ
ロ
で
あ
る
。
父
の
死
の
復
讐
に
囚
わ
れ
た
の
が

彼
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
親
は
興
味
を
寄
せ
な
い
革
命
運
動
に
参
加
し
、
革
命
を
信
奉
す

る
の
が
ア
ル
ベ
ル
ト
で
あ
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
の
母
は
息
子
の
こ
と
を
「
変
わ
っ
た
性
格
」
だ
と
理
解
で
き
な
い
。
ア
ル

を
染
め
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
米
国
マ
フ
ィ
ア
組
織
に
雇
わ
れ
て
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ジ
ノ
で
働
い
て
い
た
キ
ュ
ー
バ
人
で
あ

る
。
こ
の
父
親
は
マ
フ
ィ
ア
間
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
自
宅
前
で
殺
害
さ
れ
る
。
そ
の
死
を
十
二
歳
の
時
に
目
の
当
た

り
に
し
た
息
子
（
パ
ブ
ロ
）
は
復
讐
を
誓
う
。
そ
し
て
確
か
に
五
年
後
犯
人
を
血
祭
り
に
あ
げ
、
父
の
遺
体
を
前
に
誓

っ
た
約
束
を
果
た
す
。
そ
の
後
の
彼
の
人
生
は
も
っ
ぱ
ら
裏
社
会
で
展
開
す
る
。
米
国
犯
罪
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
入
り
、

殺
人
犯
と
し
て
指
名
手
配
さ
れ
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
こ
こ
で
も
ド
ラ
ッ
グ
取
引
に
か
か
わ
る
。
い
っ
た
ん
バ
テ

ィ
ス
タ
政
権
時
代
末
期
の
キ
ュ
ー
バ
に
戻
り
、
こ
こ
で
は
父
と
同
様
米
国
マ
フ
ィ
ア
が
牛
耳
る
高
級
ホ
テ
ル
の
カ
ジ
ノ

を
転
々
と
す
る
。
バ
テ
ィ
ス
タ
政
権
が
崩
壊
す
る
と
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
協
力
し
な
が
ら
反
革
命
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
も
の

の
、
捕
ら
え
ら
れ
そ
う
に
な
り
キ
ュ
ー
バ
を
脱
出
す
る
。
あ
ち
こ
ち
で
カ
ジ
ノ
や
ド
ラ
ッ
グ
取
引
に
か
か
わ
り
な
が

ら
、
別
組
織
に
情
報
を
横
流
し
す
る
。
そ
れ
が
露
見
し
て
逃
亡
、
米
国
に
入
ろ
う
と
す
る
が
犯
罪
歴
が
あ
る
た
め
正
式

に
入
国
で
き
な
い
。
仕
方
な
く
マ
イ
ア
ミ
に
潜
伏
中
の
と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
接
近
し
て
報
酬
と
犯
罪
歴
の
帳
消
し
と
を

引
き
換
え
に
、
キ
ュ
ー
バ
上
陸
作
戦
を
提
示
す
る
。
一
も
二
も
な
く
パ
ブ
ロ
は
取
引
に
乗
る
。

　
「
革
命
推
理
小
説
」
で
反
革
命
的
な
行
動
を
起
こ
す
人
物
は
こ
の
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ジ
ノ
を
支
配
し
て
い
た

米
国
マ
フ
ィ
ア
と
関
係
を
持
ち
、
数
多
く
の
犯
罪
歴
が
あ
っ
た
り
、
革
命
前
の
キ
ュ
ー
バ
政
府
で
要
職
に
つ
き
、
一
定

の
利
を
得
て
い
た
者
で
あ
っ
た
り
す
る
。
彼
ら
は
革
命
前
の
悪
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
。
裏

社
会
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
協
力
し
て
そ
の
罪
を
免
れ
よ
う
と
も
す
る
。
彼
ら
の
目
的
は
一
貫
し
て

自
ら
の
利
害
追
求
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
は
選
ば
な
い
。
彼
ら
が
キ
ュ
ー
バ
転
覆
で
共
闘
す
る
米
国
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
局

員
も
ま
た
そ
の
系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。『
も
し
俺
が
』
の
若
手
Ｃ
Ｉ
Ａ
局
員
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
出
て
海
兵
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し
た
治
安
局
の
ス
パ
イ
（
名
前
は
リ
カ
ル
ド
・
ビ
リ
ャ
・
ソ
ラ
ナ
、
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は
ブ
ル
ー
ノ
）
と
、
暗
号
で
連
絡

を
と
る
本
部
局
員
（
ロ
ド
ル
フ
ォ
・
サ
ル
ド
ゥ
イ
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
無
線

で
連
絡
を
と
っ
て
い
る
う
ち
に
、
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
く
る
。

彼
﹇
治
安
局
局
員
サ
ル
ド
ゥ
イ
﹈
は
リ
カ
ル
ド
と
は
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た
。
知
っ
て
い
る
の
は
ブ
ル
ー
ノ
だ
っ

た
。（
中
略
）
彼
﹇
ブ
ル
ー
ノ
﹈
は
暗
号
、
毎
週
送
ら
れ
て
く
る
低
周
波
数
の
信
号
、
マ
イ
ア
ミ
に
お
け
る
反
革
命

活
動
に
つ
い
て
の
貴
重
な
報
告
が
詰
め
込
ま
れ
た
フ
ァ
イ
ル
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
向
こ
う
に
は
一
人
の

男
が
、
表
情
が
、
壮
大
な
犠
牲
心
が
あ
っ
た
。
そ
の
向
こ
う
に
は
痛
ま
し
い
ほ
ど
緊
迫
し
た
神
経
が
、
声
が
、
人
生

を
賭
け
て
い
る
仲
間
の
核
心
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
あ
の
無
名
の
闘
士
と
彼
﹇
サ
ル
ド
ゥ
イ
﹈
は
低
周
波
数
の
信
号

以
上
の
何
か
で
結
ば
れ
て
い
た
。
二
人
を
結
び
つ
け
て
い
た
の
は
勝
利
を
信
ず
る
思
い
、
二
人
が
生
ま
れ
る
の
を
見

た
土
地
へ
の
愛
だ
っ
た
。
い
つ
か
あ
の
美
し
い
土
地
で
共
産
主
義
の
子
供
た
ち
が
遊
び
回
れ
る
よ
う
に
と
流
さ
れ
た

血
へ
の
忠
誠
心
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
血
が
彼
ら
を
兄
弟
に
し
て
い
た
。
赤
い
血
に
よ
る
不
屈
の
絆
﹈
11
﹇

 

。
ベ
ル
ト
に
と
っ
て
は
前
世
代
の
親
と
の
絆
よ
り
も
、
同
世
代
の
仲
間
と
の
絆
の
方
が
重
い
。
そ
の
仲
間
と
は
こ
の
技
術

者
に
連
絡
を
と
る
国
家
治
安
局
局
員
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
局
員
も
ま
た
ハ
バ
ナ
大
学
で
学
び
、
バ
テ
ィ
ス
タ
打
倒
の

学
生
運
動
に
参
加
し
た
闘
士
だ
っ
た
。
つ
ま
り
技
術
者
と
局
員
は
思
想
を
と
も
に
す
る
同
志
な
の
で
あ
る
。
局
員
は
米

国
に
渡
り
、
そ
の
後
局
員
と
技
術
者
二
人
は
米
国
で
、
ハ
バ
ナ
大
学
時
代
に
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
連
絡
を
と
る
と
き
に
用

い
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て
、
後
を
つ
け
て
い
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
諜
報
員
の
裏
を
か
い
て
連
絡
を
と
る
。
技
術
者
は
局
員
に
対

し
、
自
分
が
脅
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
石
油
精
製
所
の
地
図
を
渡
さ
ね
ば
子
供
の
命
が
危
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。
す
る

と
治
安
局
局
員
は
技
術
者
に
、
偽
の
石
油
精
製
所
の
地
図
を
、
こ
れ
ま
た
同
志
で
あ
る
が
ゆ
え
に
わ
か
る
方
法
で
渡

す
。
こ
う
し
て
犯
罪
者
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
反
革
命
グ
ル
ー
プ
は
罠
に
は
ま
っ
て
偽
の
地
図
を
持
っ
て
キ
ュ
ー
バ
に
上

陸
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

善
の
側
に
描
か
れ
る
人
々
で
は
、
親
か
ら
子
へ
の
血
縁
に
基
づ
い
た
愛
は
否
定
さ
れ
、
思
想
を
と
も
に
す
る
人
と
の

友
愛
関
係
に
価
値
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
革
命
の
道
を
進
む
キ
ュ
ー
バ
革
命
が
、
遺
伝
的

な
血
に
価
値
を
置
く
こ
と
で
不
平
等
の
再
生
産
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
閉
鎖
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
家
族
概
念
を
根
絶
し

（
ア
ル
ベ
ル
ト
の
両
親
は
貿
易
会
社
を
営
ん
で
い
た
）、
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
平
等
に
結
ば
れ
る
同
志
的
な
人
間
関
係
を
作

り
出
そ
う
と
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
と
読
め
る
の
だ
﹈
10
﹇

 
。

　

無
名
の
ス
パ
イ

　
『
も
し
俺
が
』
に
も
、『
沈
黙
』
に
描
か
れ
た
こ
の
同
志
関
係
と
似
た
よ
う
な
関
係
を
見
つ
け
ら
れ
る
。
米
国
に
潜
入

﹇
10
﹈
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、p.69.

﹇
11
﹈N

ogueras, Luis R
ogelio, Y si m

uero m
añana, Letras C

ubanas, 1983, pp.61-62.
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ス
パ
イ
が
身
の
回
り
に
潜
ん
で
い
る
と
い
う
設
定
は
、
キ
ュ
ー
バ
人
に
と
っ
て
ま
る
で
こ
の
小
説
を
現
実
と
し
て
読

ま
せ
る
効
果
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
革
命
後
、
政
府
は
住
民
た
ち
に
地
区
ご
と
に
革
命
防
衛
委
員
会(
Ｃ
Ｄ
Ｒ)

を

編
成
さ
せ
た
。
こ
の
委
員
会
の
機
能
は
住
民
同
士
の
相
互
援
助
な
ど
だ
が
、
最
大
の
目
的
は
そ
の
名
の
通
り
、
革
命
の

防
衛
で
あ
り
、
住
民
の
監
視
、
つ
ま
り
反
革
命
分
子
の
洗
い
出
し
と
監
視
、
密
告
が
任
務
の
中
心
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
監
視
シ
ス
テ
ム
の
中
で
生
活
し
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
人
に
と
っ
て
、「
革
命
推
理
小
説
」
の
無
名
の
ス
パ
イ
と
は
、
現

実
生
活
に
お
け
る
革
命
防
衛
委
員
会
の
役
割
を
寓
意
的
に
描
い
た
も
の
と
し
て
読
め
て
く
る
。
密
か
に
反
体
制
的
な
行

動
を
と
っ
て
い
る
読
者
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
周
り
に
は
ス
パ
イ
が
い
て
い
つ
密
告
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
恐
怖

を
植
え
付
け
ら
れ
る
し
、
革
命
を
信
奉
し
て
い
る
読
者
で
あ
れ
ば
、
監
視
と
密
告
を
通
じ
て
革
命
防
衛
に
参
加
で
き
る

の
だ
と
背
中
を
押
さ
れ
る
。

  

そ
し
て
、
こ
ん
な
無
名
の
潜
入
ス
パ
イ
を
主
人
公
と
し
た
の
が
『
も
し
俺
が
』
で
あ
る
。
物
語
は
、
こ
の
ス
パ
イ
も

や
は
り
一
連
の
「
善
」
に
属
す
る
人
物
と
同
じ
く
、
バ
テ
ィ
ス
タ
打
倒
の
た
め
の
運
動
に
参
加
し
て
戦
っ
た
ゲ
リ
ラ
兵

士
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
る
。
革
命
の
勝
利
を
味
わ
っ
た
後
、
彼
は
治
安
局
の
任
務
に
着
手
す
る
。
そ
れ

は
潜
入
ス
パ
イ
と
し
て
マ
イ
ア
ミ
に
亡
命
し
、
反
革
命
グ
ル
ー
プ
に
潜
り
込
む
こ
と
だ
。
任
務
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

明
か
せ
な
い
た
め
、
彼
は
革
命
を
戦
っ
た
同
志
た
ち
に
革
命
か
ら
距
離
を
お
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
反
革
命
者
と
し
て

二
人
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
革
命
思
想
＝
共
産
主
義
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
流
さ
れ
た
血
で
あ
る
。「
血
縁
」
と
い
う

抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
戦
闘
で
戦
う
と
き
に
同
志
が
流
し
た
具
体
的
な
「
赤
い
血
」
が
彼
ら
を
「
兄
弟
」
に
す

る
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
潜
入
ス
パ
イ
が
「
無
名
の
闘
士
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
潜
入
ス
パ
イ
の

存
在
は
『
日
曜
日
』
を
見
る
ま
で
も
な
く
、「
革
命
推
理
小
説
」
で
は
必
須
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
『
沈
黙
』
で

は
同
志
に
よ
っ
て
転
覆
を
阻
止
す
る
作
戦
が
遂
行
さ
れ
た
。
し
か
し
転
覆
を
挫
く
の
は
こ
う
し
た
同
志
関
係
だ
け
で
は

な
い
。
無
名
の
ス
パ
イ
の
存
在
が
あ
る
。

　
『
沈
黙
』
で
は
、
無
名
の
ス
パ
イ
は
反
革
命
グ
ル
ー
プ
に
潜
入
し
、
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
銃
撃
戦
の
最

中
、
国
家
治
安
局
局
員
が
撃
た
れ
そ
う
に
な
る
と
こ
ろ
を
ぎ
り
ぎ
り
の
瞬
間
で
助
け
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
読
者
は
、

そ
れ
ま
で
「
機
械
担
当
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
男
が
反
革
命
グ
ル
ー
プ
に
送
り
込
ま
れ
た
治
安
局
の
ス
パ
イ
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
彼
が
革
命
側
に
立
つ
こ
の
場
面
に
よ
っ
て
、
銃
撃
戦
は
キ
ュ
ー
バ
軍
お
よ
び
国
家
治
安
局

の
勝
利
に
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
革
命
は
勝
利
す
る
。
潜
入
者
の
名
前
は
小
説
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
明
か
さ
れ
る
が
、
潜

入
ス
パ
イ
は
目
立
っ
て
は
い
け
な
い
と
で
も
い
う
よ
う
に
、「
俺
は
話
す
の
は
あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
ね
﹈
12
﹇

」 

と

任
務
を
自
慢
げ
に
語
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
無
名
の
、
沈
黙
す
る
潜
入
者
に
よ
っ
て
作
戦
は
遂
行
さ
れ
、
革
命
は
防
衛

さ
れ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
局
員
の
利
害
追
求
や
出
世
欲
と
は
正
反
対
の
謙
虚
さ
が
潜
入
ス
パ
イ
の
特
徴
で
あ
る
。
小
説
の
タ
イ

ト
ル
「
沈
黙
の
色
を
し
た
男
た
ち
」
は
、
こ
の
よ
う
に
黙
々
と
作
戦
を
遂
行
す
る
潜
入
ス
パ
イ
を
讃
え
る
も
の
で
あ

る
。﹇

12
﹈M

olina, A
lberto, Los hom

bres color del silencio, Letras Cubanas, 1979, p.277.
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の
自
己
を
作
り
上
げ
る
。
周
囲
か
ら
は
驚
き
と
悲
し
み
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
る
。「
悪
」
を
演
じ
る
と
い
う
そ
の
苦
境

を
経
て
彼
は
一
人
で
亡
命
し
、
マ
イ
ア
ミ
で
は
素
性
を
偽
っ
て
亡
命
キ
ュ
ー
バ
人
社
会
に
溶
け
込
む
。
そ
う
し
て
反
革

命
グ
ル
ー
プ
の
潜
入
に
成
功
し
、
英
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
両
方
が
で
き
る
能
力
を
生
か
し
て
反
革
命
グ
ル
ー
プ
の
情
報

も
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
情
報
も
つ
か
む
よ
う
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
国
家
治
安
局
か
ら
連
絡
が
入
り
、
以
降
は
コ
ー
ド
ネ

ー
ム
を
使
っ
て
ハ
バ
ナ
と
交
信
す
る
。
会
っ
た
こ
と
の
な
い
治
安
局
局
員
と
無
線
で
交
信
す
る
う
ち
に
絆
が
生
ま
れ
た

こ
と
は
先
に
見
た
通
り
だ
。
彼
は
遠
隔
地
の
マ
イ
ア
ミ
で
革
命
防
衛
委
員
の
役
割
を
演
じ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

彼
が
キ
ュ
ー
バ
の
た
め
に
戦
っ
た
ス
パ
イ
で
あ
っ
た
こ
と
は
遺
書
か
ら
伝
え
ら
れ
る
。「
も
し
俺
が
死
ん
だ
ら
、
仲

間
た
ち
に
は
俺
が
人
生
の
理
想
に
忠
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
」﹈

13
﹇ 

と
。
革
命
を
裏
切
っ
た
人
物
で
あ
る
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
は
こ
の
遺
書
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
は
じ
め
て
修
正
さ
れ
、
彼
の
名
誉
は
回
復
さ
れ
る
。
革
命
の

離
反
者
と
し
て
国
を
去
っ
た
男
が
、
革
命
の
た
め
に
戦
っ
た
人
物
と
し
て
命
を
落
と
す
と
い
う
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
反
転

は
、
社
会
か
ら
の
疎
外
か
ら
社
会
へ
の
包
摂
と
い
う
儀
礼
と
し
て
理
解
さ
れ
、
革
命
を
強
化
す
る
だ
ろ
う
。

　

軍
や
国
家
治
安
局
は
上
か
ら
革
命
を
防
衛
す
る
が
、
革
命
防
衛
委
員
会
は
下
か
ら
の
防
衛
で
あ
る
。
こ
う
し
た
潜
入

ス
パ
イ
、
無
名
の
男
は
、
こ
の
物
語
の
よ
う
に
、
任
務
の
途
中
で
犠
牲
に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
犠
牲
に
な
っ
て
も
次

の
無
名
の
誰
か
が
ス
パ
イ
に
な
ろ
う
と
名
乗
り
を
上
げ
る
。
こ
の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
、「
も
し
俺
が
明
日
死
ん
だ
ら
」

は
、「
俺
」
の
後
に
も
ま
た
同
じ
任
務
を
背
負
っ
て
革
命
を
防
衛
す
る
人
が
出
て
ほ
し
い
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
人
へ
の
呼

び
か
け
で
あ
る
。
治
安
局
局
員
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
彼
の
た
め
に
海
辺
に
花
を
手
向
け
る
場
面
は
、
無
名
戦
士
の
死
に

よ
っ
て
革
命
は
防
衛
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。

「
革
命
推
理
小
説
」
に
特
徴
的
な
の
は
、
現
実
の
キ
ュ
ー
バ
に
指
示
対
象
を
持
つ
多
く
の
固
有
名
詞
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
も
と
も
と
キ
ュ
ー
バ
革
命
と
い
う
固
有
の
問
題
を
描
い
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
固
有
名
詞
は

物
語
を
成
立
さ
せ
る
前
提
と
し
て
の
「
キ
ュ
ー
バ
革
命
」
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
テ
ロ
犯
が
爆
破
し
よ
う
と
し
て
い

る
石
油
精
製
所
や
地
名
、
マ
フ
ィ
ア
の
名
前
、
彼
ら
が
根
城
に
し
た
キ
ュ
ー
バ
の
ホ
テ
ル
名
ま
で
、
あ
ま
り
に
も
具
体

的
な
描
写
や
固
有
名
詞
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
ら
の
小
説
な
の
だ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
革
命
転
覆
作
戦
の
周
囲
に

配
置
さ
れ
る
固
有
名
詞
や
、
細
部
に
渡
っ
て
叙
述
さ
れ
る
状
況
は
、
多
く
の
キ
ュ
ー
バ
人
に
と
っ
て
お
馴
染
み
の
も
の

だ
っ
た
﹈
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﹇

 

。
つ
ま
り
、
こ
の
本
に
お
け
る
具
体
性
と
い
う
の
は
、
当
時
の
読
者
が
革
命
転
覆
を
め
ぐ
る
現
実
の
状
況
を

当
て
は
め
つ
つ
読
ま
せ
る
た
め
の
「
し
る
し
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
、
作
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
ま
た
、
読
者
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
「
し
る
し
」
と
な
る
。『
沈
黙
』
は
先

述
の
通
り
内
務
省
文
学
賞
の
受
賞
作
だ
が
、
こ
の
文
学
賞
は
も
と
も
と
内
務
省
の
関
係
者
の
み
が
応
募
で
き
る
文
学
賞

で
、
実
際
に
革
命
防
衛
に
携
わ
っ
た
経
歴
の
あ
る
者
た
ち
が
書
い
て
い
る
作
品
が
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
で

こ
れ
ら
の
小
説
が
事
実
性
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
こ
の
文
学
賞
は
一
般
向
け
に
開
か
れ
た

が
、『
沈
黙
』
の
著
者
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ー
ナ
は
、
か
つ
て
キ
ュ
ー
バ
革
命
軍
所
属
の
軍
人
だ
っ
た
と
本
の
裏
表
紙

﹇
13
﹈Y si m

uero m
añana, p. 170.

﹇
14
﹈
こ
う
し
た
革
命
転
覆
作
戦
の
詳
細
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
中
学
生
向
け
歴
史
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
教
育
省
編
『
キ

ュ
ー
バ
の
歴
史
』（
後
藤
政
子
訳
）、
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
四
七
〇
ー
五
〇
七
頁
。
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に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
参
照
項
を
も
っ
て
読
む
キ
ュ
ー
バ
人
に
し
て
み
れ
ば
、「
革
命
推
理
小
説
」
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
提
示
さ
れ
つ
つ
も
、
限
り
な
く
事
実
性
を
ま
と
っ
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」

　

実
は
、
事
実
性
を
ま
と
っ
た
物
語
と
い
う
の
が
、
一
九
七
〇
年
代
の
革
命
文
学
の
中
で
「
革
命
推
理
小
説
」
と
並
ぶ

も
う
一
つ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
事
実
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
こ
う
し
た
本
の
こ
と

を
、
こ
こ
で
は
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
（
証
言
文
学
）」
と
呼
ぶ
﹈
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﹇

 

。「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
証
言
」

を
意
味
す
る
が
、
そ
の
通
り
、
こ
れ
ら
の
本
は
当
事
者
が
自
ら
の
経
験
を
証
言
す
る
と
こ
ろ
に
発
生
す
る
文
学
ジ
ャ
ン

ル
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
自
ら
取
材
し
た
経
験
を
語
っ
た
り
、
あ
る
い
は

社
会
的
な
弱
者
が
経
験
を
語
っ
た
り
し
た
作
品
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
作
家
や
人
類
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
当

事
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
編
集
し
て
一
つ
の
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
が
多
い
。
世
界
的
に
最

も
有
名
な
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
作
品
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
出
身
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ル
ゴ
ス
が
グ
ア
テ
マ
ラ
の
先
住
民
族
で

活
動
家
の
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
ウ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
『
私
の
名
は
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ

ュ
ウ̶

̶

マ
ヤ
＝
キ
チ
ェ
族
イ
ン
デ
ィ
オ
女
性
の
記
録
』（
一
九
八
三
）
だ
ろ
う
。

　

革
命
後
の
キ
ュ
ー
バ
で
は
こ
う
し
た
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
作
品
が
次
々
に
生
ま
れ
、
そ
の
テ
ー
マ
は
大
き
く
二
つ
に
選

別
さ
れ
た
﹈
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﹇

 

。
一
つ
は
一
九
五
九
年
以
前
の
キ
ュ
ー
バ
を
テ
ー
マ
と
し
、
も
う
一
つ
は
、
革
命
運
動
や
革
命
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
新
し
い
社
会
の
防
衛
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

  

一
九
五
九
年
よ
り
前
の
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
新
し
い
社
会
の
建
設
の
た
め
に
過
去
の
審
判
が

不
可
欠
に
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
植
民
地
時
代
に
し
ろ
、
独
立
後
の
米
国
に
よ
る
半
植
民
地
状
態
の
時
期
に
し
ろ
、
キ

ュ
ー
バ
人
に
は
過
去
に
つ
い
て
知
る
リ
テ
ラ
シ
ー
も
方
法
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
れ
ま
で
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
過
去
は
支
配
階
級
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
き
て
、
島
の
多
く
の

人
々
が
参
加
し
た
革
命
運
動
が
実
を
結
び
、
識
字
運
動
を
通
じ
て
キ
ュ
ー
バ
人
で
あ
れ
ば
誰
で
あ
れ
潜
在
的
な
読
み
手

に
な
っ
た
。
彼
ら
は
新
し
い
現
実
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
過
去
を
「
正
し
く
」
理
解
し
た
い
、
つ
ま
り
「
革
命
は
勝

利
し
た
」
と
い
う
観
点
か
ら
過
去
を
理
解
し
た
い
と
考
え
た
。
革
命
政
府
も
ま
た
、「
革
命
は
勝
利
し
た
」
と
い
う
物

語
を
必
要
と
し
て
い
た
。
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
は
こ
う
し
て
両
者
の
利
害
が
一
致
す
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
。
革
命
前
を
知

る
人
々
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
革
命
前
の
証
人
・
証
言
に
欠
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
期
待
に
応
じ
た
の
は
、
文
化
人
類
学
者
ミ
ゲ
ル
・
バ
ル
ネ
ー(M

iguel 

﹇
15
﹈
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
と
い
う
単
語
は
、
一
九
六
七
年
の
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
講

演
が
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
小
説̶

̶

一
つ
の
時
代
の
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。“El prem

io 

Testim
onio de C

asa de las A
m

éricas. C
onversación cruzada con Jorge Fornet, Luisa C

am
puzano y V

ictoria G
arcía ”, 

K
am

chatka, 6, D
iciem

bre 2015, pp.191-249. D
O

I:10.7203/K
A

M
.6.7669.

﹇
16
﹈
キ
ュ
ー
バ
文
学
に
お
け
る
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、H

istoria de la literatura cubana:Tom
o III, 

Letras C
ubanas, 2008, pp.507-521.

を
参
照
。
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B
arnet, 1940-)

だ
っ
た
。
ま
ず
彼
は
、
植
民
地
時
代
を
経
験
す
る
元
逃
亡
奴
隷
か
ら
の
聞
き
取
り
を
ま
と
め
た
『
逃

亡
奴
隷
の
伝
記
（
邦
訳
『
逃
亡
奴
隷
』）』(

一
九
六
六)

を
、
次
い
で
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ご
ろ
の
共
和

国
期
を
生
き
た
ダ
ン
サ
ー
（
サ
ー
カ
ス
や
劇
場
の
ほ
か
様
々
な
娯
楽
施
設
に
出
演
し
た
シ
ョ
ー
ガ
ー
ル
）
へ
の
聞
き
取

り
を
下
敷
き
に
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』(

一
九
六
九)

を
出
版
し
た
。

　
『
日
曜
日
』（
＝
「
革
命
推
理
小
説
」）
が
虚
構
と
し
て
革
命
前
を
描
き
出
し
た
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、『
ラ
チ
ェ
ル

の
歌
』（
＝
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」）
は
事
実
と
し
て
革
命
前
を
描
き
出
し
た
も
の
と
な
る
。
両
者
が
ほ
ぼ
同
じ
時
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
革
命
推
理
小
説
」
と
表
裏
一
体
を
な
す
よ
う
に
し
て
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
が
出
て
い
る
。

  

こ
の
流
れ
を
受
け
て
一
九
七
一
年
の
「
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
」
賞
に
は
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
部
門
が

創
設
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
。

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
性
質
を
有
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
次
元
を
越
え
、
そ
れ
自
体
が
文
学
作
品
と
し
て
の
生
を
得

て
、
定
期
刊
行
物
の
よ
う
な
寿
命
の
短
い
時
間
を
越
え
て
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
よ
り
高
い
文
学
性
を
指
向
す
る

も
の
。
文
学
的
な
意
図
で
造
形
さ
れ
生
命
を
与
え
ら
れ
た
人
物
が
演
じ
る
出
来
事
を
語
る
こ
と
が
目
的
と
は
い
う
も

の
の
、
厳
格
な
ま
で
に
現
実
に
客
観
的
、
ま
た
忠
実
で
、（
中
略
）
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
し
て
い
る
。
作
者
が

調
査
対
象
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
近
い
過
去
か
、
あ
る
い
は
遠
い
過
去
に
起
き
た
出
来
事
か
ら

成
る
が
、
そ
の
出
来
事
は
自
分
自
身
の
経
験
で
あ
る
か
、
生
き
て
い
る
第
三
者
を
通
じ
て
受
け
取
ら
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
記
的
な
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
の
場
合
、
た
だ
の
個
人
的
な
利
害
や
主
観
的
・
審
美
的
な
価
値
観

に
よ
っ
て
人
生
を
振
り
返
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
探
究
が
社
会
的
な
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
つ
の
集
団
的

な
現
象
、
一
つ
の
社
会
階
級
、
一
つ
の
時
代
、
一
つ
の
過
程
の
典
型
を
表
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹈
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﹇

 

詳
細
に
定
義
づ
け
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
が
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
伝
記
、
ま
た
場
合
に

よ
っ
て
は
小
説
と
も
重
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
上
記
の
定
義
の
冒
頭
に
あ
る
テ
ス
テ
ィ

モ
ニ
オ
の
「
高
い
文
学
性
」
に
つ
い
て
は
問
題
に
は
せ
ず
、
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
に
必
須
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
注
目
し

た
い
。
そ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
、
作
者
が
調
査
対
象
と
直
接
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
作
者
自
身
の
経
験
で
あ

る
か
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
経
験
を
し
た
人
に
直
接
取
材
を
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
。
そ
し
て
、
そ
の
出
来
事
の
語
り
が
個
人
的
な
利
害
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
時
代
や
集
団
を
理
解

す
る
た
め
に
役
立
つ
観
点
か
ら
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ミ
ゲ
ル
・
バ
ル
ネ
ー
の
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」—

—

『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』

　
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
は
、
ラ
チ
ェ
ル
と
い
う
実
在
の
一
人
の
語
り
で
は
な
く
、
バ
ル
ネ
ー
が
複
数
の
女
性
に
取
材
し

て
ラ
チ
ェ
ル
と
い
う
一
人
の
人
物
を
作
り
上
げ
、
語
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
ラ
チ
ェ
ル
の
語
り
だ
け

﹇
17
﹈H

istoria de la literatura cubana: Tom
o III, p.509.
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で
は
な
く
、
彼
女
の
語
り
を
相
対
化
す
る
よ
う
に
ラ
チ
ェ
ル
以
外
の
、
彼
女
を
よ
く
知
る
様
々
な
階
層
の
人
々
の
証
言

や
資
料
も
配
置
さ
れ
、
多
声
的
な
響
き
を
持
た
せ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
チ
ェ
ル
の
自
伝
を
縦
糸
と
す
れ
ば
、
当
時
の
キ
ュ

ー
バ
の
状
況
は
横
糸
で
あ
る
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
の
三
十
年
間
の
キ
ュ
ー
バ
の
記
録
と
し
て
読

め
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
先
に
見
た
「
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
」
賞
の
定
義
そ
の
も
の
だ
が
、
順

序
か
ら
す
る
と
、『
逃
亡
奴
隷
の
伝
記
』
と
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
と
立
て
続
け
に
革
命
前
の
キ
ュ
ー
バ
を
主
題
化
し
た

バ
ル
ネ
ー
の
作
品
の
方
が
定
義
づ
け
に
寄
与
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
の
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
か
ら
見
え
て
く
る
二
十
世
紀
前
半
の
キ
ュ
ー
バ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ひ
と
こ
と
で

言
え
ば
、
キ
ュ
ー
バ
の
退
廃
的
な
状
況
で
あ
る
。
ハ
バ
ナ
を
根
城
に
す
る
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
、
売
春
斡
旋
業
者
の
暗
殺

と
そ
の
葬
儀
。
黒
人
に
対
す
る
差
別
。
砂
糖
産
業
に
支
配
さ
れ
、
収
穫
期
が
終
わ
る
と
死
ん
だ
よ
う
に
な
る
人
々
。
政

治
家
は
劇
場
を
訪
れ
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
を
口
説
き
回
る
。「
大
金
持
ち
に
は
金
が
あ
り
、
貧
乏
人
に
は
飢
え
が
あ
る
﹈
18
﹇

」 

。

  

そ
の
中
で
最
も
劇
的
な
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
る
の
は
、
一
九
一
二
年
の
黒
人
蜂
起
と
そ
の
虐
殺
の
経
緯
で
あ
る
。

黒
人
に
差
別
的
な
法
律
が
制
定
さ
れ
、
黒
人
独
立
党
が
主
導
し
て
暴
動
が
起
き
る
。
白
人
た
ち
は
キ
ュ
ー
バ
が
ハ
イ
チ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
最
終
的
に
は
暴
動
に
参
加
し
た
黒
人
た
ち
は
虐
殺
さ
れ
る
。
ラ
チ
ェ
ル
は
「
黒
人

っ
た
ら
、
ま
っ
た
く
な
ん
で
こ
ん
な
に
困
ら
せ
る
の
！
」﹈

19
﹇ 
と
、
こ
の
暴
動
を
白
人
の
目
線
で
眺
め
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
あ
る
黒
人
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。「
新
聞
記
者
や
作
家
や
政
治
家
が
こ
の
件
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
俺
は
知

ら
な
い
。
け
れ
ど
俺
は
男
と
し
て
、
市
民
と
し
て
、
そ
し
て
革
命
を
信
ず
る
者
と
し
て
、
あ
の
戦
い
は
真
っ
当
な
も
の

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
よ
」﹈

20
﹇ 

。
こ
の
男
は
、
ラ
チ
ェ
ル
と
は
知
り
合
い
だ
っ
た
が
考
え
方
が
違
う
と
言
う
。「
ラ
チ
ェ

ル
は
一
度
と
し
て
社
会
的
な
考
え
を
持
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
国
の
政
治
に
も
関
心
は
な
か
っ
た
」。「
彼
女
は
こ
の
共

和
国
を
利
用
し
て
富
を
た
め
込
ん
だ
。
名
声
な
ど
得
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
栄
光
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。
ラ

チ
ェ
ル
は
こ
の
国
を
支
配
し
た
売
春
の
、
悪
徳
の
（
中
略
）
模
範
的
事
例
だ
よ
。（
中
略
）
彼
女
は
い
い
や
つ
だ
が
相

手
に
し
な
い
ほ
う
が
い
い
」﹈

21
﹇ 

。

　

キ
ュ
ー
バ
生
ま
れ
の
イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
こ
の
本
が
ハ
バ
ナ
の
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
を
活
写
し
た
も
の
だ
と
し

て
、
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
る
の
は
、
ダ
ン
サ
ー
の
厳
し
い
生
活
、
売
春
、
そ
し
て
犯
罪
だ
と
言
っ
て
い
る
。「
主
人
公

は
一
定
の
自
律
性
は
保
持
し
て
い
る
も
の
の
、
売
春
と
い
う
周
縁
で
生
き
て
い
る
」。「
我
々
読
者
は
、
数
あ
る
暗
殺
の

中
で
も
、
有
名
な
売
春
斡
旋
業
者
の
壮
麗
な
葬
儀
に
立
ち
会
う
の
で
あ
る
」﹈

22
﹇ 

。

　
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
と
『
日
曜
日
』
と
を
対
比
的
に
読
ん
で
み
る
と
似
通
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
劇

場
の
華
と
し
て
多
く
の
男
を
あ
し
ら
う
ラ
チ
ェ
ル
が
ま
る
で
、
多
く
の
男
と
関
係
を
持
っ
た
末
に
殺
害
さ
れ
た
娼
婦
の

﹇
18
﹈B

arnet, M
iguel, C

anción de Rachel, Libros del A
steroide, 2011, p.106.

﹇
19
﹈Ibid., p.60. 

﹇
20
﹈  Ibid., p.64.

﹇
21
﹈Ibid., pp.64-65..

﹇
22
﹈Ibid., p.xii.
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よ
う
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
読
む
と
、
こ
の
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
は
「
革
命
推
理
小
説
」
と
同
じ

構
図
、
つ
ま
り
革
命
前
＝
悪
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
革
命
前
＝
悪
を
成
立
さ
せ
る

に
は
、
革
命
後
＝
善
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
点
、『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
か
ら
は
、『
日
曜
日
』
の

よ
う
に
は
っ
き
り
と
革
命
後
が
善
で
あ
り
、
正
義
が
行
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
テ
キ
ス
ト
全
体
は
、
晩
年
の
ラ
チ
ェ
ル
が
過
去
を
想
起
し
た
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

黒
人
蜂
起
を
擁
護
し
よ
う
と
い
う
、
先
に
引
用
し
た
黒
人
の
証
言
に
は
、「
革
命
を
信
ず
る
者
と
し
て
」
と
い
う
表
現

が
見
ら
れ
る
。
キ
ュ
ー
バ
の
黒
人
差
別
を
一
掃
し
た
の
は
革
命
だ
と
言
わ
れ
、
こ
の
黒
人
の
証
言
は
「
革
命
後
」
だ
か

ら
こ
そ
出
て
き
た
と
読
め
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
自
分
の
利
益
ば
か
り
を
追
い
求
め
る
享
楽
的
な
生
は
戒
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
こ
の
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
か
ら
受
け
取
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　
「
革
命
推
理
小
説
」
＋
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」

　

一
九
七
八
年
、
ル
イ
ス
・
ア
ド
リ
ア
ン
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル(Luis A

drián B
etancourt, 1938-) 

の
『
こ
ち
ら
の
方
が

砂
は
美
し
い
』（
以
降
、『
砂
』）
が
内
務
省
の
文
学
賞
を
受
賞
す
る
。
物
語
の
内
容
と
し
て
は
、
亡
命
し
て
マ
イ
ア
ミ

に
た
ど
り
つ
き
、
反
革
命
グ
ル
ー
プ
に
潜
入
す
る
キ
ュ
ー
バ
人
ス
パ
イ
を
主
人
公
に
、
反
革
命
グ
ル
ー
プ
の
活
動
、
Ｃ

Ｉ
Ａ
と
の
関
係
が
詳
細
に
描
き
出
さ
れ
て
い
く
。
ま
る
で
「
革
命
推
理
小
説
」
の
『
も
し
俺
が
』
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
感
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
小
説
に
設
け
ら
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
や
劇
的
な
結

末
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
「
革
命
推
理
小
説
」
の
読
者
が
抱
く
期
待
は
裏
切
ら
れ
る
。
結
末
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
は

な
く
、
あ
え
て
い
う
な
ら
、
革
命
か
ら
か
な
り
の
時
間
が
過
ぎ
、
米
国
と
キ
ュ
ー
バ
の
関
係
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、

マ
イ
ア
ミ
で
の
反
革
命
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
進
ま
な
い
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。

「
革
命
推
理
小
説
」
に
親
し
ん
だ
読
者
か
ら
す
れ
ば
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
物
語
は
、
実
は
事
実
に

立
脚
し
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
で
は
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
に
分
類
さ
れ
、
作
者
ベ
タ
ン
ク
ー

ル
は
内
務
省
所
属
の
軍
人
で
も
あ
る
。
こ
の
本
の
裏
表
紙
に
は
「
作
者
は
反
キ
ュ
ー
バ
テ
ロ
活
動
の
複
雑
な
小
世
界
に

入
り
込
」
み
、「
こ
の
本
は
、
キ
ュ
ー
バ
治
安
局
の
構
成
員
が
犠
牲
と
と
も
に
帝
国
主
義
の
敵
に
対
す
る
戦
い
に
挑
み
、

日
々
遂
行
し
て
い
る
任
務
の
忠
実
な
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
な
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
る
で
「
革
命
推
理
小
説
」
の
よ
う
な
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
と
し
て
読
め
る
両
ジ
ャ
ン
ル
の
融
合
形
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
一
九
七
〇
年
代
革
命
文
学
の
一
つ
の
到
達
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

観
察
者
か
ら
当
事
者
へ

　

以
上
七
〇
年
代
の
キ
ュ
ー
バ
文
学
で
主
要
と
な
る
作
品
を
「
革
命
推
理
小
説
」
と
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
か
ら
見
て

き
た
。
ま
と
め
と
し
て
三
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
特
定
の
時
代
と
場
所
が
刻
印
さ
れ
た
物
語
だ

と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
な
し
に
は
成
立
し
得
な
い
、
書
か
れ
な
か
っ

た
物
語
と
さ
え
言
え
る
。
革
命
前
を
描
い
て
い
る
『
日
曜
日
』
に
し
て
も
『
ラ
チ
ェ
ル
の
歌
』
に
し
て
も
、
革
命
が
成

就
し
て
こ
そ
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
こ
と
は
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
次
い
で
二
つ
目
と
し
て
、
こ
の
流
れ
の
中
に
は
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虚
構
性
の
追
求
よ
り
も
事
実
性
へ
の
追
求
に
重
き
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
。「
革
命
推
理
小
説
」
と
し
て
読
ま
れ
た

作
品
に
は
事
実
性
を
ま
と
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
傾
向
か
ら
、
七
〇
年
代
の
末
に
は
、「
革
命
推
理
小
説
」
と
「
テ

ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
の
融
合
形
と
も
言
え
る
『
砂
』
と
い
う
作
品
を
生
み
出
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
点
目
と
し

て
、
こ
う
し
た
作
品
の
作
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
、
い
わ
ゆ
る
虚
構
作
品
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
の
文
学
者
と
い
う

よ
り
は
、
文
化
人
類
学
者
や
軍
人
経
験
の
あ
る
当
事
者
、
あ
る
い
は
当
事
者
に
近
い
人
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
革
命
を
描
く
に
は
、
観
察
者
で
は
な
く
む
し
ろ
当
事
者
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
要
請
が
、
読
者

か
ら
も
、
そ
し
て
文
化
政
策
を
進
め
る
側
か
ら
も
あ
っ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。



9 0

第
八
章

ポ
ス
ト
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
文
学
を
読
む

│
キ
ュ
ー
バ
は
ソ
連
を
ど
う
描
い
た
か
？
│

　

一
九
五
九
年
の
革
命
以
降
の
キ
ュ
ー
バ
社
会
に
は
、
日
常
生
活
の
隅
々
に
ま
で
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
の
文
化
が
流
入
す

る
よ
う
に
な
り
、
ソ
連
崩
壊
ま
で
の
お
よ
そ
三
十
年
間
、
そ
れ
ら
は
キ
ュ
ー
バ
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た
。
あ
る

研
究
者
が
言
う
よ
う
に
、
革
命
を
境
に
し
て
キ
ュ
ー
バ
は
、
第
二
世
界
と
第
三
世
界
の
あ
い
だ
、
社
会
主
義
と
低
開
発

の
あ
い
だ
、
東
欧
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
あ
い
だ
を
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
﹈
1
﹇

。
も
と
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
民

族
文
化
が
混
淆
し
、「
ア
ヒ
ア
コ
（
ご
っ
た
煮
）」
と
い
う
料
理
の
比
喩
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
キ
ュ
ー
バ
文
化
に
、

さ
ら
に
ボ
ル
シ
チ
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
﹈
2
﹇

。

　

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ソ
連
文
化
の
存
在
は
映
画
で
も
確
認
で
き
る
。
革
命
か
ら
五
年
後
の
六
四
年
、『
怒
り
の
キ
ュ
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た
し
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
﹈
5
﹇

。

　

筆
者
は
、
こ
う
し
た
近
年
の
研
究
の
動
向
（
主
に
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
分
野
で
進
ん
で
い
る
）
を
意

識
し
な
が
ら
、
キ
ュ
ー
バ
と
ソ
連
の
か
か
わ
り
を
描
い
た
文
学
作
品
を
い
く
つ
か
読
み
進
め
て
み
た
。
こ
こ
で
は
そ
の

う
ち
の
三
篇
を
ブ
ッ
ク
レ
ヴ
ュ
ー
風
に
綴
り
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
新
た
な
一
面
と
し
て
提
示
し
つ
つ
、
作
品
の
意
義
を

探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
﹈
6
﹇

。

ー
バ
（Soy C

uba

）』
と
い
う
映
画
が
ソ
連
と
キ
ュ
ー
バ
の
合
作
で
製
作
さ
れ
た
。
ソ
連
側
は
監
督
に
ミ
ハ
イ
ル
・
カ

ラ
ト
ー
ゾ
フ
、
脚
本
に
作
家
の
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
エ
フ
ト
シ
ェ
ン
コ
を
出
し
、
キ
ュ
ー
バ
か
ら
は
、
の
ち
に
『
低
開
発
の

記
憶
』（
一
九
六
八
）
の
主
人
公
を
演
じ
る
キ
ュ
ー
バ
人
俳
優
セ
ル
ヒ
オ
・
コ
リ
エ
リ
が
参
加
し
て
い
る
。
内
容
は
革
命

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な
が
ら
も
、
芸
術
性
の
高
い
映
画
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ソ
連
と
キ
ュ
ー
バ
の
合
作
映
画
を

め
ぐ
っ
て
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
事
情
に
詳
し
い
人
と
、
ソ
連
の
映
画
事
情
に
詳
し
い
人
（
少
な
く
と
も
ロ
シ
ア
語
の
出
来

る
人
）
が
一
緒
に
取
り
組
め
ば
、
興
味
深
い
考
察
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
﹈
3
﹇

。

　

映
画
に
か
ぎ
ら
ず
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
化
に
お
け
る
ソ
連
文
化
の
痕
跡
の
意
義
を
検
討

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
﹈
4
﹇

。
両
国
の
蜜
月
三
十
年
の
歴
史
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
に
残
し
た
政
治
的
・

経
済
的
・
文
化
的
な
「
遺
産
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
研
究
の
主
題
で
あ
る
。
遺
産
の
な
か
に
は
、
ソ
連
の
人
々
が
島

に
残
し
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
や
東
欧
に
留
学
し
た
キ
ュ
ー
バ
人
の
経
験
も
含
ま
れ
る
。
研
究
に
は
い
ろ
い
ろ
な

立
場
が
あ
っ
て
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
を
「
植
民
化
」
し
た
と
い
う
植
民
地
主
義
批
判
的
な
見
方
も
あ
る
し
、「
ソ
連
は

キ
ュ
ー
バ
に
何
も
残
さ
な
か
っ
た
」、
つ
ま
り
ア
ヒ
ア
コ
は
ア
ヒ
ア
コ
で
あ
っ
て
、
ボ
ル
シ
チ
と
は
混
ざ
ら
な
か
っ
た

と
い
う
キ
ュ
ー
バ
文
化
純
粋
主
義
的
な
見
方
も
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
関
心
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
へ
の
あ
る
種
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ソ
連
崩
壊
後
、
急
速
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
キ
ュ
ー
バ
の
混
沌
を
前
に
、
憧
憬
を
も
っ
て
失
わ
れ
た
過
去
を
想
起

し
た
く
な
る
人
々
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
現
象
は
、
統
一
後
の
ド
イ
ツ
に
巻
き
起
こ

っ
た
「
東
ド
イ
ツ
時
代
は
良
か
っ
た
」
と
い
う
「
オ
ス
タ
ル
ギ
ー
」
と
似
て
い
る
面
も
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
果

﹇
1
﹈Casam

ayor-Cisneros, O
dette, U

topía, distopía e ingravidez: Reconfiguraciones cosm
ológicas en la narrativa postsoviética 

cubana, Iberoam
ericana, M

adrid, 2012, p.50. 

﹇
2
﹈
ア
ヒ
ア
コ
と
ボ
ル
シ
チ
の
比
喩
は
、
以
下
の
論
文
、D

m
itri Prieto Sam

sonov and Polina M
artínez Shivietsova, “...so, 

B
orscht D

oesn ’t M
ix into the Ajiaco?: A

n Essay of Self-Ethnography on the Young Post-Soviet D
iaspora in C

uba, ” 

Loss, Jacqueline, Prieto, José M
anuel, C

avier w
ith Rum

: C
uba-U

SSR and the Post-Soviet Experience, Palgrave 

m
acm

illan, N
ew

 York, 2012, pp.133-159.

に
も
見
ら
れ
る
。

﹇
3
﹈
先
行
研
究
と
し
て
以
下
の
論
文
が
あ
る
。Puñales-A

lpízar, D
am

aris, “Soy C
uba, O

céano y Lisanka: D
e lo alegórico a lo 

cotidiano. Transform
aciones en las coproducciones cubano-soviético-rusas ”, Revista Iberoam

ericana, 243 (2013, abril-

junio), pp.479-500.

﹇
4
﹈
代
表
的
な
研
究
書
と
し
て
、
以
下
の
二
冊
が
あ
る
。Loss, Jacqueline and Prieto, José M

anuel, C
avier w

ith Rum
: C

uba-

U
SSR and the Post-Soviet Experience, Palgrave m

acm
illan, 2012.

（
な
お
こ
の
本
に
は
、
邦
訳
『
バ
イ
ク
と
ユ
ニ
コ
ー
ン
』

（
見
田
悠
子
訳
、
東
宣
出
版
、
二
〇
一
五
）
の
あ
る
ジ
ョ
シ
ュ
も
「
ロ
シ
ア
人
の
残
し
た
も
の
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。）

Loss, Jacqueline, D
ream

ing in Russian: The C
uban Soviet Im

aginary, U
niversity of Texas Press, 2013. 
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ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』）
や
チ
ェ
ー
ホ
フ
（「
犬
を
連
れ
た
奥
さ
ん
」）
を
読
破
す
る
の
で
あ
る
。

　

弱
々
し
い
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
（「
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
つ
ま
先
ま
で
ロ
シ
ア
人
」
で
「
金
髪
」）
と
強
い
ク
キ
（
混

血
で
息
子
を
女
手
ひ
と
つ
で
育
て
る
）
と
い
う
対
照
的
な
二
人
が
友
愛
関
係
を
結
び
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
い
な

ア
デ
ラ
イ
ダ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
デ
・
フ
ア
ン
の
場
合

　

最
初
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
舞
台
に
ロ
シ
ア
人
が
登
場
す
る
短
篇
小
説
を
見
て
み
よ
う
。
キ
ュ
ー
バ
人
女
性
作
家
ア
デ
ラ

イ
ダ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
デ
・
フ
ア
ン
（
一
九
六
一
〜
）
の
「
太
陽
の
下
で
の
慈
悲
（C

lem
encia bajo el sol

）」
と

い
う
作
品
で
﹈
7
﹇

、
ロ
シ
ア
女
性
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
と
キ
ュ
ー
バ
男
性
レ
イ
エ
ス
夫
婦
の
十
五
年
を
、
夫
婦
の
隣
に
暮
ら
す
キ

ュ
ー
バ
女
性
ク
キ
の
視
点
か
ら
語
っ
た
も
の
だ
。

　

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
は
ソ
連
に
留
学
し
て
い
た
レ
イ
エ
ス
と
結
婚
し
、
ハ
バ
ナ
に
引
っ
越
し
て
く
る
。
ハ
バ
ナ
に
来
て
間

も
な
く
子
供
も
産
ま
れ
、
い
よ
い
よ
新
生
活
が
開
始
す
る
。
当
初
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
は
ソ
連
か
ら
家
具
を
運
ば
せ
、
ソ

連
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
続
け
よ
う
と
す
る
が
、
親
切
に
接
し
て
く
る
隣
人
ク
キ
と
の
付
き
合
い
を
通
じ
、
徐
々
に
キ

ュ
ー
バ
の
生
活
習
慣
に
慣
れ
、
ま
た
ス
ペ
イ
ン
語
も
上
達
し
て
い
く
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
ソ
連
の
思
い
出
は
失
わ
れ

て
い
き
、
し
か
も
仕
事
で
留
守
が
ち
の
夫
と
の
喧
嘩
が
絶
え
な
い
。

　

こ
の
小
説
で
面
白
い
の
は
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
と
そ
の
息
子
が
、
ク
キ
と
そ
の
息
子
と
の
友
情
か
ら
徐
々
に
キ
ュ
ー
バ

化
し
、
ま
た
逆
の
作
用
も
起
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
初
は
ロ
シ
ア
料
理
し
か
関
心
の
な
か
っ
た
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
が
だ

ん
だ
ん
キ
ュ
ー
バ
料
理
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
息
子
は
キ
ュ
ー
バ
・
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
に
な
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
修
得

し
た
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
は
ス
ペ
イ
ン
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
仕
事
さ
え
す
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
と
同
様
に
、
ク
キ

の
ほ
う
の
息
子
は
ロ
シ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
が
大
好
き
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
本
な
ど
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
ク
キ
も
ま

た
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
の
勧
め
で
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
ロ
シ
ア
文
学
を
読
み
始
め
、
つ
い
に
は
ト
ル
ス
ト
イ
（『
ア

﹇
5
﹈
ソ
連
時
代
を
懐
か
し
む
の
は
現
在
の
キ
ュ
ー
バ
で
は
一
般
生
活
に
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
ソ
連
の
昔
の
ア
ニ
メ
を
流
す
飲
食

店
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
が
観
光
産
業
と
も
結
び
つ
き
、
観
光
客
を
ソ
連
車
チ
ャ
イ
カ
に
乗
せ
る
ツ
ア
ー
も

あ
る
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
現
象
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ボ
イ
ム
が
提
起
す
る
二
つ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
概

念
（
復
旧
的
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
反
省
的
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
）
が
あ
る
。
こ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
概
念
に
つ
い
て
は
、
石
丸
敦
子
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

│
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ボ
イ
ム
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
未
来
』
の
描
く
ロ
シ

ア

│
」、『
ク
ァ
ド
ラ
ン
テ
』、
東
京
外
国
語
大
学
海
外
事
情
研
究
所
、
十
七
号
、
一
七
五‒

一
八
六
頁
を
参
照
し
た
。
ソ
連
時

代
の
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
るJacqueline Loss

も
ボ
イ
ム
を
参
照
し
て
い
る
（Loss, Jacqueline and Prieto, José 

M
anuel, “C

aviar con R
on: ‘Sdelano na kube ’”, K

AM
C

H
ATK

A, 5, julio, 2015, p.12.

）。
本
章
は
必
ず
し
も
ボ
イ
ム
の
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
概
念
に
従
っ
て
文
学
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
が
、
作
品
の
読
解
に
あ
た
っ
て
は
、
石
丸
氏

の
書
評
論
文
を
多
い
に
参
考
に
し
た
。

﹇
6
﹈
キ
ュ
ー
バ
人
作
家
に
よ
る
ソ
連
を
描
い
た
小
説
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
註
1
に
挙
げ
た
研
究
書
や
註
4
に

挙
げ
た
二
冊
以
外
に
、H

einrich, C
arola, “B

uscar en la ausencia. Lo soviético en los cuentos y las identidades cubanas, ” 

K
AM

C
H

ATK
A, 5, julio, 2015, pp.141-165.

を
参
照
し
た
。

﹇
7
﹈Fernández de Juan, A

delaida, “C
lem

encia bajo el sol ”, N
uevos narradores cubanos, Siruela, M

adrid, 2000, pp.77-85.
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持
ち
主
だ
。
長
篇
作
品
と
し
て
ソ
連
も
の
三
部
作
『
ロ
シ
ア
生
活
百
科
事
典
（Enciclopedia de una vida en Rusia

）』

（
一
九
九
七
）、『
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
（Livadia

）』（
一
九
九
九
）、『
レ
ッ
ク
ス
（Rex

）』（
二
〇
〇
七
）
が
あ
り
、
こ
れ
以
外

に
も
紀
行
も
の
と
し
て
『
モ
ス
ク
ワ
で
の
一
か
月
（Treinta días en M

oscú

）』（
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
か

ら
も
ソ
連
経
験
抜
き
に
は
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
プ
リ
エ
ト
は
ロ
シ
ア
文
学
の
ス
ペ
イ
ン
語
翻
訳
も
手
が

け
、
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
ア
ン
ナ
・
ア
フ
マ
ト
ー
ヴ
ァ
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ブ
ロ
ツ
キ
ー
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ツ
ィ
ン
の
翻
訳
が
あ
る
。
ソ
連
を
去
っ
た
あ
と
は
メ
キ
シ
コ
を
経
て
、
現
在
は
米
国
の
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。

　

ソ
連
生
ま
れ
の
作
家
も
挙
げ
て
お
こ
う
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
デ
ル
・
ジ
ャ
ー
ノ
は
モ
ス
ク
ワ
生
ま
れ
で
、
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
ペ
レ
ス
監
督
作
品
『
人
生
は
口
笛
の
よ
う
に
（La vida es silbar

）』（
一
九
九
八
）
の
脚
本
に
も
参
加
す
る
映

画
人
だ
が
、
小
説
も
書
き
、
キ
ュ
ー
バ
短
篇
選
集
の
常
連
で
あ
る
。
詩
人
で
は
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
・
リ
ト
ビ

ノ
フ
（
一
九
六
九
年
、
ヤ
ル
タ
生
ま
れ
）
や
、
ア
ン
ド
レ
ス
・
ミ
ー
ル
（
一
九
六
六
年
、
モ
ス
ク
ワ
生
ま
れ
）
と
い
っ
た
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
映
画
作
家
、
言
論
誌
編
集
者
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
革
命
を
支
え
た
知
識
人
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
の

長
篇
小
説
『
シ
ベ
リ
ア
の
女
（Siberiana

）』（
二
〇
〇
〇
）
を
読
ん
で
み
よ
う
﹈
9
﹇

。

　

主
人
公
は
キ
ュ
ー
バ
黒
人
の
バ
ル
バ
ロ
、
二
十
五
歳
。
キ
ュ
ー
バ
の
雑
誌
記
者
と
し
て
、
バ
イ
カ
ル
・
ア
ム
ー
ル
鉄

道
の
敷
設
を
取
材
し
よ
う
と
シ
ベ
リ
ア
を
訪
れ
る
。
学
生
時
代
に
キ
ュ
ー
バ
で
白
人
の
軍
人
か
ら
レ
イ
プ
さ
れ
た
こ
と

が
ら
成
長
し
て
い
く
様
子
は
、
ソ
連
と
キ
ュ
ー
バ
の
対
等
な
関
係
を
暗
示
し
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
す
ら
あ
る
。

　

し
か
し
幸
せ
に
は
終
わ
り
が
あ
る
。
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
夫
に
キ
ュ
ー
バ
女
性
の
愛
人
ミ
レ
ー
ナ
が
い
た
。
こ

う
し
て
結
婚
十
五
年
が
過
ぎ
る
頃
、
失
意
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
は
キ
ュ
ー
バ
で
の
生
活
を
諦
め
る
こ
と
を
ク
キ
に
伝
え
、

一
人
息
子
を
連
れ
て
国
に
帰
る
の
だ
。
物
語
の
結
末
は
ク
キ
に
よ
る
ミ
レ
ー
ナ
へ
の
復
讐
で
あ
る
。
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
の

置
い
て
い
っ
た
ソ
連
の
家
具
や
本
を
ミ
レ
ー
ナ
が
公
園
で
売
り
払
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ク
キ
は
、
憤
慨
し
て
思
わ

ず
ミ
レ
ー
ナ
を
殴
り
殺
し
て
し
ま
う
。「
女
の
あ
た
し
の
あ
り
っ
た
け
の
力
で
頭
を
三
回
殴
っ
た
ん
で
す
よ
。
信
じ
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
殺
す
つ
も
り
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
痛
め
つ
け
て
や
り
た
か
っ
た
だ
け
で

す
。
あ
の
女
は
そ
う
さ
れ
て
当
然
な
ん
で
す
よ
。
後
悔
な
ん
か
し
て
い
ま
せ
ん
。
言
い
残
し
た
こ
と
で
す
っ
て
？　

あ

の
女
の
血
で
ト
ル
ス
ト
イ
と
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
本
が
汚
さ
れ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
わ
。」

ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
の
場
合

　

豊
富
な
ソ
連
滞
在
経
験
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
作
家
も
少
な
く
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら

八
〇
年
代
に
か
け
て
は
多
く
の
キ
ュ
ー
バ
人
が
、
推
計
に
よ
れ
ば
年
間
お
よ
そ
八
千
人
が
ソ
連
の
大
学
に
留
学
し
て
い

る
﹈
8
﹇

。
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
で
ソ
連
に
渡
り
、
そ
の
な
か
に
ソ
連
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
書
い
て
い
る
作

家
た
ち
が
い
る
。

　

こ
う
し
た
一
群
の
な
か
で
、
質
量
と
も
に
抜
き
ん
出
て
い
る
の
は
、
ホ
セ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
プ
リ
エ
ト
で
あ
る
。
シ
ベ

リ
ア
の
首
都
と
言
わ
れ
る
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
で
技
術
系
の
勉
強
を
し
て
、
合
計
で
十
二
年
間
ソ
連
に
住
ん
だ
経
験
の

﹇
8
﹈Loss, Jacqueline, D

ream
ing in Russian, p.23.
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ん
な
折
り
に
や
っ
て
き
た
バ
ル
バ
ロ
に
、
彼
女
は
一
目
見
た
と
き
か
ら
惹
か
れ
た
。
一
緒
に
旅
を
す
る
う
ち
に
愛
す
る

気
持
ち
も
生
ま
れ
て
い
る
が
、
と
い
っ
て
夫
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
バ
ル
バ
ロ
の
気
持
ち
は
分
か

る
け
れ
ど
も
、
一
緒
に
は
な
れ
な
い
の
で
、
大
人
し
く
キ
ュ
ー
バ
に
帰
り
、
自
分
の
こ
と
は
金
輪
際
忘
れ
て
ほ
し
い

…
…

　

彼
女
が
バ
ル
バ
ロ
に
語
っ
た
内
容
は
こ
う
い
う
も
の
で
、
夢
破
れ
た
バ
ル
バ
ロ
は
キ
ュ
ー
バ
帰
国
を
決
意
す
る
。
だ

が
出
発
前
夜
の
歓
送
パ
ー
テ
ィ
で
い
ざ
こ
ざ
が
あ
り
、
彼
女
は
夫
を
捨
て
て
バ
ル
バ
ロ
の
元
へ
と
向
か
い
、
二
人
は
結

ば
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
幸
せ
も
束
の
間
、
肺
の
弱
い
バ
ル
バ
ロ
は
再
び
病
に
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
昏
睡
状
態
に
入

り
、
三
日
後
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
失
意
の
彼
女
も
ま
た
ア
ン
ガ
ラ
川
に
身
を
沈
め
る
。

　

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
並
み
の
障
害
に
満
ち
た
純
愛
小
説
と
い
っ
て
い
い
が
、
こ
こ
で
も
先
の
短
篇
の
よ
う
に
、

キ
ュ
ー
バ
と
ソ
連
は
対
照
的
な
文
化
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
篇
で
は
舞
台
を
シ
ベ
リ
ア
に
移
し
、
黒
人
と

白
人
、
熱
帯
と
酷
寒
、
南
と
北
（
あ
る
い
は
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
東
と
キ
ュ
ー
バ
と
い
う
西
）
な
ど
の
差
異
が
キ
ュ
ー
バ

人
の
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。
し
か
し
こ
の
小
説
の
肝
は
、
キ
ュ
ー
バ
黒
人
が
こ
れ
ら
圧
倒
的
な
差
異
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
に
あ
る
。
短
期
間
の
滞
在
で
ロ
シ
ア
語
を
身
に
つ
け
る
ま
で
に
は
い
か
な
い
が
、
そ
れ

で
も
い
く
つ
か
の
言
葉
を
覚
え
、
通
訳
な
し
で
も
カ
メ
ラ
マ
ン
や
運
転
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
す

は
あ
る
が
女
性
と
の
体
験
は
な
く
、
ソ
連
で
こ
そ
絶
対
に
女
性
を
知
る
の
だ
と
秘
か
な
決
意
を
固
め
て
い
た
。
初
め
て

の
飛
行
機
は
恐
怖
の
連
続
で
、
震
え
上
が
り
な
が
ら
も
ど
う
に
か
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
、
次
い
で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
ま
で
飛

び
、
あ
と
は
陸
路
で
シ
ベ
リ
ア
を
巡
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
は
通
訳
兼
ガ
イ
ド
の
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
、
青

い
眼
を
し
て
プ
ラ
チ
ナ
・
ブ
ロ
ン
ド
の
女
が
同
行
す
る
。（
あ
り
き
た
り
な
展
開
だ
が
）
バ
ル
バ
ロ
は
彼
女
に
恋
を
す

る
。
し
か
し
彼
女
は
バ
ル
バ
ロ
に
関
心
を
示
し
つ
つ
も
、
寄
せ
付
け
な
い
雰
囲
気
が
あ
っ
て
い
ら
い
ら
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
彼
女
が
な
ぜ
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
の
か
、
ど
う
い
う
来
歴
の
持
ち
主
な
の
か
が
謎
の
ま
ま
シ
ベ
リ
ア
巡
り
は

続
け
ら
れ
る
。

　

バ
ル
バ
ロ
は
シ
ベ
リ
ア
の
行
く
先
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
受
け
る
。
未
体
験
の
酷
寒
や
意
志
の
疎
通
に
お
け
る
苦

労
は
言
わ
ず
も
が
な
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
で
は
酒
の
飲
み
比
べ
の
挑
戦
を
受
け
、
酔
い
つ
ぶ
れ
る
。
ロ
シ
ア
式
サ
ウ
ナ
で

は
ど
う
振
る
舞
っ
た
ら
よ
い
の
か
戸
惑
う
ば
か
り
。
男
ら
し
さ
の
体
力
競
争
も
さ
せ
ら
れ
る
。
外
国
人
で
あ
る
ば
か
り

か
黒
人
で
も
あ
り
、
そ
の
珍
し
さ
か
ら
二
重
の
人
種
差
別
を
受
け
続
け
、
寒
さ
に
や
ら
れ
て
肺
炎
に
も
か
か
る
。
バ
ル

バ
ロ
は
キ
ュ
ー
バ
人
の
プ
ラ
イ
ド
に
か
け
て
こ
れ
ら
す
べ
て
を
ど
う
に
か
乗
り
越
え
る
。
し
か
し
そ
の
こ
ろ
に
は
旅
も

終
わ
り
に
近
づ
き
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
戻
る
日
が
迫
っ
て
い
る
。
別
れ
を
目
前
に
し
て
、
い
よ
い
よ
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
は

身
の
上
話
を
は
じ
め
る
。
彼
女
の
母
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
時
に
逃
れ
て
ロ
シ
ア
に
来
た
ス
ペ
イ
ン
人
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人

と
結
婚
し
た
が
、
そ
の
男
が
政
治
犯
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
た
め
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
シ
ベ
リ
ア
に
や
っ
て
来

る
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
で
あ
る
。
長
じ
て
彼
女
も
結
婚
す
る
が
、
や
は
り
相
手
が
政
治
犯
と
し

て
コ
ル
ィ
マ
鉱
山
に
送
ら
れ
る
。
そ
の
夫
も
い
ま
は
収
容
所
を
出
た
が
廃
人
同
然
で
、
彼
女
が
面
倒
を
見
て
い
る
。
そ

﹇
9
﹈D

íaz, Jesús, Siberiana, Espasa C
alpe, M

adrid, 2000.
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ら
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
い
ざ
ソ
連
が
崩
壊
し
、
そ
れ
と
と
も
に
ロ
シ
ア
人
が
い
な
く
な
り
、
ロ
シ
ア
の
物

が
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て
み
る
と
、
あ
の
こ
ろ
の
苦
労
が
む
し
ろ
い
い
思
い
出
と
し
て
蘇
っ
て
く
る
。
ク
キ
は
言
う
。

「
ロ
シ
ア
人
は
み
ん
な
い
な
く
な
っ
た
。
あ
た
し
は
も
う
、
来
た
り
帰
っ
た
り
と
い
う
の
に
は
飽
き
飽
き
さ
。
強
く
は

な
れ
る
け
ど
、
限
界
っ
て
い
う
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
ね
。」

　

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
と
の
良
い
思
い
出
ば
か
り
を
語
る
ク
キ
は
ど
う
や
ら
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
今
の
キ
ュ
ー
バ
よ
り

も
、
ロ
シ
ア
人
が
い
て
ロ
シ
ア
と
と
も
に
あ
っ
た
あ
の
頃
の
キ
ュ
ー
バ
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
短
篇

は
、
ク
キ
が
警
察
か
裁
判
所
の
よ
う
な
場
所
で
殺
人
の
自
白
を
す
る
「
陳
述
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
罪
を
告
白
し
な
が

ら
過
去
を
思
い
起
こ
す
と
き
、
ク
キ
は
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
と
の
関
係
を
必
要
以
上
に
美
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼

女
の
陳
述
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
裁
判
官
や
警
察
官
（
＝
読
者
）
に
、
過
去
を
古
き
良
き
も
の
と
し
て
思
い
出
さ
せ

る
。
こ
う
し
て
こ
の
作
品
か
ら
は
、「
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
」
と
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
漂
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
九
六
年
、
ソ
連
崩
壊
か
ら
五
年
後
で
あ
る
。
作
者
ア
デ
ラ
イ
ダ
は
革
命
と
と
も
に

育
ち
、
大
人
に
な
っ
た
。
革
命
か
ら
距
離
を
取
る
こ
と
は
な
く
、
一
体
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
作
家
だ
。
フ
ィ
デ
ル
・

カ
ス
ト
ロ
の
革
命
文
化
政
策
を
担
っ
た
曰
く
付
き
の
知
識
人
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
の
娘
で
も
あ
る
。
そ
ん

な
彼
女
に
と
っ
て
ト
ル
ス
ト
イ
と
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
汚
し
て
は
な
ら
な
い
古
き
良
き
時
代
の
象
徴
と
し
て
懐
古
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　

二
篇
目
の
『
シ
ベ
リ
ア
の
女
』
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
小
説
は
、
作
者
が
一
九
七
七
年
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
撮

影
の
た
め
に
シ
ベ
リ
ア
を
訪
れ
た
と
き
の
経
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
。
し
か
し
小
説
が
書
か
れ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
に

る
。
キ
ュ
ー
バ
の
民
間
信
仰
サ
ン
テ
リ
ー
ア
と
ロ
シ
ア
の
信
仰
を
習
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
モ
ン
ゴ
ル
系
ロ
シ
ア
人

を
キ
ュ
ー
バ
の
中
国
系
移
民
と
比
較
し
た
り
す
る
。
バ
ル
バ
ロ
は
こ
れ
ま
で
自
分
が
属
し
て
い
た
文
化
と
は
ま
っ
た
く

か
か
わ
り
の
な
い
ソ
連
を
、
ロ
シ
ア
を
、
シ
ベ
リ
ア
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
の
だ
。

ソ
連
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー　

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
最
初
の
短
篇
の
ほ
う
で
は
女
と
女
の
友
情
、
二
篇
目
の
長
篇
で
は
男
と
女
の
恋
愛
を
通
じ
、
ソ

連
と
の
文
化
的
差
異
を
前
提
に
し
て
、
誠
実
な
キ
ュ
ー
バ
人
が
相
手
の
文
化
を
理
解
し
、
乗
り
越
え
、
交
わ
ろ
う
と
す

る
営
為
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
両
作
品
と
も
に
キ
ュ
ー
バ
か
ら
ソ
連
に
秋
波
を
送
っ
て
い
る

作
品
で
あ
る
。
米
国
と
国
交
を
断
絶
し
て
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
り
、
ソ
連
や
東
欧
と
強
い
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
る
過
程

で
キ
ュ
ー
バ
人
の
と
っ
た
道
筋
を
示
す
も
の
だ
。
し
か
し
両
作
品
と
も
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
は
な
い
。
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

の
帰
国
で
ク
キ
は
友
を
失
い
、
バ
ル
バ
ロ
と
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
の
恋
愛
は
悲
劇
に
終
わ
る
。
こ
れ
は
ソ
連
崩
壊
に
と
も
な

う
両
国
関
係
の
終
了
を
描
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
即
決
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
両

作
家
が
こ
の
作
品
で
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
を
ど
の
よ
う
に
思
い
起
こ
し
、
描
こ
う
と
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

　

最
初
の
短
篇
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ク
キ
は
こ
の
短
篇
の
な
か
で
、
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
、
ロ
シ
ア
製
の
物
に

囲
ま
れ
て
い
た
生
活
を
懐
か
し
く
振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、「
と
ん
で
も
な
く
重
た
い
腕
時
計
と
煉
瓦

み
た
い
な
靴
」
や
、
空
腹
を
癒
し
て
は
く
れ
た
が
美
味
し
く
な
い
「
缶
詰
の
肉
と
瓶
詰
め
の
リ
ン
ゴ
」
で
あ
る
。
キ
ュ

ー
バ
人
は
ソ
連
時
代
に
は
、「
ロ
シ
ア
の
物
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
シ
ロ
モ
ノ
ば
か
り
」
と
、
文
句
ば
か
り
言
っ
て
暮
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頭
の
な
か
に
た
だ
ち
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
は
、
い
っ
た
い
バ
ル
バ
ロ
＝
キ
ュ
ー
バ
人
が
挑
ん
だ
あ
の
超
人
的
と

も
言
え
る
ソ
連
理
解
に
向
け
て
の
努
力
を
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
い
ま
、
ど
う
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

バ
ル
バ
ロ
の
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
に
対
す
る
愛
が
揺
る
ぎ
な
い
真
実
だ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。
と
い
う
よ
り
も
そ

の
真
実
性
を
こ
の
作
品
は
強
く
肯
定
し
て
い
る
。
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
時
に
こ
そ
生
ま
れ
る
愛
の
強
さ
。
愛

に
よ
っ
て
人
は
文
化
の
違
い
を
克
服
す
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
キ
ュ
ー
バ
の
、
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
す
る
忠
誠
が
真
実

で
あ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
幸
せ
は
束
の
間
し
か
続
か
ず
、
二
人
が
死
ん
だ
い
ま
、
も
は
や
そ
の
愛
が
蘇

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
の
だ
。
愛
の
真
実
性
と
と
も
に
あ
る
愛
の
蘇
り
の
不
可
能
性
。
こ
の
こ
と
が
強
烈
に
突

き
つ
け
ら
れ
る
。

　

デ
ィ
ア
ス
は
こ
の
小
説
を
通
じ
、
キ
ュ
ー
バ
の
ソ
連
に
対
す
る
愛
（
＝
革
命
の
理
念
）
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
が
（
そ

の
こ
と
の
証
明
に
小
説
の
大
半
を
費
や
し
て
い
る
）、
そ
の
両
者
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
い
ま
（
小
説
が
書
か
れ
た
二
〇
〇
〇

年
）、
過
去
に
戻
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
な
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
を
離
れ
る
前
、
デ
ィ
ア
ス
は
「
革
命
文
学
」
を
追
い
求
め
、
キ
ュ
ー
バ
人
へ
の
呼
び
か
け
と
な
る
小
説
を

書
き
続
け
た
﹈
11
﹇

。
そ
の
彼
は
国
を
離
れ
て
も
な
お
キ
ュ
ー
バ
の
人
び
と
に
呼
び
か
け
た
。
そ
れ
は
、
愛
の
終
わ
り
の
後
に

広
が
る
無
限
の
未
来
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
一
歩
を
踏
み
だ
す
よ
う
に
キ
ュ
ー
バ
人
の
背
中
を
押
し
て
い
る
の
だ
。

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
四
半
世
紀
も
過
ぎ
て
か
ら
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
書
い
た
と
き
、
デ
ィ
ア
ス
は

亡
命
し
て
キ
ュ
ー
バ
を
離
れ
て
ス
ペ
イ
ン
に
い
た
。
島
を
出
て
か
ら
書
い
た
こ
と
が
作
品
に
何
か
特
別
な
趣
を
与
え
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ア
ス
は
も
と
も
と
革
命
を
支
え
る
重
要
な
知
識
人
だ
っ
た
。
し
か
し
八
九
年
に
キ
ュ

ー
バ
を
去
り
、
キ
ュ
ー
バ
に
民
主
的
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
言
論
誌
（『
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
（Encuentro de la 

cultura cubana

）』
誌
）
を
ス
ペ
イ
ン
で
立
ち
上
げ
た
。
本
書
第
四
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
彼
の
立
場
は
、
キ
ュ
ー
バ
革

命
の
理
念
は
間
違
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
カ
ス
ト
ロ
の
独
裁
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
済
封
鎖
は
キ
ュ
ー
バ
に
と
っ
て

障
害
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
彼
が
ポ
ス
ト
ソ
連
時
代
に
入
っ
て
書
い
た
こ
の
小
説
を
見
る
と
、

そ
こ
に
は
や
は
り
キ
ュ
ー
バ
と
ソ
連
の
蜜
月
時
代
へ
の
懐
か
し
い
愛
情
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
も
そ
も
バ
ル
バ
ロ
の
欲
望
の
対
象
と
な
る
「
女
」
＝
神
秘
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
と
っ
て
の
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

の
ソ
連
、
ロ
シ
ア
の
文
化
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
対
象
で
あ
る
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
は
ロ
シ
ア
語
で
「
希
望
」
を
意

味
す
る
と
い
う
﹈
10
﹇

。
と
な
る
と
、
こ
の
小
説
は
キ
ュ
ー
バ
が
そ
の
未
来
を
ソ
連
と
い
う
「
希
望
」
に
託
し
た
物
語
だ
と
解

せ
る
。
し
か
も
そ
の
希
望
は
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
最
も
奥
深
い
地
方
に
あ
っ
て
、
キ
ュ
ー
バ
人
は
そ
こ
を
分
け
い
く
の

だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
乗
り
越
え
、
シ
ベ
リ
ア
を
踏
破
す
る
キ
ュ
ー
バ
人
と
い
う
設
定
。
こ
こ
に
、
キ
ュ
ー
バ
と
歴

史
的
に
も
文
化
的
に
も
か
か
わ
り
の
極
め
て
弱
い
ソ
連
を
徹
底
的
に
理
解
し
よ
う
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
人
の
強
烈
な
意
志

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
小
説
の
結
末
は
悲
劇
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
悲
劇
の
結
末
に
立
ち
会
っ
た
と
き
、
読
者
の

﹇
10
﹈
ロ
シ
ア
文
学
者
の
前
田
和
泉
氏
の
ご
教
示
に
感
謝
す
る
。
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（
二
〇
一
三
）
な
ど
が
あ
り
、
絵
も
描
い
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
二
〇
〇
七
年
に
出
た
『
愚
か
な
魂
（Ánim

a fatua

）』﹈
15
﹇

は
彼
女
の
経
験
を
題
材
に
と
っ
た
「
自
伝
的
」

ア
ナ
・
リ
デ
ィ
ア
・
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
の
場
合　

　

最
後
に
、
ロ
シ
ア
人
と
キ
ュ
ー
バ
人
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
﹈
12
﹇

、
長
じ
て
作
家
に
な
っ
た
人
物
を
読
ん
で
み
よ
う
。
そ
の

名
を
ア
ナ
・
リ
デ
ィ
ア
・
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
と
い
う
。
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
作
家
に
ア
ナ
・
リ
デ
ィ
ア
・
ベ
ガ
と
い
う
同

姓
同
名
の
作
家
が
い
る
の
で
、
キ
ュ
ー
バ
の
作
家
に
は
最
後
に
母
親
の
姓
セ
ロ
ー
バ
を
付
け
る
こ
と
で
区
別
す
る
。

　

ア
ナ
・
リ
デ
ィ
ア
・
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
は
一
九
六
八
年
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
生
ま
れ
て
い
る
。
父
親
が
ム
ラ
ー
ト

（
黒
人
と
白
人
の
混
血
、
つ
ま
り
プ
ー
シ
キ
ン
と
同
じ
）
で
、
母
親
が
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
キ
ュ
ー
バ
の
混
血
は

母
を
ロ
シ
ア
人
と
し
、
父
を
キ
ュ
ー
バ
人
と
す
る
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
ほ
う
が
多
く
、
先
に
触
れ
た
二
篇
で
も
恋
愛
は
常

に
こ
の
よ
う
な
間
柄
に
生
ま
れ
て
い
た
。
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
キ
ュ
ー
バ
に
移
り
、
そ
こ
で
九
歳
ま

で
過
ご
し
た
あ
と
、
両
親
の
離
婚
に
と
も
な
っ
て
母
の
祖
国
へ
移
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住

む
。
ソ
連
で
は
美
術
を
学
び
、
一
九
八
九
年
、
二
十
一
歳
の
と
き
、
キ
ュ
ー
バ
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま
島
を
住
処
と
し
て

現
在
も
キ
ュ
ー
バ
の
ハ
バ
ナ
に
住
ん
で
い
る
﹈
13
﹇

。

　

キ
ュ
ー
バ
に
き
た
と
き
に
、
ロ
シ
ア
語
で
書
い
て
い
た
自
作
（
主
に
詩
）
を
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
し
始
め
、
そ
の
後

ス
ペ
イ
ン
語
で
の
創
作
（
主
に
短
篇
）
に
着
手
す
る
。
九
七
年
、
短
篇
集
『
バ
ッ
ド
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
』
で
キ
ュ
ー

バ
国
内
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
筆
者
の
手
元
に
あ
る
何
冊
か
の
キ
ュ
ー
バ
短
篇
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
め
く
っ
て

み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
彼
女
の
名
前
が
あ
り
﹈
14
﹇

、
若
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
作
家
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
長

篇
と
し
て
は
『
夜
警
（N

oche de Ronda

）』（
二
〇
〇
一
）、
自
身
の
短
篇
集
は
『
紙
の
家
系
（Estirpe de papel

）』

﹇
11
﹈
例
え
ば
、D

íaz, Jesús, C
anto de am

or y de guerra, Letras C
ubanas, La H

abana, 1979. 

こ
の
短
篇
を
、
批
評
家
の
ホ
ル

ヘ
・
フ
ォ
ル
ネ
ー
は
「
キ
ュ
ー
バ
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
傑
作
」
と
評
し
て
い
る
。 

﹇
12
﹈
キ
ュ
ー
バ
で
は
「
ぬ
る
ま
湯（agua tibia

）」
と
呼
ば
れ
る
。
冷
た
く
も
な
く
熱
く
も
な
い
、
中
間
的
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

﹇
13
﹈
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、López-C

abrales, M
aría del M

ar, Arenas cálidas en alta m
ar: entrevistas a 

escritoras contem
poráneas en C

uba, Editorial C
uarto propio, Santiago, 2007. C

uesta, M
abel, C

uba post-soviética: un 

cuerpo narrado en clave de m
ujer, Editorial C

uarto propio, Santiago, 2112.

を
参
照
。

﹇
14
﹈
以
下
、
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
の
作
品
が
入
っ
て
い
る
短
篇
集
を
出
版
順
に
列
挙
し
て
お
く
。G

arrandés, A
lberto (ed.), 

Aire de luz: cuentos cubanos del siglo XX, Letras C
ubanas, La H

abana, 1999. López Sacha, Francisco (ed.), C
uentos 

cubanos, C
entro C

ultural Pablo de la Torriente B
rau, La H

abana, 1999. Strausfeld, M
ichi (ed.), N

uevos narradores 

cubanos, Siruela, M
adrid, 2000. M

ujeres com
o islas: Antología de narradoras cubanas, dom

inicanas y puertorriqueñas, 

Ediciones U
nión (La H

abana), Ediciones Ferilibro (Santo D
om

ingo), 2002. M
ary G

. B
erg (ed.), O

pen Your Eyes and 

Soar: C
uban W

om
en W

riting N
ow

, W
hite Pine Press, B

uffalo, N
ew

 York, 2003. Voces cubanas: Jóvenes cuentistas de la 

Isla, Editorial Popular, M
adrid, 2005. G

arrandés A
lberto (ed.), La ínsula fabulante: el cuento cubano en la Revolución 

(1959-2008), Letras C
ubanas, La H

abana, 2008. G
arcía C

ruz, M
ichel (ed.), M

añana hablarán de nosotros: Antología 

del cuento cubano, Editorial D
os B

igotes, España, 2015.
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モ
ス
ク
ワ
、
マ
ス
ク
バ
ー
、
ラ
・
モ
ス
コ
ビ
ア
。
無
数
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
満
ち
た
雑
然
と
し
た
世
界
。
そ
こ
に
は
、

ロ
シ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
稜
線
が
、
野
蛮
と
進
歩
が
、
聖
な
る
も
の
と
俗
な
る
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
矛
盾
が

流
れ
込
む
。
限
り
な
い
相
貌
を
も
つ
街
。
百
回
灰
燼
に
帰
し
、
つ
ま
し
い
禁
欲
で
蘇
っ
た
街
。
逸
脱
と
栄
光
と
寂
寥
の

混
淆
。
そ
の
夜
空
は
、
広
場
の
な
か
で
も
い
ち
ば
ん
赤
い
広
場
の
上
で
痛
々
し
い
ほ
ど
赤
く
輝
き
、
空
気
は
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
汚
さ
れ
、
男
は
酒
に
酔
っ
て
女
々
し
く
泣
き
、
女
は
最
終
列
車
に
間
に
合
う
よ
う
に
歩
を
急
ぐ
。
老
人
と
若
者
と

犬
。
正
教
会
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ジ
プ
シ
ー
。
ホ
テ
ル
、
頭
に
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
た
老
女
、
酸
っ
ぱ
い
キ
ャ
ベ

ツ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
匂
い
。

　

生
ま
れ
た
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
学
校
に
通
っ
た
オ
デ
ッ
サ
、
そ
の
後
長
く
暮
ら
す
モ
ス
ク
ワ
へ
と
移
動
し
な
が
ら
、

彼
女
は
徐
々
に
ロ
シ
ア
の
大
地
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
窓
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
は
古
び
た
西
洋
を
感

じ
、
淡
い
思
い
出
の
あ
る
オ
デ
ッ
サ
で
は
海
に
ハ
バ
ナ
を
想
起
し
て
い
た
。
そ
れ
を
経
て
ロ
シ
ア
の
中
心
モ
ス
ク
ワ
に

至
る
と
き
、
彼
女
の
筆
致
に
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
饒
舌
さ
と
力
強
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
街
の
描
写
の
あ
い
だ
で
、
苦
難
と
と
も
に
あ
る
主
人
公
の
経
験
が
綴
ら
れ
る
。
学
校
で
は
ロ
シ
ア
語
が

で
き
ず
い
じ
め
に
遭
う
。
友
達
も
で
き
ず
、
も
う
一
人
の
自
分
を
作
っ
て
遊
び
相
手
に
す
る
。
母
親
か
ら
は
虐
待
を
受

な
小
説
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
形
容
詞
「fatua

」
は
訳
し
づ
ら
く
、
ひ
と
ま
ず
「
愚
か
な
」
と
訳
し
た
が
、
そ
の
ほ
か

に
も
「
思
い
上
が
っ
た
、
う
ぬ
ぼ
れ
の
強
い
、
中
身
の
な
い
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
彼
女
の
父
で
あ

る
キ
ュ
ー
バ
人
と
、
母
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
と
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
の
出
会
い
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
、
キ
ュ
ー
バ
時
代

の
幼
少
期
、
ソ
連
で
過
ご
し
た
青
春
期
を
綴
り
、
ソ
連
を
旅
立
ち
、
小
さ
い
頃
に
住
ん
で
い
た
土
地
＝
キ
ュ
ー
バ
に
戻

る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
彼
女
の
経
歴
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
。

　

読
ん
だ
と
き
に
強
い
印
象
を
残
し
た
の
が
、
ソ
連
の
町
の
描
写
で
あ
る
。
三
つ
続
け
て
引
用
し
よ
う
。

　
　

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

│
い
ま
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

│
は
橋
の
街
だ
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
が
建
て
た
。（
…
）
ピ

ョ
ー
ト
ル
は
ロ
シ
ア
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
窓
を
開
け
よ
う
と
し
た
。
髭
を
切
ら
せ
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
わ
せ
、
沼
地
に
首

都
を
建
て
て
、
窓
を
開
け
た
の
だ
っ
た
。（
…
）
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
は
湿
っ
た
材
木
と
冷
た
い
汗
の
臭
い
が
、
古
く

さ
い
狂
気
の
臭
い
が
、
博
物
館
の
よ
う
な
臭
い
が
す
る
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
は
博
物
館
と
狂
人
、
海
と
公
園
と
白
夜
の

街
だ
。
捨
て
ら
れ
た
老
人
と
画
家
、
引
退
し
た
船
乗
り
と
恋
す
る
男
と
孤
独
な
女
が
棲
ん
で
い
る
。

　
　

あ
た
し
は
あ
っ
と
い
う
間
に
オ
デ
ッ
サ
に
恋
を
し
た
。
潮
の
香
り
が
不
確
か
な
思
い
出
を
運
ん
で
き
た
。
欲
望
や
夢

を
目
覚
め
さ
せ
、
あ
た
し
は
目
が
覚
め
た
。
ぜ
っ
た
い
に
入
学
試
験
を
パ
ス
し
な
く
て
は
。
オ
デ
ッ
サ
に
住
ん
で
、
街

を
歩
き
、
浜
辺
で
水
と
戯
れ
る
の
だ
。

﹇
15
﹈Vega Serova, A

nna Lidia, Ánim
a fatua, Letras C

ubanas, La H
abana, 2007.
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八
〇
年
代
終
わ
り
の
ロ
シ
ア
の
ヒ
ッ
ピ
ー
は
、
粗
野
で
屈
託
が
な
い
若
者
連
中
で
、
国
の
大
都
市
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
し
て
い
た
。
連
中
は
カ
フ
ェ
の
周
り
、
公
園
、
人
気
の
な
い
ビ
ル
、
大
人
が
一
時
的
に

留
守
に
し
て
い
る
家
（vpiska

と
呼
ば
れ
た
）
に
集
っ
た
。
眠
る
と
こ
ろ
が
な
い
ヒ
ッ
ピ
ー
はtusovka

（
溜
ま
り
場
）

に
来
て
、
そ
の
晩
のvpiska

が
あ
る
人
を
探
し
た
。
い
つ
も
避
難
所
と
食
べ
物
を
差
し
出
す
別
の
ヒ
ッ
ピ
ー
が
あ
ら
わ

れ
た
。
ロ
シ
ア
語
に
英
語
、
刑
務
所
の
俗
語
を
混
ぜ
た
独
特
の
言
い
回
し
を
使
い
、
ジ
プ
シ
ー
と
も
乞
食
と
も
つ
か
な

い
奇
妙
な
服
装
を
着
て
、
花
と
ド
ラ
ッ
グ
と
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
スfeñki

と
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
好
き

で
、
愛
と
平
和
と
自
由
を
信
じ
て
い
た
。
忠
実
に
、
偽
り
な
し
に
、
自
分
の
信
じ
る
こ
と
を
貫
い
て
い
た
。
彼
ら
に
は

二
つ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
、kaif

とvlom

が
あ
っ
た
。kaif

は
快
楽
の
極
限
を
意
味
し
、vlom

は
そ
の
反
対
語
だ
。

　

ロ
シ
ア
語
ま
じ
り
の
ス
ペ
イ
ン
語
は
ロ
シ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
語
（ruspañol

）
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

（
彼
女
の
場
合
に
は
ロ
シ
ア
・
キ
ュ
ー
バ
語
と
い
っ
て
も
い
い
）。
こ
の
よ
う
な
彼
女
独
特
の
キ
ュ
ー
バ
語
の
修
得
と
と

も
に
、
ロ
シ
ア
の
大
地
と
の
交
わ
り
が
形
と
な
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
を
読
む
こ
と
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
命

の
誕
生
に
立
ち
会
う
こ
と
で
あ
る
。

け
る
。
自
傷
行
為
に
も
及
ぶ
。
男
か
ら
暴
力
も
受
け
る
。
家
を
飛
び
出
し
て
流
浪
す
る
。

　

ロ
シ
ア
に
い
い
よ
う
に
な
ぶ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
痛
ま
し
さ
が
読
者
に
伝
わ
っ
て
き

た
と
き
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
か
辛
酸
や
痛
み
で
は
な
い
。
む
し
ろ
表
現
の
新
鮮
さ
や
表
現
す
る
こ
と
の

悦
び
で
あ
る
。
ま
る
で
ロ
シ
ア
の
大
地
に
呑
み
込
ま
れ
、
そ
の
大
地
と
交
わ
る
こ
と
で
得
体
の
し
れ
な
い
何
か
が
作
家

ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
に
胚
胎
し
、
そ
れ
が
赤
ん
坊
の
よ
う
に
真
新
し
い
、
無
垢
な
も
の
と
し
て
生
ま
れ
で
た
か
の
よ
う

だ
﹈
16
﹇

。

　

彼
女
の
文
に
宿
る
力
強
さ
と
新
鮮
さ
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
本
の
自
伝
的
な
内
容
が
、
彼
女
に
と
っ
て
新
し
い
言
語
で

あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
は
キ
ュ
ー
バ
に
戻
る
ま
で
、
家
族
、
友
人
、

恋
人
の
意
向
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。
経
済
的
な
問
題
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
彼
女
に

と
っ
て
キ
ュ
ー
バ
で
書
く
こ
と
（
描
く
こ
と
）
は
自
立
し
た
行
為
、
誰
の
助
け
も
借
り
ず
に
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
。
下

手
な
絵
（
彼
女
の
最
初
の
作
品
タ
イ
ト
ル
）
を
描
い
た
り
、
物
語
を
書
い
た
り
す
る
た
め
に
は
、
誰
の
助
け
も
い
ら
な

い
と
い
う
単
純
な
事
実
が
あ
る
。
そ
う
い
う
面
で
経
済
的
に
最
低
限
の
生
活
を
保
証
し
て
く
れ
る
の
が
、
キ
ュ
ー
バ
の

制
度
だ
っ
た
。
芸
術
家
に
と
っ
て
配
給
制
度
は
ベ
イ
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ロ
シ
ア
と
の
交
わ
り
で

結
晶
し
た
も
の
を
、
難
解
な
単
語
や
文
体
、
複
雑
な
時
制
を
駆
使
せ
ず
、
む
し
ろ
初
歩
的
な
ス
ペ
イ
ン
語
で
（
ロ
シ
ア

語
か
ら
の
自
己
翻
訳
も
し
な
が
ら
）
書
く
。「
八
月
だ
っ
た
。
リ
ン
ゴ
の
木
は
果
実
を
実
ら
せ
、
雨
は
温
か
く
て
短
く
、

あ
た
り
は
蜂
蜜
と
パ
ン
と
赤
い
野
生
の
花
の
匂
い
に
満
ち
て
い
た
」。

　

あ
る
い
は
、
以
下
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
語
混
じ
り
の
ス
ペ
イ
ン
語
が
使
わ
れ
る
。

﹇
16
﹈
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
は
執
筆
を
出
産
に
例
え
て
い
る
。



第八章　ポストソ連時代のキューバ文学を読む 第三部　冷戦後のキューバ文学

1 0 0

キ
ュ
ー
バ
人
に
訴
え
、
そ
う
行
動
す
る
よ
う
に
迫
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
三
作
目
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ロ
シ

ア
と
キ
ュ
ー
バ
の
二
重
性
は
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ュ
ー
バ
に
と
っ
て
抜
き
に
で
き
な
い
歴
史
や
文
化
を
背
負
っ
た
身
体
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
作
者
は
「
自
伝
」
を
選
ぶ
こ
と
で
、
文
字
通
り
身
を
も
っ
て
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
触

れ
た
作
品
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
経
験
を
も
つ
キ
ュ
ー
バ
作
家
の
作
品
は
、
米
国
と
国
交
を
回
復
し
、
急
速
に
時
代
が
変

化
し
つ
つ
あ
る
い
ま
、
ま
す
ま
す
読
解
の
待
た
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
は
ロ
シ
ア
文
学
を
、
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
を
、
ツ
ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
を
、
そ
の
他
大
勢
の
ロ
シ
ア
前
衛
詩

人
を
読
み
、
そ
の
経
験
か
ら
成
る
「
ロ
シ
ア
文
学
」
を
「
キ
ュ
ー
バ
語
」
で
書
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
作
品
を
通

じ
、
作
家
（
＝
語
り
手
）
の
存
在
は
、
ロ
シ
ア
と
キ
ュ
ー
バ
が
二
重
に
積
み
重
な
っ
た
も
の
と
し
て
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ

語
は
ロ
シ
ア
を
書
く
た
め
に
の
み
使
わ
れ
、
こ
の
ロ
シ
ア
と
キ
ュ
ー
バ
の
二
重
性
は
、
ど
ち
ら
か
片
方
だ
け
を
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
（
ボ
ル
シ
チ
）
が
キ
ュ
ー
バ
語
（
ア
ヒ
ア
コ
）
で
調
理
さ
れ
た
こ

の
作
品
（
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
の
ソ
連
時
代
）
は
す
な
わ
ち
、
ボ
ル
シ
チ
＝
ア
ヒ
ア
コ
な
の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
ソ
連
を
ど
う
生
き
る
か

　

こ
こ
で
は
、
ポ
ス
ト
ソ
連
時
代
に
入
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
文
学
か
ら
三
作
を
選
び
、
内
容
を
紹
介
し
つ
つ

吟
味
を
加
え
た
。
ど
れ
も
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
を
懐
古
す
る
内
容
で
、
こ
れ
ら
の
小
説
が
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ

の
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
過
去
を

振
り
返
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
ソ
連
時
代
を
生
き
る
キ
ュ
ー
バ
人
の
、
未
来
に
対
す
る
「
構
え
」
の
よ
う

な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
最
初
の
短
篇
か
ら
に
じ
み
出
る
失
わ
れ
た

過
去
へ
の
甘
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
、
過
去
に
居
続
け
よ
う
と
す
る
キ
ュ
ー
バ
人
の
振
る
舞
い
は
、
来
る
未
来
へ
の
戸
惑
い

や
漠
然
と
し
た
不
安
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
作
目
は
そ
の
最
終
部
で
、
ソ
連
時
代
が
絶
対
に
取
り
戻
せ

な
い
過
去
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
作
業
は
、
一
作
目
で
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
過
去
に
浸
ろ

う
と
す
る
安
易
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
釘
を
刺
し
、
過
去
の
正
し
さ
を
肯
定
し
な
が
ら
、
そ
の
過
去
と
決
別
す
る
こ
と
を



1 0 1

第
九
章

反
マ
ッ
コ
ン
ド
文
学

│
二
十
一
世
紀
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
第
三
世
界
文
学
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ビ
ー
・
ト
ス
カ
ー
ナ
『
天
啓
を
受
け
た
勇
者
た
ち
』

競
う
の
は
速
さ
で
は
な
い
、
持
久
力
だ
。

　

ダ
ビ
ー
・
ト
ス
カ
ー
ナ
『
天
啓
を
受
け
た
勇
者
た
ち
』﹈

1
﹇

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
「
第
三
世
界
」
で
は
な
く
な
っ
た
の
か

　

二
十
世
紀
末
の
一
九
九
六
年
、
当
時
若
手
だ
っ
た
二
人
の
チ
リ
作
家
を
中
心
に
し
て
短
篇
集
が
編
ま
れ
た
。
彼
ら
は

『
百
年
の
孤
独
』
の
舞
台
〈
マ
コ
ン
ド
〉
を
も
じ
り
、
世
紀
末
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
現
れ
つ
つ
あ
っ
た
新
し
い
風
景

を
〈
マ
ッ
コ
ン
ド
（M

cO
ndo

）〉
と
名
付
け
た
﹈
2
﹇

。
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多
数
生
ん
で
い
る
あ
る
国
の
名
前
が
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
描
く
と
い
う
編
集
方

針
が
あ
る
以
上
、
間
違
い
な
く
こ
の
短
篇
集
に
こ
の
国
の
作
家
は
入
り
よ
う
が
な
い
。
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
誕
生
に
は
前
段
が
あ
っ
て
、
編
者
の
二
人
は
序
文
で
短
篇
集
胚
胎
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

あ
る
若
手
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
作
家
た
ち
が
、
米
国
の
文
芸
誌
編
集
者
か
ら
原
稿
を
頼
ま
れ
る
。
彼
ら
は
書
き
上
げ

た
も
の
の
、
原
稿
は
却
下
さ
れ
る
。
一
つ
目
の
理
由
と
し
て
示
さ
れ
た
の
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
臭
が
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
彼
ら
が
書
き
上
げ
た
作
品
が
「
第
一
世
界
の
ど
の
国
で
も
十
分
に
書
く
こ
と
が
可

　

こ
の
時
期
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
都
市
部
に
は
次
々
に
大
規
模
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、
画
一
化
さ
れ
た
都
市
文
化
が
花
を
咲
か

せ
る
。
週
末
に
は
家
族
で
乗
り
合
い
バ
ス
に
乗
っ
て
モ
ー
ル
を
訪
れ
、
映
画
を
見
た
り
ウ
ィ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
ん
だ
り
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
食
事
を
し
た
り
す
る
。
た
く
さ
ん
あ
っ
て
ど
れ
も
が
似
て
い
る
モ
ー
ル
の
中
か
ら
家

族
は
自
分
た
ち
の
趣
味
に
合
う
モ
ー
ル
を
選
び
出
し
、
訪
れ
る
の
だ
。
家
に
帰
っ
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
、
ケ
ー
ブ
ル

放
送
の
数
え
切
れ
な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
お
気
に
入
り
の
番
組
を
選
び
出
す
。
そ
し
て
米
国
産
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
ア

ニ
メ
を
繰
り
返
し
見
る﹈

3
﹇

。

　

短
篇
集
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
は
、
土
臭
さ
が
漂
う
マ
コ
ン
ド
と
は
違
う
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
目
論
見
の
も
と
に
編
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
企
図
を
抱
い
た
編
者
二
人
が
チ
リ
人
で
あ

る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
一
九
七
三
年
に
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
が
倒
さ
れ
て
以
降
、
シ
カ
ゴ
学
派
が
先
導
す
る
新
自
由

主
義
が
ピ
ノ
チ
ェ
ト
軍
政
下
で
進
め
ら
れ
、
チ
リ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
早
く
米
国
文
化
が
流
入
し
た
と
言

っ
て
い
い
国
だ
か
ら
だ
。
ま
さ
に
そ
の
場
所
か
ら
新
し
い
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
が
提
示
さ
れ
た
の
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
あ
る
。

　

刊
行
か
ら
二
十
年
が
過
ぎ
、
短
篇
集
の
目
次
を
眺
め
て
み
る
と
、
も
う
一
つ
当
た
り
前
の
こ
と
に
気
づ
く
。
短
篇
集

に
は
十
七
人
の
作
家
が
入
っ
て
い
て
、
作
家
は
国
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
ん
で
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は
じ

ま
り
、
ボ
リ
ビ
ア
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ス
タ
・
リ
カ
、
チ
リ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
ウ

ル
グ
ア
イ
の
合
計
十
カ
国
。
国
の
数
が
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
数
に
到
底
及
ば
な
い
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
文
学
者
を

﹇
1
﹈Toscana, D

avid, El ejército ilum
inado, Tusquets, B

arcelona, 2006, p.47.

﹇
2
﹈〈
マ
ッ
コ
ン
ド
〉
と
い
う
命
名
に
よ
っ
て
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
流
入
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
い
う

意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。Fuguet, A

lberto and Sergio G
óm

ez (ed.), M
cO

ndo, M
ondadori, B

arcelona, 1996.

﹇
3
﹈
例
え
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
首
都
ボ
ゴ
タ
の
人
気
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
と
し
て
「
ア
ン
デ
ィ
ー
ノ
」
が
あ
る
。
こ
の
施
設

は
一
九
九
三
年
に
完
成
し
、
一
九
九
五
年
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
最
初
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
た
（
も
っ
と
も
ボ
ゴ
タ

に
建
造
さ
れ
た
最
初
の
モ
ー
ル
は
一
九
七
六
年
完
成
の
ウ
ニ
セ
ン
ト
ロ
で
あ
る
）。
ボ
ゴ
タ
に
は
「
パ
ル
ケ
９
３
」
と
い
う
周

囲
を
レ
ス
ト
ラ
ン
で
囲
ん
だ
衛
生
的
な
公
園
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
も
一
九
九
五
年
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
の
モ
ー
ル
で
は
、
コ
ヨ
ア
カ
ン
地
区
の
「
パ
ラ
シ
オ
・
デ
・
イ
エ
ロ
」
が
一
九
八
九
年
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ

ン
語
版
Ｃ
Ｎ
Ｎ
（C

N
N

 en español

）
の
放
送
開
始
は
一
九
九
七
年
。
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
め
い
た
文
章
は
一
九
七
〇
年
代
に
書

か
れ
た
も
の
だ
が
、
ま
だ
効
力
を
失
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
作
家
か
ら
出
て
き
た
作
品
を
読
ん
だ
と
き
、
く
だ
ん
の
編
集
者
が
感
じ
取
っ
た
こ
と
は
「
第
一
世

界
」
の
作
家
が
書
く
も
の
と
の
同
質
性
で
、
も
と
も
と
彼
が
求
め
て
い
た
は
ず
の
「
第
三
世
界
」
発
の
異
質
な
作
品
で

は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
第
一
世
界
」
と
い
う
表
現
が
出
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
で
は
「
第
三
世
界
」
の
異
質
さ
と

は
何
か
。
そ
れ
は
こ
の
場
合
、
原
稿
を
却
下
し
た
最
初
の
理
由
に
あ
る
「
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
指
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
と
い
え
ば
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
編
集
者
が
短
絡
に
過
ぎ
る
こ
と

は
確
か
だ
が
、
そ
れ
は
一
旦
措
く
と
し
て
、
彼
が
問
題
に
し
た
か
っ
た
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
は
も
う
「
第
三
世
界
」
で
は
な
く
な
っ
た
の
か
？

能
」﹈

4
﹇

だ
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
編
集
者
の
不
満
は
つ
ま
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
作
家
に
頼
ん
だ
の
に
、
第
一
世
界
の

作
家
の
よ
う
な
作
品
が
出
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
編
集
者
の
言
葉
、「
第
一
世
界
の
ど
の
国
で
も
十
分
に
書
く
こ
と
が
可
能
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
特
に

「
第
一
世
界
」
と
い
う
表
現
に
。
人
は
そ
う
そ
う
「
第
一
世
界
」
と
い
う
表
現
は
使
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
第
二
世

界
」
に
至
っ
て
は
定
着
し
な
か
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
第
三
世
界
」
と
い
う
用
語
は
広
く
定
着
し
た
し
、

今
で
も
ま
だ
生
き
て
い
る
﹈
5
﹇

。
旧
植
民
地
を
指
す
言
葉
と
し
て
こ
の
表
現
は
使
い
や
す
い
。

　

キ
ュ
ー
バ
の
文
芸
評
論
家
で
詩
人
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
は
「
第
三
世
界
」
概
念
を
文
学
と
関
係
さ
せ

て
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

（
…
）
い
ま
だ

0

0

0

、
ひ
と
つ
の

0

0

0

0

世
界
は
存
在
し
て
い
な
い
。
一
九
五
二
年
に
人
口
学
者
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ソ
ヴ
ィ
ー
が

「
第
三
世
界
」
と
い
う
表
現
を
発
明
し
た
と
き
（
…
）、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
家
や
指
導
者
に
よ
っ
て
こ
の
表
現
が
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
広
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
世
界
の
同
質
性
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
も
の
だ
。
ま
だ

0

0

世
界

の
同
質
性
が
存
在
し
て
い
な
い
と
き
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
世
界
文
学
も
普
遍
的
な
文
学
も
ま
だ
存
在
し
な
い
﹈
6
﹇

。（
強

調
原
文
）

　

世
界
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
。
世
界
は
ま
だ
い
く
つ
か
に
分
か
れ
、
そ
の
中
に
は
「
第
三
世
界
」
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
そ
こ
に
は
固
有
の
文
学
が
あ
る
。
キ
ュ
ー
バ
は
「
第
三
世
界
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
文
学
が
書
か
れ
な

﹇
4
﹈Fuguet, A

lberto and Sergio G
óm

ez (ed.), M
cO

ndo., p.10.

﹇
5
﹈
朝
日
新
聞
紙
上
で
は
、「
第
三
世
界
」
は
七
回
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
第
一
世
界
」
と
「
第
二
世
界
」
は
一
度
も
な
い

（
二
〇
一
六
年
十
月
十
八
日
、
過
去
一
年
分
の
記
事
検
索
を
行
な
っ
た
結
果
）。

﹇
6
﹈Fernández R

etam
ar, R

oberto, Para una teoría de la literatura hispanoam
ericana, Instituto Caro y Cuervo, Bogotá, 1995, 

p.79.
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動
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
抗
し
て
キ
ュ
ー
バ
は
文
字
盤
の
正
面
に
ポ
ー
ル
を
何
本
も
立
て
て
黒
い
フ
ラ
ッ
グ
を
は
た

め
か
せ
た
。
キ
ュ
ー
バ
と
米
国
が
ぶ
つ
か
り
合
う
戦
場
と
な
っ
た
の
が
こ
の
場
所
だ
っ
た
。

　

そ
の
広
場
か
ら
海
沿
い
の
道
を
進
ん
で
し
ば
ら
く
行
く
と
、
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
が
あ
る
。
こ
こ
は
革

命
直
後
に
創
設
さ
れ
た
文
化
機
関
で
、
代
表
を
務
め
る
の
は
先
に
引
用
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
レ
タ
マ
ー
ル
で
あ

る
。
定
期
刊
行
物
「
カ
サ
（C

asa

）」
は
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
そ
の
一
つ
に
反
帝
国
主
義
が
あ
る
）
を

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
の
各
地
に
伝
え
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
雑
誌
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
に
第
一
号
を
創
刊
以
来
、

す
で
に
二
百
八
十
号
以
上
出
し
続
け
て
い
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
は
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
、
反
米
、
反
帝
国
主
義
の
旗
を
降
ろ
し
て
い
な
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー

ル
も
な
け
れ
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
。
も
う
お
分
か
り
だ
ろ
う
が
、

新
自
由
主
義
を
肯
定
す
る
短
篇
集
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
に
キ
ュ
ー
バ
作
家
は
登
場
し
な
い
。
登
場
で
き
な
い
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
「
黙
殺
」
す
る

　

ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
が
死
ぬ
ま
で
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
理
想
を
捨
て
ず
、
反
米
、
反
帝
国
主
義
的
主
張
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
彼
は
、
そ
う
い
う
政
治
的
主
張
を
す
る
た
め
だ
け
に
作
品
を
書
く
タ
イ
プ

で
は
な
い
。
だ
が
そ
ん
な
彼
の
作
品
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
意
外
な
方
法
で
反
米
的
な
主
張
を
し
て
い
る
と
見
な
せ
る

『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
に
登
場
し
な
い
国

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
頃
、「
第
三
世
界
」
キ
ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
の
ベ
ダ

ー
ド
地
区
に
、「
反
帝
国
主
義
の
た
め
の
広
場
」
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
空
間
は
、
米
国
利
益
代
表
部
（
現

在
の
米
国
大
使
館
）
の
隣
に
あ
る
。「
尊
厳
の
た
め
の
広
場
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
こ
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
独
立
戦
争
を
戦
っ

た
建
国
の
父
に
し
て
、
反
米
思
想
を
十
九
世
紀
末
に
著
し
た
作
家
ホ
セ
・
マ
ル
テ
ィ
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。
彼
は
赤

ん
坊
を
抱
き
か
か
え
、
利
益
代
表
部
を
指
差
し
て
い
る
。

　

反
米
帝
国
主
義
者
マ
ル
テ
ィ
は
、
友
人
へ
の
手
紙
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
…
）
す
で
に
私
は
、
日
々
、
自
分
の
国
と
自
分
の
義
務
と
の
た
め
に
命
を
さ
さ
げ
る
と
い
う
危
険
の
下
に
い
る
（
…
）

そ
の
義
務
と
は
キ
ュ
ー
バ
の
独
立
に
よ
っ
て
、
時
宜
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
米
国
が
ア
ン
テ
ィ
ー
ル
諸
島
に
乗
り
出
し
、

さ
ら
に
大
き
な
力
で
わ
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
だ
﹈
7
﹇

。

　

こ
の
文
章
は
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
教
科
書
に
も
引
か
れ
る
有
名
な
も
の
だ
。
銅
像
の
マ
ル
テ
ィ
が
抱
い
て
い
る
赤
ん
坊

は
エ
リ
ア
ン
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
と
い
う
キ
ュ
ー
バ
人
が
モ
デ
ル
で
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
マ
イ
ア
ミ
へ
亡
命
を
目
指
す
途
中

で
遭
難
し
た
、
当
時
六
歳
の
少
年
で
あ
る
。
救
出
さ
れ
た
エ
リ
ア
ン
を
め
ぐ
り
、
米
国
と
キ
ュ
ー
バ
の
間
で
外
交
問
題

が
巻
き
起
こ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
米
国
に
対
す
る
抗
議
の
場
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
空
間
で
あ
る
。
米
国
側

は
利
益
代
表
部
の
五
階
に
電
光
の
文
字
盤
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
反
革
命
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
流
し
て
キ
ュ
ー
バ
人
を
扇

﹇
7
﹈
キ
ュ
ー
バ
教
育
省
編
『
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
』（
後
藤
政
子
訳
）、
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
一
九
二
頁
。
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を
通
じ
て
人
間
性
を
取
り
戻
す
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。
で
は
こ
の
物
語
に
「
米
国
」
な
る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
登
場
し

て
い
る
の
か
。

　

元
大
統
領
と
オ
メ
ー
ロ
ス
の
出
身
で
あ
る
カ
リ
ブ
の
国
に
は
ど
こ
か
モ
デ
ル
が
あ
り
そ
う
だ
。
軍
事
ク
ー
デ
タ
に
よ

る
政
変
や
亡
命
と
い
っ
た
歴
史
的
経
緯
な
ら
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
ア
ル
ベ
ン
ス
政
権
、
チ
リ
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
、
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
の
フ
ア
ン
・
ボ
ッ
シ
ュ
政
権
が
挙
げ
ら
れ
る
。
物
語
中
、
元
大
統
領
の
出
身
国
の
首
都
は
プ
エ
ル
ト
・
サ

ン
ト
と
さ
れ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
首
都
は
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
大
統
領
が
オ
メ
ー
ロ
ス
と
出

会
っ
た
場
所
は
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
バ
ル
・
デ
・
ラ
ス
・
カ
サ
ス
と
さ
れ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
は
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
バ

ル
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
そ
こ
は
か
の
有
名
な
独
裁
者
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
の
出
身
地
で
も
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
だ
か
ら
実
在
の
国
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
類
似
を
ま
っ
た
く
の
作
り
事
だ
と
片
付
け
て

読
む
読
者
は
い
ま
い
。

　

で
は
そ
の
ク
ー
デ
タ
な
り
政
変
な
り
を
裏
か
ら
お
膳
立
て
し
て
い
る
存
在
が
何
か
と
い
え
ば
、
米
国
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
二
十
世
紀
の
カ
リ
ブ
海
域
史
、
と
り
わ
け
ス
ペ
イ
ン
語
圏
諸
島
で
は
、
こ
の
国
に
言
及
せ
ず
に
そ
の
歴
史
を
語
る

こ
と
は
難
し
い
。
妻
ラ
サ
ラ
は
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
出
身
と
い
う
設
定
だ
が
、
こ
の
島
は
一
八
九
八
年
の
米
西
戦
争
に
乗

じ
て
米
国
が
支
配
下
に
置
き
、
二
十
一
世
紀
に
入
る
ま
で
主
権
共
同
体
の
地
位
を
得
て
い
な
い
。
米
国
は
キ
ュ
ー
バ
に

も
の
が
出
て
く
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
「
大
統
領
閣
下
、
よ
い
旅
を
」
を
採
り
上
げ
て
み
た
い
﹈
8
﹇

。

　

カ
リ
ブ
の
小
国
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
亡
命
し
て
き
た
青
年
オ
メ
ー
ロ
ス
は
、
妻
の
ラ
サ
ラ
と
の
間
に
二
人
の
子
供
を

抱
え
な
が
ら
、
救
急
車
の
運
転
手
を
し
て
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
彼
は
あ
る
日
、
自
分
の
出
身
国
の
元
大
統
領

が
病
院
に
出
入
り
す
る
の
を
目
に
す
る
。
民
衆
の
支
持
を
受
け
て
当
選
し
た
も
の
の
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
失
脚

し
、
姿
を
消
し
て
い
た
そ
の
元
大
統
領
が
ス
イ
ス
に
い
た
の
で
あ
る
。
生
活
を
少
し
で
も
楽
に
し
た
い
若
者
夫
婦
と
し

て
は
、
同
郷
の
元
大
統
領
に
取
り
入
っ
て
経
済
的
な
支
援
を
受
け
る
絶
好
の
機
会
と
み
な
し
、
作
戦
を
練
る
。

　

オ
メ
ー
ロ
ス
は
出
身
国
で
元
大
統
領
を
支
持
し
て
い
た
と
い
う
逸
話
を
語
り
、
若
い
時
の
大
統
領
の
写
真
を
見
せ
て

彼
を
悦
ば
せ
る
。
妻
の
ラ
サ
ラ
は
自
慢
の
カ
リ
ブ
料
理
で
大
統
領
を
も
て
な
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
大
統
領
の
懐
事
情
に

探
り
を
入
れ
る
。
と
こ
ろ
が
期
待
に
反
し
、
財
産
と
い
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
妻
の
ラ
サ
ラ
は
噓
で
は

な
い
か
と
疑
う
が
（
ス
イ
ス
に
亡
命
す
る
偉
人
が
文
無
し
と
は
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
）、
そ
の
後
、
大
統
領
の

逗
留
先
が
移
民
地
区
の
簡
素
な
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
の
を
実
際
に
確
か
め
て
、
心
の
底
か
ら
幻
滅
を
覚
え
る
。
し
か
し
そ

の
反
動
な
の
か
、
夫
婦
に
は
大
統
領
へ
の
同
情
心
が
芽
生
え
、
病
身
の
大
統
領
の
介
護
を
買
っ
て
出
る
。
何
週
間
か
の

治
療
を
終
え
た
の
ち
、
大
統
領
は
夫
婦
に
感
謝
の
手
紙
と
わ
ず
か
の
財
産
を
残
し
、
か
つ
て
自
分
を
追
い
落
と
し
た
政

敵
に
立
ち
向
か
お
う
と
故
郷
の
国
に
旅
立
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
が
物
語
の
あ
ら
ま
し
だ
が
、
こ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
た
短
篇
集
『
十
二
の
遍
歴
の
物
語
』
は
そ
の
ど
れ
も
が
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
出
身
者
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
孤
独
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
物
語
も
、
人

間
関
係
を
持
て
な
い
寒
々
し
い
カ
リ
ブ
出
身
者
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
暮
ら
し
を
中
心
に
置
き
、
彼
ら
が
同
郷
人
と
の
出
会
い

﹇
8
﹈
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
「
大
統
領
閣
下
、
よ
い
旅
を
」、『
十
二
の
遍
歴
の
物
語
』（
旦
敬
介
訳
）、
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
、

一
五‒

五
〇
頁
。
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ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
が
米
国
へ
の
入
国
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
書
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
読

め
ば
﹈
10
﹇

、
彼
か
ら
の
意
趣
返
し
、
復
讐
と
み
て
よ
い
。
入
国
を
阻
止
さ
れ
た
作
者
が
作
品
の
中
で
米
国
を
消
す
ぐ
ら
い
は

は
独
立
の
道
を
開
い
た
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
入
を
続
け
、
そ
れ
が
一
九
五
九
年
の
革
命
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な

る
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
場
合
、
二
十
世
紀
前
半
に
は
米
国
海
兵
隊
が
島
を
占
領
し
、
そ
の
後
は
海
兵
隊
の
武
力
を
背

景
に
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
の
独
裁
が
三
十
年
続
い
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
っ
て
い
い
は
ず
だ
が
、
こ
の
物
語
の
中
で
「
米
国
」
の
名
前
が
言

及
さ
れ
る
こ
と
は
一
度
と
し
て
な
い
。
大
衆
の
支
持
を
受
け
る
大
統
領
、
激
し
い
選
挙
戦
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
、
亡
命
と

い
っ
た
カ
リ
ブ
の
政
治
状
況
が
次
々
明
か
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
二
十
世
紀
を
蹂
躙
し
た
「
米
国
」

と
い
う
言
葉
は
元
大
統
領
や
オ
メ
ー
ロ
ス
、
ラ
サ
ラ
の
口
に
の
ぼ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
元
大
統
領
が
自
ら
の
失
政
の
背

景
を
若
夫
婦
に
語
る
際
に
は
一
気
に
一
四
九
二
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
論
と
し
て
適

切
か
も
し
れ
な
い
が
、
飛
躍
し
す
ぎ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
元
大
統
領
は
当
初
亡
命
先
と
し
て
マ
ル
チ
ニ
ー
ク
を
選

び
、『
帰
郷
ノ
ー
ト
』
を
書
い
た
友
人
「
エ
メ
・
セ
ゼ
ー
ル
」
に
迎
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
元
大
統
領
は
フ
ラ
ン
ス

語
が
堪
能
で
ラ
テ
ン
語
を
読
む
教
養
人
と
い
う
設
定
な
の
だ
が
、「
英
語
」
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ

ま
た
ほ
の
め
か
さ
れ
る
こ
と
す
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
ど
う
や
ら
こ
の
作
品
で
は
「
米
国
」
は
言
及
し
た
く
な
い
対
象
だ
と
見
た
方
が
む
し
ろ
し
っ
く
り

く
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
「
米
国
」
は
強
制
的
に
退
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
名
を
記
す
こ
と
が
愛
の
告
白
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
名
を
記
さ
な
い
こ
と
は
そ
の
逆
、
つ
ま
り
憎
し
み
の
証
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
「
黙
殺
」
と

言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
の
主
張
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、「
米
国
な
き
世
界
」
の
構
想
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
「
米
国
」

と
い
う
存
在
を
知
ら
せ
ず
に
読
め
る
よ
う
こ
の
物
語
は
設
計
さ
れ
て
い
る
﹈
9
﹇

。

﹇
9
﹈
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
に
は
、
米
国
を
象
徴
す
る
飲
み
物
コ
カ
・
コ
ー
ラ
と
キ
ュ
ー
バ
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。
米
国

と
の
国
交
が
途
絶
し
た
の
ち
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
が
飲
め
な
く
な
っ
た
キ
ュ
ー
バ
人
が
努
力
し
て
国
産
コ
ー
ラ
を
生
産
す
る
に

至
る
ま
で
の
話
で
あ
る
。
オ
チ
は
、
海
外
に
仕
事
で
出
た
キ
ュ
ー
バ
人
が
土
産
品
と
し
て
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
買
っ
て
戻
っ
た

が
、
革
命
か
ら
長
く
経
過
し
て
い
た
た
め
に
、
す
で
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
知
ら
な
い
人
が
い
て
喜
ば
れ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の

（G
arcía M

árquez, G
abriel, “A

llá por aquellos tiem
pos de la C

oca-C
ola ”, N

otas de prensa, M
ondadori, B

arcelona, 1999, 

pp.209-212.

）。
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
は
一
九
五
〇
年
代
に
ソ
連
を
訪
れ
た
時
に
も
、
ソ
連
を
「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
広
告
が

な
い
土
地
」
と
評
し
て
い
る
（G

arcía M
árquez, G

abriel, “U
R

SS : 22.400.000 kilóm
etros cuadrados sin un solo aviso de 

C
oca-C

ola ”, D
e Europa y Am

érica, M
ondadori, B

arcelona, 1992, pp.617-623.

）。「
米
国
な
き
世
界
」
は
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル

ケ
ス
が
長
年
温
め
て
い
た
構
想
と
見
て
よ
い
。

﹇
10
﹈
自
分
が
い
わ
れ
の
な
い
理
由
で
米
国
に
入
国
を
阻
止
さ
れ
た
と
い
う
の
も
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
が
よ
く
語
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
だ
。
彼
は
米
国
の
そ
う
し
た
対
応
を
「
米
国
批
判
者
に
対
す
る
帝
国
主
義
的
懲
罰
」
と
名
付
け
て
い
る
（G

arcía M
árquez, 

G
abriel, “U

SA
 : m

ejor cerrado que entreabierto ”, N
otas de Prensa, pp.404-407.

）。
な
お
、
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ

は
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
が
告
白
す
る
米
国
入
国
禁
止
措
置
を
虚
偽
だ
と
指
摘
す
る
（C

abrera Infante, G
uillerm

o, “N
uestro 

prohom
bre en La H

abana ”, M
ea C

uba, A
lfaguara, M

adrid, 1992, pp.273-281.

）。
カ
ブ
レ
ラ
＝
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
説
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
は
噓
を
用
い
て
ま
で
、
米
国
に
と
っ
て
「
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
」
で
あ
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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が
引
き
続
き
ト
ス
カ
ー
ナ
の
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

﹇
フ
ゲ
ー
と
ゴ
メ
ス
の
﹈
こ
の
考
え
と
い
う
の
は
、
単
純
に
要
約
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
米
国
文
化
の
決
定
的

な
影
響
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
は
都
会
的
で
あ
っ
て
田
舎
臭
く
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
今
日
的
で

あ
る
べ
き
で
、
過
去
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
何
人
か
の
作
家
は

（
特
に
ぼ
く
の
場
合
だ
け
れ
ど
）、
何
か
と
の
断
絶
よ
り
も
継
続
的
発
展
を
信
じ
る
文
学
に
属
し
て
い
る
。
新
し
い
と
思

わ
れ
る
何
か
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
は
な
い
。
結
局
文
学
で
は
反
復
が
頻
繁
に
起
き
て
い
て
、
あ
る
本
と
別
の
本
を
異

な
る
も
の
に
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
私
的
な
提
案
、
個
人
的
な
声
だ
と
い
う
の
を
ぼ
く
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
本
に
ぼ
く
た
ち
が
見
つ
け
る
の
は
新
し
い
文
学
で
は
な
く
て
、
何
ら
か
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
新
し
い
声
だ
。
だ

か
ら
思
う
の
だ
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
序
文
を
ぼ
く
の
世
代
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
文
学
の
提
案
だ
と
は
見
な
し
て
は
い
な
い
。（
中
略
）
ぼ
く
は
そ
の
意
味
で
、
マ
ッ
コ
ン
ド
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
ね
。

や
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
と
は
別
の
方
向
へ

　

マ
コ
ン
ド
の
作
家
か
ら
、
反
米
と
は
無
縁
の
よ
う
に
見
え
る
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
に
戻
っ
て
み
る
と
、
一
人
の
作
家
の

名
前
が
輝
い
て
く
る
。
そ
の
作
家
と
は
メ
キ
シ
コ
人
ダ
ビ
ー
・
ト
ス
カ
ー
ナ
の
こ
と
で
あ
る
。

『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
序
文
を
書
い
て
い
る
チ
リ
人
の
編
者
二
人
が
明
か
し
て
い
る
が
、『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
構
想
に
か

か
わ
っ
た
人
物
に
は
ト
ス
カ
ー
ナ
も
入
っ
て
い
る
。
こ
の
短
篇
集
は
チ
リ
人
二
名
と
メ
キ
シ
コ
人
一
名
の
発
案
に
よ
っ

て
作
業
が
始
ま
っ
た
の
だ
﹈
11
﹇

。
し
か
し
ト
ス
カ
ー
ナ
は
最
終
的
に
編
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
に
ト
ス
カ
ー
ナ
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
に
つ
い
て
こ
う
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
序
文
は
そ
の
口
調
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
短
篇
集
に

短
篇
が
収
め
ら
れ
た
ぼ
く
た
ち
の
な
か
で
、
ぼ
く
を
含
む
大
部
分
の
作
家
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
考
え
て
い
な
い
。

と
い
う
の
は
、
ぼ
く
た
ち
は
序
文
を
書
い
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ゲ
ー
と
セ
ル
ヒ
オ
・
ゴ
メ
ス
の
考
え
に
同
調
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
﹈
12
﹇

。

　

発
案
者
の
一
人
が
こ
う
言
っ
て
い
る
こ
と
は
少
々
奇
妙
に
も
聞
こ
え
る
が
、
グ
ル
ー
プ
の
中
に
意
見
の
相
違
が
あ
る

の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
同
調
し
か
ね
る
部
分
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
少
し
長
く
な
る

﹇
11
﹈
安
藤
哲
行
『
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
併
走
』、
松
籟
社
、
二
〇
一
一
年
、
四
三‒

五
七
頁
。

﹇
12
﹈
本
稿
で
引
用
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
出
典
は
以
下
の
通
り
。B

rescia, Pablo A
. J. and Scott M

. B
ennett, “¿N

ueva narrativa? 

Entrevista con D
avid Toscana ”, M

exican Studies/Estudios M
exicanos, Vol.18, N

o.2(Sum
m

er 2002), pp.351-362.
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生
演
奏
を
聞
か
せ
て
小
銭
を
稼
ご
う
と
す
る
が
失
敗
に
終
わ
る
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ま
た
し
て
も
仲
間
と
の
関
係
が

壊
れ
、
バ
ン
ド
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
。

　

地
方
の
バ
ン
ド
マ
ン
の
悲
劇
と
で
も
言
っ
て
い
い
こ
の
作
品
中
に
は
米
国
の
ア
ニ
メ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
英
語
圏
ロ

ッ
ク
の
歌
詞
な
ど
が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
の
で
、
表
面
的
に
見
る
だ
け
で
も
大
衆
文
化
を
取
り
入
れ
た
作
品
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
若
者
の
首
都
進
出
と
そ
の
挫
折
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
い
か
に
も
普
遍
的
で
、
そ
れ
こ
そ
「
第
一
世
界
」

で
も
十
分
に
書
け
る
。
地
方
の
閉
塞
感
、
首
都
へ
の
憧
れ
と
い
っ
た
要
素
も
取
り
立
て
て
新
奇
な
も
の
で
も
な
い
。
ト

ス
カ
ー
ナ
に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
コ
ン
ド
的
な
作
品
を
書
い
た
の
は
こ
れ
が
最
初
に
し
て
最
後
で
、「
自
分
の
探
求
は
別
の

方
向
へ
」
向
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

　

で
は
「
別
の
方
向
」
と
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
？　

彼
は
「
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
」、「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
よ
り
も

伝
統
的
な
要
素
」
に
興
味
が
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
の
「
別
の
方
向
」
が
実
を
結
ん
だ
の
が
、
長
篇
『
天
啓
を
受
け
た
勇

者
た
ち
』﹈

13
﹇

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

メ
ダ
ル
と
国
土
の
奪
還

　

こ
の
『
天
啓
を
受
け
た
勇
者
た
ち
』
で
ト
ス
カ
ー
ナ
は
は
っ
き
り
と
反
米
主
義
、
反
帝
国
主
義
を
主
題
と
し
て
採
り

　

ト
ス
カ
ー
ナ
は
実
に
率
直
な
言
い
方
で
、
チ
リ
人
編
者
が
創
出
し
た
「
マ
ッ
コ
ン
ド
」
グ
ル
ー
プ
か
ら
距
離
を
置
い

て
い
る
。
世
代
で
言
え
ば
、
ト
ス
カ
ー
ナ
は
一
九
六
一
年
生
ま
れ
、
チ
リ
人
編
者
の
ゴ
メ
ス
は
六
二
年
生
ま
れ
、
フ
ゲ

ー
は
六
四
年
生
ま
れ
な
の
で
同
世
代
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
世
代
で
見
て
も
フ
ゲ
ー
と
ゴ
メ
ス
が
提
起
し
た
考
え

の
ほ
う
が
特
殊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も
興
味
深
い
。

　

実
際
、
ト
ス
カ
ー
ナ
が
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
た
め
だ
と
思
っ
て
選
び
出
し
た
短
篇
は
い
く
つ
も
却
下
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。「
マ
ッ
コ
ン
ド
」
的
で
な
い
か
ら
と
い
う
の
が
理
由
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
文
芸
編
集
者
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
作
家

が
「
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
で
な
い
か
ら
却
下
さ
れ
た
の
と
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
わ
け
だ
。
結
局
彼
は
「
難
し
い

人
生
の
夜
」
と
題
し
た
短
篇
を
入
れ
て
も
ら
う
。

　

そ
れ
は
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ボ
ー
カ
ル
が
主
人
公
の
物
語
で
あ
る
。
若
く
し
て
地
方
都
市
（
モ
ン
テ
レ
イ
）
で
コ
ピ
ー

バ
ン
ド
の
一
員
と
な
り
、
徐
々
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
増
や
し
て
い
く
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
ロ
ッ
ク
を
歌
う
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
地
元
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
で
ス
タ
ジ
ア
ム
を
満
員
に
し
、「
モ
ン
テ
レ
イ
で
最
高
の
ロ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
評
判
を
得

る
。
す
る
と
レ
コ
ー
ド
会
社
に
目
を
つ
け
ら
れ
る
。
ハ
ン
サ
ム
な
ボ
ー
カ
ル
は
首
都
の
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
出
か
け
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
メ
デ
ィ
ア
取
材
を
受
け
る
。
い
ざ
モ
ン
テ
レ
イ
に
戻
り
、

首
都
の
経
験
を
仲
間
に
聞
か
せ
る
と
、
仲
間
と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
く
る
。
仲
間
と
し
て
は
外
見
が
い
い
の
が

取
り
柄
で
首
都
に
行
か
せ
た
の
に
、
い
っ
ぱ
し
の
売
れ
っ
子
に
な
っ
た
気
分
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
て
彼
は

バ
ン
ド
か
ら
放
り
出
さ
れ
る
。
そ
ん
な
彼
も
も
う
年
齢
を
重
ね
、
未
来
の
こ
と
が
不
安
で
仕
方
な
い
。
今
の
バ
ン
ド
の

稼
ぎ
は
ゼ
ロ
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
結
婚
式
や
パ
ー
テ
ィ
の
余
興
と
し
て
呼
ば
れ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

﹇
13
﹈Toscana, D

avid, El ejército ilum
inado, Tusquets, B

arcelona, 2006.
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ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
の
タ
イ
ム
も
写
っ
て
い
る
。

　

パ
リ
か
ら
届
い
た
結
果
と
照
ら
し
て
み
る
と
、
イ
グ
ナ
シ
オ
は
三
位
に
入
っ
た
米
国
人
ク
ラ
レ
ン
ス
よ
り
も
速
い
こ

と
が
わ
か
る
。
パ
リ
で
走
っ
て
い
れ
ば
銅
メ
ダ
ル
だ
っ
た
わ
け
だ
。
イ
グ
ナ
シ
オ
は
ク
ラ
レ
ン
ス
に
自
分
の
ゴ
ー
ル
後

の
写
真
を
添
え
て
、
彼
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
内
容
の
手
紙
を
書
く
。「
豊
か
さ
で
は
米
国
に
負
け
て
い
る
が
、
マ

ラ
ソ
ン
の
結
果
で
は
勝
っ
て
い
る
。
本
来
の
持
ち
主
に
銅
メ
ダ
ル
を
送
っ
て
ほ
し
い
」。
返
事
が
こ
な
い
の
で
、
二
通

目
の
手
紙
を
書
く
と
き
に
は
、
一
九
〇
八
年
の
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
る
。

「
一
位
で
イ
タ
リ
ア
人
が
ゴ
ー
ル
し
た
の
に
、
な
ぜ
か
二
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
米
国
人
が
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
イ
タ
リ
ア
人
の
方
で
あ
る
﹈
14
﹇

。
あ
な
た
も
そ
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
メ
ダ
ル
を
私
に
送
り
な
さ
い
」。
ク
ラ
レ
ン
ス
か
ら
返
事
は
な
く
、
イ
グ
ナ
シ
オ
は
歴
史
の
教
師
に
な
る
。

　

米
国
に
メ
ダ
ル
を
奪
わ
れ
て

0

0

0

0

四
十
四
年
が
過
ぎ
た
一
九
六
八
年
、
メ
キ
シ
コ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
く
頃
、
イ
グ

ナ
シ
オ
は
歴
史
の
授
業
で
、
米
墨
戦
争
よ
り
前
の
メ
キ
シ
コ
の
地
図
を
見
せ
、
い
か
に
国
土
が
広
大
で
あ
っ
た
か
を
生

徒
た
ち
に
示
す
。

上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

メ
キ
シ
コ
の
モ
ン
テ
レ
イ
を
舞
台
と
す
る
こ
の
小
説
で
掘
り
起
こ
さ
れ
る
対
象
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。

一
九
〇
八
年
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
二
四
年
パ
リ
、
そ
し
て
一
九
六
八
年
メ
キ
シ
コ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
競
技
は
マ

ラ
ソ
ン
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
掘
り
起
こ
さ
れ
る
の
は
モ
ン
テ
レ
イ
と
い
う
場
所
で
あ
る
。
モ
ン
テ
レ
イ
は
十
九
世
紀
半
ば
の
米

墨
戦
争
で
戦
場
に
な
っ
た
（
モ
ン
テ
レ
イ
の
戦
い
）。
今
は
工
業
都
市
で
距
離
的
に
も
米
国
に
近
く
、
メ
キ
シ
コ
の
中
で

最
も
米
国
的
な
都
市
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
小
説
家
に
な
っ
た
の
が
作
者
ト
ス
カ
ー
ナ

で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
の
反
米
主
義
が
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
内
容
紹
介
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
物
語
を
追
っ
て
み
よ

う
。

　

一
九
二
〇
年
代
、
青
年
イ
グ
ナ
シ
オ
は
、
ま
だ
メ
キ
シ
コ
で
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
定
着
し
て
い
な
い

頃
、
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
よ
う
と
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
た
。
し
か
し
出
場
が
叶
わ
な
か
っ
た
彼
は
、

一
九
二
四
年
七
月
十
三
日
、
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
る
の
と
同
じ
時
刻
に
モ
ン
テ
レ
イ
で
走
り

始
め
る
。
パ
リ
の
平
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
モ
ン
テ
レ
イ
の
平
地
を
選
び
、
ス
イ
ス
製
の
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
身
に
つ

け
る
。
パ
リ
の
メ
ダ
ル
有
力
者
は
米
国
人
ク
ラ
レ
ン
ス
・
デ
マ
ー
で
あ
る
。
彼
に
勝
つ
の
が
目
標
だ
。

　

途
中
、
沿
道
を
歩
く
メ
キ
シ
コ
人
に
は
珍
し
が
ら
れ
、
笑
わ
れ
な
が
ら
も
ゴ
ー
ル
し
た
。
タ
イ
ム
は
二
時
間
四
十
七

分
五
十
秒
。
仲
間
と
祝
杯
を
交
わ
し
て
い
る
と
、
そ
の
シ
ー
ン
を
た
ま
た
ま
同
席
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
が
写
真
に
撮
る
。

﹇
14
﹈
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
実
話
で
、
一
位
の
イ
タ
リ
ア
人
ラ
ン
ナ
ー
が
関
係
者
に
支
え
ら
れ
て
ゴ
ー
ル
し
た
こ
と
に
米
国
が
抗
議

し
て
、
二
位
の
米
国
人
ラ
ン
ナ
ー
が
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
（『
朝

日
新
聞
』
一
九
九
六
年
三
月
十
九
日
付
朝
刊
、『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
四
月
十
二
日
付
朝
刊
な
ど
）。
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物
語
で
は
そ
の
後
、
イ
グ
ナ
シ
オ
の
誘
い
に
乗
っ
た
五
名
の
生
徒
と
イ
グ
ナ
シ
オ
の
進
軍
が
語
ら
れ
る
。
案
の
定
と

い
え
ば
い
い
の
か
、
奪
還
は
失
敗
に
終
わ
る
。
あ
る
者
は
死
に
、
あ
る
者
は
日
常
に
帰
り
、
あ
る
者
は
気
が
狂
う
。
そ

し
て
迎
え
た
十
月
二
十
日
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
マ
ラ
ソ
ン
の
号
砲
が
鳴
る
と
き
、
イ
グ
ナ
シ
オ
は
モ
ン
テ
レ
イ
で
二

度
目
の
マ
ラ
ソ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
今
度
こ
そ
、
メ
ダ
ル
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
。

　

メ
キ
シ
コ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
文
学

　

こ
の
物
語
を
、
現
在
の
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
反
米
主
義
の
実
態
を
描
い
た
も
の
と
解
す
る
読
者
は
メ
キ
シ
コ
に
も
そ

う
そ
う
い
ま
い
。
著
者
ト
ス
カ
ー
ナ
を
筋
金
入
り
の
反
米
主
義
者
、
極
端
な
国
粋
主
義
者
だ
と
み
な
す
人
も
い
ま
い
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
読
者
が
い
た
ら
興
味
深
い
と
は
い
え
、
や
は
り
こ
の
物
語
は
書
評
や
先
行
研
究
な
ど
で
も
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
的
」、「
空
想
的
な
」
も
の
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
﹈
16
﹇

。
イ
グ
ナ
シ
オ
の
発
言
に
し
ろ
、

北
へ
の
進
軍
に
し
ろ
、
そ
の
ど
れ
も
が
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
に
お
け
る
風
車
へ
の
突
進
と
同
じ
種
類
の
ユ
ー
モ
ア
に

満
ち
て
い
る
。
奪
還
の
物
語
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
あ
る
種
の
娯
楽
性
が

　

イ
グ
ナ
シ
オ
は
、﹇
地
図
上
の
﹈
街
の
幾
つ
か
の
名
前
、
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
を
人
差
し
指
で
叩
く
。
生
徒
た
ち
に
、
な
ぜ
ス
ペ
イ
ン
語
の
名
前
が
付
い
て
い
る
と
思
う

の
か
と
尋
ね
る
。
モ
ン
テ
レ
イ
湾
を
指
差
し
て
言
う
。
こ
の
場
所
は
我
々
の
街
と
同
じ
名
前
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ど

ち
ら
も
、（
…
）
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
副
王
領
の
モ
ン
テ
レ
イ
伯
爵
、
ド
ン
・
ガ
ス
パ
ー
ル
・
デ
・
ス
ニ
ガ
・
イ
・

ア
セ
ベ
ー
ド
に
敬
意
を
表
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
な
の
に
グ
リ
ン
ゴ
ど
も
は
綴
り
か
ら
ｒ
を
一
つ
取
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
も
連
中
は
ｒ
を
二
つ
続
け
て
発
音
で
き
な
い
か
ら
だ
﹈
15
﹇

。

　

イ
グ
ナ
シ
オ
の
歴
史
の
授
業
は
常
に
こ
う
し
た
反
米
的
内
容
だ
っ
た
た
め
、
校
長
や
生
徒
の
親
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
生
徒
の
中
に
も
「
米
国
の
方
が
道
路
は
い
い
し
、
服
も
安
い
。
電
気
製
品
も
性
能
が
い
い
し
、
汚
職
も
な

い
。
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
に
国
境
が
な
く
て
、
も
っ
と
南
、
モ
ン
テ
レ
イ
の
南
に
国
境
が
あ
れ
ば
、
モ
ン
テ
レ
イ
の
人
は

米
国
人
に
な
れ
た
し
、
給
料
だ
っ
て
ド
ル
で
も
ら
え
た
の
に
」
と
言
う
者
が
い
る
。
イ
グ
ナ
シ
オ
は
そ
う
い
う
生
徒
を

「
売
国
奴
」
と
呼
ん
で
教
室
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
原
因
で
彼
は
学
校
を
ク
ビ
に
な
る
。

　

イ
グ
ナ
シ
オ
は
、
い
よ
い
よ
奪
わ
れ
た

0

0

0

0

メ
ダ
ル
と
土
地
を
取
り
戻
す
時
が
来
た
と
見
な
し
、
生
徒
た
ち
に
声
を
か
け

て
軍
隊
を
組
織
し
よ
う
と
動
き
だ
す
。
テ
キ
サ
ス
へ
進
軍
し
、
グ
リ
ン
ゴ
た
ち
に
命
ず
る
つ
も
り
だ
。
た
だ
ち
に
テ
キ

サ
ス
を
後
に
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
暴
力
的
に
立
ち
退
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
、
と
。
ア
ラ
モ
砦
の
奪
還
、
そ
れ
が

彼
ら
の
目
標
で
あ
る
。

﹇
15
﹈Toscana, El ejército ilum

inado, pp.17-18.

﹇
16
﹈A

beyta, M
ichael, “El hum

or negro, la burla de la m
odernidad y la econom

ía del libro en la narrativa de D
avid Toscana ”, 

Revista de C
rítica Literaria Latinoam

ericana, A
ño 36, N

o.72(2010), pp.415-436.

な
ど
。
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勢
力
の
南
下
は
二
十
世
紀
末
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
メ
キ
シ
コ
の
場
合
、
十
九
世
紀
か
ら
す
で
に
そ
の
巨
大
な

影
響
力
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

　

巨
大
な
力
の
抑
圧
を
受
け
て
い
る
期
間
が
長
く
な
る
と
、
人
は
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
そ
れ
を
既
成
の
事
実
だ
と
諦
め
て

し
ま
う
。
米
国
人
に
生
ま
れ
た
か
っ
た
、
と
。
こ
う
し
て
米
国
文
化
は
我
々
の
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か
も

そ
れ
と
同
時
に
何
か
が
、
メ
ダ
ル
や
領
土
で
は
な
く
、
ほ
か
な
ら
ぬ
尊
厳
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
の

だ
。
ハ
バ
ナ
に
あ
る
広
場
が
「
尊
厳
の
た
め
の
広
場
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
物
語
は
、
そ
ん
な
風
に
眠
ら
さ
れ
た
、
眠
っ
て
い
る
う
ち
に
忘
れ
去
ら
れ
た
抵
抗
の
力
の
目
を
覚
ま
そ
う
と
し

て
構
想
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
取
り
戻
す
ま
で
の
道
の
り
は
果
て
し
な
く
長
い
。
そ
し
て
そ
の
抵
抗
の
物
語
の
行
く
末

は
、
小
説
で
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
悲
劇
な
の
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
悲
し
す
ぎ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は

な
い
。
こ
の
物
語
は
そ
う
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
呼
び
か
け
な
の
だ
ろ
う
。

　

筆
者
が
こ
の
本
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
文
芸
評
論
家
ホ
ル
ヘ
・
フ
ォ
ル
ネ
ー
の
文
章
を
通
じ
て
だ
っ

た
﹈
17
﹇

。
ホ
ル
ヘ
・
フ
ォ
ル
ネ
ー
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
と
ほ
ぼ
同
世
代
だ
が
、
先
に
触
れ
た
キ
ュ
ー
バ
の
カ
サ
・
デ
・

感
じ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
で
は
ま
っ
た
く
荒
唐
無
稽
な
空
想
物
語
と
片
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
読
み
手
は
メ
ダ
ル
や
領
土
の
奪
還

が
根
拠
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
な
が
ら
読
み
進
め
る
だ
ろ
う
。
米
墨
戦
争
を
知
ら
な
く
て
も
、
ま
た
、
そ
の
際
の
米
国

に
よ
る
領
土
獲
得
の
手
口
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
く
て
も
、
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
に
お
け
る
米
国

の
メ
ダ
ル
の
奪
い
方
（
注
14
参
照
）
に
は
さ
も
あ
り
な
ん
と
思
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
物
語
は
「
第
三
世
界
」
な
ら

ど
こ
で
も
頻
繁
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
メ
キ
シ
コ
の
事
例
で
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

現
在
の
米
国
の
領
土
内
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
の
地
名
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
（
日
本
で
も
）
ほ
と
ん
ど
の
ス
ペ
イ
ン

語
教
師
が
、
こ
の
物
語
の
イ
グ
ナ
シ
オ
の
よ
う
に
話
題
を
展
開
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
定
冠
詞
を

教
え
る
と
き
に
は
、「Los Á

ngeles
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）」「Las Vegas

（
ラ
ス
・
ベ
ガ
ス
）」
と
現
在
の
米
国
の
地
名
に
話

が
向
く
は
ず
だ
。

「
い
っ
そ
米
国
人
に
生
ま
れ
た
か
っ
た
」
と
い
う
生
徒
の
反
論
。
こ
れ
は
物
語
の
設
定
で
は
一
九
六
八
年
の
出
来
事
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
古
い
話
に
は
聞
こ
え
な
い
。
こ
の
発
想
に
は
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
に
日
に
日
に
米
国
化
が
進

む
国
に
行
き
渡
る
恐
る
べ
き
諦
念
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。「
米
国
人
に
生
ま
れ
た
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
、「
マ
ッ
コ

ン
ド
」
現
象
の
一
つ
の
表
れ
だ
。
短
篇
集
『
マ
ッ
コ
ン
ド
』
の
編
者
の
一
人
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ゲ
ー
は
、
か
つ
て
は
メ

キ
シ
コ
の
領
土
、
現
在
は
米
国
の
領
土
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
育
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
小
説
で
は
、
過
去
の
米
国
に
よ
る
収
奪
行
為
と
し
て
メ
ダ
ル
や
領
土
の
こ
と
が
掘
り
起
こ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

昔
話
が
し
た
い
か
ら
で
は
な
い
。
過
去
と
現
在
が
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
米
国

﹇
17
﹈Fornet, Jorge, “N

arrar Latinoam
érica a la luz del bicentenario ”, Elogio de la incertidum

bre, U
nión, La H

abana, 2014, 

pp.7-34.

『
天
啓
を
受
け
た
勇
者
た
ち
』
と
と
も
に
、
ペ
ド
ロ
・
レ
メ
ベ
ル
（
チ
リ
）、
マ
リ
オ
・
ベ
ジ
ャ
テ
ィ
ン
（
メ
キ
シ
コ
）

が
論
じ
ら
れ
る
。
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ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
に
籍
を
置
き
、
雑
誌
「
カ
サ
」
の
編
集
を
担
い
な
が
ら
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
批
評
を
続
け
て
い

る
。
そ
し
て
彼
の
所
属
す
る
機
関
が
こ
の
小
説
に
賞
を
与
え
て
い
る
﹈
18
﹇

。
多
く
の
場
合
、
何
か
の
受
賞
作
で
あ
れ
ば
本
の

裏
表
紙
あ
た
り
で
触
れ
ら
れ
て
も
い
い
の
だ
が
、
ト
ゥ
ス
ケ
ッ
ツ
出
版
の
こ
の
小
説
に
は
そ
う
い
う
言
及
が
な
い
。
キ

ュ
ー
バ
発
の
文
学
賞
受
賞
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
欧
米
で
注
目
さ
れ
る
作
品

を
追
い
か
け
て
い
て
は
、
こ
の
小
説
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
小
説
の
存
在
を
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
文
学
制
度
が
す
で
に
我
々
の
周
り
に
は
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、
カ
サ
・
デ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
は
創
設
以
来
、
主
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
作
品
を
顕
彰
し
、
作
品

に
一
定
の
価
値
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
文
学
賞
以
外
で
も
、
古
典
で
あ
れ
、
現
在
書
き
続
け
て
い
る
作
家
の
作
品
で

あ
れ
、
叢
書
に
入
れ
て
キ
ュ
ー
バ
版
を
刊
行
し
て
い
る
。「
肯
定
の
詩
学
」
の
中
心
は
現
在
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

書
物
に
価
格
は
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
象
徴
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
商
業
出
版
と
い
う
よ
り
は
、

読
ま
れ
る
べ
き
作
品
と
し
て
多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
よ
う
に
書
物
の
出
版
を

行
な
っ
て
い
る
機
関
が
、
あ
る
い
は
出
版
社
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
書
店
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

革
命
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
文
学
制
度
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
よ
る
「
第
三
世
界
」
文
学
の
創
設
で
も
あ

る
。
キ
ュ
ー
バ
が
こ
の
本
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
に
特
別
な
価
値
を
与
え
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
二
十
一
世
紀

の
「
第
三
世
界
文
学
」
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
た
も
の
だ
。

　

キ
ュ
ー
バ
と
マ
イ
ア
ミ
の
間
に
は
わ
ず
か
九
十
マ
イ
ル
し
か
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
に
隔
た
っ
て
い
る
九
十
マ
イ

﹇
18
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（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
八
年

一
月
二
十
三
日
）

ル
は
、
世
界
の
ほ
か
の
ど
の
場
所
に
も
な
い
。
米
国
か
ら
最
も
遠
い
キ
ュ
ー
バ
に
視
座
を
置
く
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
米
国
国
境
す
ぐ
近
く
の
、
最
も
米
国
的
な
都
市
モ
ン
テ
レ
イ
で
書
か
れ
た
こ
の
小
説
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
メ
キ
シ
コ
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
文
学
な
の
で
あ
る
。
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最
終
章̶

̶

結
論

　

序
章
か
ら
九
章
ま
で
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

序
章
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
結
集
す
る
一
九
四
三
年
と
い
う
年
号
を
足
が
か
り
に
当
時
の

文
化
潮
流
を
論
じ
た
。
キ
ュ
ー
バ
は
ホ
セ
・
レ
サ
マ
＝
リ
マ
の
描
く
よ
う
に
楽
園
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ

の
描
く
よ
う
に
監
獄
な
の
か
。
二
十
世
紀
半
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
米
国
か
ら
芸
術
家
が
帰
郷
す
る
中
で
生
ま
れ
た
キ
ュ

ー
バ
を
描
こ
う
と
す
る
流
れ
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
に
お
け
る
二
つ
の
詩
学
、「
肯
定
の
詩
学
」
と
「
否
定
の
詩
学
」
と

し
て
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
革
命
前
の
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
詩
学
は
美
学
上
の
対
立
と
し
て
共
存
し
て

い
た
。
し
か
し
革
命
後
、
表
現
を
め
ぐ
る
「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
に
よ
っ
て
「
否
定
の
詩
学
」
は
島
に
居
場
所
を
失

い
、
国
外
に
出
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
第
一
部
は
「
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
ア
レ
ナ
ス
」
と
題
し
、「
否
定
の
詩
学
」
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・

ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
革
命
前
の
表
現
と
、
革
命
下
で
彼
の
影
響
を
最
も
受
け
た
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
を
論
じ
た
。

　

第
一
章
で
は
ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
作
品
で
最
も
初
期
に
発
表
さ
れ
、
彼
の
生
涯
を
予
見
し
た
か
の
よ
う
な

短
篇
作
品
で
あ
る
「
落
下
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
作
品
世
界
に
通
底
す
る
世
界
観
を
読
み
取
っ
た
。
こ
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の
作
品
は
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
よ
り
高
く
登
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
近
代
性
を
愚
弄
す
る
姿

勢
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
世
界
観
は
彼
か
ら
見
た
、
世
界
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
の
疎
外
状
況
を
映
し
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
彼
は
、
こ
の
作
品
の
な
か
で
ひ
そ
か
に
自
ら
の
性
も
重
ね
合
わ
せ
て
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
気
づ

い
て
読
め
ば
、
こ
の
作
品
で
は
、
男
性
優
位
主
義
（
マ
チ
ス
モ
）
社
会
に
お
い
て
差
別
の
対
象
と
な
る
同
性
愛
者
と
い

う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
疎
外
さ
れ
た
性
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
社
会
進
出
の
不
可
能
性
を
も
描
き
出
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
短
篇
に
描
き
出
さ
れ
る
断
片
的
世
界
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
が
同
時
期
に
発
表
し
た

詩
「
島
の
重
さ
」
と
対
応
し
、
複
数
の
文
化
を
持
つ
キ
ュ
ー
バ
世
界
の
断
片
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
個
が
ば
ら
ば
ら
に
因
果
を
失
っ
て
点
在
す
る
世
界
を
キ
ュ
ー
バ
的
な
固
有
性
と
み
な
す
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
キ
ュ
ー
バ
観

は
、
キ
ュ
ー
バ
の
状
態
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
完
結
へ
の
途
上
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
他
の
表
現
者
と
対
立
す
る
も
の
だ

っ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
滞
在
の
意
義
を
検
討
し
た
。
そ
の
意
義
は
端
的
に
い
え
ば
、
そ

も
そ
も
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
模
倣
都
市
で
あ
る
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
行
き
先
を
定
め
た
こ

と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
、
先
行
す
る
作
家
た
ち
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
大
西
洋
横
断
）
と

は
異
な
る
経
路
を
た
ど
り
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
が
、

ボ
ル
ヘ
ス
や
彼
の
関
わ
っ
た
文
芸
誌
の
存
在
感
が
増
す
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
亡
命
作
家
が

住
み
着
く
な
ど
混
沌
と
し
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
イ
ナ
ー
言
語
で
書
か
れ
た
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
文
学
の
ス
ペ
イ
ン
語
翻
訳
、
あ
る
い
は
ア
ン
チ
・
キ
ュ
ー
バ
文
壇
を
あ
ら
わ
に
し
た
文
芸
誌
の
創
刊
は
ピ

ニ
ェ
ー
ラ
に
と
っ
て
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
経
て
、
彼
は
キ
ュ
ー
バ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の

ア
ー
カ
イ
ヴ
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
文
化
の
灰
が
散
り
散
り
に
な
っ
た
墓
場
と
い
う
考
え
を
確
固
と
し
、
そ
れ
ら
の
死

に
向
き
合
う
こ
と
で
は
じ
ま
る
生
の
中
に
キ
ュ
ー
バ
が
あ
る
と
し
た
。

　

第
三
章
で
は
、
革
命
下
で
逮
捕
や
投
獄
を
経
験
し
、
そ
の
後
米
国
に
亡
命
し
て
反
革
命
運
動
を
行
っ
て
い
た
レ
イ
ナ

ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
の
最
初
期
作
品
を
と
り
あ
げ
、
の
ち
に
封
印
さ
れ
た
こ
の
作
品
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
彼
の
作
家
と

し
て
の
出
自
と
革
命
の
関
わ
り
を
論
じ
た
。
彼
の
作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
農
村
の
少
年
を
主
人
公
と
し
、
自
然

や
家
族
と
の
交
わ
り
を
素
朴
に
描
き
出
す
い
く
つ
か
の
短
篇
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
た
た
ず
ま
い

は
、
晩
年
の
彼
の
過
激
な
カ
ス
ト
ロ
批
判
文
書
な
ど
か
ら
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作
品
が
書
か
れ
、
ま
た
一

定
の
評
価
を
受
け
た
の
は
、
農
村
出
身
の
ア
レ
ナ
ス
が
革
命
の
文
化
教
育
政
策
、
例
え
ば
識
字
教
育
の
恩
恵
を
受
け
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
レ
ナ
ス
は
そ
の
後
反
革
命
へ
大
き
な
変
身
を
遂
げ
る
が
、
そ
の
変
身
の
背
景
に
は
、
自
由
（
＝

書
く
こ
と
）
を
与
え
て
く
れ
た
は
ず
の
革
命
が
、
革
命
に
の
み
奉
仕
さ
せ
る
不
自
由
（
＝
書
き
た
い
こ
と
が
書
け
な

い
）
に
反
転
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
彼
の
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
と
彼
の
ゴ
キ
ブ
リ
的
な
生
を
礼

賛
す
る
姿
勢
が
、
と
も
に
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
は
ア
レ
ナ
ス
に
と

っ
て
新
し
い
父
と
な
り
彼
に
指
針
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
第
一
部
で
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
を
中
心
と
し
て
論
じ
つ
つ
、
序
章
で
示
し
た
「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
以

降
、「
否
定
の
詩
学
」
の
作
家
た
ち
の
表
現
活
動
に
大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
例
を
レ
イ
ナ
ル
ド
・
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ア
レ
ナ
ス
に
み
た
。
革
命
の
文
化
政
策
は
表
現
活
動
を
行
う
人
々
に
対
し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
、
第
二
部
は
「
革
命
下
の
知
識
人
」
と
題
し
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
に
お
い
て
文
学
者
が
果
た
し
た
役
割
、
革
命

と
緊
張
状
態
に
置
か
れ
た
文
学
者
や
批
評
家
た
ち
、
具
体
的
に
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
、
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ

ス
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
の
文
章
を
中
心
に
検
討
し
た
。

　

ま
ず
第
四
章
で
は
、
革
命
と
知
識
人
を
テ
ー
マ
に
書
か
れ
た
キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
学
者
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
の
評
論

書
で
あ
る
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち̶

̶

キ
ュ
ー
バ
知
識
人
の
革
命
、
離
反
、
亡
命̶

̶

』
を
紹
介
し
つ
つ
、
革
命
期

の
文
学
者
の
様
々
な
振
る
舞
い
を
あ
と
づ
け
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
近
代
的
民
主
化
は
一
九
四
〇
年
の
共
和
国
憲
法
制
定
に

よ
っ
て
前
進
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
意
見
の
醸
成
と
共
存
を
可
能
に
す
る
自
由
な
言
論
空
間
が
整
っ
た
。
こ
う

し
た
環
境
が
の
ち
に
多
様
な
国
家
観
勢
力
を
結
集
し
た
カ
ス
ト
ロ
革
命
を
下
支
え
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
革
命
前
の
文

学
者
た
ち
に
は
挫
折
感
と
政
治
忌
避
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
芽
生
え
て
お
り
、
そ
れ
を
最
も
体
現
し
て
い
た
の
が
ビ
ル
ヒ
リ

オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
だ
っ
た
。
こ
の
姿
勢
が
革
命
へ
の
全
面
降
伏
に
つ
な
が
り
、
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
ら
の
ち
の
世
代
も
引
き

継
い
で
い
く
。
歴
史
学
者
で
あ
る
ロ
ハ
ス
は
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
文
学
者
の
役
割
を
重
要
視
し
、
革
命
後
キ
ュ
ー
バ
文

学
の
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
一
元
的
な
記
憶
支
配
に
批
判
的
検
討
を
行
う
。
国
民
の
記
憶
に
対
す
る
一
元
的
な
支

配
は
「
記
憶
の
戦
争
」
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
不
和
は
国
民
的
な
和
解
を
不
可
能
に
し
て
い

る
。
和
解
を
可
能
に
す
る
に
は
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
社
会
主
義
革
命
宣
言
の
一
九
六
一
年
ま
で
の
言
論
空
間
を
モ
デ

ル
と
し
た
よ
う
な
、
複
数
意
見
に
開
か
れ
た
場
の
形
成
が
必
要
だ
と
ロ
ハ
ス
は
説
い
て
い
る
。

　

続
く
第
五
章
で
は
、
革
命
後
に
出
た
小
説
の
な
か
で
、
革
命
が
進
行
中
の
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
知
識
人
の
苦
悩
を
テ

ー
マ
と
す
る
『
低
開
発
の
記
憶
』
を
論
じ
た
。
こ
の
小
説
は
映
画
化
と
同
時
に
著
者
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
の
自

己
翻
訳
に
よ
る
英
訳
が
出
版
さ
れ
、
特
に
西
側
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
言
論
の
自
由
、
革
命
を
批
判
す
る
表
現
の

自
由
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
外
観
は
デ
ス
ノ
エ
ス
に
よ
っ

て
修
正
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
読
み
で
、
実
は
こ
の
本
に
は
容
易
に
読
み
解
け
な
い
よ
う
な
凝
っ
た
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
仕
掛
け
に
着
目
し
、
ハ
バ
ナ
で
出
た
初
版
以
降
存
在
す
る
複
数
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
デ
ス
ノ
エ
ス

に
よ
る
英
訳
版
、
ま
た
映
画
版
の
シ
ナ
リ
オ
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
仕
掛
け
を
読
み
解
い
た
。
そ
の
仕
掛
け
と
は
、

革
命
を
批
判
し
よ
う
と
い
う
著
者
デ
ス
ノ
エ
ス
の
立
場
を
隠
す
機
能
を
も
ち
、
そ
の
こ
と
で
こ
の
小
説
は
革
命
に
と
っ

て
模
範
的
な
小
説
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。

　

第
六
章
で
は
、
や
は
り
革
命
下
に
お
け
る
表
現
を
テ
ー
マ
に
小
説
や
試
論
を
書
い
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
作
家
の
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
を
取
り
上
げ
、
キ
ュ
ー
バ
に
出
版
の
道
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
彼
に
と
っ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
、

か
つ
て
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
と
っ
て
と
同
じ
よ
う
に
「
文
学
的
亡
命
地
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
と
り
わ
け
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
歴
史
的
に
多
く
の
亡
命
者
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
文
学
活
動
を
保
護
し
て
き

た
。
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
国
内
で
の
発
言
の
場
を
失
っ
た
ポ
ン
テ
は
人
的
な
交
流
も
あ
っ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
研
究

者
ら
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
出
版
社
か
ら
本
を
出
す
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
書
か
れ

た
作
品
を
、
先
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
の
問
題
意
識
と
通
底
す
る
革
命
政
権
の
文
化
政
策
、
と
り
わ
け
「
正
典
」
を

中
心
に
行
わ
れ
る
一
元
的
な
読
み
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
読
み
解
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
部
で
は
革
命
が
進
行
す
る
な
か
で
定
め
ら
れ
た
文
化
政
策
が
表
現
活
動
に
抑
圧
と
し
て
働
い
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て
き
た
経
緯
や
、
実
際
に
抑
圧
を
感
じ
て
い
る
な
か
で
文
化
政
策
に
対
す
る
批
判
を
込
め
た
表
現
活
動
を
行
っ
た
作
家

た
ち
を
検
討
し
た
。
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
や
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
ら
「
否
定
の
詩
学
」
を
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
遺
産
と
し
て
認
め
な
い

流
れ
が
確
固
と
さ
れ
、
革
命
か
ら
切
り
離
し
て
キ
ュ
ー
バ
を
描
く
立
場
も
、
革
命
か
ら
切
り
離
し
て
過
去
の
キ
ュ
ー
バ

文
学
を
議
論
す
る
立
場
も
存
在
が
難
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
第
三
部
で
は
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い

革
命
の
文
化
政
策
が
目
指
し
た
芸
術
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
革
命
に
よ
っ
て
保
護
を
受

け
、
革
命
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
生
を
得
た
文
学
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
序
章
で
み
た
二
つ
の
流
れ
の
う
ち
、「
肯
定
の

詩
学
」
と
し
て
読
ま
れ
る
作
品
を
分
析
す
る
パ
ー
ト
で
あ
る
。

　

第
七
章
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
革
命
文
学
の
「
正
典
」
が
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る

の
か
を
論
じ
た
。
主
だ
っ
た
文
学
賞
の
受
賞
作
品
な
ど
か
ら
五
作
品
を
選
び
、「
革
命
推
理
小
説
」
と
「
テ
ス
テ
ィ
モ

ニ
オ
」、
ま
た
そ
の
融
合
形
と
も
言
え
る
作
品
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
、
七
〇
年
代
の
キ
ュ
ー
バ
文
学

は
、
革
命
前
を
悪
、
革
命
後
を
善
と
す
る
よ
う
な
構
図
の
も
と
、「
革
命
推
理
小
説
」
や
「
テ
ス
テ
ィ
モ
ニ
オ
」
を
生

み
出
し
、
こ
れ
ら
が
芸
術
を
広
く
国
民
に
与
え
よ
う
と
す
る
革
命
政
府
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
確
か
め

た
。
こ
の
時
代
の
文
学
は
何
よ
り
も
キ
ュ
ー
バ
固
有
の
物
語
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
革
命
を
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
し
か

も
そ
の
と
き
に
は
、
虚
構
よ
り
も
事
実
に
重
き
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ
て
書
き
手
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
も
、
観
察
者
と
い
う
よ
り
は
革
命
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
当
事
者
、
あ
る
い
は
そ
の
当
事
者
に
近
い
書
き
手

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

第
八
章
で
は
革
命
以
降
の
キ
ュ
ー
バ
に
流
入
し
、
お
よ
そ
三
十
年
に
わ
た
っ
て
濃
密
な
関
係
を
築
い
た
ソ
連
の
文
化

と
の
関
わ
り
を
キ
ュ
ー
バ
作
家
が
ど
う
描
い
た
の
か
を
中
心
に
検
討
し
た
。
取
り
上
げ
た
作
品
は
ど
れ
も
ポ
ス
ト
ソ
連

時
代
に
入
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
、
ソ
連
と
の
関
係
の
深
か
っ
た
時
代
の
記
録
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
分

析
の
際
に
は
、
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
を
振
り
返
る
眼
差
し
に
注
目
し
、
か
た
や
ソ
連
文
化
を
懐
か
し
む
、
一
種
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
作
品
も
あ
れ
ば
、
か
た
や
ソ
連
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら
も
、
そ
の
時
代
と
決

別
し
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
す
る
キ
ュ
ー
バ
人
に
対
す
る
呼
び
か
け
と
な
る
よ
う
な
作
品
も
あ
る
こ
と
を
確
か

め
た
。
さ
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
人
を
母
、
キ
ュ
ー
バ
人
を
父
と
し
、
ソ
連
（
＝
ロ
シ
ア
語
）
経
験
と
キ
ュ
ー
バ
（
＝
ス
ペ

イ
ン
語
）
経
験
の
双
方
を
も
っ
て
い
る
作
家
も
お
り
、
こ
う
し
た
作
家
た
ち
が
存
在
感
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
た
。

　

第
九
章
で
は
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
維
持
と
喧
伝
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
文
化
機
関
「
カ
サ
・
デ
・
ラ

ス
・
ア
メ
リ
カ
ス
」
に
光
を
当
て
、
キ
ュ
ー
バ
以
外
の
作
家
を
対
象
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
小
説
部
門
の
受
賞
作

を
分
析
し
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
最
初
に
チ
リ
に
新
自
由
主
義
が
持
ち
込
ま
れ
て
以
降
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
進
み
、
そ
の
流
れ
と
軌
を
一
に
す
る
文
学
の
潮
流
も
生
ま
れ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
時
代
の
潮
流
と
は
無
縁

に
あ
る
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
文
化
機
関
「
カ
サ
」
が
そ
の
流
れ
に
抵
抗
す
る
よ
う
な
文
学
作
品
を
評
価
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
メ
キ
シ
コ
の
作
家
ダ
ビ
ー
・
ト
ス
カ
ー
ナ
の
『
天
啓
を
受
け
た
勇
者
た
ち
』
を
取
り
上
げ
、
こ
の
作
品
に
見
ら

れ
る
反
帝
国
主
義
、
反
米
主
義
を
、
二
十
一
世
紀
の
「
キ
ュ
ー
バ
文
学
」
と
し
て
読
み
解
い
た
。
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こ
の
よ
う
に
本
論
文
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
は
二
つ
の
詩
学̶

̶

「
否
定
の
詩
学
」
と
「
肯
定
の
詩
学
」̶

̶

が
あ
る

と
設
定
し
、
主
に
序
章
と
第
一
部
で
、
革
命
に
よ
っ
て
そ
の
図
式
が
変
容
さ
せ
ら
れ
る
過
程
を
追
い
、
第
二
部
で
は
そ

の
中
で
作
家
た
ち
が
い
か
な
る
表
現
の
模
索
を
行
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
さ
ら
に
第
三
部
で
は
、
文
学
表
現
を
大
き
く

変
え
た
そ
の
革
命
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
新
し
い
文
学
を
詳
細
に
論
じ
た
。

　

全
九
章
を
通
じ
て
数
多
く
の
作
家̶

̶

ビ
ル
ヒ
リ
オ
・
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ギ
リ
ェ
ン
、
エ
ベ
ル
ト
・
パ

デ
ィ
ー
リ
ャ
、
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
、
エ
ド
ム
ン
ド
・
デ
ス
ノ
エ
ス
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ホ
セ
・
ポ
ン
テ
、
イ
グ
ナ
シ
オ
・
カ
ル
デ
ナ
ス
・
ア
ク
ー
ニ
ャ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ー
ナ
、
ル
イ
ス
・
ロ
ヘ
リ
オ
・

ノ
ゲ
ラ
ス
、
ル
イ
ス
・
ア
ド
リ
ア
ン
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
、
ミ
ゲ
ル
・
バ
ル
ネ
ー
、
ア
デ
ラ
イ
ダ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・

デ
・
フ
ア
ン
、
ヘ
ス
ス
・
デ
ィ
ア
ス
、
ア
ナ
・
リ
デ
ィ
ア
・
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
、
ダ
ビ
ー
・
ト
ス
カ
ー
ナ̶

̶

を
取
り

上
げ
た
。
日
本
で
の
紹
介
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
作
家
も
含
め
、
数
多
く
の
作
家
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
こ
と

で
、
年
譜
や
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
キ
ュ
ー
バ
文
学
の
大
き
な
見
取
り
図
と
文
学
史
を
描
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

作
家
を
論
じ
る
と
き
に
は
、
作
家
の
た
ど
っ
た
生
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
性
も
参
照
し
、
彼
ら
の
生
を
生
き
直

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
作
品
を
読
み
解
い
た
。
と
り
わ
け
作
品
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
キ
ュ
ー
バ
を
意
識
し
て
書
か
れ

た
こ
と
を
念
頭
に
、
キ
ュ
ー
バ
人
の
生
を
描
き
出
し
た
も
の
と
し
て
読
解
を
試
み
た
。
山
を
転
げ
落
ち
る
登
山
者
か
ら

マ
イ
ア
ミ
の
潜
入
ス
パ
イ
ま
で
、
文
学
作
品
に
描
か
れ
た
生
を
、
実
際
に
生
き
ら
れ
た
も
の
と
し
て
想
像
し
読
む
行
為

は
、
キ
ュ
ー
バ
人
と
し
て
生
き
直
す
こ
と
で
も
あ
る
。
人
間
を
描
い
た
文
学
作
品
を
論
じ
る
醍
醐
味
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

こ
う
し
て
論
じ
て
み
て
わ
か
る
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
革
命
前
か
ら
革
命
後
を
通
じ
て
多
く
の
文
学
者
が
、
ま
さ
し

く
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
島
、
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
決
し
て
大
き
く
は
な
い
国
で

あ
る
が
、
書
物
や
雑
誌
な
ど
の
出
版
は
革
命
前
か
ら
革
命
後
を
通
じ
て
盛
ん
で
、
翻
訳
を
通
じ
て
言
語
を
越
え
て
そ
の

名
を
知
ら
れ
る
文
学
者
の
数
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
豊
か
な
出
版
文
化
を
通
じ
て
わ
か
る
の
は
、
彼
ら
が
彼
ら
の

考
え
を
文
字
と
し
て
残
そ
う
と
い
う
意
志
で
あ
る
。
そ
の
記
録
は
時
代
を
越
え
て
読
ま
れ
続
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
島

の
人
々
の
中
で
果
た
す
役
割
は
決
し
て
小
さ
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
発
言
が
キ
ュ
ー

バ
人
に
と
っ
て
身
近
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
キ
ュ
ー
バ
人
の
日
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
キ
ュ
ー
バ
人
の
賛
意
の
も
と
に
実
現
し
た
革
命
は
、
芸
術
家
、
と
く
に
文
学
者
と
の

関
係
を
重
視
し
た
。
革
命
は
識
字
教
育
に
始
ま
り
、
新
し
い
文
学
や
映
画
の
創
造
に
多
く
の
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
た
。

「
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
事
件
」
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
創
造
行
為
の
原
点
、「
否
定
の
詩
学
」
と
「
肯
定
の
詩
学
」
の
対
決

で
あ
り
、
革
命
の
そ
の
後
の
趨
勢
を
決
し
か
ね
な
い
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。

　
「
否
定
の
詩
学
」
と
は
、
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
や
パ
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
幻
滅
・
失
望(desencanto)

を
表
現
の
動
機
と
す
る
。「
幻
滅
・
失
望
（desencanto

、
英
語
で
はdisenchant

）」
と
は
、「
魔
法(encanto)

が
解
け

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
考
え
込
む
者
（「
島
の
重
さ
」）
や
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
な

い
者
（「
ゲ
ー
ム
の
外
で
」）
に
共
通
す
る
の
は
部
外
者
、
あ
る
い
は
観
察
者
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
観
察
者
と
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し
て
の
立
場
は
、
革
命
と
同
一
化
し
、
熱
狂(entusiasm

o)

す
る
当
事
者
と
は
、
足
を
置
い
て
い
る
場
所
と
の
関
わ
り

方
が
本
質
的
に
違
う
。
幻
滅
や
失
望
の
状
態
に
あ
る
と
は
、
革
命
と
い
う
夢
か
ら
覚
め
、
革
命
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と

を
や
め
る
行
為
に
等
し
い
。

　
「
否
定
の
詩
学
」
と
「
肯
定
の
詩
学
」
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
こ
う
し
て
革
命
に
お
い
て
は
美
学
上
の
議
論
を
越
え
て
、

キ
ュ
ー
バ
人
に
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
選
ば
せ
る
対
立
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て
考
え
続
け
る

こ
と
と
は
、
島
へ
の
帰
属
意
識
、
ひ
い
て
は
島
の
所
有
願
望
と
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
キ
ュ
ー
バ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
、
キ
ュ
ー
バ
へ
の
帰
属
意
識
は
高
ま
り
、
キ
ュ
ー
バ
を
自
分
の
物
と
し
た
く
な
る
。
観
察
者
と
当
事
者
と

が
、
同
じ
よ
う
に
キ
ュ
ー
バ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
し
て
、
ど
ち
ら
が
所
有
者
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
見

た
二
人
の
本
質
的
な
違
い
を
考
え
れ
ば
、
お
の
ず
と
当
事
者
に
軍
配
が
上
が
る
だ
ろ
う
。
革
命
前
の
ピ
ニ
ェ
ー
ラ
に
向

け
ら
れ
た
偽
の
土
着
主
義

0

0

0

0

0

0

と
い
う
評
価
は
、
そ
の
場
に
い
る
の
に
当
事
者
で
は
な
い
観
察
者
と
い
う
意
味
の
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
う
し
て
、
革
命
が
生
み
出
し
た
新
し
い
文
学
の
潮
流
は
当
事
者
性
に
依
拠
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。

　

そ
し
て
最
後
、
本
論
を
通
じ
て
わ
か
る
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
文
学
史
は
、
同
じ
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
史
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
二
十
世
紀
の
前
半
期
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
文
学
が
た
ど
っ
た
道
筋
を
た
ど
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま

キ
ュ
ー
バ
現
代
史
を
た
ど
る
こ
と
で
も
あ
る
。
他
の
国
や
地
域
の
文
学
も
同
様
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
少
な

く
と
も
キ
ュ
ー
バ
の
作
家
と
作
品
の
歴
史
は
キ
ュ
ー
バ
を
映
し
出
す
鏡
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
作
品
を

通
じ
、
共
和
国
期
か
ら
革
命
期
、
ソ
連
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
た
時
代
、
そ
し
て
冷
戦
後
と
、
一
つ
の
国
の
歴
史
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
論
じ
た
文
学
者
た
ち
の
表
現
と
い
う
も
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
人
の
文
学
や
政
治
や
歴
史
、

ま
た
キ
ュ
ー
バ
人
た
ち
の
表
現
全
体
か
ら
す
れ
ば
ほ
ん
の
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
部
分
が
全
体
を
映
し
出
す
可
能

性
は
あ
る
。
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献
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原
則
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し
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本
文
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脚
注
に
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て
あ
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。
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だ
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章
の
体
裁
上
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す
べ
て
の
文
献
を
脚
注
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示
せ
な
か
っ
た
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め
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そ
う
し
た
文
献
も
含
め
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う
え
、
以
下
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書
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。
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、
二
〇
一
一
年
。

第
三
章

　
　
「
革 

命
と
ゴ
キ
ブ
リ

│
作
家
・
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
レ
ナ
ス
前
夜
」、『
ユ
リ
イ
カ
』、
三
三
巻
一
一
号
、
一
六
〇
│

一
六
六
頁
、

二
〇
〇
一
年
。

第
四
章

　
　
「
騒 

々
し
い
過
去
と
向
き
合
う
こ
と

│
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス
『
安
眠
で
き
ぬ
死
者
た
ち
』
を
め
ぐ
っ
て
」、『
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
研
究
年
報
』、
二
七
号
、
一
五
六
│

一
七
四
頁
、
二
〇
〇
七
年
。

第
五
章

　
　
「『
低
開
発
の
記
憶
』
に
み
る
植
民
地
知
識
人
の
戦
略

│
カ
リ
ブ
文
学
論
（
そ
の
１
）」、 『
総
合
文
化
研
究
』、
一
八
号
、

　
　
　

 

五
四
│

六
五
頁
、 

二
〇
一
四
年
。

第
六
章

　
　
「
亡 

命
地
と
し
て
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

│
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ホ
セ
・
ポ
ン
テ
と
カ
リ
ブ
文
学
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」、『
れ
に
く
さ
』、

四
号
、
九
二
│

一
〇
六
頁
、 

二
〇
一
三
年
。

第
八
章

　
　
「
ポ 

ス
ト
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
文
学
を
読
む

│
キ
ュ
ー
バ
は
ソ
連
を
ど
う
描
い
た
か
？
」、『
れ
に
く
さ
』、
六
号
、

一
二
九
│

一
四
〇
頁
、
二
〇
一
六
年
。

第
九
章

　
　
「
反 

マ
ッ
コ
ン
ド
文
学

│
二
十
一
世
紀
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
第
三
世
界
文
学
と
ダ
ビ
ー
・
ト
ス
カ
ー
ナ
『
天
啓
を
受
け
た
勇

者
た
ち
』」、『
総
合
文
化
研
究
』、
二
〇
号
、
四
八
│

五
七
頁
、
二
〇
一
六
年
。


